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第4次調査(Ⅴ区西半)古墳時代～古代面全景(東から)

巻頭 1
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SD61 出土遺物 ( 第 3 ～第 5・第 7 次調査 )　右下 把手付中空円面硯 ( 径 10 .30㎝ )
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序　　　　文

仙台市の文化財保護行政の推進につきまして、日ごろからご理解、ご協力を賜り心から感謝
申し上げます。

市内には、旧石器時代から近世にいたるまで数多くの埋蔵文化財が残されております。当教
育委員会といたしましても、先人たちの残してきた貴重な文化遺産を保護し、保存・活用を図
りながら、次の世代に引き継いでいくことは、これからの「まちづくり」に欠かせない大切な
ことと考えております。

本報告書は、多賀城造営以前の陸奥国府と考えられ、国史跡指定を受けた「仙台郡山官衙遺
跡群　郡山官衙遺跡　郡山廃寺」の西側で都市整備が進められている「仙台市あすと長町土地
区画整理事業」に伴う発掘調査の中で、平成 13・17・19 年に実施された西台畑遺跡の第 4・
5・7 次発掘調査の成果をまとめたものです。あすと長町土地区画整理事業に関係する調査報告
書としては、これが７冊目となります。

西台畑遺跡は、昭和 32 年、煉瓦工場地内での粘土採掘中に弥生土器が発見され、東北大学の
伊東信雄先生により出土状況の調査が行われ、遺跡の所在が明らかになりました。この時の資
料は、弥生時代中期の仙台平野における葬制を考える上で重要な資料となっており、学史的に
も注目される遺跡であります。

区画整理事業に伴う発掘調査は平成 10 年から開始され、古墳時代後期から奈良時代までとし
ては、東北地方でも最大級の集落が事業地内にあったことが明らかになり、郡山遺跡に営まれ
た官衙との関係が考えられております。ここに報告する調査成果が、地域の歴史を解き明かし
ていくための貴重な資料となり、広く活用され、文化財に対するご理解と保護の一助になれば
幸いです。

最後になりましたが、仙台市では、平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分に発生した東日本大震
災からの復興に向け、「ともに前へ仙台　～ 3・11 からの再生～」を掲げて、復興計画を進め
ているところです。未曾有の大震災から 2 年を迎えましたが、復興はまだ道半ばといえます。

そうした中、本報告書の刊行にあたりまして、多くの方々のご協力、ご助言をいただきまし
たことを深く感謝申し上げ、刊行の序といたします。

平成 25 年 3 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙台市教育委員会

	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　青沼一民
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例　　言

　1　.本書は、「仙台市あすと長町土地区画整理事業」に伴い仙台市教育委員会が実施した西台畑遺跡における発掘調査の

　　うち、2000 ～ 2007年に実地した、第4次(Ⅴ区西側･個人住宅調査)、第5次調査(Ⅴ区下層調査･17街区範囲確認

　　調査)、第7次調査(17街区)および、第3次調査の一部(Ⅴ区東側)、平成15年度に行った個人住宅調査の成果を収

　　録したものである。

　2　.本書の作成業務は、仙台市教育委員会の委託を受け、国際文化財株式会社が行なった。

　3　.本書の作成は、仙台市教育委員会生涯学習部文化財課 工藤 信一郎、黒田 智章の監理の下、遺構図トレース、出土

　　遺物の登録･実測およびトレース･写真撮影、執筆、編集に至るまでの作業を国際文化財株式会社が担当した。

　4　.本書の執筆･図版作成は、第1章･第3章を工藤 信一郎、第2章･第4章を長林 大(国際文化財株式会社、以下同じ)

　　が担当した。第5章の遺構事実記載、石器を除く遺物事実記載は、第1節･2節を長林 大、第3節1を土 任隆、第3

　　節2･3･第4節を田口 雄一が担当した。石器事実記載は横井 奏が担当した。第6章は、工藤 信一郎、長林 大、田口

　　雄一が担当し、土 任隆が協力した。編集は、長林 大が担当し、土 任隆、田口 雄一が協力した。

　5　.石器･石製品の石材の同定については、荒井 格、黒田 智章(仙台市教育委員会生涯学習部文化財課)の指導を受け

　　ながら、横井 奏が行なった。

　6　.発掘調査および、整理作業に際し、以下の方々から多くの御指導･御協力を賜った。記して感謝の意を表する次第で

　　ある。(五十音順･敬称略)

　　和泉(旧姓伊勢)和歌子、伊藤 玄三、今泉 隆雄、岡田 茂弘、(故)工藤 雅樹、桑原 滋郎、進藤 秋輝、須藤 隆

　　早坂 春一、藤沼 邦彦、松本 秀明、宮本 長二郎、渡部 育子

　7　.本書の調査成果については、これまで現地説明会資料や古代城柵官衙遺跡検討会などにおいて、その内容の一部が

　　紹介されているが、本書の記載内容がそれらに優先する。

　8　.調査･整理に関する全ての資料は、仙台市教育委員会が保管している。

凡　例

　1　.第1図･第3図の地形図は、それぞれ国土地理院発行「長町」1:10,000、「仙台」1:50,000を使用した。

　2　.遺構図中の座標値は、世界測地系「平面直角座標第Ⅹ系」を基準としている。図中および本文記載の方位北は、基本

　　座標北を基準としているが、それ以外の図に関しては別途、以下に示した方位を表示した。

　3　.本文中の土色の記載には「新版 標準土色帖」2000年度版(農林水産省農林水産技術会議事務局監修 )を使用した。

　4　.断面図の数値は、海抜高度(T.P)を示す。

　5　.調査において検出された遺構については以下の遺構記号を使用し、遺構ごとに番号を付した。

　　SA:材木列　SD:溝跡　SE:井戸跡　SI:竪穴住居跡･竪穴遺構　SK:土坑　SM:小溝状遺構群　SR:河川跡　

　　SX:性格不明遺構　Pit:ピット

　6　.竪穴住居跡における主軸方位の算出、壁面呼称の基準については『西台畑遺跡第1･2次調査』(仙台市教委2010b)に

　　準じた。

方位
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　7　.遺構図に使用したスクリーントーンは以下の通りである。

　8　.出土遺物の登録には以下の遺物記号を使用し、種別毎にアラビア数字を付した。ただし、石器については分類にあた

　　り遺物記号Kの後に小文字アルファベットを付し、その分類種別を使用している。

　　A:縄文土器　B:弥生土器　C:土師器(非ロクロ調整)　D:土師器(ロクロ調整)　E:須恵器　F:軒丸瓦　G:平瓦　

　　Ka:打製石器　Kc:礫石器　Kd:石製品　N:金属製品　P:土製品

　9　.遺物実測図の縮尺は、打製石器は2/3、このほかは1/3とした。

10.土師器の実測図に使用したスクリーントーンは、以下の通りである。これ以外のものについては、その都度図中に示し

　　た。

11.土師器の器種および部位呼称、計測位置は『西台畑遺跡第1･2次調査』(仙台市教委　前掲)に準じた。

12.本書における石器の器種分類については、『西台畑遺跡第1･2次調査』(仙台市教委　前掲)に準じた。

13.石器･石製品の実測図に使用したスクリーントーンは、以下の通りである。

14.遺構･遺物の観察表内における括弧付の計測地値は、土器類の各径については推定、その他については残存値を示

す。

15.掲載した遺物写真の縮尺は原則として遺物実測図に準じた。但し、その縮尺での掲載が困難な場合は、適宜縮尺を

　　変更した。

16.本文中の「灰白色火山灰」(山田･庄司1980)は、これまでの仙台市域の調査報告や東北中心部の研究から、「十和田

　　a火山灰(To-a)」と考えられている。降下年代は現在、西暦915年と推定されており、本書もこれに従う。

　　山田一郎･庄司貞雄1980 ｢宮城県に分布する灰白色火山灰｣『宮城県多賀城跡調査研究所年報1979』

　　仙台市教育委員会2000『沼向遺跡第1～3次調査』仙台市文化財調査報告書第241集

　　小口雅史2003「古代東北の広域テフラをめぐる問題-十和田aと白頭山(長白山)を中心に-」『日本律令の展開』吉川

弘文館

黒色処理

柱痕跡 被熱範囲

節理

火ハネ 二重パティナ加熱処理
火熱による
黒変

摩滅 磨痕 敲打痕
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調査年度 調査次数 調査区 調査成果 所収報告書

昭和57年度 

(1982)
- 遺跡北西部・病院建設に伴う調査 河川跡

仙台市文化財

調査報告書 

第57集
平成10年度 

(1998)
第1次調査

Ⅰ･Ⅱ･Ⅳ･Ⅶ区 竪穴住居跡31軒、掘立柱建物跡4棟、溝跡、土坑
仙台市文化財

調査報告書  

第359集

遺構範囲確認調査 中世屋敷区画溝、井戸跡、弥生時代遺物包含層

平成11年度 

(1999)
第2次調査

Ⅱ区南･Ⅳ区西 竪穴住居跡3軒、溝跡、土坑
Ⅰ区･Ⅱ区南･Ⅳ区下層調査 弥生時代遺物包含層、土器埋設遺構、土壙墓
遺構範囲確認調査 竪穴住居跡、溝跡、ピット 

平成12年度 

(2000)
第3次調査

Ⅰ区北･Ⅳ区東 竪穴住居跡4軒、掘立柱建物跡、溝跡、土坑

仙台市文化財

調査報告書 

第359集

Ⅱ区北拡張区･Ⅲ区
竪穴住居跡25軒、竪穴遺構、溝跡、井戸跡、土坑 

弥生時代遺物包含層

仙台市文化財

調査報告書 

第388集

Ⅴ区東
竪穴住居跡8軒、溝跡、井戸跡、土坑 

弥生時代遺物包含層
本書

平成13年度 

(2001)
第4次調査 Ⅴ区西 竪穴住居跡18軒、掘立柱建物跡1棟、溝跡 本書

平成17年度 

(2005)
第5次調査

Ⅴ区下層調査 溝跡、弥生時代水田跡
本書

17街区遺構範囲確認調査 竪穴住居跡、溝跡

平成19年度 

(2007)

第6次調査 個人住宅建設 竪穴住居跡2軒、溝跡2条、土坑

仙台市文化財

調査報告書 

第326集

第7次調査 17街区南側区画道路
竪穴住居跡26軒、掘立柱建物跡3棟、材木列1条、溝跡、土坑 

弥生時代水田跡、遺物包含層
本書

平成24年度 

(2012)
第8次調査 26街区・高齢者福祉施設建設に伴う調査 竪穴住居跡3軒、溝跡、土坑、弥生時代遺物包含層

仙台市文化財

調査報告書 

第409集

西台畑遺跡年度別調査成果一覧

1

第1節　調査事由

「仙台市あすと長町土地区画整理事業」は、仙台市太白区長町に計画された「長町地区新都市整備計画」に伴い実

施されることになった事業である。事業計画地内には、周知の遺跡として西台畑遺跡･郡山遺跡が所在していたが、

長町駅東遺跡は、計画区域の大半を占める旧国鉄貨物ヤード跡地における遺跡の存在の有無、範囲等を把握するた

めに平成3年及び4年に実施された確認調査によって新たに発見された遺跡である。

その後、仙台市教育委員会と事業主体者である住宅･都市整備公団(現独立行政法人都市再生機構)は本事業の施

行に伴う埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行い、事業地内の計画路線にかかる西台畑遺跡･長町駅東遺跡及び

郡山遺跡の一部について発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は事業計画の進行に合わせて実施することとし、平成10年に西台畑遺跡の調査から開始した。第1次

調査に伴う遺構範囲確認調査の結果、調査対象区域には古代～中世の遺構が比較的良好な状態で確認されること

と、下層には弥生時代の遺物包含層も確認されたことから、今後の調査の実施について住宅･都市整備公団と協議

を行った。その結果、東側の区画道路計画部分であるⅠ区とⅡ区の調査を先行させ、その後環状線計画部分である

Ⅲ区と街区道路交差点となるⅤ区東の調査を行い、最期に街区道路部分であるⅤ区西の調査を実施することになっ

た。

第2節　調査要項
　遺跡名称：西台畑遺跡(宮城県遺跡地名番号01005)

　所在地：仙台市太白区郡山2丁目

　調査原因：仙台市あすと長町土地区画整理事業の施行に伴う埋蔵文化財の事前調査

第1章　調査にいたる経過



2

(1 )第3次調査(平成12年度)調査体制
①区画整理事業の施行に伴う調査

調査期間：2000年(平成12年)4月17日～ 12月22日

調査主体：仙台市教育委員会

調査担当：仙台市教育委員会生涯学習部文化財課調査係　　工藤信一郎　　教諭　豊村幸弘　

調査面積：Ⅴ区東　450㎡　Ⅰ区北拡張区100㎡ ･Ⅱ区北拡張区420㎡ ･Ⅲ区2,600㎡ ･Ⅳ区東拡張区170㎡

(2 )第4次調査(平成13年度)調査体制
①区画整理事業の施行に伴う調査

調査期間：2001年(平成13年)4月16日～ 7月17日

調査主体：仙台市教育委員会

調査担当：仙台市教育委員会生涯学習部文化財課調査係　　工藤信一郎　　文化財教諭　藤井勝哉　

調査面積：Ⅴ区西　550㎡　

②個人住宅建築に伴う調査

調査期間：2001年(平成13年)7月9日～ 7月26日

調査主体：仙台市教育委員会

調査担当：仙台市教育委員会生涯学習部文化財課調査係　　吉岡恭平　　渡部　紀　　教諭　豊村幸弘

文化財教諭　吉田和正　文化財教諭　村上秀樹

調査面積：110㎡

(3 )第5次調査(平成17年度)調査体制
調査期間：2005年(平成17年)5月23日～ 9月30日

調査主体：仙台市教育委員会

調査担当：仙台市教育委員会生涯学習部文化財課調査係　　工藤信一郎　文化財教諭　大倉秀之

文化財教諭　浅野克樹

調査組織：株式会社シン技術コンサル　主任調査員　吉澤　学　　調査員　松本欣士

調査面積：Ⅴ区下層調査　440㎡　確認調査　480㎡

(4 )第7次調査(平成19年度)調査体制
調査期間：2007年(平成19年)8月24日～ 2008年(平成20年)1月30日

調査主体：仙台市教育委員会

調査担当：仙台市教育委員会生涯学習部文化財課調査係　　工藤信一郎　文化財教諭　佐々信行

調査組織：株式会社シン技術コンサル　主任調査員　吉澤　学　　調査員　長谷川　徹

調査面積：1,590㎡

(5 )調査報告書作成体制(平成23年度)
整理担当：仙台市教育委員会生涯学習部文化財課調査指導係　工藤信一郎　黒田智章

整理組織：国際文化財株式会社東北支店　　

主任調査員　長林　大　　調査員　土　任隆　　調査補助員　田口雄一
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(国土地理院発行 1万分の1「長町」を一部改変)　　　　　　　
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第1図　遺跡位置図

3

第3節　個人住宅調査及び遺構確認調査について
第4次調査及び平成15年度に併せて6軒の個人住宅調査と、第5次調査の一部として事業街区予定地を対象と

した遺構確認調査を実施している。ここでは調査経緯について述べることとし、調査成果については、第5章で後

述する。

(1 )個人住宅調査について(第4次調査ほか)

平成10年に開始した西台畑遺跡の調査のうち、先行して調査を実施した東半部については、事業地内に居住す

る住民の方々の集団移転用地として、道路整備と並行して宅地造成が進み、仮換地も行われ、平成13年からの供

用開始が予定されていた。宅地整備に向けた都市基盤整備公団との協議の中で、年度内に30数件の建築計画がだ

される見通しであることが明らかになったことから、調査の実施方法等について協議を行った。本来個人専有住宅

に伴う調査については公費負担が原則であるが、これらの計画全てが調査となった場合、仙台市の年間予算に匹敵

する規模であり、また事業地内調査を優先して対応することも不可能であることから、事業を円滑に進めるため調

査経費については公団が負担し、第4次調査の一部として調査体制を整備することになった。供用開始に伴い、個

人住宅建築に伴う協議が順次だされ、最終的には6軒の建築計画に対して調査を行うことになった。
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第2図　個人住宅調査･確認調査トレンチ配置図

4

(2 )遺構確認調査(第5次調査)

第4次調査までの調査成果から、粘土採掘やレンガ･石炭ガラの廃棄等による影響は受けているものの、調査対

象区域内に広範囲に遺構面が遺っていることが確認された。区画整理事業に伴う発掘調査については、道路計画部

分を対象としているが、17街区内の事業用地部分の造成工事により遺構面が削平されないよう、事業用地部分を

対象に遺構確認調査を実施し、遺構面の状況や確認レベル(標高)を確認し、その成果を事業計画に反映させるこ

とになった。

当初調査区を9 ヶ所設定していたが、換地予定地権者の同意が得られなかった1 ～ 3トレンチを除く6 ヶ所の調

査を実施した。調査は、重機により遺構確認面まで掘り下げを行い、その後人力により遺構検出作業を行った。調

査記録としては、遺構検出状況写真の撮影、調査区平面図の作成、レベル記入を行った。
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仙台市

西台畑遺跡

（国土地理院発行　5万分の1地形図「仙台」を一部改変）
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No. 遺跡名 立地 種別 時代 No. 遺跡名 立地 種別 時代

1 西台畑遺跡 自然堤防 官衙関連･集落跡･
墓域

縄文(後･晩)･弥生(中)･
飛鳥･奈良･平安･中世 14 富沢窯跡 丘陵斜面 窯跡 古墳･奈良･平安

2 郡山遺跡 自然堤防 官衙跡･寺院跡･
散布地

縄文(後･晩)･弥生(中)･
飛鳥･奈良･平安･中世 15 富沢遺跡 後背湿地 集落跡･水田跡･

散布地
後期旧石器･縄文･弥生･
古墳･奈良･平安･中世･近世

3 長町駅東遺跡 自然堤防 官衙関連･集落跡･
水田跡･墓域

縄文(後･晩)･弥生(中)･
飛鳥･奈良･平安･中世 16 山口遺跡 自然堤防･沖積平野 集落跡･水田跡 縄文･弥生･古墳･

奈良･平安･中世

4 北目城跡 自然堤防 城館･集落跡･水田
跡

縄文(後)･弥生･古墳･
奈良･平安･中世･近世 17 下ノ内遺跡 自然堤防 集落跡 縄文(中～晩)･弥生･

古墳･奈良･平安･中世

5 愛宕山横穴墓群 丘陵斜面 横穴墓群 古墳(後)･奈良 18 下ノ内浦遺跡 自然堤防 集落跡 縄文(早･前･後)･弥生･
古墳･奈良･平安･中世

6 大年寺横穴墓群 丘陵斜面 横穴墓群 古墳(後) 19 大野田官衙遺跡 自然堤防 官衙関連 飛鳥･奈良

7 宗禅寺横穴墓群 丘陵斜面 横穴墓群 古墳(後) 20 六反田遺跡 自然堤防 集落跡 縄文(中～晩)･弥生･
古墳･奈良･平安･近世

8 二ツ沢横穴墓群 丘陵斜面 横穴墓群 古墳(後) 21 大野田遺跡 自然堤防 祭祀跡･集落跡 縄文(後)･弥生(中)･
古墳･奈良･平安

9 茂ヶ崎横穴墓群 丘陵斜面 横穴墓群 古墳(後)･奈良 22 大野田古墳群 自然堤防 集落跡･円墳群 縄文･弥生･古墳･
平安･中世

10 茂ヶ崎城跡 丘陵 城館 中世 23 春日社古墳 自然堤防 円墳 古墳(中)

11 南小泉遺跡 自然堤防 屋敷跡･集落跡 弥生･古墳･飛鳥･奈良･
平安･中世･近世 24 鳥居塚古墳 自然堤防 前方後円墳 古墳(中)

12 遠見塚古墳 自然堤防 前方後円墳･散布地 弥生･古墳(前･中) 25 王ノ壇遺跡 自然堤防 集落跡･屋敷跡 縄文(後)･弥生･古墳･
奈良･平安･中世

13 土手内遺跡 丘陵 集落跡 縄文･弥生･古墳･
奈良･平安 26 高田Ｂ遺跡 自然堤防･後背湿地 集落跡･水田跡･

屋敷跡
縄文(後･晩)･弥生･古
墳･平安･中世･近世

第3図　西台畑遺跡と周辺の遺跡

5

第2章　遺跡の立地と環境
西台畑遺跡は、仙台市南東部、太白区郡山二丁目に拡がる遺跡で、面積は6,226㎡におよぶ。広瀬川と名取川

に挟まれた沖積地(郡山低地)の東側、標高11mの自然堤防上に立地する。本遺跡の東には多賀城以前の陸奥国府

跡と考えられる郡山遺跡(国史跡)が、南西には本遺跡と共に郡山遺跡の官衙と関連する長町駅東遺跡が隣接する。

本遺跡を含めたこれらの遺跡からは、近年の発掘調査により縄文時代～中世にかけての遺構･遺物が多数確認され、

郡山低地東部における各時代の様相が明らかになりつつある。なお、本遺跡の歴史的環境の詳細は『西台畑遺跡第

1･2次調査』(仙台市教委2010b)を参照されたい。
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第4図　調査区･グリッド配置図
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第3章　調査の方法と概要

第1節　調査の方法

(1)調査区の設定

第1次調査に先行する遺構確認調査により古代から中世の遺構面が確認された地点について、重機により道路予

定範囲までの拡張を行った。調査区名称は調査対象区域の東側となる調査区をⅠ区とし、Ⅶ区までの本調査区を設

定した後、第1次調査の中で各調査区の遺構検出作業を行ない、遺構分布の広がりと残存状況の確認を行った。
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7

調査開始2年目の平成11年4月に、調査対象地内に環境基準値を超える汚染土壌が存在していることが明らか

になり、発掘調査を一時中断して汚染土壌のすきとり作業を実施することになった。その後、調査の再開に向けて

住宅･都市整備公団側と協議した結果、すきとり作業により遺構面が露出したⅡ区北側とⅢ区東側についても、道

路計画地外ではあるが調査対象に加えることにした。

第2節　調査概要

(1)調査経過

第1次調査は、Ⅰ区及びⅡ区北側とⅣ区東側の古代面までの調査と、遺構の残存状況が悪く遺構分布の希薄なⅥ

区･Ⅶ区を対象に調査を行った。第2次調査は、Ⅱ区南側及びⅣ区西側を対象とした調査と、前年度古代面までの

調査となっていたⅠ区及びⅣ区の下層調査を行った。

第3次調査は、Ⅱ区北側の下層調査とⅢ区の古代面から下層調査、環状線整備工程の関係から先行させることに

なったⅤ区東について、古代面までの調査を実施した。なお、第3次調査として実施したⅠ区北側拡張区及び道路

計画の設計変更に伴うⅣ区東側拡張区の調査成果については、第1･2次報告書において報告している。

第4次調査は、街区道路部分であるⅤ区のうち、前年度調査を行っていたⅤ区東の西側を対象に古代面までの調

査を実施した(Ⅴ区西)。平成13年度は事業地内での調査を2班体制で行うことになり、西台畑遺跡の調査と並行

して、郡山遺跡第144次調査と長町駅東遺跡第1次調査を行うことになった。調査について都市基盤整備公団と協

議した結果、郡山遺跡と長町駅東遺跡の調査を優先させることになり、Ⅴ区の調査については古代面までとし、下

層調査については、次年度以降に行うことになった。

第5次調査は、Ⅴ区の下層調査と調査区北壁際で調査していたSD61溝跡部分についてトレンチ状に拡張し、規

模と断面形状の確認を行った。また、今後の造成計画等の資料を得るために17街区で遺構確認調査を実施し、遺

構面の状況や遺構検出面の標高値を確認した。なお第5次調査から、調査について民間調査組織に委託して実施し

ている。

第7次調査は、街区道路を対象にⅤ区の西側で調査を実施し、集落の西辺を区画している可能性がある河川跡

と並行して伸びる材木列を確認した。また、第1 ～第6次調査までは、旧国鉄資材センター敷地内での調査であっ

たが、第7次調査区は、昭和30年代に煉瓦工場があった場所であり、昭和32年に西台畑遺跡が発見される経緯と

なった調査地点に近接していることが考えられた。

(2 )測量基準･図面の作成

測量については、第4次調査までは、計画道路幅18ｍである環状線(Ⅲ区)のセンターラインを基準として、調

査対象区域全体に方眼設定し、その後基準点測量を実施し「平面直角座標系第Ｘ系」に位置づけているが、第5･第

7次調査については、基準点設定時に「平面直角座標系第Ｘ系」に位置づけている。

図面上のグリット名称については15m方眼とし、調査区北西から東に向かってアルファベットで表示し、南に

向かって算用数字により表示した(第4図)。所在位置を示す場合は、北西角の点をグリット番号として使用してい

る。遺構図面の作成については、調査区内を5×10m単位に分割し、図面番号を付し、平面区配図(1/20)の作成

を行った。

(3 )遺物の取り上げ･調査記録の作成

　遺物の取り上げにあたっては、作図単位とした平面区配図の番号を利用し取り上げている。特に必要と認められ
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西台畑遺跡の一部は、昭和30年代には煉瓦工場の粘土採掘地、その後は国鉄仙台資材センターとして利用され

ていた経緯があり、本書所収の各発掘調査区においても当時の土取りや整地等の影響が著しい箇所が多い。各調査

区の現地標高は、10.9 ～ 11.6mを測る。

各調査区が上記の状況下にあることから、基本層序の図化は撹乱の影響が少ない残存状況の良好な壁面にて行

い、第1･2次、第3次調査の記録を基に基本層序の把握を行っている。その際、一部で個別に上位から下位に層

名を付した箇所があることから、整理段階で対応関係を照合し、第1･2次、第3次調査の成果を含めた上で、遺

跡全体の層序名を一部振り直した。本書では、この振り直した層名を使用している。

また、Ⅴ区下層調査および17街区の東側のⅥ層上面において水田耕作土が確認され、東西･南北方向の畦畔と

水田区画を検出している。そのため、稲作の有無の検討を目的としてⅤ区において土壌サンプルを採取している。

この分析結果は、『西台畑遺跡第3次調査』(仙台市教委2011　第6章第2節)において報告･掲載しているが、分

析結果の報文は調査時の層名で記されていることを付しておく。本書での各基本層と土壌サンプル採取時における

層名の対照については、第4章第6図を参照されたい。

基本層序は、第3次調査においてⅠ～ XⅨ層まで大別分層されている。今次調査では、そのうち大別分層Ⅰ～ XⅧ

層を確認した。一部の大別分層は、土質や混入物等の差異により細別される。ただし、地点により層序や層厚等の

状況は様々であるため、同一層でも細別分層の記録が可能であった箇所とそうでない箇所が存在する。また、地点

によっては大別分層の欠落も見られたため、第4章第9図には、第1･2次、第3次、第8次調査と今次調査の基本

層序の柱状模式図を示した。なお、17街区東側において XⅤ層以下の確認のために行った下層調査(トレンチ2)は

湧水の影響により調査が困難であったため、壁面の目視による確認･写真撮影と模式図(第4章第8図)を作成し、

調査を終了している。

今次調査における基本層序を概観すると、Ⅰ層は近･現代の整地層である。Ⅱ層は、中世から近世にかけての耕

作土･水田土壌である。Ⅲ層は、中世の遺構検出面および古代の遺物包含層である。Ⅳ層～Ⅷ層については、今次

調査区では第3次調査と同様に、地点によりわずかな起伏や傾斜が見られるものの、概ね水平に近い堆積状況を呈

第4章　基本層序

た遺物については、詳細な出土状態図とレベルを記録している。

　整理作業の段階で、主な遺構については遺構観察カードを作成し、事実記載及び調査時の所見を記録している。

(4 )遺構登録番号

遺構登録番号については、第4次調査までは調査年度毎に遺構番号を付していたことから、整理作業時に検出遺

構の整理を行い、その後通し番号に変更している。第5･第7次調査については、調査時点から通し番号により登

録している。これまで各種の報告会等での資料では、調査時の遺構番号を使用していたが、今回の報告書では、そ

の整理された遺構番号を使用している。

(5 )調査報告書作成作業

調査報告書作成に伴う整理作業について、出土遺物の基礎整理(水洗･註記･接合･修復)、弥生土器の拓本･断

面実測、遺構図面基礎整理、記録写真整理までを仙台市が行い、その後国際文化財株式会社が、出土遺物の登録･

実測図作成、遺構･遺物図版の作成及び原稿執筆を行った。その間必要に応じて整理作業内容の確認･協議を行っ

ている。特に、石器･弥生土器･土師器･須恵器等の遺物実測図及び遺構･遺物トレース図については、仙台市あす

と長町関係遺跡発掘調査事務所において点検を行った。
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する。Ⅳ層は、今次調査における古墳時代～古代の遺構検出面であり、第1･2次、第3次調査においては、Ⅳd層

を主体とし、弥生時代中期前葉～中葉に位置付けられる土器が多量に出土している。この時期の遺物の出土はⅧ層

まで認められている。なお、今次調査ではⅥ層上面において弥生時代の水田耕作土(Ⅵa'層)を検出している。Ⅸ

層以下は、上位層と同様に、地点によりわずかな起伏や傾斜が見られるものの、概ね水平に近い堆積状況を呈す

る。第1･2次、第3次調査では、X･XⅠ層から縄文時代後期中葉～晩期中葉に位置付けられる遺物が出土している。

XⅢ～ XⅧ層は縄文時代以前の自然堆積層である。

以下、各層の特徴について記載する。

Ⅰ層：Ⅴ区･17街区(以下、本章では「両調査区」と記載する)で確認された。近･現代の整地層で現表土である。層

　　　厚は8 ～ 279㎝を測る。

Ⅱ層：両調査区で確認された。黒褐色～にぶい黄褐色を基調とする微粒砂～粘土質シルトで、一部グライ化が認め

　　　られる。中世以降の耕作土･水田土壌である。層厚は4 ～ 16㎝を測る。

Ⅲ層： Ⅴ区でのみ確認された。暗褐色を基調とするシルトで、焼土や酸化鉄を含む古代の遺物包含層である。ま

　　　た、本調査ではⅤ区の西側でⅢa、Ⅲb層の2層に細分されることが確認された。層厚は6 ～ 30㎝を測る。

Ⅳ層：両調査区で確認された。黒褐色～明黄褐色を基調とする砂質シルト～粘土である。Ⅰ区(第1次調査)で確

　　　認された細分層(Ⅳa ～Ⅳg層)のうち、Ⅳa ～Ⅳe層が確認された。さらに、今次調査では色調と土性の違

　　　いにより、Ⅳa層は(a層･a’層･a1層･a2層)、Ⅳb層は(b層･b’層･b1層･b2層)、Ⅳd層は(d層･ｄ’層･d1

　　　層･d 2層)にそれぞれ細分される。また、第1･ 2次、第3次調査ではⅣd層を主体とし、弥生時代中期前葉

　　　～中葉に位置付けるれる土器を中心とした多量の遺物が出土しているが、今次調査では出土していない。層

　　　厚は6 ～ 108㎝を測る。

Ⅴ層：両調査区で確認された。にぶい黄橙色～明黄褐色を基調とする微粒砂～粘土である。Ⅱ区北拡張部(第3次

　　　調査)の一部では、a･bの2層に細分されることが確認されている。第1･ 2次調査においては遺物が少量出

　　　土し ているが、今次調査では出土していない。層厚は3 ～ 27㎝を測る。

Ⅵ層：両調査区で確認された。黒褐色～明黄褐色を基調とする砂質シルト～粘土である。第1･ 2次、第3次調査

　　　では、a･b層の2層に細別されることが確認されていたが、今次調査の17街区の東側の一部において新た

　　　にⅥc層が確認された。さらに色調と土性の違いによりⅥa層は(ａ層･a’層･a 1層･a 2層)に細別される。

　　　また、今次調査ではⅤ区下層調査と17街区の東側のⅥa’層上面において弥生時代の水田跡を検出している。

　　　弥生時代中期前葉～中葉に位置付けられる遺物が少量出土している。層厚は3 ～ 60㎝を測る。

Ⅶ層：両調査区で確認された。黒褐色ないし褐灰色を基調とするシルト質粘土ないし粘土質シルト･粘土である。

　　　第1･ 2次、第3次調査ではa･bの2層に細分されることが確認されているが、今次調査では確認されていな

　　　い。17街区では植生痕をⅦ’層として細分している。弥生時代中期前葉～中葉、縄文時代晩期中葉～後葉に

　　　位置付けられる遺物が少量出土している。層厚は7 ～ 54㎝を測る。

Ⅷ層：両調査区で確認された。褐灰色～にぶい黄褐色を基調とする微粒砂～粘土質シルトである。第1･ 2次、第

　　　3次調査ではa･b層の2層に細分されることが確認されているが、今次調査では新たにⅧc層が確認された。

　　　第1･ 2次調査では石器、第3次調査では縄文時代後期中葉～晩期後葉に位置付けられる遺物が出土してい

　　　るが、今次調査では遺物は出土していない。層厚は8 ～ 75㎝を測る。

Ⅸ層：両調査区で確認された。褐色～明褐色を基調とする微粒砂ないし細粒砂で、径1 ～ 4㎝の小礫や酸化鉄を含

　　　む。層厚は2 ～ 41㎝を測る。

X層：両調査区で確認された。黒色～にぶい黄褐色を基調とする粘土である。第1･ 2次、第3次調査ではa ～ c層

　　　の3層に細分されることが確認されている。今次調査ではXc層は確認されていないが、色調と土性の違い
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　　　によりXa層は(a層･a’層)、Xb層は(b層･b’層)に細分され、Xb’層は植生痕である。縄文時代後期中葉～晩

　　　期中葉に位置付けられる遺物が少量出土している。層厚は10 ～ 66㎝を測る。

Ⅺ層：両調査区で確認された。灰黄褐色～明緑灰色を基調とする微粒砂～粘土である。第1･ 2次、第3次調査で

　　　は、縄文時代後期中葉～晩期中葉に位置付けられる遺物が少量出土しているが、今次調査では出土していな

　　　い。層厚は6 ～ 44㎝を測る。

Ⅻ層：両調査区で確認された。灰黄褐色～緑灰色を基調とする微粒砂～シルト質粘土である。第1･ 2次、第3次

　　　調査では縄文晩期中葉以前と考えられる遺物が出土しているが、今次調査では出土していない。層厚は 17

　　　～ 62㎝を測る。

XⅢ層：両調査区で確認された。黄褐色ないし明青灰色を基調とする砂ないしシルトである。層厚は6 ～ 45㎝を　

　　　測る。

XⅣ層：両調査区で確認された。灰色を基調とする砂質シルトないしシルト質粘土である。層厚は2 ～ 27㎝を測　

　　　る。

XⅤ層：17街区でのみ確認された。灰色を基調とする粘土である。層厚は8 ～ 20㎝を測る。

XⅥ層：17街区でのみ確認された。黒色を基調とする粘土である。層厚は14 ～ 27㎝を測る。

XⅦ層：17街区でのみ確認された。暗灰色を基調とする砂質シルトである。層厚は3 ～ 27㎝を測る。

XⅧ層：17街区でのみ確認された。暗赤褐色を基調とする砂礫である。層厚は45 ～ 90㎝を測る。
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０５　西台畑遺跡　　基本層序図（Ｅ－Ｅ’・Ｆ-Ｆ’・Ｇ-Ｇ’）　　縮尺　１：２０

遺構名 層位 土色 土性 備考

Ｃ－Ｃ’

粘土質シルト

１０ＹＲ６／３にぶい黄橙色

１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色

１０ＹＲ６／６明黄褐色

１０ＹＲ４／２灰黄褐色

１０ＹＲ６／３にぶい黄橙色

１０ＹＲ６／１褐灰色

２．５Ｙ６／２灰黄色

１０ＧＹ６／１緑灰色

Ｂ－Ｂ’

Ａ－Ａ’

I

Ⅴ

Ⅸ

Xa

Xb

XI

P?

Ⅳa

Ⅳa'

Ⅳb

Ⅳb'

Ⅳc

Ⅳd

Ⅵa

Ⅵb

Ⅶ

Ⅷ

XⅡ

XⅣ

Ⅳd'

表土(盛土)

１０ＹＲ５／６黄褐色 にぶい黄橙色粘土ブロック少量

１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色 粘土 灰黄褐色シルトブロック少量，酸化鉄微量

１０ＹＲ６／４にぶい黄橙色 粘土 灰白色シルトブロック多量，酸化鉄少量

粘土 灰黄褐色シルトブロック・酸化鉄少量

粘土 黒褐色粘土ブロック微量，酸化鉄多量

１０ＹＲ３／２黒褐色 粘土 にぶい黄橙色粘土ブロック多量，酸化鉄微量

１０ＹＲ５／１褐灰色 粘土 にぶい黄橙色粘土ブロック・酸化鉄微量

１０ＹＲ６／６明黄褐色 粘土 酸化鉄，マンガン粒少量

粘土 酸化鉄・マンガン粒多量，炭微量(水田土壌)

粘土 褐灰色粘土ブロック少量，酸化鉄多量

１０ＹＲ４／１褐灰色 粘土 酸化鉄ラミナ状多量，炭微量

シルト 管状酸化鉄(植物痕？)多量，白色粒少量

１０ＹＲ６／２灰黄褐色 微砂 管状酸化鉄(植物痕？)多量，白色粒少量，下層に粗砂堆積

粘土 管状酸化鉄(植物痕？)多量

１０ＹＲ３／２黒褐色 粘土 灰黄褐色粘土ブロック・管状酸化鉄(植物痕？)多量

シルト 黒褐色粘土ブロック・管状酸化鉄(植物痕？)多量

２．５Ｙ６／３にぶい黄色 微砂 酸化鉄少量

シルト 酸化鉄ラミナ状多量

ピットあるいは植物痕か

※Ⅲ・XⅢ層は今回確認できず(V区東側の調査にて観察)

Ｄ－Ｄ’

Ⅳa'

Ⅳa'Ⅳa Ⅳa

ⅩⅠ

ⅩⅡ

ⅩⅣ

ⅩⅠ

ⅩⅡ

ⅩⅣ

Ⅹa Ⅵa’層水田耕作土

Ⅵa’層水田耕作土

遺構名 層位 土色 土性 備考

Ｇ－Ｇ’

粘土質シルト

１０ＹＲ６／３にぶい黄橙色

１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色

１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色

１０ＹＲ６／６明黄褐色

１０ＹＲ４／２灰黄褐色

１０ＹＲ６／３にぶい黄橙色

１０ＹＲ６／１褐灰色

２．５Ｙ６／２灰黄色

１０ＧＹ６／１緑灰色

Ｆ－Ｆ’

Ｅ－Ｅ’

I

Ⅱ

V

Ⅸ

Xa

Xb

ⅩⅠ

P?

Ⅳa

Ⅳa'

Ⅳb

Ⅳb'

Ⅳc

Ⅳd

Ⅵa

Ⅵb

Ⅶ

Ⅷ

ⅩⅡ

ⅩⅣ

Ⅳd'

表土(盛土)

シルト 旧耕作土？

１０ＹＲ５／６黄褐色 にぶい黄橙色粘土ブロック少量

１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色 粘土 灰黄褐色シルトブロック少量，酸化鉄微量

１０ＹＲ６／４にぶい黄橙色 粘土 灰白色シルトブロック多量，酸化鉄少量

粘土 灰黄褐色シルトブロック・酸化鉄少量

粘土 黒褐色粘土ブロック微量，酸化鉄多量

１０ＹＲ３／２黒褐色 粘土 にぶい黄橙色粘土ブロック多量，酸化鉄微量

１０ＹＲ５／１褐灰色 粘土 にぶい黄橙色粘土ブロック・酸化鉄微量

１０ＹＲ６／６明黄褐色 粘土 酸化鉄，マンガン粒少量

粘土 酸化鉄・マンガン粒多量，炭微量(水田土壌)

粘土 褐灰色粘土ブロック少量，酸化鉄多量

１０ＹＲ４／１褐灰色 粘土 酸化鉄ラミナ状多量，炭微量

シルト 管状酸化鉄(植物痕？)多量，白色粒少量

１０ＹＲ６／２灰黄褐色 微砂 管状酸化鉄(植物痕？)多量，白色粒少量，下層に粗砂堆積

粘土 管状酸化鉄(植物痕？)多量

１０ＹＲ３／２黒褐色 粘土 灰黄褐色粘土ブロック・管状酸化鉄(植物痕？)多量

シルト 黒褐色粘土ブロック・管状酸化鉄(植物痕？)多量

２．５Ｙ６／３にぶい黄色 微砂 酸化鉄少量

シルト 酸化鉄ラミナ状多量

ピットあるいは植物痕か

※Ⅲ・ⅩⅢ層は今回確認できず(V区東側の調査にて観察)
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 :プラントオパール分析サンプル採取地点
(左;サンプル採取時　右:振り替え後の基本層序名）
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15・16Ⅰ

Ⅳa

Ⅳa'
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Ⅳc Ⅳd

V
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Ⅵb
Ⅶ

Ⅷ ⅧP P P
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Ⅳa'
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V
Ⅵa’
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Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

ⅩaⅩb

P

P P

P P

ⅠⅡ

Ⅳa

Ⅳd’

０５　西台畑遺跡　　基本層序図（Ｅ－Ｅ’・Ｆ-Ｆ’・Ｇ-Ｇ’）　　縮尺　１：２０

遺構名 層位 土色 土性 備考

Ｃ－Ｃ’

粘土質シルト

１０ＹＲ６／３にぶい黄橙色

１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色

１０ＹＲ６／６明黄褐色

１０ＹＲ４／２灰黄褐色

１０ＹＲ６／３にぶい黄橙色

１０ＹＲ６／１褐灰色

２．５Ｙ６／２灰黄色

１０ＧＹ６／１緑灰色

Ｂ－Ｂ’

Ａ－Ａ’

I

Ⅴ

Ⅸ

Xa

Xb

XI

P?

Ⅳa

Ⅳa'

Ⅳb

Ⅳb'

Ⅳc

Ⅳd

Ⅵa

Ⅵb

Ⅶ

Ⅷ

XⅡ

XⅣ

Ⅳd'

表土(盛土)

１０ＹＲ５／６黄褐色 にぶい黄橙色粘土ブロック少量

１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色 粘土 灰黄褐色シルトブロック少量，酸化鉄微量

１０ＹＲ６／４にぶい黄橙色 粘土 灰白色シルトブロック多量，酸化鉄少量

粘土 灰黄褐色シルトブロック・酸化鉄少量

粘土 黒褐色粘土ブロック微量，酸化鉄多量

１０ＹＲ３／２黒褐色 粘土 にぶい黄橙色粘土ブロック多量，酸化鉄微量

１０ＹＲ５／１褐灰色 粘土 にぶい黄橙色粘土ブロック・酸化鉄微量

１０ＹＲ６／６明黄褐色 粘土 酸化鉄，マンガン粒少量

粘土 酸化鉄・マンガン粒多量，炭微量(水田土壌)

粘土 褐灰色粘土ブロック少量，酸化鉄多量

１０ＹＲ４／１褐灰色 粘土 酸化鉄ラミナ状多量，炭微量

シルト 管状酸化鉄(植物痕？)多量，白色粒少量

１０ＹＲ６／２灰黄褐色 微砂 管状酸化鉄(植物痕？)多量，白色粒少量，下層に粗砂堆積

粘土 管状酸化鉄(植物痕？)多量

１０ＹＲ３／２黒褐色 粘土 灰黄褐色粘土ブロック・管状酸化鉄(植物痕？)多量

シルト 黒褐色粘土ブロック・管状酸化鉄(植物痕？)多量

２．５Ｙ６／３にぶい黄色 微砂 酸化鉄少量

シルト 酸化鉄ラミナ状多量

ピットあるいは植物痕か

※Ⅲ・XⅢ層は今回確認できず(V区東側の調査にて観察)

Ｄ－Ｄ’

Ⅳa'

Ⅳa'Ⅳa Ⅳa

ⅩⅠ

ⅩⅡ

ⅩⅣ

ⅩⅠ

ⅩⅡ

ⅩⅣ

Ⅹa Ⅵa’層水田耕作土

Ⅵa’層水田耕作土

遺構名 層位 土色 土性 備考

Ｇ－Ｇ’

粘土質シルト

１０ＹＲ６／３にぶい黄橙色

１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色

１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色

１０ＹＲ６／６明黄褐色

１０ＹＲ４／２灰黄褐色

１０ＹＲ６／３にぶい黄橙色

１０ＹＲ６／１褐灰色

２．５Ｙ６／２灰黄色

１０ＧＹ６／１緑灰色

Ｆ－Ｆ’

Ｅ－Ｅ’

I

Ⅱ

V

Ⅸ

Xa

Xb

ⅩⅠ

P?

Ⅳa

Ⅳa'

Ⅳb

Ⅳb'

Ⅳc

Ⅳd

Ⅵa

Ⅵb

Ⅶ

Ⅷ

ⅩⅡ

ⅩⅣ

Ⅳd'

表土(盛土)

シルト 旧耕作土？

１０ＹＲ５／６黄褐色 にぶい黄橙色粘土ブロック少量

１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色 粘土 灰黄褐色シルトブロック少量，酸化鉄微量

１０ＹＲ６／４にぶい黄橙色 粘土 灰白色シルトブロック多量，酸化鉄少量

粘土 灰黄褐色シルトブロック・酸化鉄少量

粘土 黒褐色粘土ブロック微量，酸化鉄多量

１０ＹＲ３／２黒褐色 粘土 にぶい黄橙色粘土ブロック多量，酸化鉄微量

１０ＹＲ５／１褐灰色 粘土 にぶい黄橙色粘土ブロック・酸化鉄微量

１０ＹＲ６／６明黄褐色 粘土 酸化鉄，マンガン粒少量

粘土 酸化鉄・マンガン粒多量，炭微量(水田土壌)

粘土 褐灰色粘土ブロック少量，酸化鉄多量

１０ＹＲ４／１褐灰色 粘土 酸化鉄ラミナ状多量，炭微量

シルト 管状酸化鉄(植物痕？)多量，白色粒少量

１０ＹＲ６／２灰黄褐色 微砂 管状酸化鉄(植物痕？)多量，白色粒少量，下層に粗砂堆積

粘土 管状酸化鉄(植物痕？)多量

１０ＹＲ３／２黒褐色 粘土 灰黄褐色粘土ブロック・管状酸化鉄(植物痕？)多量

シルト 黒褐色粘土ブロック・管状酸化鉄(植物痕？)多量

２．５Ｙ６／３にぶい黄色 微砂 酸化鉄少量

シルト 酸化鉄ラミナ状多量

ピットあるいは植物痕か

※Ⅲ・ⅩⅢ層は今回確認できず(V区東側の調査にて観察)
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17・18
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第8図　基本層序　17街区(2)

遺構名 層位 土色 土性 備考

Ⅴ

基本土層
　　　　　　東区

Ⅳa1

Ⅳa2

Ⅳb1

Ⅳb2

Ⅳc

Ⅳd1

Ⅳd2

Ⅳe

10ＹＲ5／4にぶい黄褐色 砂質シルト

粘土質シルト

灰白色シルトを斑状に多量含む。

Ⅵa

Ⅶ

Ⅸ

2.5ＹＲ6／1赤灰色

黒色シルトを斑状に部分的に含む。

Ⅹb層土とⅩⅠ層土の混土。　※植生痕

粘土質シルト

粘土

管状に凝固した酸化鉄を多量、粗砂を少量、炭化物粒を微量含む。硬く締まる。

Ⅵb

粘土

粘土

管状に凝固した酸化鉄を多量、粗砂を微量含む。かなり硬く締まる。　※遺物包含層

東区東壁基本土層

10ＹＲ3／1黒褐色

10ＹＲ6／4にぶい黄橙色

粘土質シルト 上部にⅣa1層土、下部にⅣb層土をそれぞれ斑状に含む。

10ＹＲ4／1褐灰色
シルト

7.5ＹＲ4／1褐灰色

10ＹＲ3／1黒褐色

2.5ＹＲ5／1赤灰色

2.5ＹＲ6／2灰赤色

7.5Ｙ7／1灰白色

粘土質シルト

10ＹＲ4／2灰黄褐色

7.5ＹＲ4／2灰褐色

10ＹＲ6／4にぶい黄橙色

10ＹＲ5／2灰黄褐色

シルト

粘土質シルト

シルト

針状の灰白色シルトを多量含む。

上部にⅣb1層土粒を少量含み、全体に炭化物粒を微量含む。
Ⅳb1層土に近いが粘性・締りともに強く、やや黄色がかる。

10ＹＲ7／6明黄褐色

10ＹＲ7／4にぶい黄橙色

シルト

酸化鉄粒を多量含む。上部は1～2cｍ程黒色化する。

灰白色シルトをラミナ状に密、酸化鉄を斑状に多量含む。水田跡の畦畔上では褐灰色に変色する。

Ⅵc

Ⅶ’

Ⅷb

Ⅷc

Ⅹa

Ⅹa’

Ⅹb

Ⅹb’

ⅩⅠ

7.5ＹＲ4／1褐灰色

10ＹＲ6／6明黄褐色

7.5ＹＲ5／6明褐色

7.5Ｙ5／1灰色

Ｎ2／0黒色

Ｎ3／0暗灰色

7.5Ｙ7／2灰白色 微砂

粘土

粘土質シルト

粘土質シルト

粘土質シルト

微砂

細砂

粘土

粘土

粘土

Ⅹa層土とⅩb層土の混土。管状に凝固した酸化鉄を多量含む。　※漸移層

管状に凝固した酸化鉄および灰色シルトを斑状に多量含む。

粗砂を少量含み、部分的に最大2cｍ程度の礫を含む。全体が酸化鉄の浸透にて変色。

管状に凝固した酸化鉄を多量含む。下部には粗砂・細砂が集中する。

管状に凝固した酸化鉄を多量、粗砂・細砂・炭化物粒を少量含む。

Ⅶ層土とⅧa層土の混土。管状に凝固した酸化鉄を多量含む。　※植生痕

管状に凝固した酸化鉄および炭化物粒を少量、粗砂を微量含む。

褐灰色シルトをラミナ状に多量含む。

Ⅳb2層土ブロック・灰色シルトブロック（ともに5～10ｍｍ程度）を密に含み、
部分的に黒色シルトブロック（5～10ｍｍ程度）を含む。

Ⅷa

灰色シルトをラミナ状に多量含み、部分的に黒色シルトをラミナ状に含む。

酸化鉄粒を多量含む。かなり硬く締まる。　※水田跡耕作土及び遺物包含層

管状に凝固した酸化鉄を多量、炭化物粒を少量、粗砂を微量含む。硬く締まる。　※遺物包含層
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層位 土色 土性 備考
Ⅳa 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･酸化鉄斑を含む。
Ⅳa' 10YR4/4 褐色 シルト質粘土 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･酸化鉄斑を含む。
Ⅳb 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･酸化鉄斑を含む。
Ⅳb' 10YR4/4 褐色 シルト質粘土 酸化鉄斑･10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック含む。
Ⅳc 10YR5/6 黄褐色 シルト質粘土 10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを含む。
Ⅳd 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR2/2黒褐色粘土小ブロック･木炭粒･酸化鉄斑･マンガン粒を含む。
Ⅴ 10YR4/6 にぶい黄橙色 シルト質粘土 10YR2/2黒褐色粘土小ブロック･木炭粒･酸化鉄斑･マンガン粒を含む。
Ⅵa 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 10YR7/4にぶい黄橙色粘土･10YR2/2黒褐色粘土小ブロック･木炭粒･酸化鉄斑･マンガン粒を含む。
Ⅵb 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土 10YR4/2灰黄褐色粘土小ブロック･10YR2/2黒褐色粘土粒･木炭粒･酸化鉄斑を含む。
Ⅶ 10YR2/2 黒褐色 シルト質粘土 木炭粒･マンガン粒･酸化鉄を含む。
Ⅷ 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂 マンガン粒･マンガン斑･酸化鉄を含む。上半部に10YR4/2灰黄褐色砂質シルトを含む。
Ⅸ 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂 10YR4/2灰黄褐色粘土小ブロック･径10 ～ 40㎜の小礫･酸化鉄斑･マンガン粒を含む。
X 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土 10YR3/1黒褐色粘土･炭化物を帯状に、酸化鉄を斑状に含む。
XⅠ 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 木炭を帯状に、10YR5/3にぶい黄褐色粘土ブロック･マンガン粒･酸化鉄を斑状に含む。
XⅡ 10YR5/2 灰黄褐色 シルト質粘土 木炭粒･マンガン粒･酸化鉄を斑状に含む。
XⅢ 2.5YR5/4 黄褐色 砂 木炭粒･マンガン粒･酸化鉄を斑状に含む。
XⅣ 7.5YR6/1 灰色 砂質粘土 木炭粒･酸化鉄を斑状に含む。Ⅷ層との層理面に木炭塊を含む

層位 土色 土性 備考
Ⅰ - - - 整地層
Ⅱ 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土粒･酸化鉄をわずかに含む。
Ⅲa 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト Ⅲ層小ブロックを含む。
Ⅲb 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳa層ブロック･マンガン粒を含む。
Ⅳ 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 10YR2/2黒色土ブロックをわずかに含む。
Ⅴa 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 10YR4/4褐色土をわずかに含む。
Ⅴb 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 10YR4/4褐色土を少量含む。
Ⅵ 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 10YR4/3にぶい黄褐色土ブロックを多量に含む。

層位 土色 土性 備考
Ⅳa 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色粘土ブロックを微量に含む。
Ⅳa' 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土 灰黄褐色シルトブロックを微量、酸化鉄をわずかに含む。
Ⅳb 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土 灰白色シルトブロックを多量、酸化鉄を微量に含む。
Ⅳb' 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土 灰黄褐色シルトブロック･酸化鉄を少量含む。
Ⅳc 10YR6/6 明黄褐色 粘土 酸化鉄多量、黒褐色粘土ブロックをわずかに含む。
Ⅳd 10YR3/2 黒褐色 粘土 にぶい黄橙色粘土ブロックを多量、酸化鉄をわずかに含む。
Ⅳd' 10YR5/1 褐灰色 粘土 にぶい黄橙色粘土ブロック･酸化鉄をわずかに含む。
Ⅴ 10YR6/6 明黄褐色 粘土 酸化鉄･マンガン粒をわずかに含む。
Ⅵa' 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 酸化鉄･マンガン粒を多量、炭化物をわずかに含む。(水田耕作土)
Ⅵb 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土 褐灰色粘土ブロックを微量、酸化鉄を多量に含む。
Ⅶ 10YR4/1 褐灰色 粘土 酸化鉄を多量、炭わずかに含む。
Ⅷ 10YR6/1 褐灰色 シルト 酸化鉄を多量、白色粒を微量含む。
Ⅸ 10YR6/2 灰黄褐色 微粒砂 酸化鉄を多量、白色粒を微量含む。下部に粗粒砂を含む。
Xa 2.5Y6/2 灰黄色 粘土 酸化鉄を多量に含む。
Xb 10YR3/2 黒褐色 粘土 酸化鉄･灰黄褐色粘土ブロックを多量に含む。
XⅠ 10YR6/3 にぶい黄橙色 シルト 酸化鉄･黒褐色粘土ブロックを多量に含む。
XⅡ 2.5Y6/3 にぶい黄色 微粒砂 酸化鉄を微量に含む。
XⅣ 10GY6/1 緑灰色 シルト 酸化鉄を互層状に含む。

層位 土色 土性 備考
Ⅰ - - - 整地層
Ⅱ 10YR5/4 にぶい黄褐色 微粒砂 酸化鉄を斑状に少量、炭化物粒を微量に含む。大半がグライ化する。

Ⅳa1 10YR4/4 褐色 砂質シルト 径10 ～ 20㎜の灰色シルトブロックを少量含む。
Ⅳa2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 黄褐色シルトを斑状に多量に含む。
Ⅳb1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 炭化物粒を少量含む。
Ⅳb2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳc層を斑状に少量、炭化物粒を微量に含む。
Ⅳc 10YR5/6 黄褐色 シルト 灰白色シルト粒･炭化物を少量含む。
Ⅴ 7.5YR5/8 明褐色 微粒砂 酸化鉄を斑状に多量、灰白色シルトを互層状に多量に含む。

Ⅵa1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5 ～ 20㎜のⅥa2層土ブロック･炭化物粒を少量含む。西側は淡色化する。(遺物包含層)
Ⅵa2 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 灰褐色シルトを互層状に多量、炭化物粒･酸化鉄粒を少量含む。西側は淡色化する。(遺物包含層)
Ⅵb 7.5YR4/6 褐色 砂質シルト 灰白色シルト･酸化鉄をそれぞれ斑状に多量に含む。西側は酸化鉄が減少し、淡色化する。
Ⅶ 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜の黄白色シルトブロックを少量含む。東側はグライ化する。(遺物包含層)
Ⅶ’ 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅶ層土とⅧaの混土。東側はグライ化する。(植生痕)
Ⅷa 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 酸化鉄･灰白色シルトを斑状に多量、炭化物を微量に含む。大半がグライ化する。
Ⅷb 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 酸化鉄･灰白色シルトを斑状に多量に含む。大半がグライ化する。
Ⅷc 10YR6/2 灰黄褐色 微粒砂 酸化鉄･細粒砂、粗粒砂を多量に含む。大半がグライ化する。
Ⅸ 7.5YR4/4 褐色 細粒砂 粗粒砂･酸化鉄を互層状に含む。
Xa 7.5YR6/8 橙色 粘土 酸化鉄を互層状に含む。
Xa' 10YR3/1 黒褐色 粘土 Xa層とXb層の混土。酸化鉄を斑状に多量に含む。大半がグライ化する。
Xb N-2 黒色 粘土 酸化鉄を多量に含む。締、堅固。(遺物包含層)
Xb' N-2 黒色 粘土 Xb層とXI層土の混土。(植生痕)
XⅠ 10GY7/1 明緑灰色 微粒砂 一部に黒色シルトを斑状に含む。

Ⅴ区　基本層序土層註記表　C-C'･D-D'

Ⅴ区　基本層序土層註記表　A-A'･B-B'

Ⅴ区　下層基本層序土層註記表　A-A'･B-B'

17 街 区　下層基本層序土層註記表　A-A'･A''-A'''･B-B'
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層位 土色 土性 備考
XⅠ 10GY7/1 明緑灰色 微粒砂 一部に黒色シルトを斑状に含む。
XⅡ 10GY6/1 緑灰色 砂質シルト 灰色シルトを斑状に多量、炭化物粒を少量含む。下部は粘性が強くなる。
XⅢ 10BG7/1 明青灰色 シルト 灰色シルトを斑状に多量に含む。
XⅣ N5/0 灰色 粘土質シルト XⅢ層を斑状に多量に含む。
XⅤ N4/0 灰色 粘土 青色シルトを斑状に多量、最大10㎜程度の礫を微量に含む。
XⅥ N1.5/0 黒色 粘土 灰色シルトを斑状に、最大50㎜程度の礫を少量含む。
XⅦ N3/0 暗灰色 砂質シルト 粗粒砂を多量、最大10㎜程度の礫を微量に含む。
XⅧ 5YR3/4 暗赤褐色 砂礫 最大100㎜程度の礫を多量に含む。酸化鉄の浸透にて変色。

層位 土色 土性 備考
Ⅳa1 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト 灰白色シルトを斑状に多量に含む。
Ⅳa2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 上部にⅣa1層土、下部にⅣb層土をそれぞれ斑状に含む。
Ⅳb1 10YR6/4 にぶい黄褐色 シルト 灰白色シルトを多量に含む。
Ⅳb2 7.5YR4/2 灰褐色 粘土質シルト 上部にⅣb1層土粒を少量、炭化物粒を微量に含む。
Ⅳc 10YR6/4 にぶい黄褐色 シルト
Ⅳd1 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣb2層土ブロック･灰色シルトブロックを多量、一部に径5 ～ 10㎜程度の黒色シルトブロックを含む。
Ⅳd2 10YR7/6 明黄褐色 シルト 灰色シルトを互層状に、一部に黒色シルトを互層状に含む。
Ⅳe 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト 酸化鉄斑を多量、上部は10 ～ 20㎜ほど黒色化する。
Ⅴ 10YR7/4 にぶい黄橙色 シルト 灰白色シルトを互層状に、酸化鉄を斑状に多量に含む。(水田跡の畦畔上では褐灰色に変色する。)
Ⅵa' 7 .5YR4/1 褐灰色 粘土質シルト 酸化鉄斑を多量に含む。締り堅固。(水田跡耕作土及び遺物包含層)
Ⅵb 10YR6/6 明黄褐色 粘土質シルト 褐灰色シルトを互層状に含む。
Ⅵc 7.5YR4/1 褐灰色 粘土質シルト 酸化鉄･炭化物粒を少量、粗粒砂を微量に含む。
Ⅶ 10YR3/1 黒褐色 粘土 酸化鉄を多量、炭化物粒を少量、粗粒砂を微量に含む。締り堅固。(遺物包含層)
Ⅶ’ 10YR3/1 黒褐色 粘土 Ⅶ層土とⅧa層土の混土、酸化鉄を多量に含む。(植生痕)
Ⅷa 2.5YR6/1 赤灰色 粘土 酸化鉄を多量、粗粒砂を少量、炭化物粒を微量に含む。締り堅固。
Ⅷb 2.5YR5/1 赤灰色 粘土質シルト 酸化鉄を多量、粗粒砂･炭化物粒を少量含む。
Ⅷc 2.5YR6/2 赤灰色 微粒砂 酸化鉄を多量、下部には粗粒砂･細粒砂を含む。
Ⅸ 7.5YR5/6 明褐色 細粒砂 粗粒砂を少量、径20㎜の礫を極微量に含む。
Xa 7.5Y7/1 灰白色 粘土 酸化鉄･灰色シルトを斑状に多量に含む。
Xa' 7 .5Y5/1 灰色 粘土 酸化鉄を多量に含む。Xa層の漸移層。
Xb N-2 黒色 粘土 酸化鉄を多量、粗粒砂を微量に含む。(遺物包含層)
Xb' N-3 暗灰色 粘土 Xb層土とXⅠ層土の混土。(植生痕)
XⅠ 7.5Y7/2 灰白色 微粒砂 一部に黒色シルトを斑状に含む。

17 街区トレンチ 1 下層基本層序土層註記表　E-E'

17 街区下層基本層序土層註記表　C-C'･D-D'･D''-D'''

第9図　基本層序柱状模式図(南北ライン)
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第10図　基本層序柱状模式図（南北・東西ライン）
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第11図　個人住宅調査　A～ C区平面図

A区 C区B区

23

　前章でも触れたように、本遺跡は近･現代の撹乱による影響を受けている箇所が多く、調査区によって自

然堆積層や、遺構･遺物の残存状況は異なる。こうした状況と第1･ 2次、第3次調査の調査成果(仙台市教委

2010b･2011)を踏まえ、今次の各本調査に着手した。

　Ⅴ区･ 17街区はともに、近･現代の撹乱の影響により、第1･ 2次調査で中世の遺構検出面とした基本層Ⅲ層が

殆ど残存していない状況であった。そのため基本層Ⅳ層上面において、最初の遺構検出作業を行った。検出された

遺構は、重複関係、堆積状況、出土遺物から古代～中世と古墳時代～古代の遺構とし、調査段階において平面区割

り図を分けて作成した。古代～中世の遺構として竪穴遺構、掘立柱建物跡、溝跡、井戸跡、土坑、河川跡、ピッ

ト、性格不明遺構、小溝状遺構群が検出され、古墳時代～古代の遺構は竪穴住居跡や、区画施設と考えられる材木

列･溝跡、溝跡、土坑、ピット、性格不明遺構、小溝状遺構群を検出している。これら、各調査区のⅣ層上面にお

いて検出した遺構の調査終了後、Ⅳ層以下を対象とした下層調査を行った。なお、Ⅴ区の西側の下層調査は第5次

調査( 2005年)において行っている。また、この調査では、Ⅴ区(第3次･第4次調査)の北側においてわずかな範

囲を検出した東西方向に延びる区画施設と考えられるSD 61の範囲を確認するために、一部調査区を拡張し調査を

行っている。これらの各調査区で行った下層調査は弥生時代以前の遺構･遺物の残存状況の確認とその記録保存を

目的として行い、Ⅴ区下層調査(第5次調査)のⅥ層上面では弥生時代の水田跡が新たに確認された。さらに、17

街区東側のⅥ層上面においても水田跡が確認されたことにより、水田域が東側に拡がることが確認された。

　以下、本章では第4･ 5･ 7次の調査成果に加え、第4次調査に伴う個人住宅建設を対象とした調査成果、平成15

年度( 2003年)に行なった個人住宅建設に伴う調査成果、第5次調査において実施した17街区遺構範囲確認調査

の成果を含め、古代～中世、古墳時代～古代、縄文時代～弥生時代の各時代別に報告する。

第1節　個人住宅建設を対象とした調査(第11 ～ 13図)
　本節では、第4次調査に伴う個人住宅建設(A ～ E区)を対象とした調査と平成15年度( 2003年)に行なった個人

住宅建設(F区)に伴う調査で検出した遺構について記述する。調査は建築予定範囲を対象とした6箇所に調査区(A

～ F区)を設定し、調査を行った。以下、各調査区ごとに記載する。

第5章　検出遺構と出土遺物
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01 西台畑　 個人住宅調査(山田邸)
SD2セクション
(S=1/60)

SPA′
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SPA
SD17

1

5

4

石

3

2

0 (1:150) 5m

0 (1:150) 5m

部位 層位 土色 土性 備考

SD17

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅲ層ブロック･炭化物を少量含む。

2 10YR4/2 褐灰色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅢ層ブロックを少量、炭化物を
帯状に含む。

3 10YR5/2 灰黄褐色 シルト Ⅲ層ブロック･炭化物を少量含む。

4 10YR4/2 褐灰色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅢ層ブロックを少量、炭化物を
帯状に含む。

5 10YR7/4 にぶい黄橙色 シルト 10YR4/1褐灰色ブロックを含む。
6 10YR5/1 褐灰色 粘土質シルト Ⅲ層ブロックを少量、酸化鉄分を含む。
7 10YR4/1 褐灰色 シルト Ⅲ層ブロックを少量含む。
8 10YR7/1 灰白色 粘土質シルト

9 10YR6/3 にぶい黄橙色 シルト 10YR4/1褐灰色粘土質シルトブロックを含
む。

部位 層位 土色 土性 備考

SD17

1 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 10YR3/2黒褐色シルトブロックを斑状、木炭
粒･マンガン粒･酸化鉄斑を含む。

2 10YR4/2 褐灰色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色粘土質シルトブロック･木炭
粒･酸化鉄･マンガン粒を含む。

3 10YR3/1 黒褐色 シルト質粘土
10YR4/2褐灰色を帯状、マンガン粒･酸化鉄
斑を含む。底部に10YR4/4褐色細粒砂を帯状
に含む。

4 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト 10YR4/2褐灰色粘土小ブロック･酸化鉄斑･
マンガン粒･木炭粒を含む。

5 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土 10YR3/2黒褐色粘土小ブロック･酸化鉄斑･
マンガン粒･木炭粒を含む。

第12図　個人住宅調査　D･E区平面･断面図

D区

E区

SD17　堆積土註記表

SD17　堆積土註記表
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A区 ： 西側は撹乱の影響により失われており、調査区東側でのみ竪穴住居跡2軒、土坑1基、ピット6基が検出さ

れた。竪穴住居跡はSI 96よりSI 97が古く、SI 97は東壁にカマドを伴う竪穴住居跡である。土坑とピットは竪穴

住居跡の重複関係から古代～中世に属する遺構であると考えられる。

B区： ピット6基が検出された。調査区の東側と西側で検出されたが、時期は不明である。
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部位 層位 土色 土性 備考

SD31

1 2.5GY3/1 暗オリーブ灰色 シルト グライ化顕著。
2 2.5GY3/1 暗オリーブ灰色 シルト 灰白色火山灰ブロックを含む。グライ化顕著。
3 2.5GY3/1 暗オリーブ灰色 シルト グライ化顕著。
4 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色 シルト 径50㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
5 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色 シルト 径30㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
6 2.5Y3/2 黒褐色 シルト マンガン粒少量、Ⅳ層ブロックを含む。
7 2.5Y3/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。

8 2.5Y3/2 黒褐色 粘土質シルト 上部にⅣ層小ブロックを含み、下部に径50㎜
のⅣ層ブロックを少量含む。

第13図　個人住宅調査　F区平面･断面図

F区

SD31　堆積土註記表
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C区 ： 西側は撹乱の影響により失われており、調査区中央より東側で、溝跡1条、土坑2基、ピット3基を検出し

た。溝跡は東西方向に延び、検出した範囲の規模は、長さ594㎝、上端幅65 ～ 72㎝を測り、方向はN- 26°-Wで

ある。溝跡とSK79は重複関係にあるものの、それぞれの遺構の時期は不明である。

D区 ： 東側は撹乱の影響により失われており、調査区の西側でのみ溝跡2条、土坑2基を検出した。溝跡はSD 17

とSD31が重複しており、SD31が新しい。SD17は、規模や位置関係から第1･2次調査(仙台市教委2010b)の Ⅰ

区調査区の南側で検出したSD 17と同一の北東から南西に延びる溝跡である。堆積土は9層に分層され、1 ～ 4層

は灰黄褐色シルト、5層はにぶい黄褐色シルト、6 ～ 8層は褐灰色シルト･灰白色土を主体とするシルトないし粘

土質シルト、9層はにぶい黄褐色シルトである。また、平面の検出時では確認されなかったが、断面の観察から、

Ⅰ区(仙台市教委2010b)で検出した状況と同様に、4層から上層は溝の掘り直しが行われた可能性が考えられる。

検出した範囲の規模は、長さ318㎝、上端幅288㎝を測り、方向はN-48°-Eである。なお、後述するE区において

も、同様の規模と位置関係を呈する溝跡(SD 17)を検出しており、各調査区において検出した規模から区画施設の

可能性が考えられる。このSD 17と重複するSD 31は、調査区西壁直下の一部で東の肩のみが確認されたが、本調

査区の北側に位置する第3次調査(仙台市教委2011)Ⅱ区北拡張区において検出した大溝(SD 31)と第1･ 2次調査

(仙台市教委2010b)の確認調査(トレンチ1)において検出された大溝(SD 31)、また、同調査の南側に位置するⅣ

区の東側において検出された大溝(SD 31)と直線上に並ぶことから、北から南に延びる郡山Ⅱ期官衙外溝の一部で

あると考えられる溝跡である。堆積土は2層に分層され、1層は灰黄褐色シルト、2層は褐灰色シルトである。検

出した範囲の規模は、長さ174㎝、上端幅30㎝、方向はN- 1°-Eである。このSD 31は後述するF区においても検

出されている。また、SD17と重複するSK76･77は、重複関係から古代～中世に属する遺構であると考えられる。

E区 ： 竪穴住居跡1軒、溝跡2条を検出した。竪穴住居跡は調査区南東端部で一部を検出した。溝跡は、SD 69と

SD17が重複しており、SD69が新しい。SD69は調査区の東側で検出し、北東から南西方向に直線的に延び、調査

区中央付近で収束する。検出した範囲の規模は、長さ210㎝、上端幅24㎝を測り、方向はN- 40°-Eである。この

SD 69と重複するSD 17はD区において既述したように、北東から南西に延びる区画施設と考えられる溝跡である。
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第 2 節　確認調査で検出された遺構　( 第 14 ･ 15 図 )
　第1章3節に既述しているように、第5次調査において行った17街区遺構範囲確認調査では6箇所にトレンチ(4

～ 9トレンチ)を設定し、確認調査を行っている。本節では、各トレンチ内において検出された遺構について記述

する。また、各トレンチより土師器･須恵器が少量出土しているが、図化できる遺物はなかった。

4トレンチ ： 竪穴住居跡2軒、溝跡6条、土坑6基、ピット1基が検出された。竪穴住居跡は、調査区西側におい

て重複して検出され、南側に位置する竪穴住居跡は北壁から煙道が延びる。溝跡は南北方向に延びるものが2条、

東西方向に延びるものが4条検出された。検出した範囲の規模は、長さ75 ～ 460㎝、上端幅35 ～ 125㎝を測る。

溝跡、ピットの一部は住居跡と重複することから古代～中世に属する遺構と考えられるが、その他の重複関係のな

い遺構については、時期は不明である。

5トレンチ ： 土坑2基、ピット3基、性格不明遺構2基を検出した。いずれも調査区中央付近において検出された

が、時期は不明である。

6トレンチ ： 竪穴住居跡11軒、土坑3基、ピット1基、性格不明遺構1基を検出した。竪穴住居跡は調査区内全域

で検出され、それぞれが重複関係にある。北東端部において検出した竪穴住居跡は、一部にカマドの袖が検出され

たことから北壁にカマドが付設された竪穴住居跡であることが確認された。また、土坑、ピット、性格不明遺構は

竪穴住居跡との重複関係から、概ね古代～中世に属する遺構であると考えられる。

7トレンチ ： 撹乱の影響が大部分に及んでいたものの、調査区東側で、溝跡4条、土坑7基を検出した。溝跡は南

北と東西方向に延びるものをそれぞれ2条ずつ検出した。検出した範囲の規模は、長さ75 ～ 460㎝、上端幅40

～ 260㎝を測る。溝跡、土坑はそれぞれ重複関係を持つものの、いずれも時期は不明である。

8トレンチ ： 撹乱の影響が大部分に及んでいたものの、調査区東側で、竪穴住居跡3軒、溝跡2条、土坑2基を検

出した。竪穴住居跡は東側で検出し、それぞれが重複関係を持つ。南側で検出した竪穴住居跡は北壁から煙道が延

びる。溝跡は、南北方向、東西方向に延びる溝跡をそれぞれ1条ずつ検出した。検出した範囲の規模は、長さ440

～ 500㎝、上端幅40 ～ 150㎝を測る。溝跡は竪穴住居跡と重複することから古代～中世に属する遺構と考えられ

るが、土坑は重複関係がないことから時期は不明である。

9トレンチ ： 撹乱の影響により、遺構は検出されなかった。

また、このSD 17は本調査区内の南側で収束することが確認された。堆積土は5層に分層され、1層は黄褐色粘土

質シルト、2層は褐灰色粘土質シルト、3層は黒褐色シルト質粘土、4･ 5層はにぶい黄褐色を主体とする砂質シル

トないし粘土である。本調査区内で検出したSD 17の平面と断面状況からは掘り直しの痕跡は確認されていない。

検出した範囲の規模は、長さ384㎝、上端幅360㎝を測り、方向はN- 40°-Eである。この区画施設と考えられる

SD17が西台畑遺跡内の各調査において検出された全総長は約44mを測る。なお、このSD17と重複するSD69は、

重複関係から古代～中世に属する遺構であると考えられる。

F区 ： 溝跡1条、ピット4基を検出した。溝跡はD区において既述したように、規模と位置関係から南北方向に延

びる郡山Ⅱ期官衙外溝の一部である。堆積土は8層からなり、1 ～ 3層は暗オリーブ灰色を主体とするシルトで、

4･ 5層は暗オリーブ褐色を主体とするシルト、6 ～ 8層は黒褐色を主体とする粘土質シルトである。検出した範囲

の規模は、長さ258㎝、上端幅246㎝を測り、方向はN- 1°-Wである。この郡山Ⅱ期官衙外溝のSD 31が西台畑遺

跡内の各調査において検出された全総長は約114. 8mを測る。なお、SD 31と同検出面で検出したピットはSD 31

と重複関係にあるP 1･ 3が古墳時代～古代に属すると考えられるが、重複関係のないP 2･ 4の時期については不明

である。
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4 トレンチ 5 トレンチ

7 トレンチ6 トレンチ
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8トレンチ 9トレンチ
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第3節　古墳時代～中世の遺構と遺物：Ⅳ層上面の調査(第16 ～ 248図)　

1.古代～中世の遺構と遺物(第16 ～ 51図)
　本項では、基本層Ⅳ層上面で検出した遺構のうち、重複関係や遺構の観察所見等から当該期と考えられる遺構およ

び遺構内出土遺物について報告する。該当する遺構は、竪穴遺構2軒、掘立柱建物跡5棟、溝跡8条、井戸跡2基、

土坑38基、ピット140基、性格不明遺構2基、小溝状遺構群2群、河川跡1条である(第16 ～ 51図)。

　遺構内からは、土師器、須恵器、金属製品、石製品、礫石器が出土しているが、大半が堆積土からの出土であり、

出土状況から明確に遺構に伴うと考えられる遺物は、SK97底面出土の高坏1点のみである。そのほかの遺物は、埋没

過程での流入と考えられる。

　また、遺構外からは中世陶器の破片が極少量出土しているが、図化できるような遺物はなかった。

　今次調査の成果をみる限りでは、17街区東半に竪穴遺構および掘立柱建物跡のまとまりがみられ、周辺に居住域が

拡がっていたと考えられる。

　以下、当該期と考えられる遺構および出土遺物について、遺構の種別ごとに報告する。

　なお、竪穴遺構と掘立柱建物跡については個別に報告し、その他の遺構については一括記載とし、規模や堆積土等

の属性は観察表にまとめて示している。また、土坑とピットの区別に明確な基準はなく、遺構検出時に比較的規模の大

きいものを土坑、小さいものをピットとして調査している。本書においては、整理段階で遺構番号を振り替えた竪穴遺

構、掘立柱建物跡、溝跡、土坑を除き、基本的には調査時に付した遺構記号および番号をそのまま使用している。
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第 16 図　Ⅴ区Ⅳ層上面遺構配置図 ( 古代～中世 )
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17 街区Ⅳ層上面遺構配置図（古代～中世） (2)

掲載範囲

(1)

(2)

:Pit(Pit 番号は第 46 図参照 )
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第 18 図　17 街区Ⅳ層上面遺構配置図 ( 古代～中世 )( 2 )
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SI 107　竪穴遺構 ( 第 19 ･ 20 図 )
【位置･確認】　17街区東半、Z-7･8グリッドに位置する。

【重複】　SI108、P51 ～ 53と重複関係にあり、これらより新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北330㎝、東西339㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　西壁基準でN-2°-Eである。

【堆積土】　大別4層、細別5層に分層された。1 ～ 4層は竪穴遺構堆積土で、黒褐色シルト･暗褐色粘土質シルトを

主体とし、Ⅳ層ブロックを含む。

【壁面】　緩やかに外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大33㎝を測る。

【床面】　平坦である。基本層Ⅳ層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から9基検出した。P 1 ～ 8は、壁際に沿って配置され、P 9は建物中央に位置し、P 8を除き柱痕跡が

確認された。これらのことから、検出したピットは、いずれも主柱穴に相当すると考えられる。

【出土遺物】　土師器1点、須恵器1点、礫石器1点を掲載した(第20図)。いずれも、堆積土からの出土で、本遺構

に伴う遺物はない。

　1は、土師器高坏の坏部である。口縁部と体部の境は外面に段、内面に稜を持ち、内面は黒色処理される。2は須

恵器坏で、体部から口縁部は直線的に外傾し、底部切り離し技法は回転ヘラ切りである。3は、扁平礫を素材とする敲

( 1 ) 竪穴遺構 ( 第 19 ～ 21 図 )
　17街区から2軒検出した。カマドを伴わないことから竪穴遺構とした。古代の竪穴住居跡に比べ規模は小さく、主柱

穴は壁際に沿って配置される。これらの特徴と、後述する掘立柱建物跡に隣接することから中世に属すると考えられる。
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試し刷りで確認予定

SI107竪穴状遺構

被熱範囲

炭化物範囲

X=-197094
Y=4817

X=-197090
Y=4817

X=-197094
Y=4821

X=-197090
Y=4821

0 2m(1:60)

部位 層位 土色 土性 備考

竪穴遺構
堆積土

1 7.5YR3/1 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の褐色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
2a 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
2b 10YR2/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。
3 10YR4/6 褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量、黒褐色シルトを含む。炭化物粒を微量に含む
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜の暗褐色シルトブロックを少量含む。

部位 層位 土色 土性 備考

炭化物
分布範囲

1 2.5YR6/8 橙色 シルト 焼土を多量、黒色シルトを少量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
3 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 炭化物を多量、Ⅳ層ブロック･灰を少量含む。
4 10YR4/6 褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量、黒褐色シルトを含む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。

P1
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 褐色シルトを斑状に少量含む。(柱痕跡)
2 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 径5 ～ 10㎜の黒色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P2
1 10YR2/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。
2 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 黒色シルトを斑状に少量含む。

P3
1 10YR2/1 黒色 シルト 褐色シルト粒を少量含む。(柱痕跡)
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

P4
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜の褐色シルトブロックを微量に含む。(柱痕跡)
2 - - - 註記なし。

P5
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜の褐色シルトブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5㎜の黒褐色シルトブロックを多量に含む。

P6
1 10YR2/1 黒色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR586 黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。

P7
1 10YR2/1 黒色 シルト Ⅳ層土粒を少量、焼土粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜の褐色シルトブロックを少量含む。

P8 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

P9
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土粒、炭化物粒を微量に含む。

第19図　SI107竪穴遺構
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石である。下端部及び右側縁部に敲打痕が確認される。上半部及び左側縁部を欠損し、欠損後の使用痕跡は確認さ

れない。
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西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

E-062
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西台畑遺跡 4・5・7次

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-17

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-17

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不整楕円形 30×24 18
P2 円形 36×33 30
P3 楕円形 42×30 21
P4 不整円形 27×27 18
P5 楕円形 33×24 21

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P6 楕円形 30×30 33
P7 不整楕円形 33×27 30
P8 不整円形 42×27 12
P9 不整円形 33×30 21

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-246 17街区 SI107 堆積土下層 土師器 高坏 口縁
～体 (11.0) - (2 .4 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 60

2 E-062 17街区 SI107 堆積土 須恵器 坏 口縁
～底 (15.8) (8 .2 ) 3 .5 ﾛｸﾛ調整､

底：回転ﾍﾗ切り→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整 口縁部：内外面自然釉付
着 60

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚
3 Kc-017 17街区 SI107 堆積土 礫石器 敲石 (7.9) (7 .2 ) 3 .3 (169 .94) 凝灰岩 敲(2箇所)程度強、刃物痕あり、欠損あり 60

第20図　SI107竪穴遺構出土遺物
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SI108　竪穴遺構(第21図)
【位置･確認】　17街区東半、Z- 7グリッドに位置する。北西･南東コーナー付近は重複遺構(SI 107)と撹乱により失わ

れている。

【重複】　SI107と重複関係にあり、これより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北219㎝、東西228㎝を測る。平面形状は、方形と推定される。

【方向】　南壁基準でN-82°-Wである。

【堆積土】　3層に分層された。いずれも竪穴遺構堆積土で、黒褐色シルトを主体とし、Ⅳ層ブロックを含む。

【壁面】　直線的に外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大15㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦である。基本層Ⅳ層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から5基検出した。いずれも壁際に沿って配置され、P 3 ～ 5では柱痕跡が確認された。P 1 ～ 5は、主

柱穴に相当すると考えられる。

【出土遺物】　須恵器1点、土製品1点、金属製品3点を掲載した(第21図)。

　1･ 2･ 5は堆積土から、3･ 4は床面直上からの出土である。1は、須恵器蓋である。カエリを持たず、口縁部と体部

の境は稜を持ち、口縁部は外傾する。2は、側面3箇所に磨面を持つ須恵器甕の胴部片である。3 ～ 5は刀子である。

(2 )掘立柱建物跡(第22 ～ 28図)

　Ⅴ区で1棟、17街区で4棟検出した。17街区東端では、SB 6 ～ 8が重複、または隣接して検出された。また、

これら掘立柱建物の北側には、竪穴遺構が2軒検出されており居住に関係する遺構のまとまりがみられる。

SB5掘立柱建物跡(第22図)
　Ⅴ区中央、B-8グリッドに位置する。検出した柱穴は6基で、南北2間×東西3間の東西棟建物跡として検出された。

　本掘立柱建物跡の桁行を基準とした軸方位はN- 80°-Ｗである。各柱穴のうち、P 6･ 7･ 12はSI 78と重複関係にあ

1( 堆積土下層 )

2( 堆積土 )

3(堆積土 )
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SI108竪穴状遺構

X=-197090
Y=4814

X=-197090
Y=4817

X=-197094
Y=4814
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0 10cm(1:3)

0 2m(1:60)

部位 層位 土色 土性 備考

竪穴遺構
堆積土

1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
3 10YR4/4 褐色 シルト 径20 ～ 30㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR2/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
P2 1 10YR2/2 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

P3
1 10YR4/1 褐灰色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5㎜の黒色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P4
1 10YR2/3 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層土ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR2/1 黒色 シルト 褐色シルトを少量含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。

P5
1 10YR2/3 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層土ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜の黒色シルトブロックを少量、焼土粒を微量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不整円形 33×33 30
P2 楕円形 27×21 30
P3 円形 24×(24) 45

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 E-063 17街区 SI108 堆積土 須恵器 蓋 天井～
口縁 (10.2) - 3 .2 ﾛｸﾛ調整､

天井：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 60

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚
2 P-023 17街区 SI108 堆積土 土製品 研磨痕のある須恵器 5.9 5 .8 1 .4 64 .9 ﾛｸﾛ調整､側面3箇所に磨面､外面自然釉付着 60

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚
3 N-012 17街区 SI108 床面直上 金属製品 刀子 (7.3) 2 .3 0 .6 (20 .6 ) 60
4 N-011 17街区 SI108 床面直上 金属製品 刀子 (8.3) (2 .2 ) (0 .9 ) (25 .3 ) 60
5 N-015 17街区 SI108 堆積土 金属製品 刀子 (10.4) (1 .6 ) (0 .5 ) (13 .9 ) 歪みあり 60

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P4 楕円形 42×36 45
P5 楕円形 39×33 42

第21図　SI108竪穴遺構･出土遺物

SI108　堆積土註記表

SI108　施設堆積土註記表

SI108　施設観察表

34

1( 堆積土 )

2( 堆積土 )

3( 床面直上 )

4( 床面直上 )

5( 堆積土 )
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部位 層位 土色 土性 備考

P5
1 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 褐色土･黄褐色土ブロックを含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト

P6
1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 褐色土ブロックを含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト

P7
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 暗褐色土ブロックを含む。(柱痕跡)
2 10YR3/4 暗褐色 シルト

P10
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト

P11 1 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色土･焼土ブロックを含む。

P12
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。(柱痕跡)
2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P5 不整楕円形 45×39 36
P6 円形 33×30 21
P7 楕円形 30×27 12

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P10 円形 27×24 15
P11 隅丸方形 27×24 15
P12 隅丸長方形 42×27 24

SB5　施設堆積土註記表

SB5　施設観察表

第 22 図　SB 5 掘立柱建物跡

35

り、これより新しい。桁行は総長732㎝、柱間寸法は西から234㎝、264㎝、240㎝、梁行は総長396㎝、柱間寸法

は北から210㎝、198㎝を測る。柱穴の規模は長軸27 ～ 45㎝、短軸24 ～ 39㎝、検出面からの深さ12 ～ 36㎝を

測る。平面形状は円形ないし方形･長方形、断面形状は筒形を基調とする。柱痕跡は、P 5 ～ 7･ 10･ 12で確認され

た。

　遺物は、P11から土師器の小片が出土したのみで、図化できるような遺物はなかった。
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第 23 図　SB 6 掘立柱建物跡 ( 1 )

36

SB 6 掘立柱建物跡 ( 第 23 ･ 24 図 )
　17街区東半、Z- 8グリッドに位置する。検出した柱穴は9基で、南北2間、東西3間の東西棟総柱建物として検出さ

れた。

　本掘立柱建物跡の桁行を基準とした軸方位はN- 85°-Eである。各柱穴のうちP 7は、SB 8-P 1と重複関係にあり、こ

れより古い。また、SB 7とは重複関係にあるが、柱穴の直接の重複はないため、新旧関係は不明である。桁行は総長

744㎝、柱間寸法は西から180㎝、270㎝、276㎝、梁行は総長450㎝、柱間寸法は北から228㎝、216㎝を測る。

柱穴の規模は長軸39 ～ 87㎝、短軸30 ～ 60㎝、検出面からの深さ15 ～ 39㎝を測る。平面形状は、円形ないし楕

円形、断面形状は逆台形を基調とする。柱痕跡は、全ての柱穴で確認された。

　遺物は、P5を除く柱穴から土師器･須恵器の破片が少量出土したが、図化できるような遺物はなかった。
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部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR2/1 黒色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜の黒色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR2/3 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

P2
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2a 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
2b 10YR3/2 黒褐色し シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

P3
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

P4
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。

P5
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜の黒色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

P6
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/6 褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の黒色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

P7
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。

P8
1 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、粗砂を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒色シルトブロックを少量含む。

P9
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 円形 57×54 39
P2 不整円形 60×54 21
P3 不整円形 60×60 24
P4 楕円形 63×54 30
P5 楕円形 87×48 15

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P6 楕円形 60×48 27
P7 不明 72×(39) 36
P8 不整円形 39×30 18
P9 楕円形 45×36 21

第24図　SB6掘立柱建物跡(2)

SB6　施設堆積土註記表

SB6　施設観察表

37

SB7掘立柱建物跡(第25図)
　17街区東半、Z-8グリッドに位置する。検出した柱穴は6基で、南北1間、東西2間の東西棟建物として検出された。

　本掘立柱建物跡の桁行を基準とした軸方位はN- 86°-Eである。各柱穴に重複関係は認められない。また、SB 6とは

重複関係にあるが、柱穴の直接の重複はないため、新旧関係は不明である。桁行は総長420㎝、柱間寸法は西から

210㎝、213㎝、梁行は総長426㎝、柱間寸法は426㎝を測る。柱穴の規模は長軸39 ～ 51㎝、短軸33 ～ 48㎝、

検出面からの深さ24 ～ 39㎝を測る。平面形状は円形、断面形状は筒形･箱形を基調とする。柱痕跡は、全ての柱穴

で確認された。

　遺物は、全ての柱穴から土師器･須恵器の破片が出土したが、図化できるような遺物はなかった。
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部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR2/3 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR4/4 褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P2
1 10YR2/1 黒色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

P3
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の黒色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

P4

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10 ～ 30㎜の黒色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR4/4 褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを少量含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
4 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5㎜の褐色シルトブロックを少量含む。

P5
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/4 褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P6
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒色シルト粒を少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR2/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 円形 51×48 39
P2 楕円形 39×36 30
P3 楕円形 48×39 24

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P4 楕円形 48×45 33
P5 楕円形 48×33 27
P6 楕円形 45×39 30

第 25 図　SB 7 掘立柱建物跡

SB7　施設堆積土註記表

SB7　施設観察表
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第 26 図　SB 8 掘立柱建物跡
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SB 8 掘立柱建物跡 ( 第 26 図 )
　17街区東半、Z- 8･ 9グリッドに位置する。北西半は、撹乱により失われている。検出した柱穴は5基で、南北3間

以上、東西1間以上の南北棟建物として検出された。本掘立柱建物跡の桁行を基準とした軸方位はN- 11°-Wである。

各柱穴のうちP 1は、SB 6-P 7と重複関係にありこれより新しい。桁行は総長588㎝、柱間寸法は北から186㎝、222

㎝、186㎝、梁行は総長306㎝、柱間寸法は306㎝を測る。柱穴の規模は長軸30 ～ 51㎝、短軸18 ～ 45㎝、検出

面からの深さ6 ～ 48㎝を測る。平面形状は円形、断面形状は逆台形･皿状を基調とする。柱痕跡は、P 4･ 5で確認さ

れた。

　遺物は、P2 ～ 4から土師器･須恵器の破片が出土したが、図化できるような遺物はなかった。
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0 2m(1:60)

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
P2 1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

P3
1 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、黒色シルトブロック･炭化物粒を微量に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5㎜の黒色シルトブロック･炭化物粒を微量に含む。

P4
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 黒色シルトを斑状に多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜の黒色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、黒色シルトブロックを微量に含む。

P5
1 10YR2/1 黒色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒色シルトを斑状に少量含む。

SB8　施設堆積土註記表

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不明 36×(18) 15
P2 円形 33×33 21
P3 円形 45×39 48

SB8　施設観察表
遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P4 楕円形 51×45 18
P5 円形 30×30 6

第27図　SB9掘立柱建物跡(1)
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SB9掘立柱建物跡(第27･28図)
　17街区西半、V- 8グリッドに位置する。検出した柱穴は5基で、南北2間、東西1間の東西棟建物として検出され

た。

　本掘立柱建物跡の桁行を基準とした軸方位はN- 87°-Wである。各柱穴に重複関係は認められない。また、建物範

囲ではSK 110･ 111･ 113･ 127、Pit 64･ 77･ 78と重複関係にあるが、柱穴の直接の重複はないため、新旧関係は

不明である。桁行は総長378㎝、柱間寸法は北から186㎝、192㎝、梁行は総長396㎝、柱間寸法は396㎝を測る。

柱穴の規模は長軸36 ～ 57㎝、短軸36 ～ 51㎝、検出面からの深さ9 ～ 54㎝を測る。平面形状は円形ないし方形、

断面形状は箱型･逆台形を基調とする。柱痕跡は、P4･5で確認された。

　遺物は、P2 ～ 4から土師器の破片が少量出土したが、図化できるような遺物はなかった。
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SB9 掘立柱建物跡

X=-197091
Y=4757

X=-197096
Y=4757

X=-197091
Y=4762

X=-197096
Y=4762

0 2m(1:60)

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR4/1 褐灰色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。
2 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
3 10YR6/3 にぶい黄橙色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

P2
1 10YR5/1 褐灰色 シルト 径5 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒･白色粒を微量に含む。
2 10YR4/1 褐灰色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 白色粒微量、下部に径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

P3
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒･焼土粒を微量に含む。
2 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒･焼土粒を微量に含む。
3 10YR6/3 にぶい黄橙色 砂質シルト 径5 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

P4
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

P5
1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを少量、上部に灰白色火山灰を多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

SB9　施設堆積土註記表

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 隅丸方形 48×48 9
P2 不整円形 57×51 18
P3 楕円形 57×45 54

SB9　施設観察表
遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考

P4 不整楕円形 54×45 18
P5 不整円形 36×36 15

第 28 図　SB 9 掘立柱建物跡 ( 2 )
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( 3 ) 溝跡 ( 第 29 ～ 33 図 )
　Ⅴ区で6条、17街区で2条検出した。Ⅴ区で検出したSD 64･ 65･ 66は東西方向、SD 62･ 63･ 67は南北方向に並

走するという特徴がみられる。東西方向のSD 64は南北方向のSD 62と重複関係にあり、SD 62が新しい。また、南北

方向のSD62と63も重複関係にあり、SD63が新しい。

　17街区で検出したSD 72は河川跡の埋没後に、河川跡の東側の肩に沿って検出された。また、断面観察から掘り直

しが認められた。SD 73は、規模は大きく異なるがSD 72と同方向に延びる。これら並走する溝が、2条もしくは3条単

位で同時存在であったのか、時期差があったのかは不明である。

　これら8条の溝跡の検出した範囲の規模は、長さは最小でSD 73の98㎝、最長がSD 72の1218㎝、上端幅が21

～ 120㎝、深さ3 ～ 78㎝を測る。平面形状は、わずかに湾曲するSD 72を除き、直線的に延びる。方向は、東西方

向に延びるSD 64･ 65･ 66はN- 67 ～ 68°-W、南北方向に延びるSD 62･ 63･ 67はN- 12 ～ 29°-E、北東から南西に

延びるSD 72･ 73はN- 40 ～ 46°-Eである。断面形状は、逆台形もしくは ｢U｣ 字形を呈し、底面はおおむね平坦であ

る。

　遺物は、SD 64･ 73を除く溝跡から土師器･須恵器･礫石器が出土した。このうち、SD 63から土師器坏1点、須

恵器蓋1点、SD 65から土師器高坏1点、SD 66から土師器坏1点･甕1点、須恵器壺1点･甕3点、礫石器1点、

SD67から須恵器坏1点、SD72から須恵器坏1点を掲載した(第31 ～ 33図)。

　第31図- 1･ 2は土師器坏で、扁平に内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は

外面に段を持ち、内面は黒色処理される。第31図- 3は土師器高坏で、脚部は外傾し、裾部はラッパ状になると推定

される。4は大型の土師器甕で、球胴の胴部から短く直立する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は、中位

に持つ。胴部の輪積み部分の上端には、粘土の接合を強固にするためと考えられる刻みが施される。

　第32図- 1は須恵器蓋で、カエリを持たず、口縁部は短く垂下する。第32図- 2･ 3は須恵器坏で、体部から口縁部

は外傾する。底部切り離し技法は、2は回転ヘラ切り、3の底部の切り離し技法は不明だが手持ちヘラケズリが施され

る。4は須恵器壺で、頸部から肩部は内湾して丸みを持ち、肩部と体部の境は強く屈曲する。第32図- 5は小型の須

恵器甕、第32図-6･7は大型の須恵器甕の口縁部と底部である。
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　第33図- 1は、扁平な円礫を素材とする台石である。表裏正面に敲打痕が確認され、表面では凹痕を形成する。石

材は石英安山岩質凝灰岩を使用している。

　これら出土遺物は、いずれも堆積土出土で、溝跡に伴う遺物はない。
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西台畑遺跡 4・5・7次

C-183

C-183

西台畑遺跡 4・5・7次

C-182

C-182
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C-185 C-185

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

遺構名 調査区 グリッド 方向
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考
全長 上端幅 下端幅 深さ

SD62 Ⅴ区 A･B-
8･9 N-19°-E (1572) 132 90 42 1 10YR3/3 暗褐色 粘性シルト 炭化物粒をわずかに含む。

SD63 Ⅴ区 A･B-
7 ～ 9 N-29°-E (1680) 108 93 15 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒褐色土ブロックを少量、炭化物粒をわずかに含む。

SD64 Ⅴ区 A･B-8 N-67°-W (426) 45 18 27 - - - - 断面図なし。
SD65 Ⅴ区 B･C-8 N-67°-W (1062) 69 33 36 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 下部に黄褐色土ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
SD66 Ⅴ区 B･C-8 N-68°-W (1764) 90 45 45 1 10YR2/3 黒褐色 シルト 褐色土ブロック･暗褐色土ブロック･焼土･酸化鉄斑を含む。
SD67 Ⅴ区 B･C-8 N-12°-E (390) - 39 - 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物･焼土粒を微量、径10㎜程度のにぶい黄褐色土ブロックを含む。

SD72 17街
区

U･V-
7･8 N-46°-E (1218) 120 42 78

1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物層を微量に含む。
2a 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物層を微量に含む。

2b 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、小礫を少量、焼土粒･炭化物粒を微量
に含む。

3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、酸化鉄粒、炭化物粒を微量に含む。
4 10YR6/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5㎜の酸化鉄粒･灰色粘土粒を多量、Ⅳ層ブロックを微量に含む。
5 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、酸化鉄粒を微量に含む。
6 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
7 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
8 10YR3/2 黒褐色 粘土 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
9 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

10 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

SD73 17街
区 V-8･9 N-40°-E 98 21 12 3 1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-182 Ⅴ区 SD63 堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (16.0) - (3 .5 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 60

2 C-184 Ⅴ区 SD66 堆積土 土師器 坏 完形 15.3 - 3 .8 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 60

3 C-183 Ⅴ区 SD65 堆積土 土師器 高坏 坏～裾 - - (4 .9 ) 坏～脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

坏部内面黒色処理 60

4 C-185 Ⅴ区 SD66 堆積土 土師器 甕 口縁
～胴 (19.4) - (31 .2 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、

胴：不明
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
肩：ﾊｹﾒ、
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

粘土紐接合面に刻み、外
面摩耗顕著、内面剥落 60

溝跡(古代～中世)　観察表

第 31 図　溝跡出土遺物 ( 1 )

1(SD63 堆積土 ) 2(SD66 堆積土 )

3(SD65 堆積土 )

4(SD66 堆積土 )
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E-037

E-098

E-034

E-034

西台畑遺跡 4・5・7次

E-039

E-039

西台畑遺跡 4・5・7次

E-038

E-038

西台畑遺跡 4・5・7次

E-035 

E-036
0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 E-034 Ⅴ区 SD63 堆積土 須恵器 蓋 体～
口縁 (16.0) - (1 .5 ) ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ調整 60

2 E-039 Ⅴ区 SD67 堆積土 須恵器 坏 略完形 14.3 7 .6 4 .3 ﾛｸﾛ調整、
底：回転ﾍﾗ切り→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整 60

3 E-098 17街区 SD72 堆積土 須恵器 坏 体～底 - (6 .8 ) (2 .5 ) ﾛｸﾛ調整、
底：手持ちﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 60

4 E-038 Ⅴ区 SD66 堆積土 須恵器 長頸壺 頸～体 - - (13 .1 ) ﾛｸﾛ調整→沈線5条 ﾛｸﾛ調整 外面自然釉付着、火膨れ
あり、体部外面剥落顕著 60

5 E-037 Ⅴ区 SD66 堆積土 須恵器 甕 口縁
～体 (13.1) - (14 .4 ) ﾛｸﾛ調整､体：平行ﾀﾀｷ目

→ｶｷ目 ﾛｸﾛ調整､指頭圧痕 60

6 E-035 Ⅴ区 SD66 堆積土 須恵器 甕 口縁
～肩 23.3 - (10 .3 ) ﾛｸﾛ調整

肩：平行ﾀﾀｷ目 ﾛｸﾛ調整 60

7 E-036 Ⅴ区 SD66 堆積土 須恵器 甕 胴～底 - - (16 .8 ) 胴：格子ﾀﾀｷ目 青海波文 61

第 32 図　溝跡出土遺物 ( 2 )

1(SD63 堆積土 ) 2(SD67 堆積土 ) 3(SD72 堆積土 )

6(SD66 堆積土 )

5(SD66 堆積土 )
4(SD66 堆積土 )

7(SD66 堆積土 )
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西台畑遺跡4・5・7次

Kc-04

敲

凹

敲

凹

Kc-04

敲

凹

敲

凹

0 10cm(1:3)

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

1 Kc-004 Ⅴ区 SD66 堆積土 礫石器 台石 (12.8) 12 .0 4 .1 (532 .90) 石英安山岩質
凝灰岩

円礫、凹(1箇所)深さ浅、敲(2箇所)、刃物痕あり、欠損
あり 61

第33図　溝跡出土遺物(3)

第34図　SK67井戸跡

1(SD66 堆積土 )

46

(4 )井戸跡(第34 ～ 36図)
　Ⅴ区東半で1基、17街区西半で1基検出した。いずれも当初は土坑として調査を行っていたが、調査の途中で井戸

跡と判断し、以後は井戸跡として調査を行った。

SK67井戸跡(第34･35図)
　Ⅴ区東半、B･C-8グリッドに位置する。SK74と重複関係にあり、これより古い。北側の一部は、撹乱により失われて

いる。井戸枠等を持たない素掘りの井戸跡である。なお、安全を考慮したため、底面は完掘に至っていない。

　検出した規模は、上端が長軸258㎝×短軸201㎝、検出面からの深さ270㎝以上を測る。下端の規模は、完掘して

いないため不明である。平面形状は楕円形を呈し、断面形状は上半部が漏斗状、下半部が筒形を呈する。堆積土は、

9層に分層された。上層は黒褐色粘土質シルト、下層はオリーブ黒色粘土質シルトを主体とする。

　遺物は、堆積土から土師器の破片が少量出土しており、そのうちの8層出土土師器坏1点を掲載した(第35図)。1

は、底部は丸底と推定され、内湾する体部から外傾する口縁部に至る器形を呈する。口縁部と体部の境は、内外面に

不明瞭な段を持つ。内面は、黒色処理される。
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西台畑遺跡 4・5・7次
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図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-186 Ⅴ区 SK67 8層 土師器 坏 口縁
～体 (15.0) - (4 .2 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、内外面被
熱･摩耗 61

遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

SK67 Ⅴ区 B･C-8 楕円形 258×
201 270

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 下部に礫を少量、10YR2/2黒褐色シルト･焼土粒をわずかに
含む。

2 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 褐色土･黒色土ブロックを多量に、焼土粒をわずかに含む。

3 10YR2/1 黒色 シルト
オリーブ黒色ブロックを多量、褐色土･暗褐色土･黒色土を含
む。下部に5Y2/1黒色粘土質シルトブロックを多量、焼土粒を
わずかに含む。一部グライ化

4 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 下部に10YR3/4暗褐色粘性シルトを多量、褐色土を帯状に含
む。

5 5Y3/1 オリーブ黒色 粘土質シルト 下部にオリーブ灰色土･暗褐色土ブロックを少量、径220㎜の
礫を含む。

6 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 上部に焼土粒をわずかに、径100㎜の礫を含む。
7 5Y2/1 黒色 粘土質シルト オリーブ灰色土ブロックを多量に含む。
8 5Y3/1 オリーブ黒色 粘土質シルト 褐色土ブロックを微量、径100㎜の礫を含む。

9 5Y3/1 オリーブ黒色 粘土質シルト 黒色土･灰オリーブ色土ブロックを多量、褐色土ブロックを少量
含む。

第 35 図　SK 67 井戸跡出土遺物

第 36 図　SK 124 井戸跡

SK67井戸跡　観察表

1(8 層 )

47

SK 124 井戸跡 ( 第 36 図 )
　17街区西半、V-7グリッドに位置する。SD72、Pit91と重複関係にあり、これらより古い。北半の上面は、撹乱によ

り失われている。井戸枠等を持たない素掘りの井戸跡である。

　検出した規模は、上端が長軸225㎝×短軸199㎝、下端が長軸129㎝×短軸127㎝、検出面からの深さ144㎝を

測る。平面形状は上面が方形、下面が円形を呈する。断面形状は中位に段を持つ筒形で、段を境に平面形状が変化

する。底面は平坦である。堆積土は、8層に分層された。灰黄褐色シルトを主体とする層が多く、Ⅳ層ブロック･焼土

粒･炭化物粒を含む。遺物は出土していない。
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遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

SK124 17街区 V-7 方形 225×
199 144

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 小礫･細砂を少量、炭化物を微量に含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の黄褐色シルトブロック･小礫を少量、炭化物を
微量に含む。

3 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
4 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物を微量に含む。

5a 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒･炭化材を微量
に含む。上部に黒褐色粘土ブロックを微量に含む。

5b 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

6 10YR4/1 褐灰色 シルト 径10 ～ 20㎜の下部にⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量
に含む。

7 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
8 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

SK124井戸跡　観察表

第37図　Ⅴ区土坑(1)

Ⅴ区

48

(5 )土坑(第37 ～ 42図)
　Ⅴ区で8基、17街区で30基検出した。Ⅴ区では中央～西半に分布し、17街区では調査区全面に広がり分布に偏り

はみられない。これらの土坑は、平面形状が長方形･円形、断面形状が箱形･逆台形を基調とするものと、平面形状

が円形、断面形状が筒形･ ｢U｣字形を基調とするものに大別が可能である。また、平面形状が長方形の土坑は、長軸

方位が南北方向を指向するものが多くみられる。

　堆積土は、黒褐色･にぶい黄褐色･にぶい黄橙色シルトないし粘土質シルトを主体とし、大半の土坑はⅣ層ブロック

を含む。

　遺物は、SK109･110･119･120･127･128を除く各土坑から土師器･須恵器･石製品の破片が少量出土しており、

そのうちの土師器3点、石製品1点を掲載した(第42図)。これらの出土遺物は、SK 97の底面から出土した1を除き、

埋没過程での流れ込みと考えられる。

　1は土師器高坏で、坏部と脚部の境は稜を持ち、体部は外傾する。脚部は中空で、裾部に向かって緩やかに外傾す

る。2･ 3は、胴部の最大径を下位に持つ長胴の土師器甕である。2の口縁部は外傾し、口縁部と胴部の境は段を持

つ。4は、扁平な礫を素材とする紡錘車の未成品である。周縁部全体に調整のための敲打痕と剥離が確認される。整

形により平面形は円形を呈する。器体中央には表裏両面から穿孔が行われているが、貫通はしていない。石材は石英

安山岩質凝灰岩を使用している。
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遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

SK95 17街区 X-7 円形 94×48 18
1 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層を互層状に含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜の灰褐色シルトブロックを少量含む。

SK96 17街区 X-8 円形 63×63 21
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜の褐色シルトブロックを多量に含む。

SK97より新しい。
2 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜の褐色シルトブロックを多量に含む。

SK97 17街区 X-8 円形 95×84 39

1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･焼土粒を少量含む。

SK96より古い。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
3 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

4a 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
4b 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒を微量に含む。

SK98 17街区 Z-7 隅丸
長方形

249×
108 39 1 7.5YR3/3 暗褐色 シルト 径20 ～ 40㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

SK99 17街区 Z-7 不整
長方形

129×
96 24

1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
3 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

SK100 17街区 Z-7 隅丸
長方形

120×
87 24

1 10YR2/1 黒色 シルト 径10 ～ 30㎜の褐色シルトブロックを少量含む。
SK101より新しい。

2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 黒色シルトを斑状に多量に含む。

SK101 17街区 Z-8 隅丸
方形

108×
93 39

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

SK100より古い。

2 10YR3/2 黒褐色 シルト 青灰色シルトブロックを微量に含む。

3 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロック･青灰色シルトブロックを少量、炭化物
粒を微量に含む。

4 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 黒色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

5 2.5YR3/3 暗オリーブ褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の灰白色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量
に含む。

SK102 17街区 Z-9 楕円形 141×
75 12 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜の黒色シルトブロックを少量、焼土粒を微量に含

む。

SK104 17街区 V-8 不整円形 105×
93 18

1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを斑状に多量、炭化物粒を微量に
含む。

2 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜のⅢ層ブロックを少量含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
4 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを斑状に多量に含む。

遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

SK68 Ⅴ区 B-8 円形 126×
102 47

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 炭化物ブロック･焼土粒を少量含む。

2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5/4にぶい黄褐色砂質シルトブロック･炭化物ブロック･
焼土粒を少量含む。

3 10YR4/4 褐色 シルト
4 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト

SK69 Ⅴ区 B-8 円形 75×66 33
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 下部に10YR3/3暗褐色シルトブロックを少量含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

SK70 Ⅴ区 A-8 円形 84×81 21 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒褐色土･褐色土･黄褐色土のブロックを含む。 SD62･63より新し
い。

SK71 Ⅴ区 A-8 円形 84×81 18
1 10YR4/4 褐色 シルト 径10㎜のⅤ層ブロックを少量含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 炭化物粒を微量に含む。
3 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 炭化物粒を微量に含む。

SK72 Ⅴ区 A-8 長方形 96×84 13 1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含
む。

SK73 Ⅴ区 A-8 不整
長方形

216×
150 48

1 10YR3/2 黒褐色 粘性シルト 炭化物粒･焼土粒を微量に含む。一部グライ化
2 10YR4/4 褐色 粘性シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR4/4 褐色 粘性シルト 径50㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

SK74 Ⅴ区 C-8 楕円形 114×
96 27

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径50㎜のにぶい黄褐色砂質シルトブロックを含む。
SK67より新しい。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径50㎜の黒褐色シルトブロックを多量に含む。

SK75 Ⅴ区 B-8 楕円形 120×
84 12 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒褐色土･褐色土ブロックを少量含む。
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遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

SK105 17街区 W-8 隅丸
長方形

204×
105 11

1 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト 径10㎜の黒褐色粘土ブロックを多量に含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

SK106 17街区 W-8 隅丸
長方形

168×
114 69

1 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト 黒褐色ブロック･Ⅳ層ブロックを含む。下部に灰白色火山灰を
含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。
3 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

SK108 17街区 W-8 隅丸
長方形

252×
117 45

1 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト 径10㎜の暗褐色粘土ブロックを多量、炭化物を微量、下部に黄
褐色粘土を少量含む。

2 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

SK109 17街区 W-7 隅丸
長方形

201×
93 21

1 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト Ⅳ層ブロック･黄灰色粘土を含む。
SK121より新しい。

2 10YR5/2 灰黄褐色 砂質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、下部に灰白色粘土を含む。

SK110 17街区 V-8 楕円形 129×
51 15

1 10YR4/1 褐灰色 砂質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
Pit78より新しい。2 10YR6/1 褐灰色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロック･酸化鉄斑を少量含む。

3 10YR6/1 褐灰色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

SK111 17街区 V-8 楕円形 165×
51 24

1 10YR4/1 褐灰色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒を微量に含む。

2 10YR4/1 褐灰色 シルト 径20 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒･焼土粒を微量
に含む。

SK112 17街区 V-8 楕円形 132×
51 21

1 10YR4/1 褐灰色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
2 10YR5/2 灰黄褐色 砂質シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、酸化鉄斑を少量含む。
3 10YR4/1 褐灰色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
4 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

SK113 17街区 V-8 楕円形 186×
48 63

1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径20 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の灰白色粘土ブ
ロックを少量含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを微量、径10㎜の灰白色粘土ブ
ロックを少量含む。

3 2.5Y7/1 灰白色 粘土質シルト 径10㎜の灰白色粘土ブロックを多量に含む。

SK114 17街区 V-8 楕円形 186×
60 54

1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 下部に径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、径5 ～ 10㎜の灰
白色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

2 10YR5/1 褐灰色 砂質シルト 径10㎜の灰白色粘土ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR5/1 褐灰色 砂質シルト 径10㎜の灰白色シルトブロックを多量に含む。

4 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径10㎜の灰白色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含
む。

SK115 17街区 V-8 楕円形 138×
54 36

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜の灰白色シルトブロックを少量、径10㎜のⅣ層ブ
ロック･炭化物粒を微量に含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 20㎜の灰白色シルトブロックを多量、径10 ～ 20㎜の
Ⅳ層ブロック･炭化物粒少量含む。

3 10YR6/2 灰黄褐色 シルト 炭化物粒を微量に含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

SK116 17街区 V-8 隅丸
長方形 84×60 12 1 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 下部に径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒･炭化材を多

量、焼土粒を微量に含む。

SK117 17街区 V-8 隅丸
長方形

186×
102 150

1 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の灰白色粘土ブ
ロックを微量に含む。

2 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

SK118 17街区 V-8 円形 102×
87 15

1 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の灰白色粘土ブ
ロックを微量に含む。

2 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

SK119 17街区 V-8 隅丸
長方形

168×
66 33 1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量

に含む。

SK120 17街区 V-8 不整
方形 60×57 9 1 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 下部に径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒･炭化材を多

量、焼土粒を微量に含む。

SK121 17街区 W-7 隅丸
長方形

192×
162 15

1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物を微量に含む。下
部に灰白色粘土を多量に含む。 SK109より古い。

2 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

SK122 17街区 V-8 楕円形 78×66 21

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒･径5㎜の黒褐
色粘土ブロックを少量含む。

SK123より新しい。2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 下部にⅣ層ブロック下面を多量、炭化物粒を含む。上部に焼土
粒を微量に含む。

SK123 17街区 V-8 隅丸
方形 78×57 15

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を少量含む。

SK122より古い。2 10YR4/1 褐灰色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック、炭化物粒を多量、焼土粒を少量含
む。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

SK127 17街区 V-8 楕円形 126×
90 30

1 10YR6/4 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、灰黄褐色粘土ブロックを少量含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･焼土粒･炭化材を少量、下部に
酸化鉄を含む。

3 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径30㎜の酸化鉄･灰白色粘土･黒褐色粘土ブロックを少量含
む。

SK128 17街区 V-8･9 円形 201×
120 57

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

2 10YR6/3 にぶい黄橙色 シルト 径10 ～ 20㎜の灰黄褐色粘土ブロックを少量含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

4 10YR6/3 にぶい黄橙色 砂質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の灰白色粘土ブ
ロックを微量に含む。

5 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･灰黄褐色粘土ブロックを少量含
む。

SK129 17街区 Z-8 円形 84×69 30

1 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、灰白色粘土･炭化物粒を微量
に含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、下部に黄白色粘土ブロッ
クを微量に含む。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

17街区土坑観察表(2)
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0 10cm(1:3)

0 10cm(1:3)

C-355

C-356

C-187

C-187

西台畑遺跡 4・5・7次

C-358

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-01

敲

敲敲

敲

敲

敲

穿孔部

穿孔部

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-01

敲

敲敲

敲

敲

敲

穿孔部

穿孔部

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-355 17街区 SK97 底面直上 土師器 高坏 体～脚 - - (4 .2 ) 坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
脚：ﾍﾗﾐｶﾞｷ

坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ 61

2 C-187 Ⅴ区 SK70 1層 土師器 甕 口縁
～胴 (17.6) - (13 .1 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、

胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱摩耗、内面摩耗 61

3 C-356 17街区 SK97 堆積土上層 土師器 甕 胴～底 - (8 .0 ) (10 .4 ) 胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ、底：木
葉痕→周縁粘土貼付 胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ 61

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

4 Kc-001 17街区 SK113 堆積土 礫石器 敲石 9.8 9 .1 2 .1 177 .13 石英安山岩質凝灰岩 表裏から穿孔、全周に敲打、線条痕あり、刃物
痕あり 61

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-358 17街区 Pit37 堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (15.4) - 4 .6 ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 61

第 42 図　土坑出土遺物

第 43 図　ピット出土遺物

1(SK97 底面直上 )

2(SK70 1 層 )

3(SK97 堆積土上層 )

4(SK113 堆積土 )

1(Pit37 堆積土 )

54

( 6 ) ピット ( 第 43 ～ 47 図 )
　Ⅴ区で60基、17街区で80基検出した。Ⅴ区では土坑と同様に中央～西半に分布し、17街区では調査区東半の竪

穴遺構、掘立柱建物跡の周辺に分布が集中する。柱痕跡は、17街区の竪穴遺構･掘立柱建物跡周辺のピットを中心
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第 44 図　Ⅴ区ピット
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第 46 図　17 街区ピット ( 2 )
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に、Ⅴ区･17街区合わせて24基から確認された。

　遺物は、Ⅴ区の29基、17街区の17基から、それぞれ少量の土師器･須恵器の破片が出土している。これらのうち、

17街区Pit 37から出土した土師器坏1点を掲載した(第43図)。1の底部は丸底で、内湾する体部から短く外傾する口

縁部にいたる器形を呈する。調整は、内外面ヘラミガキが施される。

西台畑遺跡4・5・7次P1～68_初.indd   57 2013/03/02   21:34:01



0 2m(1:60)

河川跡

Pit47

SD72
トレンチ1

SK121

SK124

Pit87

Pit90

Pit92Pit91

SK114

河川跡

Pit60
Pit58

Pit54

SK108

SK109

Pit61

Pit66SK115

SK122

SK123

Pit93

SK104
SK112

SK118

SK120

SK117

SK116

SK127

SD72

Pit59

Pit55

SK111

Pit81

Pit88

Pit72

Pit70

Pit69

Pit68

SK119

Pit67

SK110

SK113

Pit76

Pit75

Pit74

Pit73

Pit71

Pit62

Pit77

Pit78

SD73

Pit64

SK106

SK105

Pit82

SK128

SB9

Pit78 Pit81

カクラン
カクラン

カクラン

カクラン

カクラン

カクラン

カクラン

カクラン

カクラン

カクラン

カクラン

カクラン

カクラン

カクランカクラン

カクラン

カクラン

カクラン

カクラン

カクラン

カクラン

カクラン

カクラン

カクラン

0 5m(1:150)

ピット（1）　　（古代～中世）

掲載範囲
SPA′

10.80m
SPA

S
P
A
′

S
P
A

SPA′
10.80m
SPA

SPA′

SPA

1 2

33
1 22

0 2m(1:60)

Y=4760 Y=4770Y=4750 Y=4765Y=4755

0 5m(1:150)

X=-197080

X=-197090

X=-197075

X=-197085

X=-197095

第 47 図　17 街区ピット ( 3 )

58

西台畑遺跡4・5・7次P1～68_初.indd   58 2013/03/02   21:34:01



遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

Pit1 Ⅴ区 B-8 楕円形 40×40 20 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒褐色土･黄褐色土ブロックを含む。
Pit2 ‐ ‐ ‐ ‐ - - - - - 欠番。
Pit3 Ⅴ区 B-8 楕円形 55×30 13 1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト

Pit4 Ⅴ区 B-8 楕円形 40×30 30
1 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 柱痕跡。

2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 10YR2/2黒褐色粘土質シルト･褐色土･暗褐色土ブロックを
含む。

Pit5 Ⅴ区 B-8 楕円形 45×39 36 - - - - SB1-P5に変更。
Pit6 Ⅴ区 B-8 円形 30×30 24 - - - - SB1-P6に変更。
Pit7 Ⅴ区 B-8 楕円形 33×27 15 - - - - SB1-P7に変更。
Pit8 Ⅴ区 B-8 楕円形 23×23 21 1 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 褐色土･暗褐色土ブロックを含む。 SD65より新しい。

Pit9 Ⅴ区 B-8 円形 29×13 7
1 10YR3/4 暗褐色 柱痕跡。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 黒褐色土ブロックを含む。

Pit10 Ⅴ区 B-8 円形 27×24 18 - - - - SB1-P10に変更。
Pit11 Ⅴ区 B-8 不整方形 27×27 15 - - - - SB1-P11に変更。

Pit12 Ⅴ区 B-8 隅丸
長方形 42×27 24 - - - - SB1-P12に変更。

Pit13 Ⅴ区 B-8 楕円形 25×21 11 1 10YR2/2 黒褐色 シルト 暗褐色土ブロックを含む。
Pit14 Ⅴ区 B-8 円形 30×25 18 1 10YR2/2 黒褐色 シルト 暗褐色土ブロックを含む。

Pit15 Ⅴ区 A･B-8 楕円形 45×45 25 - - - - 註記なし。 SD62･66、Pit16よ
り新しい。

Pit16 Ⅴ区 A.B-8 楕円形 33×25 30 - - - - 註記なし。 SD62･66より新し
く、Pit16より古い。

Pit17 Ⅴ区 A.B-8 楕円形 28×20 11 1 10YR4/4 褐色 シルト 黒色土ブロックを含む。
Pit18 Ⅴ区 A-9 不明 45×30 25 - - - - 註記なし。 Pit25より古い。

Pit19 Ⅴ区 A-9 円形 28×20 11
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 柱痕跡。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物をわずかに含む。

Pit20 Ⅴ区 A-8 不整円形 30×23 3 - - - - 註記なし。
Pit21 Ⅴ区 A-8 円形 18×18 21 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。

Pit22 Ⅴ区 A-8 不整円形 35×32 36
1 10YR3/4 暗褐色 シルト 柱痕跡。
2 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 10YR3/4暗褐色シルト･黒褐色土ブロックを含む。

Pit23 Ⅴ区 A-8 円形 60×55 13 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 上部に焼土･炭化物を含む。
Pit24 Ⅴ区 A-8 隅丸方形 30×20 29 1 10YR3/4 暗褐色 粘土 黒褐色土ブロックを含む。

Pit25 Ⅴ区 A-9 楕円形 60×60 32
1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 柱痕跡。

Pit18より新しい。
2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 褐色土･焼土ブロック･炭化物を含む。

Pit26 Ⅴ区 A-8 円形 60×30 11 - - - - 註記なし。
Pit27 Ⅴ区 A-8 隅丸方形 55×45 58 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒褐色土ブロックを含む。炭化物粒をわずかに含む。

Pit28 Ⅴ区 B-8 不整方形 60×60 23
1 10YR3/4 暗褐色 シルト 柱痕跡。にぶい黄褐色土ブロック･焼土粒･炭化物を含む。
2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロックを含む。

Pit29 Ⅴ区 B-8 不整方形 80×75 40
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 柱痕跡。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 褐色土ブロック･灰色粘土を含む。

Pit30 Ⅴ区 B-9 不整円形 60×55 36
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 柱痕跡。

2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 褐色土ブロックを含む。黒色土ブロックを少量、焼土粒をわずか
に含む。

Pit31 Ⅴ区 A-8 楕円形 35×35 26 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。 SD62より新しい。

Pit32 Ⅴ区 A-8 円形 35×28 34
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 柱痕跡。

SD62より新しい。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 明赤褐色土ブロックをわずかに含む。

Pit33 Ⅴ区 B-8 楕円形 30×25 47 1 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。 SD65より新しい。

Pit34 Ⅴ区 B-8 不整円形 40×40 49
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 柱痕跡。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。

Pit35 ‐ ‐ ‐ ‐ - - - - - 欠番。
Pit36 Ⅴ区 B-8 円形 23×20 13 - - - - 註記なし。
Pit37 Ⅴ区 B-8 楕円形 35×35 24 1 10YR2/2 黒褐色 シルト 暗褐色土ブロックを含む。 SD65より新しい。
Pit38 Ⅴ区 C-8 不明 40×35 21 1 10YR2/2 黒褐色 シルト 暗褐色土ブロック･焼土を少量含む。 SK74より古い。
Pit39 - ‐ ‐ ‐ - - - - - 欠番。
Pit40 Ⅴ区 B-8 円形 35×35 50 1 10YR3/4 暗褐色 シルト質粘土 褐色土ブロック･酸化鉄を含む。
Pit41 ‐ ‐ ‐ ‐ - - - - - 欠番。

Pit42 Ⅴ区 A-8 不整
長方形 55×30 16 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒褐色土･褐色土ブロック･焼土を含む。

Pit43 Ⅴ区 B-8 円形 30×25 13 1 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。

Pit44 Ⅴ区 B-8 円形 28×28 30
1 10YR3/2 黒褐色 シルト質粘土 柱痕跡。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト質粘土 黒褐色土ブロックを含む。

Pit45 ‐ ‐ ‐ ‐ - - - - - 欠番。
Pit46 Ⅴ区 C-8 楕円形 30×28 57 1 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色土ブロック･焼土を含む。 SD65より新しい。

Pit47 Ⅴ区 A-8 円形 28×25 -
1 - - - 柱痕跡。註記なし。
2 10YR5/6 黄褐色 シルト

Pit48 ‐ - - - - - - - - 欠番。 SI84-P6に変更
Pit49 ‐ - - - - - - - - 欠番。 SI84-P5に変更
Pit50 Ⅴ区 A-8 楕円形 30×20 - 1 10YR3/4 暗褐色 シルト SD67より新しい。
Pit51 Ⅴ区 B-9 円形 30×25 - 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを少量、炭化物をわずかに含む。
Pit52 Ⅴ区 B-8 楕円形 45×35 22 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 炭化物粒をわずかに含む。
Pit53 Ⅴ区 B-8 不整円形 30×25 20 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物をわずかに含む。
Pit54 ‐ ‐ ‐ ‐ - - - - - 欠番。
Pit55 Ⅴ区 A-8 円形 15×15 - 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土小ブロック･炭化物粒を含む。 SD67より新しい。
Pit56 ‐ ‐ ‐ ‐ - - - - - 欠番。

Pit57 Ⅴ区 C-8 円形 30×25 19
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物粒･5YR5/8明赤褐色焼土粒をわずかに含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土･10YR4/4を少量含む。
3 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト
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遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

Pit1 17街区 X-8 楕円形 61×
(40) 36

1 10YR4/3 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含
む。

2 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、灰黄褐色土を含む。
3 10YR4/1 褐灰色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
4 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit2 17街区 X-8 楕円形 48×40 20
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを含む。焼土粒･炭化物粒を微量に含

む。

2 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト 径5 ～ 10㎜の灰褐色シルトブロックを多量、径10㎜の灰白色粘土
ブロックを少量含む。

Pit3 17街区 X-8 不明 (56)×
(23) 40

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･黒褐色シルトブロックを少量含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit4 17街区 X-8 円形 52×48 25 1 10YR3/2 黒褐色 シルト 炭化物粒を微量に含む。上部にⅣ層ブロックを多量に含む。 Pit5より新しい。

Pit5 17街区 X-8 隅丸
長方形

115×
88 66

1 10YR3/4 暗褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
(柱痕跡)

Pit4より古い。2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
3 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック･黒褐色シルトを互層状に含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit6 17街区 X-8 楕円形 62×
(55) 24

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 灰褐色シルトを互層状に含む。

Pit7 17街区 X-8 円形 35×32 35
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit8 17街区 X-8 楕円形 42×34 36 1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量、焼土粒を微量に含む。

Pit9 17街区 X-8 円形 44×43 41

1 10YR2/1 黒褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロック･径10 ～ 20㎜の灰白色シルトブロックを多
量に含む。

4 10YR4/1 褐灰色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
Pit10 17街区 Z-7 円形 30×28 26 1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit11 17街区 Z-7 円形 52×
(24) 18 1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量含む。 SM2-2より新しい。

Pit12 17街区 X-8 楕円形 (28)×
35 37

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
SK96より古い。2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

3 10YR3/2 暗褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit14 17街区 Z-8 円形 43×39 30
1 10YR2/1 黒色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5㎜の黒色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 径5㎜の黒色シルトブロックを微量に含む。

Pit16 17街区 Z-8 円形 37×35 30

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、径5㎜の黒色シルトブロックを微量
に含む。(柱痕跡)

2 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5㎜の黒色シルトブロックを微量に含む。
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒色シルトブロック(5㎜程度)を微量に含む。
4 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

Pit17 17街区 Z-8 楕円形 45×32 21
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)

P97より新しい。
2 10YR4/4 褐色 シルト 径5 ～ 10㎜の黒色シルトブロックを微量に含む。

Pit19 17街区 Z-8 円形 32×30 21
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 炭化物粒を微量に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを微量に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

Pit21 17街区 Z-8 円形 32×30 19 1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

Pit22 17街区 Z-8 円形 26×25 16
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 黒色シルトを多量に含む。
2 10YR3/1 黒褐色 シルト 炭化物粒を微量に含む。

Pit23 17街区 Z-8 円形 22×19 30
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒色シルトを微量に含む。

Pit24 17街区 Z-8 円形 25×23 11
1 10YR2/1 黒色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを微量に含む。

Pit25 17街区 Z-8 円形 27×
(25) 21 1 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。 Pit36より古い。

遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

Pit58 Ⅴ区 C-8 楕円形 30×28 20
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/2灰黄褐色土ブロックを多量に含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土をわずかに含む。
3 10YR3/4 暗褐色 シルト

Pit59 Ⅴ区 A-8 円形 23×20 24 
1 10YR3/2 黒褐色 シルト
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト

Pit60 Ⅴ区 A-8 円形 20×18 - - - - - 註記なし。
Pit61 Ⅴ区 A-8 円形 38×34 - - - - - 註記なし。
Pit62 Ⅴ区 A-8 円形 22×20 - - - - - 註記なし。
Pit63 Ⅴ区 C-8 楕円形 44×43 39 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロック･木炭粒を含む。
Pit64 Ⅴ区 C-8 隅丸方形 46×40 30 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロック･木炭粒を含む。
Pit65 Ⅴ区 C-8 隅丸方形 41×35 31 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロック･木炭粒を含む。

Pit66 Ⅴ区 C-8 楕円形 29×
(23) 14 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロック･木炭粒を含む。

Pit67 Ⅴ区 C-8 隅丸方形 71×70 53 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロック･木炭粒を含む。

Pit68 Ⅴ区 C-8 隅丸方形 38×
(29) 16 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロック･木炭粒を含む。

Pit69 Ⅴ区 C-8 楕円形 35×34 33 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロック･木炭粒を含む。
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17街区ピット観察表(2)

遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

Pit26 17街区 Z8 楕円形 41×32 28
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の褐色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含

む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色シルトを斑状に多量に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5㎜の褐色シルトブロックを多量、焼土粒を微量に含む。

Pit27 17街区 Z-8 円形 28×25 25 1 10YR3/1 黒褐色 砂質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
Pit28 17街区 Z-8 楕円形 34×25 20 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

Pit29 17街区 Z-8 円形 35×35 20

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。(柱
痕跡)

2 10YR4/4 褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを少量含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5㎜の黒色シルトブロックを少量含む。
4 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
5 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒色シルト粒を少量含む。

Pit30 17街区 Z-8 円形 50×46 24
1 10YR2/1 黒色 シルト 径10 ～ 20㎜の褐色シルトブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を

微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色シルトを斑状に多量に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5㎜の褐色シルトブロックを多量、焼土粒を微量に含む。

Pit31 17街区 Z-8 円形 31×30 15
1 10YR2/1 黒色 シルト 褐色シルトを少量含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。
3 10YR4/6 褐色 シルト 黒色シルトを少量含む。

Pit32 17街区 Z-8 隅丸方形 25×22 31 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。

Pit33 17街区 Z-8 隅丸方形 26×25 33
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 30㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。

Pit34 17街区 Z-8 隅丸方形 24×22 15
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/4 褐色 シルト 径10 ～ 30㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

Pit35 17街区 Z-8 隅丸方形 22×19 6 1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

Pit36 17街区 Z-8 円形 26×24 29
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

Pit25より新しい。2 10YR2/1 黒色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを多量、焼土粒を微量に含む。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

Pit37 17街区 Z-8 隅丸方形 25×23 25
1 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロック･黒褐色シルトブロックを含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

Pit38 17街区 Z-8 円形 36×38 19
1 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、焼土粒を微量に含む。
3 10YR4/6 褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

Pit39 17街区 Z-8 円形 31×30 22
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径20㎜のⅣ層ブロックを多量、径10㎜の灰色シルトブロックを少

量含む。(柱痕跡)
2 10YR4/1 褐灰色 シルト 径10㎜の灰色シルトブロックを多量、酸化鉄斑を少量含む。

Pit40 17街区 Z-8 楕円形 45×38 24

1 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳ層を斑状に多量、炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の黒色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含
む。

3 10YR4/4 褐色 シルト 径5㎜の黒色シルトブロックを少量含む。

Pit41 17街区 Z-8 円形 31×28 28
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
2 10YR2/2 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit42 17街区 Z-8 円形 22×22 17
1 10YR2/2 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色シルトブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

Pit43 17街区 Z-8 楕円形 33×27 20
1 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 径5㎜の黒色シルトブロックを多量、炭化物層を微量に含む。

Pit44 17街区 Z-8 楕円形 38×33 18 1 10YR3/1 黒褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

Pit45 17街区 Z-7 円形 25×25 26
1 10YR2/1 黒色 シルト 径5㎜の暗褐色シルトブロックを少量含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 黒色シルトブロックを少量含む。

Pit46 17街区 Z-7 楕円形 25×21 13 1 10YR3/1 黒褐色 シルト 灰白色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

Pit47 17街区 V-7 楕円形 69×
(50) 45

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径5 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
SD72より新しい。2 10YR3/2 暗褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

3 10YR3/4 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

Pit48 17街区 Z-8 楕円形 76×
(50) 38

1 10YR3/1 黒褐色 シルト 褐色シルト粒を少量含む。(柱痕跡)
3 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
4 10YR6/8 明黄褐色 粘土質シルト 黒色シルトブロックを少量含む。

2a 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 黒色シルトブロック･炭化物粒を微量に含む。
2b 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 黒色シルトブロックを微量に含む。一部グライ化

Pit49 17街区 Z-8 円形 36×35 11
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 黒色シルトブロックを微量に含む。

Pit50 17街区 W-8 隅丸
長方形

126×
(56) 38

1 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径5 ～ 20㎜の黒褐色ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
4 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
5 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5㎜の褐灰色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

Pit51 17街区 Z-7･8 楕円形 44×
(33) 60 1 10YR4/4 褐色 シルト 径10㎜の黒色シルトブロック･灰白色シルトブロックを少量含む。 SI107より新しい。

Pit52 17街区 Z-7･8 楕円形 47×38 61 1 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色シルト粒を少量、焼土粒･炭化物粒を含む。 SI107より新しい。

Pit53 17街区 Z-7 隅丸方形 26×25 41
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

SI107より古い。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色シルトブロックを少量含む。

Pit54 17街区 W-8 円形 32×30 9 1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量、マンガン粒を微量に含む。

Pit55 17街区 V-8 円形 40×38 23
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、灰色粘土･炭化物粒を微量
に含む。

Pit58 17街区 V･W-8 楕円形 32×25 10
1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
2 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit59 17街区 W-8 円形 31×30 14 1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを少量含む。 Pit88より新しい。
Pit60 17街区 V-8 楕円形 70×49 19 1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
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遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

SX4 Ⅴ区 B-8 隅丸長方形 96×69 24 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 焼土粒を微量、下部に炭化物を帯状に含む。
SX5 Ⅴ区 C-8・9 隅丸方形 66×74 - - - - - 断面図･土層註記なし。

遺構名 調査区 グリッド 平面形
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考 重複長軸×
短軸 深さ

Pit61 17街区 V-8 円形 40×39 17
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黄白色粘土ブロックを多量、マンガン粒を少量含む。
2 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト マンガン粒･灰黄褐色粘土を少量含む。

Pit62 17街区 V-8 隅丸方形 115×
53 22 1 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径5 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit64 17街区 V-8 円形 20×19 15
1a 10YR5/2 灰黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、焼土粒を微量に含む。
1b 10YR5/2 灰黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
2 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量にに含む。

Pit66 17街区 V-7･8 円形 24×24 25 1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径5 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、上部に径50㎜の灰白色粘土
ブロックを少量含む。

Pit67 17街区 V-8 円形 20×18 17 1 10YR5/2 灰黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

Pit68 17街区 V-9 隅丸方形 23×23 39
1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR7/6 明黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit69 17街区 V-9 楕円形 28×20 12 1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
Pit70 17街区 V-8･ 9 楕円形 30×23 7 1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
Pit71 17街区 V-8･9 楕円形 30×25 10 1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit72 17街区 V-9 楕円形 47×35 11
1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
2 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit73 17街区 V-9 楕円形 33×26 16 1 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、酸化鉄を微量に含む。

Pit74 17街区 V-8 円形 35×34 12
1 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、酸化鉄を微量に含む。
2 10YR6/4 にぶい黄橙色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

Pit75 17街区 V-8 円形 25×21 11 1 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、上部に炭化物粒を少量含む。

Pit76 17街区 V-8 円形 21×19 9 1 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、下部に径30㎜の灰白色粘土
ブロック･酸化鉄を少量含む。

Pit77 17街区 V-8 円形 37×35 18
1 10YR5/2 灰黄褐色 砂質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック･灰白色火山灰を少量含む。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを含む。

Pit78 17街区 V-8 楕円形 69×64 29
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト Ⅳ層ブロックを少量、中央に黒褐色粘土ブロックを帯状、炭化物微

を量含む。
SK110より古い。2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

3 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。
Pit79 - - - - - - - - - 欠番。SB9-P5に変更。

Pit81 17街区 W-8 楕円形 57×
(30) 15

1a 10YR5/2 灰黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、灰白色火山灰を微量に含む。
1b 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを少量、マンガン粒を微量に含む。

Pit82 17街区 W-8 隅丸方形 58×53 25
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に

含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒･焼土粒を微量に含む。
3 10YR5/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロック帯状、炭化物粒を微量に含む。

Pit87 17街区 V-7 円形 31×30 30
1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10㎜のⅣ層ブロック･炭化物粒を微量に含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 下部にⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

Pit88 17街区 W-8 楕円形 (40)×
35 13

1 2.5Y5/1 黄灰色 シルト 径20㎜の灰黄褐色粘土ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
Pit59より古い。

2 10YR5/1 褐灰色 砂質シルト 径10㎜の下部に灰黄褐色粘土ブロックを多量、炭化物を微量に含
む。

Pit90 17街区 V-7 円形 30×28 16
1 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、上部に炭化材を微量に含む。
2 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを微量に含む。

Pit91 17街区 V-7 隅丸方形 25×23 17 1 10YR4/1 褐灰色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。 SK124より古い。
Pit92 17街区 V-7 円形 22×20 10 1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

Pit93 17街区 V-7 円形 34×32 49
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径10 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを少量含む。

Pit96 17街区 Z-8 楕円形 (37)×
32 25

1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、灰白色火山灰を微量に含む。
SB6-P1より古い。

2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロック少量含む。

Pit97 17街区 Z-8 円形 50×50 63
1 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量、炭化物粒を少量、焼土粒を微量に含む。

P17より新しい。2 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロック･炭化物粒を微量に含む。
3 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。

17街区ピット観察表(3)

第48図　性格不明遺構

性格不明遺構　観察表
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(7 )性格不明遺構(第48図)
　Ⅴ区において、2基検出した。
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遺構名 調査区 部位 グリッド 方向
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考
全長 上端幅 下端幅 深さ

SM1 17街
区

-1 Z-7 N-10°-E 150 54 33 33
1 7 .5YR4/3 褐色 砂質シルト 径5 ～ 10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
2 10YR4/4 褐色 砂質シルト 径10㎜の暗褐色シルトブロックを少量含む。

-2 Z-7 N-16°-E 84 27 12 36
1 10YR3/1 黒褐色 砂質シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
2 10YR4/4 褐色 砂質シルト 径10㎜の黒褐色シルトブロックを少量含む。

-3 Z-7 N-26°-E 144 30 21 36
1 10YR4/4 褐色 砂質シルト 黒褐色シルトブロックを多量に含む。
2 10YR3/1 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
3 7.5YR4/3 褐色 シルト 径5 ～ 10㎜の暗褐色土ブロックを少量含む。

-4 Z-7 N-17°-E 120 45 24 33
1 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シルト 径5㎜の暗褐色シルトブロックを多量に含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜の暗褐色シルトブロックを少量含む。

-5 Z-7 N-11°-E 81 30 18 30
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量含む。
2 10YR4/4 褐色 シルト 黒色シルトブロックを少量含む。

SM2 17街
区

-1 Z-7 N-13°-E 69 21 9 5 1 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 20㎜の黒色シルトブロックを多量に含む。
-2 Z-7 N-18°-E 96 21 9 12 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径20 ～ 30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
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第49図　小溝状遺構群

63

SX4･5性格不明遺構(第48図)
　SX4は、Ⅴ区西半、B-8グリッドに位置する。

　検出した規模は、上端が長軸96㎝×短軸69㎝、下端が長軸90㎝×短軸63㎝、深さ24㎝を測る。平面形状は隅

丸長方形を呈し、断面形状は箱形で両壁は垂直に立ち上がる。底面は平坦である。堆積土は、単層で、暗褐色を基調

とするシルトで、焼土粒を微量に含み、下部には炭化物を帯状に含む。遺物は出土していない。

1群
　17街区東半、Z- 7グリッドに位置する。SM 1- 1 ～ 5の5条で構成される。方向はN- 10 ～ 26°-Eである。検出した

規模は、長さ81 ～ 150㎝、上端幅27 ～ 54㎝、深さ30 ～ 36㎝を測る。堆積土は、上層は黒褐色シルト･砂質シル

トを主体とし、下層は褐色シルト･砂質シルトを主体とする。

2群
　17街区東半、Z-7グリッドに位置する。SM2-1･2の2条で構成される。方向はN-13 ～ 18°-Eである。検出した規

模は、長さ69 ～ 96㎝、上端幅21㎝、深さ5 ～ 12㎝を測る。堆積土は、にぶい黄褐色砂質シルト、暗褐色シルトを

主体とする。

　遺物は、両群とも土師器の破片が少量出土しているが、図化できる遺物はなかった。

(8 )小溝状遺構群(第49図)

　17街区で2群検出した。両群とも北側は調査区外にかかる。1群の西側は、粘土採掘孔による撹乱があり、2群の

東側は調査区外となる。このことから、1群は西側、2群は東側へ、本来は拡がっていたと考えられる。
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( 9 ) 河川跡 ( 第 50 ･ 51 図 )
　17街区西端、U･V- 7･ 8グリッドで検出した。検出した範囲は、河川跡中央から東肩にかけてであり、西肩は調査区

外へかかる。河川跡埋没後に、東肩に沿ってSD 72が掘削される。調査は、東肩に直交するトレンチを設定し、掘削

および断面観察を行い、河川跡全面の掘削は行っていない。また、安全を考慮したため底面は完掘にはいたっていな

い。検出した範囲の規模は、長さ1775㎝、上端幅1487㎝、深さ153㎝を測り、方向はN- 50°-Eである。断面形状

は、皿形を呈すると推定される。堆積土は、20層に分層された。上層は灰黄褐色砂質シルトを主体とし、下層は河川

の機能時に堆積したと考えられる微粒砂･細粒砂･砂礫を主体とする層が多い。また、下層の18･ 20層は灰白色火山

灰を多量に含んでおり、10世紀前半にはすでに河川が形成されていたと考えられる。

　遺物は、堆積土中から土師器･須恵器の破片が少量出土しており、そのうちの土師器高坏1点を掲載した(第51図)。

1の脚部は柱状中空で、中位にふくらみを持つ。裾部は屈曲して、ラッパ状に外傾する。
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C-359
0 10cm(1:3)

遺構名 調査区 グリッド 方向
規模(㎝ )

層位 土色 土性 備考
全長 上端幅 下端幅 深さ

河川跡 17街区 U･V
-7･8 N-50°-E 1775 1487 - 153

1 10YR5/2 灰黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 20㎜の明黄褐色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径5 ～ 20㎜の明黄褐色シルトブロックを多量に含む。
3 10YR5/2 灰黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 20㎜の明黄褐色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
4 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 径10 ～ 50㎜のにぶい黄橙色シルトブロックを斑状に多量に含む。

5 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト 径10 ～ 50㎜の明黄褐色粘土ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。下
部に50㎜の礫を含む。

6 10YR5/2 灰黄褐色 砂質シルト 径20㎜の褐灰色シルトブロックを少量含む。下部に20 ～ 30㎜の礫を含
む。

7 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト にぶい黄橙色シルトを互層状に含む。
8 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の明黄褐色シルトブロックを少量含む。
9 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シルト 径10 ～ 30㎜の明黄褐色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

10 10YR5/2 灰黄褐色 微粒砂 酸化鉄を少量、径10㎜の褐灰色シルトブロック･炭化物粒を微量に含む。
11 10YR6/1 褐灰色 砂礫 径150㎜の礫と粗砂が主体。
12 10YR6/1 褐灰色 細粒砂 円礫を少量含む。
13 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜の明黄褐色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
14 10YR6/3 にぶい黄橙色 シルト 径10 ～ 50㎜の明黄褐色シルトブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。

15 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径20 ～ 50㎜の明黄褐色シルトブロックを多量、下部に灰白色火山灰ブ
ロックを含む。

16 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト 径20 ～ 50㎜の褐灰色シルトブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。

17 10YR6/4 にぶい黄橙色 砂質シルト 径10 ～ 30㎜の褐灰色シルトブロックを少量、酸化鉄･炭化物粒を微量に
含む。

18 10YR6/4 にぶい黄橙色 微粒砂
19 10YR6/6 明黄褐色 砂質シルト 酸化鉄を互層状に含む。
20 10YR6/6 明黄褐色 微粒砂 灰白色火山灰を多量、酸化鉄を互層状に含む。

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-359 17街区 SR1 堆積土 土師器 高坏 脚 - 13.8 (9 .6 ) 脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ、
裾：ﾖｺﾅﾃﾞ 内面にしぼり痕 61

河川跡　観察表

第 51 図　河川跡出土遺物
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2 .　古墳時代～古代の遺構と遺物 ( 第 52 ～ 248 図 )

　本項では、基本層Ⅳ層上面で検出した遺構のうち、重複関係や遺構の観察所見等から当該期と考えられる遺構

および遺構内出土遺物について報告する。該当する遺構は、竪穴住居跡52軒、区画施設と考えられる材木列1条･

溝跡1条、溝跡4条、土坑15基、ピット67基、小溝状遺構群3群、性格不明遺構4基である(第52 ～ 248図)。

　なお、各調査区において検出した区画施設と考えられるSD 61は、第3次、第4次調査において検出した範囲が

溝跡の一部であったため、溝跡の堆積土の対比は困難であった。そのため本文では、Ⅴ区(第3次･第4次･第5次

下層調査)と17街区において調査した各調査区の堆積状況に即して記述し、出土した遺物についても各調査区ご

とに掲載している。

1(SR1 堆積土 )

( 1 ) 竪穴住居跡 ( 第 55 ～ 211 図 )

　Ⅴ区から26軒、17街区から26軒、総数52軒検出した。撹乱等の影響により、全体が検出された竪穴住居跡は

少ないが、平面形状が判るものは方形ないし長方形を呈するものが殆どである。

　竪穴住居跡の多くは、上屋構造として4本の主柱穴を持つと推定される。17街区からは、壁柱穴を伴う竪穴住

居跡を4軒検出した。カマドは、今次調査で検出された竪穴住居跡のうち、33軒から検出した。26軒が北壁、4
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:Pit(Pit 番号は第 238･239 図参照 )

: 重複する古い Pit

: 重複する古い遺構
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第53図　17街区Ⅳ層上面遺構配置図(古墳時代～古代)
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軒が西壁、2軒が東壁、1軒が南壁に付設されている。袖は、大半が盛土によって構築されており、一部では土師

器や自然礫等が芯材として用いられている。燃焼部は壁面の内側に設けられているものと、外側に張り出すものの

両方がある。煙道部は、概ね平坦な底面が多く、煙出し部はピット状に落ち込むものと、明確な落ち込みを持たず

に平坦な煙道部底面がそのまま収束するものの両方がある。また、カマドではなく地床炉を持つ竪穴住居跡を2軒

検出した。カマド以外の施設については、前述した柱穴のほか、周溝や間仕切り溝、位置関係からカマドに関連す

ると考えられる土坑がある。今次調査の竪穴住居跡の大半では、掘り方を検出している。

　検出した竪穴住居跡の時期は、伴う遺物の特徴から、本書の時期区分3 ～ 5期(古墳時代前期･古墳時代後期～

奈良時代)に位置づけられ、土器の特徴や遺構の重複関係から、大別3期、細別6期にわたる変遷が認められた(第

6章第1節)。遺物を伴わない遺構についても、遺物を伴う遺構との重複関係から、上記の時期幅に収まると考え

られる。このうち、3期(古墳時代前期)の竪穴住居跡は、今回はじめて確認されたもので、3期の段階で居住域が

形成されていたことを示すものである。4･ 5期の竪穴住居跡については、第1 ～ 3･ 6次調査で確認された居住域

の時期幅と合致することから、今回の第4･5･7次調査で確認された居住域は、第1 ～ 3･6次調査で確認された居

住域と一連のものと考えられる。

　以下、今次調査で検出した竪穴住居跡について、個別に報告する。なお、文･図中において、床面および掘り方

から検出した土坑･ピットには、それぞれ｢SK｣ ･ ｢P｣の略称を付した。これらの略称は報告書作成段階で振り替え

を行っているが、土坑とピットの明確な基準はなく、比較的規模の大きいものを土坑、柱痕跡が確認されたものや

小穴をピットとしている。また、重複関係にある遺構については原則として古代の遺構のみを記載したが、一部に

前節で記載した古代～中世の遺構についても記載している。
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SI 70　竪穴住居跡 ( 第 55 ～ 58 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区東半、C･D-8･9グリッドに位置する。煙道部は、削平のため失われている。

【重複】　SI74･77と重複関係にあり、これらより新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北516㎝、東西499㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　カマド基準でN-16°-Eである。

【堆積土】　13層に分層された。1･ 2層は住居堆積土で、暗褐色ないし黒褐色シルトを主体とし、木炭粒･マンガン粒

を含む。3層は、周溝堆積土である。4 ～ 9層はカマド関連層位で、黒褐色･暗褐色シルトを主体とし、木炭粒や焼土

を含む。10･ 11層はカマド袖構築土で、暗褐色シルト･粘土質シルトを主体とし、木炭粒･焼土を含む。12･ 13層は

掘り方堆積土である。

【壁面】　直線的に外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大36㎝を測る。

【床面】　概ね平坦である。12･13層上面を床面としている箇所と、基本層Ⅳ層上面を床面としている箇所が認められる。

【柱穴】　床面から8基検出した。柱痕跡を確認したものは無いが、位置関係から、P 1･ 2は主柱穴に相当する可能性

が考えられる。また、住居内土坑としたSK 1は、規模や位置関係から主柱穴に相当する可能性が考えられるが、判然

としない。

【周溝】　検出した範囲においては、南壁および東西壁の南半とカマド直下を除き、壁際に沿って周る。床面検出時に

確認した周溝の規模は、幅10 ～ 23㎝、深さ6 ～ 9㎝を測り、東側は西側･北側に比べ浅くなる。

【カマド】　北壁中央に位置し、壁面にやや西傾して付設される。袖の規模は、西袖が長さ111㎝、幅83㎝、東袖が長

さ123㎝、幅78㎝を測る。北壁に対して両袖とも西傾する。

　燃焼部の規模は、奥行き105㎝、幅59㎝、奥壁高21㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。底面は緩やかに傾斜し奥

壁側が高くなり、奥壁は外反して立ち上がる。

【その他の施設】　土坑を1基検出した。上述したとおり、主柱穴の可能性が考えられるが判然としない。

【掘り方】　住居南半部に「コ」字状に掘り込まれる。深さは、5 ～ 14㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏6点･高坏1点･甕4点、須恵器蓋1点･盤1点･壺1点を掲載した(第57･58図)。

　土師器坏6点(第57図-1 ～ 6)は、1 ～ 3･5･6は住居堆積土、4は床面施設(P8)堆積土からの出土である。1は、

鬼高系土師器(南小泉型関東系土器)の特徴を有する。底部は丸底と推定され、扁平に内湾する体部から直線的に内

傾する口縁部へといたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持つ。調整は、口縁部内外面ヨ

コナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデが施される。2は、北武蔵型土師器(清水型関東系土器)の特徴を有する。

底部は丸底と推定され、半球形に内湾する体部から「S」字状に短く直立する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体

部の境は外面に段、内面に稜を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデが施され

る。3は、底部は丸底で、内湾する体部から緩く外反する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は段･稜を

持たない。調整は、口縁部外面ヨコナデ、口縁部内面･体部内外面ヘラミガキが施される。4は、底部は丸底と推定さ

れ、やや内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。体部と口縁部の境は、浅い沈線状の段を持つ。5

は、底部は平底で、直線的に大きく外傾する口縁部にいたる器形を呈する。体部と口縁部の境は、外面は沈線が施さ

れ、内面は段･稜を持たない。6は、底部は平底で、底部から屈曲して直線的に外傾する口縁部にいたる器形を呈す

る。体部と口縁部の境は段･稜を持たず、口縁部に沈線状の段を持つ。4 ～ 6の調整は、いずれも口縁部外面ヨコナ

デ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラミガキが施される。6の内面は、黒色処理される。

　土師器高坏(第57図- 7)は、床面施設(P 8)堆積土からの出土である。長方形状の透かしを4窓持ち、坏部と脚部

の境は屈曲する。脚部は裾部に向けて緩く外反し、裾部はラッパ状を呈する。外面の脚部と裾部の境に明瞭な段を持
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/2 黒褐色 シルト なし ややあり木炭粒・マンガン粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。2層との層理面に炭化物の集積層(5mm)を含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・マンガン粒・10YR5/6黄褐色シルトブロックを含む。

周溝 3 - - - - - 注記なし。

4 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒含む。

5 7.5YR3/1 黒褐色 シルト なし あり 灰・焼土粒含む。

6 7.5YR3/4 暗褐色 粘土質シルト ややあり あり 5YR4/6赤褐色焼土塊を含む。

7 7.5YR3/1 黒褐色 シルト なし なし 5YR4/6赤褐色焼土粒含む。

8 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト ややありややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロック含む。7.5YR3/4暗褐色粘土質シルトを層状に含む。

9 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト ややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック、木炭粒含む。

10 7.5YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 7.5YR5/6 黄褐色シルト 焼土塊、木炭粒含む。

11 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト ややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒・木炭粒を含む。

12 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト ややあり あり 10YR5/6シルト小ブロックを含む。焼土粒、木炭粒を含む。

13 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト ややあり あり 10YR5/6黄褐色シルトブロックを多量に含む。10YR2/2黒褐色粘土ブロックを含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト あり ややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり なし 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒を含む。

P2 - - - - - - 断面図なし。

P3 - - - - - - 断面図なし。

P4 - - - - - - 断面図なし。

P5 - - - - - - 断面図なし。

P6 - - - - - - 断面図なし。

P7 - - - - - - 断面図なし。

P8 - - - - - - 断面図なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし ややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・酸化鉄斑を含む。

2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト ややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土小ブロックを含む。

SI70(SI01）

カマド袖

掘り方

P1

SK1

住居堆積土

カマド

土色

0 2m(1:60)
第 55 図　SI 70 竪穴住居跡 ( 1 )
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つ。調整は、坏部が内面ヘラミガキ、脚部が外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ、裾部内外面ヨコナデが施される。坏部

内面は黒色処理される。また、脚部内面は、輪積み痕が明瞭に残る。

　土師器甕4点(第57図- 8 ～ 10、第58図- 1)は、第57図- 8は床面直上、第57図- 9･ 10、第58図- 1は住居堆

積土からの出土である。第57図- 8は、長胴の胴部から、直立気味に立ち上がり端部がやや外反する口縁部にいたる

器形を呈する。口縁部と胴部の境は、段･稜を持たない。第57図- 9は、内湾する胴部から外反する口縁部にいたる

器形を呈する。外面の口縁部と胴部の境は、明瞭な段を持つ。第57図- 8･ 9の調整は、いずれも口縁部内外面ヨコ

ナデ、体部内外面ヘラナデが施される。第57図- 10は長胴の胴部で、胴部の最大径を中位に持つ器形を呈する。調

整は、外面ハケメのち胴部下半ヘラナデ、内面ヘラナデが施される。第58図- 1は、上げ底状の底部で、底部と胴部

の境は屈曲し、底部は突出する。胴部は内湾して立ち上がる。調整は、胴部外面ハケメのちヘラナデ、底部と胴部内

面ヘラナデが施され、底部内面には工具痕が明瞭に残る。

　須恵器蓋(第58図-2)は、住居堆積土からの出土である。天井部は内湾し、宝珠状のつまみがつく。

　須恵器壺(第58図- 3)は、住居堆積土からの出土である。底部と体部の境は屈曲し、外傾する体部にいたる器形を

呈する。底部切り離し技法は不明だが、布目痕が残り、手持ちヘラケズリのちヘラナデが施される。3は、体部内面中

位から底部には漆が付着しており、漆壺として使用されていたと考えられる。

　須恵器盤(第58図- 4)は、床面施設(P 3)からの出土である。柱状中空の脚部を持ち、体部は緩やかに内湾し、直

線的に外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は内外面とも稜を持つ。調整はロクロ調整を基本と

し、外面体部と脚部の接合部に回転ヘラケズリ、脚内面はヘラナデが施される。内面体部には、自然釉の付着と重ね

焼き痕がみられた。また、内面の平坦面全体に磨面が観察された。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器甕(第57図- 8)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられるが、

明確な時期は導き出せない。しかし、本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)の土器を伴うSI 77より新しいことか

ら、本竪穴住居跡の時期は、5a期以降と考えられる。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/2 黒褐色 シルト なし ややあり木炭粒・マンガン粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。2層との層理面に炭化物の集積層(5mm)を含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・マンガン粒・10YR5/6黄褐色シルトブロックを含む。

周溝 3 - - - - - 注記なし。

4 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒含む。

5 7.5YR3/1 黒褐色 シルト なし あり 灰・焼土粒含む。

6 7.5YR3/4 暗褐色 粘土質シルト ややあり あり 5YR4/6赤褐色焼土塊を含む。

7 7.5YR3/1 黒褐色 シルト なし なし 5YR4/6赤褐色焼土粒含む。

8 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト ややありややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロック含む。7.5YR3/4暗褐色粘土質シルトを層状に含む。

9 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト ややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック、木炭粒含む。

10 7.5YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 7.5YR5/6 黄褐色シルト 焼土塊、木炭粒含む。

11 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト ややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒・木炭粒を含む。

12 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト ややあり あり 10YR5/6シルト小ブロックを含む。焼土粒、木炭粒を含む。

13 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト ややあり あり 10YR5/6黄褐色シルトブロックを多量に含む。10YR2/2黒褐色粘土ブロックを含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト あり ややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり なし 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒を含む。

P2 - - - - - - 断面図なし。

P3 - - - - - - 断面図なし。

P4 - - - - - - 断面図なし。

P5 - - - - - - 断面図なし。

P6 - - - - - - 断面図なし。

P7 - - - - - - 断面図なし。

P8 - - - - - - 断面図なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし ややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・酸化鉄斑を含む。

2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト ややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土小ブロックを含む。

SI70(SI01）

カマド袖

掘り方

P1

SK1

住居堆積土

カマド

土色

0 2m(1:60)

0 1m(1:30)

部位 層位 土色 土性 備考

住居
堆積土

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 木炭粒･マンガン粒･10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。下部に炭化物を帯状に含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 木炭粒･マンガン粒･10YR5/6黄褐色シルトブロックを含む。

周溝 3 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒を含む。

カマド

4 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭粒･焼土粒を含む。
5 7.5YR3/1 黒褐色 シルト 灰･焼土粒を含む。
6 7.5YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 5YR4/6赤褐色焼土塊を含む。
7 7.5YR3/1 黒褐色 シルト 5YR4/6赤褐色焼土粒を含む。

8 10YR4/3 にぶい
黄褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。7.5YR3/4暗褐色粘土質シルトを帯状に含む。

9 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト 小ブロック･木炭粒を含む。

カマド袖
10 7.5YR3/3 暗褐色 シルト 7.5YR5/6 黄褐色シルト 焼土塊･木炭粒を含む。
11 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色 シルト粒･焼土粒･木炭粒を含む。

掘り方
12 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5/6シルト小ブロックを含む。焼土粒･木炭粒を含む。
13 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト ブロックを多量に含む。10YR2/2黒褐色粘土ブロックを含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 36×33 41
P2 楕円形 33×29 6
P3 楕円形 40×33 8
P4 楕円形 39×37 10
P5 楕円形 31×24 22

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P6 楕円形 38×30 22
P7 楕円形 31×27 19
P8 楕円形 56×54 44
SK1 楕円形 67×63 32

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 木炭粒を含む。(断面図なし)
P2 1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 焼土粒･木炭粒を含む。(断面図なし)
P3 1 2.5Y5/3 にぶい赤褐色 粘土質シルト 焼土粒･木炭粒･骨を含む。(断面図なし)
P4 1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 木炭粒を含む。(断面図なし)
P5 1 2.5Y5/3 にぶい赤褐色 粘土質シルト 焼土粒･木炭粒･骨を含む。(断面図なし)
P6 1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 焼土粒･木炭粒を含む。(断面図なし)
P7 1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 焼土粒･木炭粒を含む。(断面図なし)

P8
1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒を含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒を含む。

SK1
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒･酸化鉄斑を含む。
2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 10YR4/2灰黄褐色粘土小ブロックを含む。

第 56 図　SI 70 竪穴住居跡 ( 2 )

SI70　堆積土註記表

SI70　施設観察表

SI70　施設堆積土註記表
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図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-001 Ⅴ区 SI70 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (12.7) - (2 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 61

2 C-002 Ⅴ区 SI70 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (14.2) - (4 .3 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ 61

3 C-003 Ⅴ区 SI70 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (12.6) - 5 .2 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 61

4 C-004 Ⅴ区 SI70 P8堆積土 土師器 坏 口縁
～体 16.6 - (3 .4 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内外面摩耗 61

5 C-006 Ⅴ区 SI70 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～底 - (10 .9 ) (2 .3 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 61

6 C-005 Ⅴ区 SI70 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (17.2) 9 .6 3 .7 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 61

7 C-007 Ⅴ区 SI70 P8堆積土 土師器 高坏 脚 - 脚径 
(13 .1 ) (7 .6 ) 体～脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､

裾：ﾖｺﾅﾃﾞ
坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ､
裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

内面坏部黒色処理､脚部
透かし4窓､透かし部ﾍﾗｹ
ｽﾞﾘにて面取り､内面坏部
摩耗

61

8 C-009 Ⅴ区 SI70 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (14.0) - (8 .0 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 61

9 C-008 Ⅴ区 SI70 住居堆積土 土師器 甕 口縁
～胴 (17.8) - (7 .4 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 61

10 C-010 Ⅴ区 SI70 住居堆積土 土師器 甕 胴～底 - 6.4 (16 .1 )
胴上半：ﾊｹﾒ､
胴下半：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ､
底：木葉痕→ﾍﾗﾅﾃﾞ

胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 61 

第 57 図　SI 70 竪穴住居跡出土遺物 ( 1 )

1( 住居堆積土 )

4(P8 堆積土 )

2( 住居堆積土 )

6( 住居堆積土 )

5( 住居堆積土 )

3( 住居堆積土 )

9( 住居堆積土 )

10( 住居堆積土 )

8( 床面直上 )

7(P8 堆積土 )
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C-011

C-011

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

E-001

E-001

西台畑遺跡 4・5・7次

E-002

E-002

西台畑遺跡 4・5・7次

E-003

E-003

西台畑遺跡 4・5・7次

漆付着範囲

漆付着範囲

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-011 Ⅴ区 SI70 住居堆積土 土師器 甕 底 - (6 .9 ) (5 .8 ) 体：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ､
底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 体～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面底部に工具痕あり 62

2 E-001 Ⅴ区 SI70 住居堆積土 須恵器 蓋 つまみ
～天井 - - (1 .8 ) 天井：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ 天井：ﾛｸﾛ調整 宝珠状つまみ 62

3 E-003 Ⅴ区 SI70 住居堆積土 須恵器 壺 体～底 - 8.4 (4 .5 )
体：ﾛｸﾛ調整→手持ちﾍﾗｹ
ｽﾞﾘ､底：布目圧痕→手持
ちﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾅﾃﾞ

ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ：右、内面漆付着､漆
壺 62

4 E-002 Ⅴ区 SI70 P3堆積土 須恵器 盤 口縁
～脚 (22.8) - (5 .0 )

口縁～体：ﾛｸﾛ調整､
体～下端：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
脚：ﾛｸﾛ調整

口縁～体：ﾛｸﾛ調整､
底：ﾍﾗﾅﾃﾞ

歪み大､内面体部自然釉
付着､内面底部に重ね焼
痕、磨面あり

62

第 58 図　SI 70 竪穴住居跡出土遺物 ( 2 )

1( 住居堆積土 )

4(P3 堆積土 )

3( 住居堆積土 )

2( 住居堆積土 )
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SI 71　竪穴住居跡 ( 第 59 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区東半、D-8グリッドに位置する。南東部は、撹乱により失われている。

【重複】　SI72と重複関係にあり、これより新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北328㎝、東西354㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　カマド煙道部基準でN-51°-Wである。

【堆積土】　9層に分層された。1･2層は住居堆積土で、暗褐色･黒褐色シルトを主体とする。3 ～ 6層はカマド関連層

位で、暗褐色シルト･黒褐色粘土質シルトを主体とし、焼土塊･木炭粒を含む。7 ～ 9層は、カマド袖構築土である。

【壁面】　外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大21㎝を測る。

【床面】　平坦である。基本層Ⅳ層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から1基検出した。

【周溝】　検出していない。

【カマド】　北壁中央に位置し、壁面に対し直交して付設される。袖の規模は、西袖が長さ84㎝、幅48㎝、東袖が長

さ66㎝、幅36㎝を測る。北壁に対し西袖は内湾して西傾し、東袖は内湾して東傾する。

　燃焼部の規模は、奥行き72㎝、幅48㎝、奥壁高6㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。前方は、袖から円形に張り

出して掘り込まれ、底面は段を持ち皿状に窪む。

　煙道部の規模は、長さ69㎝、幅30㎝、深さ15㎝を測る。底面はほぼ平坦で、中央が浅く窪む。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　掘り方を持たない。

【出土遺物】　堆積土から、土師器の破片が出土しているが、図化できる遺物はなかった。

【時期】　伴う土器はないが、本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)の土器が掘り方から出土したSI 72より新しい

ことから、本竪穴住居跡の時期は5a期以降と考えられる。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし ややあり10YR2/2黒褐色粘土ブロックを斑状に、10YR5/6黄褐色シルト･焼土粒･木炭粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 シルト なし ややあり10YR5/6黄褐色シルトを斑状に含む。マンガン班を含む。

3 10YR3/3 暗褐色 シルト なし ややあり木炭塊･焼土塊･10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

4 10YR3/3 暗褐色 シルト なし ややあり

5 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややあり あり 木炭粒・木炭塊・7.5YR6/6橙色焼土塊を含む。

6 5YR6/6 橙色 シルト なし あり

7 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・マンガン粒を含む。

8 10YR4/4 褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒・酸化鉄班を含む。

9 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 10YR4/2灰黄褐色粘土粒・焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト ややありややあり

2 10YR3/3 暗褐色 シルト ややありややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 あり あり 酸化鉄班を含む。

SI71(SI02)

　Pit1

土色

カマド袖

カマド

住居堆積土

木炭粒・骨粉を含む。

0 1m(1:30)

0 2m(1:60)

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR2/2黒褐色粘土ブロックを斑状に、10YR5/6黄褐色シルト･焼土粒･木炭粒を含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルトを斑状に含む。マンガン斑を含む。

カマド

3 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土塊･木炭塊･10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。
4 10YR3/3 暗褐色 シルト
5 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 木炭粒･木炭塊･7.5YR6/6橙色焼土塊を含む。
6 5YR6/6 橙色 シルト

カマド袖
7 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭粒･マンガン粒を含む。
8 10YR4/4 褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒･酸化鉄斑を含む。
9 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR4/2灰黄褐色粘土粒･焼土粒を含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 円形 42×39 21

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭粒･骨粉を含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 酸化鉄斑を含む。

第 59 図　SI 71 竪穴住居跡

SI71　堆積土註記表

SI71　施設観察表

SI71　施設堆積土註記表
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SI 72　竪穴住居跡 ( 第 60 ･ 61 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区東半、D- 8グリッドに位置する。東側は、重複遺構(SI 71)と撹乱により失われ、調査区外へかか

る。本竪穴住居跡は、調査時に2軒ないし3軒の重複する竪穴住居跡を見誤り、同時に調査を行った。周溝が壁際に

沿って周る西壁と南壁に対応する竪穴住居跡1軒、カマドが付設され、周溝が周らない東壁と北壁に対応する竪穴住

居跡1軒のほかに、カマド袖に対して煙道部が南に振れることから煙道部に対応するカマドが付設された竪穴住居跡が

1軒存在していたと考えられる。

【重複】　SI71･73･75と重複関係にあり、SI71より古く、SI73･75より新しい。
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第 60 図　SI 72 竪穴住居跡
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【規模･形態】　検出した範囲の規模は、周溝が周る西壁が444㎝、周溝が周らない北壁が468㎝を測る。

【方向】　周溝が周る西壁基準でN-4°-W、カマド基準ではN-35°-W、煙道部基準でN-69°-Wである。

【堆積土】　8層に分層された。1 ～ 4層は住居堆積土で、暗褐色シルト･粘土質シルトを主体とし、炭化物粒･木炭粒

･焼土粒を含む。5層は、周溝堆積土である。6･ 7層はカマド関連層位で、暗褐色シルトを主体とし、木炭粒･焼土粒

を含む。8層は、カマド袖構築土である。

【壁面】　ほぼ垂直に立ち上がる。残存する壁高は、最大25㎝を測る。

【床面】　平坦である。基本層Ⅳ層上面を床面としている。

【柱穴】　2基検出した。いずれも、性格は不明である。

【周溝】　床面検出時に確認した周溝の規模は、幅19㎝、深さ12㎝を測る。

【カマド】　竪穴住居跡に付設されるカマドと煙道部はそれぞれの竪穴住居跡に付設されたと考えられる。
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部位 層位 土色 土性 備考

堆積土

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック、炭化物粒･焼土粒を含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック、炭化物粒･酸化鉄斑を含む。
3 - - - 註記なし。
4 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭粒･焼土粒を含む。

周溝 5 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 木炭粒･酸化鉄斑を含む。

カマド
6 7.5YR3/3 暗褐色 シルト 木炭粒･焼土粒を含む。
7 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭粒･焼土粒を含む。

カマド袖 8 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒を含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 48×42 68
P2 楕円形 42×39 55
SK1 楕円形 (78)×72 33

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 10YR3/2黒褐色粘土粒を含む。(断面図なし)
P2 1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト (断面図なし)

SK1
1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 酸化鉄斑･木炭粒を含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルトを斑状に、木炭粒･焼土粒を含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 酸化鉄斑を含む。

SI72　堆積土註記表

SI72　施設観察表

SI72　施設堆積土註記表

77

　燃焼部の規模は、奥行き78㎝、幅40㎝、奥壁高25㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。

　煙道部の規模は、長さ162㎝、幅18㎝、深さ14㎝を測る。

【その他の施設】　土坑1基を検出した。

【掘り方】　掘り方を持たない。

【出土遺物】　土師器坏4点･鉢1点･甕3点･ミニチュア1点、土製品1点、礫石器1点を掲載した(第61図)。

　土師器坏4点は、1 ～ 4は住居堆積土からの出土である。1は、鬼高系土師器(南小泉型関東系土器)の特徴を有す

る。底部は丸底と推定され、扁平に内湾する体部から直線的に内傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部

の境は、外面に段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデのち縦方向に放

射状のヘラミガキが施される。2 ～ 4は、扁平に内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体

部の境は、2･ 4は外面に段、内面に稜を持ち、3は外面に不明瞭な段、内面に稜を持つ。2･ 4の調整は、口縁部外

面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施される。内面は、黒色処理される。3の調整は、口縁部内外面

ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが施される。

　土師器鉢は、住居堆積土からの出土である。半球形に内湾すると推定される体部から、外傾する口縁部にいたる器

形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持つ。調整は、口縁部外面ハケメのちヨコナデ、体部外面

ハケメのちヘラミガキ、内面ヘラミガキが施される。内面は、黒色処理される。

　土師器甕は、6は住居堆積土、7･ 8は床面直上からの出土である。6は、膨らみを持たない長胴の胴部から外傾す

る口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と胴部の境は、段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ヘラ

ナデが施される。7は、やや胴長の胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は上位に持つ。口

縁部と胴部の境は、段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリのち一部にヘラナデ、胴部内面

ヘラナデが施される。8は、長胴の胴部である。調整は、外面ヘラケズリ、内面ヘラナデが施される。

　土師器ミニチュアは、手捏ねの鉢形である。

　土製品は、カマド堆積土から出土した紡錘車である。断面形は台形で、全面にヘラミガキが施される。

　礫石器は、住居堆積土から出土した、円礫を素材とした敲石である。器体正面中央及び両側縁に敲打痕が確認され

る。敲打痕は狭い範囲に集中しており、側縁部分では使用部位が敲打により浅く窪む。石材は安山岩を使用している。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器甕( 7･ 8)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられるが、明確な

時期は導き出せない。しかし、本書の時期区分5bⅱ期( 8世紀前葉)の土器を伴うSI 75より新しいことから、本竪穴

住居跡の時期は、5bⅱ期以降と考えられる。

西台畑遺跡4・5・7次P69～174_初.indd   77 2013/03/02   21:38:56



C-012

C-012

西台畑遺跡 4・5・7次

C-013

C-013

西台畑遺跡 4・5・7次

C-014

C-014

西台畑遺跡 4・5・7次

C-015

C-015

西台畑遺跡 4・5・7次

C-017

C-017

西台畑遺跡 4・5・7次

C-018

C-018

西台畑遺跡 4・5・7次

C-016

C-016

西台畑遺跡 4・5・7次

P-001

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-16敲
敲

敲

西台畑遺跡4・5・7次

敲
敲

敲

0 10cm(1:3)

C-019

C-375

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚
11 Kc-016 Ⅴ区 SI72 住居堆積土 礫石器 敲石 7.8 6 .5 5 .5 413 .42 安山岩 円礫、敲(3箇所)程度弱、刃物痕あり 62

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚
10 P-001 Ⅴ区 SI72 カマド堆積土 土製品 紡錘車 4.4 - 2 .1 63 .2 ﾍﾗﾐｶﾞｷ､上下端面摩耗､孔径0.5㎝ 62

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-012 Ⅴ区 SI72 住居堆積土 土師器 坏 口縁～体 (15.2) - (3 .1 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗﾅﾃﾞ
→ﾍﾗﾐｶﾞｷ (放射状) 外面黒色漆仕上げ 62

2 C-013 Ⅴ区 SI72 住居堆積土 土師器 坏 口縁～体 (15.2) - (3 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 62
3 C-015 Ⅴ区 SI72 住居堆積土 土師器 坏 口縁～底 (14.2) - 3 .8 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面体部に籾痕 62
4 C-014 Ⅴ区 SI72 住居堆積土 土師器 坏 口縁～体 (18.0) - (5 .3 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 62
5 C-016 Ⅴ区 SI72 住居堆積土 土師器 鉢 口縁～体 (16.6) - (6 .4 ) 口縁：ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 62
6 C-018 Ⅴ区 SI72 住居堆積土 土師器 甕 口縁～胴 (19.0) - (14 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 62

7 C-017 Ⅴ区 SI72 床面直上 土師器 甕 口縁～底 16.2 8 .0 24 .0 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→
ﾍﾗﾅﾃﾞ､底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 62

8 C-019 Ⅴ区 SI72 床面直上 土師器 甕 胴～底 - 7.2 (14 .6 ) 胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ、底：木葉痕→ﾍﾗﾅﾃﾞ 胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 62
9 C-375 Ⅴ区 SI72 住居堆積土 土師器 ﾐﾆﾁｭｱ 完形 5.5 5 .8 4 .3 ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 62

第 61 図　SI 72 竪穴住居跡出土遺物

6( 住居堆積土 )

10( カマド堆積土 )

11( 住居堆積土 )

1( 住居堆積土 )

4( 住居堆積土 )

5( 住居堆積土 )

7( 床面直上 )

3( 住居堆積土 )2( 住居堆積土 )

8( 床面直上 )

9( 掘り方堆積土 )

78

西台畑遺跡4・5・7次P69～174_初.indd   78 2013/03/02   21:38:58



79

SI 73　竪穴住居跡 ( 第 62 ～ 67 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区東半、C･D- 8グリッドに位置する。南壁と西壁の一部は、重複遺構(SI 72･ 74)により失われてい

る。本竪穴住居跡は、カマドの造り替えが行われたと考えられ、カマド煙道部が2基検出された。新しいものをカマド

1、古いものをカマド2とした。

【重複】　SI72･74と重複関係にあり、これらより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北588㎝、東西612㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　カマド煙道部基準でカマド1がN-48°-W、カマド2がN-44°-Wである。

【堆積土】　27層に分層された。1 ～ 4層は住居堆積土で、黒褐色シルト･粘土質シルトを主体とし、焼土粒･焼土塊

･木炭粒を含む。5層は、周溝堆積土である。6 ～ 15層はカマド1の関連層位で、黒褐色･暗褐色粘土質シルトを主

体とし、焼土粒･木炭粒を含む。16 ～ 21層は、カマド袖構築土である。22 ～ 24層は、カマド2の関連層位である。

25 ～ 27層は掘り方堆積土で、26層は貼床である。

【壁面】　やや外傾して直線的に立ち上がる。残存する壁高は、最大30㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦である。貼床である26層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から11基(P 1 ～ 11)、掘り方から8基(P 12 ～ 19)、総数19基検出した。床面から検出した11基のう

ち、P 1 ～ 4は規模と位置関係から、主柱穴に相当すると考えられる。このうち、P 4からは柱痕跡を確認した。また、

掘り方で検出したP 13は、その位置関係からカマド袖構築材の掘り方の可能性が考えられる。そのほかのピットに関し

ては、床面で検出したものは住居南西部に分布が偏り、掘り方で検出したものは住居北東部に分布が偏る。規模は、

主柱穴と考えられるP1 ～ 4より小さいといった特徴が見られるが、性格は不明である。

【周溝】　検出した範囲においては、カマド周辺を除き壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅12

～ 30㎝、深さ6 ～ 9㎝を測る。

【カマド】　カマド1と2は重複関係にあり、カマド2は煙道部を除き、カマド1の造り替えにより失われている。カマド

1･ 2とも、北壁の中央に位置し、壁面に対して直交して付設される。カマド1の袖の規模は、西袖が長さ120㎝、幅

90㎝、東袖は長さ135㎝、幅96㎝を測る。北壁に対し、両袖とも直交する。両袖とも内面は被熱をうける。

　カマド1の燃焼部の規模は、奥行き111㎝、幅33㎝、奥壁高18㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。底面はほぼ平

坦で、奥壁は外傾して立ち上がる。

　カマド1の煙道部の規模は、長さ111㎝、幅33㎝、深さ14 ～ 17㎝を測る。底面は段を持ち、先端部に向かって上

がる。明瞭な煙出し部はもたないが、先端部で楕円形に拡がる被熱範囲を検出した。

　カマド2の煙道部の規模は、長さ117㎝、幅21㎝、深さ17 ～ 20㎝を測る。底面は、若干起伏する。

　カマド2の煙出し部の規模は、上端径18㎝、煙道部からの深さ3㎝を測り、ピット状に窪む。底面は平坦で、壁面

は垂直に立ち上がる。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面が掘り込まれ、中央が島状に高まる。深さは3 ～ 45㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏4点･高坏2点･鉢1点･甕10点･甑1点、礫石器1点を掲載した(第64 ～ 67図)。

　土師器坏4点(第64図- 1 ～ 4)は、1･ 4はカマド構築土、2･ 3は掘り方堆積土からの出土である。1は、鬼高系土

師器(南小泉型関東系土器)の特徴を有する。底部は丸底と推定され、扁平に内湾する体部から直線的に内傾する口

縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体

部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデのち縦方向の放射状ヘラミガキが施される。2･ 3は、底部は丸底ないし平底状

の丸底で、扁平に内湾する体部から外反する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は強く内湾し、内外面
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とも稜を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリが施され、体部内面は2はヘラナデ、3はヘラミ

ガキが施される。4は、扁平に内湾する体部から緩やかに外反する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境

は、外面に段、内面に稜を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが施され

る。

　土師器高坏2点(第64図- 5･ 6)は、5は床面直上、6は掘り方堆積土からの出土である。5は柱状半中実、6は柱

状中実で、裾部はラッパ状に外反すると推定される。坏部との境は、緩やかに外傾する。5の坏部内面は、黒色処理

される。

　土師器甕9点(第64図- 7 ～ 9、第65図- 1･ 2、第66図- 1 ～ 4、第67図- 1･ 2)は、第64図- 1･ 4･ 7･ 8、第

66図- 1、第67図- 1はカマドおよびカマド袖構築土、第65図- 1･ 2、第66図- 2は床面直上、第64図- 9、第66図

- 3･ 4、第67図- 2はカマド燃焼部底面からの出土である。第64図- 8･ 9、第65図- 1は、球胴の胴部から外反する口

縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は、いずれも中位に持つ。口縁部と胴部の境は、いずれも段を持つ。調

整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部内面ヘラナデが施され、胴部外面は、第64図- 8はヘラナデのち一部ヘラミガキ、

第64図- 9はヘラケズリ、第65図- 1はハケメのち下半ヘラケズリが施される。第65図- 2は、球形の胴部で頸部のす

ぼまりは弱く、口縁部は短く外反する器形を呈する。口縁部と胴部の境は、段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナ

デ、胴部外面ハケメ、胴部内面ヘラナデが施される。第66図- 1、第64図- 7は、内湾して開く胴部から外傾する口縁

部にいたる器形を呈する。口縁部と胴部の境は、第66図- 1は段･稜を持たず、第64図- 7は段を持つ。調整は、口

縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデが施される。第66図- 2は長胴の胴部、第66図- 3･ 4、

第67図- 1･ 2は、長胴の胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は、第66図- 2は中位もしく

は上位、第66図- 3･ 4、第67図- 1･ 2は中位に持つ。口縁部と胴部の境は、第66図- 3、第67図- 2は段･稜を持た

ず、第66図- 4、第67図- 1は不明瞭な段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリないしヘラナ

デ、胴部内面ヘラナデが施される。第67図-2は、胴部内面下半にヘラケズリが残る。

　土師器甑(第67図- 3)は、カマド袖構築土からの出土である。底部は単孔式で、内湾して立ち上がる胴部から外傾

する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は中位に持つ。口縁部と胴部の境は、段･稜を持たない。調整は、

口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデのちヘラミガキ、孔周辺はヘラケズリが施される。

　礫石器(第67図- 4)は、住居堆積土から出土した礫石器である。円礫を素材とし、磨面と凹痕を持つ。磨面は、器

体正面下半の広範囲に形成され、顕著な線条痕及び溝状痕を伴う。線条痕の方向には、いくつかのまとまりが確認さ

れる。器体中央にガスの抜けた孔があり、周辺を敲打して凹としている。磨面は、敲打痕に切られている。石材は多孔

質な凝灰岩を使用している。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器高坏(第64図- 5)、土師器甕(第65図- 1･ 2、第66図

- 2)、カマド燃焼部底面から出土した土師器甕(第64図- 9、第66図- 3･ 4、第67図- 2)、カマド構築土から出土した

土師器坏(第64図- 1･ 4)、土師器鉢(第64図- 7)、土師器甕(第64図- 8)、土師器甑(第67図- 3)は、本竪穴住居

跡に伴うと考えられる。本書の時期区分では、4a期(6世紀末葉)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示している。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/2 黒褐色 シルト なし ややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･焼土粒･木炭粒・骨粉を含む。

2 10YR3/4 シルト 暗褐色 なし ややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒･焼土粒を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト・10YR4/2灰黄褐色粘土を斑状に、焼土塊・木炭粒を含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト・10YR4/2灰黄褐色粘土を斑状に、焼土塊･木炭粒を含む。

周溝 5 - - - - - 註記なし。

6 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややあり あり 焼土粒を含む。

7 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒を含む。

8 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややあり あり 焼土粒を含む。

9 - - - - - 註記なし。

10 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

11 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 木炭粒を含む。

12 - - - - - 註記なし。

13 10YR3/4 暗褐色 シルト なし ややあり焼土粒を含む。

14 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややあり なし 7.5YR4/6褐色焼土塊･焼土粒・木炭粒・灰を含む。

15 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルトややあり なし 7.5YR4/6褐色焼土塊･木炭粒･灰を含む。

16 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 10YR3/2黒褐色粘土質シルトを斑状に含む。

17 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。被熱のため5YR4/6赤褐色に変色硬化。

18 10YR2/2 黒褐色 粘土 あり あり 10YR3/3暗褐色シルト粒を含む。

19 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR2/2黒色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。被熱のため5YR4/6赤褐色に変色硬化。

20 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。被熱のため5YR4/6赤褐色に変色硬化。

21 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒を含む。

22 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり

23 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり なし 木炭粒を含む。

24 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 7.5YR4/4褐色シルトブロックを含む。

25 - - - - - 註記なし。

26 10YR2/2 黒褐色 粘土 あり あり 10YR5/4にぶい黄褐色粘土ブロックを含む。(貼床)

27 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土 あり あり
10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロック･10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルトブロック･酸化鉄
斑･木炭粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし ややあり10YR5/6黄褐色シルトブロック･焼土粒を含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし ややあり焼土粒･木炭粒を含む。

3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり なし 木炭粒を含む。

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややありややあり10YR3/2黒褐色粘土ブロックを含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土 あり ややあり酸化鉄斑を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり ややあり焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

3 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト あり ややあり焼土粒を含む。

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 あり なし 10YR3/2黒褐色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒･酸化鉄斑を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･焼土粒･木炭粒を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･酸化鉄斑を含む。

P5 - - - - - - 断面図なし。

P6 - - - - - - 断面図なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒を含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒を含む。

1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒を含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

P9 - - - - - - 断面図なし。

P10 - - - - - - 断面図なし。

P11 - - - - - - 断面図なし。

P12 - - - - - - 断面図なし。

P13 - - - - - - 断面図なし。

P14 - - - - - - 断面図なし。

P15 - - - - - - 断面図なし。

P16 - - - - - - 断面図なし。

P17 - - - - - - 断面図なし。

P18 - - - - - - 断面図なし。

P19 - - - - - - 断面図なし。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/2 黒褐色 シルト なし ややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･焼土粒･木炭粒・骨粉を含む。

2 10YR3/4 シルト 暗褐色 なし ややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒･焼土粒を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト・10YR4/2灰黄褐色粘土を斑状に、焼土塊・木炭粒を含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト・10YR4/2灰黄褐色粘土を斑状に、焼土塊･木炭粒を含む。

周溝 5 - - - - - 註記なし。

6 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややあり あり 焼土粒を含む。

7 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒を含む。

8 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややあり あり 焼土粒を含む。

9 - - - - - 註記なし。

10 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

11 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 木炭粒を含む。

12 - - - - - 註記なし。

13 10YR3/4 暗褐色 シルト なし ややあり焼土粒を含む。

14 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややあり なし 7.5YR4/6褐色焼土塊･焼土粒・木炭粒・灰を含む。

15 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルトややあり なし 7.5YR4/6褐色焼土塊･木炭粒･灰を含む。

16 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 10YR3/2黒褐色粘土質シルトを斑状に含む。

17 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。被熱のため5YR4/6赤褐色に変色硬化。

18 10YR2/2 黒褐色 粘土 あり あり 10YR3/3暗褐色シルト粒を含む。

19 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR2/2黒色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。被熱のため5YR4/6赤褐色に変色硬化。

20 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。被熱のため5YR4/6赤褐色に変色硬化。

21 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒を含む。

22 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり

23 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり なし 木炭粒を含む。

24 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 7.5YR4/4褐色シルトブロックを含む。

25 - - - - - 註記なし。

26 10YR2/2 黒褐色 粘土 あり あり 10YR5/4にぶい黄褐色粘土ブロックを含む。(貼床)

27 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土 あり あり
10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロック･10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルトブロック･酸化鉄
斑･木炭粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし ややあり10YR5/6黄褐色シルトブロック･焼土粒を含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし ややあり焼土粒･木炭粒を含む。

3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり なし 木炭粒を含む。

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややありややあり10YR3/2黒褐色粘土ブロックを含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土 あり ややあり酸化鉄斑を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり ややあり焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

3 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト あり ややあり焼土粒を含む。

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 あり なし 10YR3/2黒褐色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒･酸化鉄斑を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･焼土粒･木炭粒を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･酸化鉄斑を含む。

P5 - - - - - - 断面図なし。

P6 - - - - - - 断面図なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒を含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒を含む。

1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒を含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

P9 - - - - - - 断面図なし。

P10 - - - - - - 断面図なし。

P11 - - - - - - 断面図なし。

P12 - - - - - - 断面図なし。

P13 - - - - - - 断面図なし。

P14 - - - - - - 断面図なし。

P15 - - - - - - 断面図なし。

P16 - - - - - - 断面図なし。

P17 - - - - - - 断面図なし。

P18 - - - - - - 断面図なし。

P19 - - - - - - 断面図なし。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/2 黒褐色 シルト なし ややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･焼土粒･木炭粒・骨粉を含む。

2 10YR3/4 シルト 暗褐色 なし ややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒･焼土粒を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト・10YR4/2灰黄褐色粘土を斑状に、焼土塊・木炭粒を含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト・10YR4/2灰黄褐色粘土を斑状に、焼土塊･木炭粒を含む。

周溝 5 - - - - - 註記なし。

6 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややあり あり 焼土粒を含む。

7 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒を含む。

8 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややあり あり 焼土粒を含む。

9 - - - - - 註記なし。

10 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

11 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 木炭粒を含む。

12 - - - - - 註記なし。

13 10YR3/4 暗褐色 シルト なし ややあり焼土粒を含む。

14 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややあり なし 7.5YR4/6褐色焼土塊･焼土粒・木炭粒・灰を含む。

15 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルトややあり なし 7.5YR4/6褐色焼土塊･木炭粒･灰を含む。

16 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 10YR3/2黒褐色粘土質シルトを斑状に含む。

17 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。被熱のため5YR4/6赤褐色に変色硬化。

18 10YR2/2 黒褐色 粘土 あり あり 10YR3/3暗褐色シルト粒を含む。

19 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR2/2黒色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。被熱のため5YR4/6赤褐色に変色硬化。

20 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。被熱のため5YR4/6赤褐色に変色硬化。

21 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒を含む。

22 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり

23 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり なし 木炭粒を含む。

24 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 7.5YR4/4褐色シルトブロックを含む。

25 - - - - - 註記なし。

26 10YR2/2 黒褐色 粘土 あり あり 10YR5/4にぶい黄褐色粘土ブロックを含む。(貼床)

27 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土 あり あり
10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロック･10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルトブロック･酸化鉄
斑･木炭粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし ややあり10YR5/6黄褐色シルトブロック･焼土粒を含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし ややあり焼土粒･木炭粒を含む。

3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり なし 木炭粒を含む。

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややありややあり10YR3/2黒褐色粘土ブロックを含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土 あり ややあり酸化鉄斑を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり ややあり焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

3 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト あり ややあり焼土粒を含む。

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 あり なし 10YR3/2黒褐色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒･酸化鉄斑を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･焼土粒･木炭粒を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･酸化鉄斑を含む。

P5 - - - - - - 断面図なし。

P6 - - - - - - 断面図なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒を含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒を含む。

1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒を含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

P9 - - - - - - 断面図なし。

P10 - - - - - - 断面図なし。

P11 - - - - - - 断面図なし。

P12 - - - - - - 断面図なし。

P13 - - - - - - 断面図なし。

P14 - - - - - - 断面図なし。

P15 - - - - - - 断面図なし。

P16 - - - - - - 断面図なし。

P17 - - - - - - 断面図なし。

P18 - - - - - - 断面図なし。

P19 - - - - - - 断面図なし。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/2 黒褐色 シルト なし ややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･焼土粒･木炭粒・骨粉を含む。

2 10YR3/4 シルト 暗褐色 なし ややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒･焼土粒を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト・10YR4/2灰黄褐色粘土を斑状に、焼土塊・木炭粒を含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト・10YR4/2灰黄褐色粘土を斑状に、焼土塊･木炭粒を含む。

周溝 5 - - - - - 註記なし。

6 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややあり あり 焼土粒を含む。

7 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒を含む。

8 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややあり あり 焼土粒を含む。

9 - - - - - 註記なし。

10 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

11 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 木炭粒を含む。

12 - - - - - 註記なし。

13 10YR3/4 暗褐色 シルト なし ややあり焼土粒を含む。

14 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややあり なし 7.5YR4/6褐色焼土塊･焼土粒・木炭粒・灰を含む。

15 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルトややあり なし 7.5YR4/6褐色焼土塊･木炭粒･灰を含む。

16 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 10YR3/2黒褐色粘土質シルトを斑状に含む。

17 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。被熱のため5YR4/6赤褐色に変色硬化。

18 10YR2/2 黒褐色 粘土 あり あり 10YR3/3暗褐色シルト粒を含む。

19 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR2/2黒色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。被熱のため5YR4/6赤褐色に変色硬化。

20 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。被熱のため5YR4/6赤褐色に変色硬化。

21 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒を含む。

22 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり

23 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり なし 木炭粒を含む。

24 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 7.5YR4/4褐色シルトブロックを含む。

25 - - - - - 註記なし。

26 10YR2/2 黒褐色 粘土 あり あり 10YR5/4にぶい黄褐色粘土ブロックを含む。(貼床)

27 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土 あり あり
10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロック･10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルトブロック･酸化鉄
斑･木炭粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし ややあり10YR5/6黄褐色シルトブロック･焼土粒を含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし ややあり焼土粒･木炭粒を含む。

3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり なし 木炭粒を含む。

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややありややあり10YR3/2黒褐色粘土ブロックを含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土 あり ややあり酸化鉄斑を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり ややあり焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

3 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト あり ややあり焼土粒を含む。

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 あり なし 10YR3/2黒褐色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒･酸化鉄斑を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･焼土粒･木炭粒を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･酸化鉄斑を含む。

P5 - - - - - - 断面図なし。

P6 - - - - - - 断面図なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒を含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒を含む。

1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒を含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

P9 - - - - - - 断面図なし。

P10 - - - - - - 断面図なし。

P11 - - - - - - 断面図なし。

P12 - - - - - - 断面図なし。

P13 - - - - - - 断面図なし。

P14 - - - - - - 断面図なし。

P15 - - - - - - 断面図なし。

P16 - - - - - - 断面図なし。

P17 - - - - - - 断面図なし。

P18 - - - - - - 断面図なし。

P19 - - - - - - 断面図なし。
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部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･焼土粒･木炭粒･骨粉を含む。
2 10YR3/4 シルト 暗褐色 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒･焼土粒を含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト･10YR4/2灰黄褐色粘土を斑状に、焼土塊･木炭粒を含む。
4 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト･10YR4/2灰黄褐色粘土を斑状に、焼土塊･木炭粒を含む。

周溝 5 - - - 註記なし。

カマド1

6 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 焼土粒を含む。
7 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒を含む。
8 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 焼土粒を含む。
9 - - - 註記なし。

10 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･焼土粒を含む。
11 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 木炭粒を含む。
12 - - - 註記なし。
13 10YR3/4 暗褐色 シルト 焼土粒を含む。
14 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 7.5YR4/6褐色焼土塊･焼土粒･木炭粒･灰を含む。
15 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 7.5YR4/6褐色焼土塊･木炭粒･灰を含む。

カマド1袖

16 10YR5/6 黄褐色 シルト 10YR3/2黒褐色粘土質シルトを斑状に含む。側面は被熱のため、5YR4/6赤褐色に変色硬化。
17 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。
18 10YR2/2 黒褐色 粘土 10YR3/3暗褐色シルト粒を含む。
19 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR2/2黒色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。側面は被熱のため、5YR4/6赤褐色に変色硬化。
20 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。側面は被熱のため、5YR4/6赤褐色に変色硬化。
21 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒を含む。

カマド2
22 10YR5/6 黄褐色 シルト
23 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 木炭粒を含む。
24 10YR5/6 黄褐色 シルト 7.5YR4/4褐色シルトブロックを含む。

掘り方

25 - - - 註記なし。
26 10YR2/2 黒褐色 粘土 10YR5/4にぶい黄褐色粘土ブロックを含む。(貼床)

27 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土 10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロック･10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルトブロック･酸化
鉄斑･木炭粒を含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロック･焼土粒を含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 焼土粒･木炭粒を含む。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 木炭粒を含む。

P2
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 10YR3/2黒褐色粘土ブロックを含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土 酸化鉄斑を含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土 焼土粒を含む。

P3
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。
3 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 焼土粒を含む。

P4
1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 10YR3/2黒褐色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒･酸化鉄斑を含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･焼土粒･木炭粒を含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･酸化鉄斑を含む。

P5 - - - - 断面図なし。
P6 - - - - 断面図なし。

P7
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭粒を含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒を含む。

P8
1 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒を含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

P9 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭粒を含む。(断面図なし)
P10 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･酸化鉄斑を含む。(断面図なし)
P11 - - - - 断面図なし。
P12 - - - - 断面図なし。
P13 - - - - 断面図なし。
P14 - - - - 断面図なし。
P15 - - - - 断面図なし。
P16 - - - - 断面図なし。
P17 1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 酸化鉄斑を含む。(断面図なし)
P18 1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 酸化鉄斑を含む。(断面図なし)
P19 1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 10YR5/6黄褐色シルトブロック･酸化鉄斑を含む。(断面図なし)

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 75×65 54
P2 円形 81×75 33
P3 円形 66×63 48
P4 円形 (66)×(66) 48
P5 円形 21×21 30
P6 楕円形 51×33 19
P7 楕円形 48×33 33
P8 楕円形 45×30 39
P9 楕円形 27×27 18

P10 不整円形 (39)×33 44

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P11 楕円形 36×27 10
P12 楕円形 27×18 26
P13 不整形 51×51 17
P14 楕円形 39×27 9
P15 楕円形 42×39 12
P16 不明 (36)×(12) 10
P17 楕円形 39×33 18
P18 楕円形 36×33 20
P19 楕円形 30×27 15

SI73　堆積土註記表

SI73　施設観察表

SI73　施設堆積土註記表
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C-020

C-020

西台畑遺跡 4・5・7次

C-021

C-021

西台畑遺跡 4・5・7次

C-022

C-022

西台畑遺跡 4・5・7次

C-023

C-023

西台畑遺跡 4・5・7次

C-024

C-024

西台畑遺跡 4・5・7次

C-025

C-025

西台畑遺跡 4・5・7次

C-030

C-030

西台畑遺跡 4・5・7次

C-028

C-028

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

C-026

C-026

西台畑遺跡 4・5・7次

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-020 Ⅴ区 SI73 カマド構築土 土師器 坏 口縁
～体 (16.8) - (3 .4 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗﾅﾃﾞ､
→ﾍﾗﾐｶﾞｷ (放射状) 内外面黒色漆仕上げ 62

2 C-021 Ⅴ区 SI73 掘り方堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (11.9) - (3 .3 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面摩耗 62

3 C-022 Ⅴ区 SI73 掘り方堆積土 土師器 坏 口縁
～底 - - (3 .0 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗﾐｶﾞｷ 62

4 C-023 Ⅴ区 SI73 カマド袖
構築土 土師器 坏 口縁

～底 14.1 - 5 .0 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 62

5 C-024 Ⅴ区 SI73 床面直上 土師器 高坏 脚 - - (7 .8 ) 脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

内面黒色処理、
内外面摩耗 62

6 C-025 Ⅴ区 SI73 掘り方堆積土 土師器 高坏 脚 - - (6 .5 ) 脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 外面剥落 62

7 C-026 Ⅴ区 SI73 カマド袖
構築土 土師器 鉢 口縁

～底 19.3 6 .3 12 .8
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底：木葉痕→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 内外面被熱 62

8 C-030 Ⅴ区 SI73 カマド
構築土 土師器 甕 口縁

～胴 (19.2) - (9 .5 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ

内面頸部に籾痕､
外面胴部煤付着 62

9 C-028 Ⅴ区 SI73 カマド燃焼部
底面 土師器 甕 完形 15.1 6 .9 24 .6

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 63

第 64 図　SI 73 竪穴住居跡出土遺物 ( 1 )

4( カマド袖構築土 )

2( 掘り方堆積土 ) 3( 掘り方堆積土 )

5( 床面直上 )
6( 掘り方堆積土 )

8( カマド構築土 )

9( カマド燃焼部底面 )

7( カマド袖構築土 )

1( カマド構築土 )
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C-027

C-027

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

C-029

C-029

西台畑遺跡 4・5・7次

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-027 Ⅴ区 SI73 床面直上 土師器 甕 口縁
～底 (16.4) (7 .5 ) 30 .5

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴上半：ﾊｹﾒ、胴下半：ﾊｹﾒ
→ﾍﾗｹｽﾞﾘ、
底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ、
底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

63

2 C-029 Ⅴ区 SI73 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (22.1) - (21 .7 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、

胴：ﾊｹﾒ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 内外面摩耗 64

第 65 図　SI 73 竪穴住居跡出土遺物 ( 2 )

1( 床面直上 )

2( 床面直上 )
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C-031

C-031

西台畑遺跡 4・5・7次

C-032

C-032

西台畑遺跡 4・5・7次

C-035

C-035

西台畑遺跡 4・5・7次

C-036

C-036

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-035 Ⅴ区 SI73 カマド構築土 土師器 甕 口縁
～胴 (18.9) - (10 .4 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 口縁歪みあり 63

2 C-036 Ⅴ区 SI73 床面直上 土師器 甕 胴～底 - (5 .7 ) (9 .4 ) 胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 胴～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 内面粘土塊付着 63

3 C-031 Ⅴ区 SI73 カマド燃焼部
底面 土師器 甕 略完形 17.0 4 .6 24 .1

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴上半：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾅﾃﾞ､
胴下半：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底：木葉痕

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 63

4 C-032 Ⅴ区 SI73 カマド燃焼部
底面 土師器 甕 口縁

～底 (25.2) 6 .1 26 .6
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ、
底：周縁部粘土貼付
→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴上半：ﾍﾗﾅﾃﾞ、
胴下半：ﾍﾗﾅﾃﾞ
→ﾊｹﾒ、底：ﾍﾗﾅﾃﾞ

64

第 66 図　SI 73 竪穴住居跡出土遺物 ( 3 )

1( カマド構築土 ) 2( 床面直上 )

3( カマド燃焼部底面 )
4( カマド燃焼部底面 )
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西台畑遺跡 4・5・7次

C-033

C-033

C-034

C-034

西台畑遺跡 4・5・7次

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-34

凹 凹

磨

凹

凹

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-34

凹 凹

磨

凹

凹

0 10cm(1:3)

C-037

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-037 Ⅴ区 SI73 カマド袖
構築土 土師器 甕 口縁

～胴 (18.2) - (10 .0 ) 口縁：ﾍﾗﾅﾃ→ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅ

外面胴部被熱、外面頸部
に工具痕 64

2 C-033 Ⅴ区 SI73 カマド燃焼部
底面 土師器 甕 口縁

～底 15.4 6 .4 29 .0
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底：木葉痕→周縁粘土貼
り付け→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴上半：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾅﾃﾞ､
胴下半～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

歪み大､外面底部粘土塊
付着 64

3 C-034 Ⅴ区 SI73 カマド袖
構築土 土師器 甑 口縁

～孔 (20.3) 8 .8 23 .8 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～孔周辺：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
孔周辺：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

単孔 64

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 剥離角 
(度)

重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

4 Kc-034 Ⅴ区 SI73 住居
堆積土 礫石器 磨+凹 14.9 12 .9 7 .3 - 1488 .48 凝灰岩 円礫、磨(1面)、凹(1箇所)深さ深、線条痕あ

り、溝状痕あり、刃物痕あり 64

第 67 図　SI 73 竪穴住居跡出土遺物 ( 4 )

2( カマド燃焼部底面 )

3( カマド袖構築土 )

4( 住居堆積土 )

1( カマド袖構築土 )
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0 2m(1:60)

0 1m(1:30)

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし ややあり木炭粒・焼土粒を含む。

2 10YR5/6 黄褐色 シルト ややあり あり 10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを含む。

周溝 3 - - - - - 注記なし。

4 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒を少量含む。

5 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 木炭粒・焼土粒を多量に含む。

6 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルト あり ややあり木炭粒・焼土粒を多量に含む。

掘り方 7 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

住居堆積土

カマド(煙道)

SI74(SI5)

土色

SI74

カマド

SPC′

SPC

SP
B′

SP
B

SPA′

SPA

SPA′
10.20m
SPA

SPB′
10.20m
SPB

SPC′
10.20m
SPC

1
2

5

4
6

1

7

7
3

SI70

SI70

SI70

SI70

X=-197118
Y=4868

X=-197113
Y=4868

X=-197113
Y=4862

X=-197118
Y=4862 0 2m(1:60)

0 1m(1:30)

第 68 図　SI 74 竪穴住居跡

88

SI 74　竪穴住居跡 ( 第 68 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区東半、C･D- 8グリットﾞに位置する。煙道部と北壁･東壁の二辺を検出した。カマドおよび住居中

央付近は、重複遺構(SI70)により失われている。

【重複】　SI70･73･77と重複関係にあり、SI73･77より新しくSI70より古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北462㎝、東西470㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　カマド煙道部基準でN-86°-Wである。

【堆積土】　7層に分層された。1･ 2層は住居堆積土で、暗褐色･黄褐色シルトを主体とし、木炭粒･焼土粒を含む。3

層は、周溝堆積土である。4 ～ 6層は煙道部堆積土で、5･ 6層は黒褐色粘土質シルトを主体とし、木炭粒と焼土粒を

多量に含む。7層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　直線的に外傾する。残存する壁高は、最大32㎝を測る。

【床面】　残存する範囲では、中央から壁面に向かって緩やかに傾斜して下がる。7層上面を床面とする。

【柱穴】　検出していない。

【周溝】　検出した範囲においては、西壁と北壁の壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅14 ～

25㎝、深さ8㎝を測る。

【カマド】　煙道部と煙出し部を検出した。カマドは、西壁中央に付設されていたと推定される。煙道部の規模は、長さ

108㎝、幅28㎝、深さ6㎝を測る。底面は平坦で、傾斜はみられない。

　煙出し部の規模は、上端径26×23㎝、煙道部からの深さ8㎝を測り、ピット状に落ち込む。底面は丸みを帯び、壁

面はやや内傾して立ち上がる。

【その他の施設】　検出していない。
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部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭粒･焼土粒を含む。
2 10YR5/6 黄褐色 シルト 10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを含む。

周溝 3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5/6シルト小ブロック･酸化鉄斑を含む。

カマド(煙道)
4 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭粒を少量含む。
5 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 木炭粒･焼土粒を多量に含む。
6 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 木炭粒･焼土粒を多量に含む。

掘り方 7 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5/6シルト小ブロック･木炭粒･焼土粒を含む。

SI74　堆積土註記表

89

【掘り方】　検出した範囲においては、全面に確認された。底面は起伏がみられ、深さは12㎝を測る。

【出土遺物】　堆積土中より土師器の破片が少量出土しているが、図化できるような遺物はなかった。

【時期】　伴う土器はないが、本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)以降と考えられるSI 70より古く、5a期の土器

が伴うSI77より新しい。このことから、本竪穴住居跡の時期は、　5a期に収まると考えられる。

SI 75　竪穴住居跡 ( 第 69 ･ 70 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区東半、D- 8グリッドに位置する。SI 72の床面直上で検出された。住居中央は撹乱により失われ、

南東部は調査区外へかかる。

【重複】　SI72と重複関係にあり、これより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北336㎝、東西312㎝を測る。平面形状は、長方形と推定される。

【方向】　カマド基準でN-50°-Wである。

【堆積土】　11層に分層された。1･ 2層は住居堆積土で、黒褐色･暗褐色シルトを主体とし、焼土粒･焼土塊･木炭粒

を含む。3 ～ 7層はカマド関連層位で、黄褐色･黒褐色粘土質シルトを主体とし、木炭粒･焼土粒を含む。8･ 9層は、

カマド袖構築土である。10層はカマド掘り方、11層は住居掘り方堆積土である。

【壁面】　緩やかに外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大9㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦である。11層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から3基検出した。P 3は、燃焼部の前面に位置し、堆積土に焼土塊･木炭粒を多量に含むことから、カ

マドに関連する施設と考えられる。

【周溝】　検出していない。

【カマド】　北壁の南側に位置し、壁面に対して直交して付設される。袖の規模は、西袖が長さ72㎝、幅60㎝、東袖

が長さ66㎝、幅60㎝を測る。北壁に対し両袖とも直交する。

　燃焼部の規模は、奥行き72㎝、幅48㎝、奥壁高3㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。底面は平坦で、奥壁側が一

段低くなる。奥壁は、外傾して立ち上がる。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面に掘り込まれる。深さは3 ～ 15㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏1点･甕2点を掲載した(第70図)。

　土師器坏は、カマド袖構築土からの出土である。底部は丸底と推定され、内湾する体部からほぼ直立する口縁部に

いたる器形を呈する。調整は、外面は強い被熱による摩耗のため不明であるが、内面はヘラミガキが施される。内面

は、黒色処理される。

　土師器甕は、2は床面直上から、正位に据え置かれた状態で出土している。3は、カマド堆積土からの出土である。

2は、底部は平底で、やや扁平な球胴の胴部から、強く外傾する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大形は中位

に持つ。口縁部は丸みを持って口唇部にいたり、内面は受け口状になる。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面

ヘラナデのち下半ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデが施される。底部は、木葉痕の上からヘラナデが施される。3は、長

胴の胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大形は下位に持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 黒褐色 シルト なし ややあり10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒・木炭粒を含む。

2 7.5YR3/3 暗褐色 シルト なし なし 焼土塊・木炭粒を多量に含む。

3 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややありややあり木炭粒・焼土粒をわずかに含む。

4 5YR4/4 にぶい赤褐色 粘土質シルトややありややあり木炭粒・焼土粒を多量に含む。

5 7.5YR2/2 黒褐色 シルト なし なし 焼土粒を多量に含む。

6 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルトややあり あり 木炭粒をまばらに含む。

7 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり

8 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR2/2黒褐色粘土小ブロック･焼土粒・木炭粒を含む。5YR4/4にぶい赤褐色焼土塊を含む。

9 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルトブロック･焼土粒を含む。

10 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･酸化鉄班を含む。

11 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 10YR3/3黒褐色シルト小ブロック・酸化鉄班を含む。

P1 - - - - - - 断面図なし。

P2 - - - - - - 注記なし。

1 10YR4/4 褐色 シルト なし なし ７.5YR5/6明褐色焼土塊・木炭粒を多量に含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

カマド袖

掘り方

SI75(SI06)

P3

カマド

住居堆積土

土色

C-040

0 1m(1:30)

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/3 黒褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒･木炭粒を含む。
2 7.5YR3/3 暗褐色 シルト 焼土塊･木炭粒を多量に含む。

カマド

3 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 木炭粒･焼土粒をわずかに含む。
4 5YR4/4 にぶい赤褐色 粘土質シルト 木炭粒･焼土粒を多量に含む。
5 7.5YR2/2 黒褐色 シルト 焼土粒を多量に含む。
6 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 木炭粒をわずかに含む。
7 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト

カマド袖
8 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 10YR2/2黒褐色粘土小ブロック･焼土粒･木炭粒を含む。5YR4/4にぶい赤褐色焼土塊を含む。
9 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロック･焼土粒を含む。

掘り方
10 10YR5/6 黄褐色 シルト 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･酸化鉄斑を含む。
11 10YR5/6 黄褐色 シルト 10YR3/3黒褐色シルト小ブロック･酸化鉄斑を含む。

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･酸化鉄斑を含む。(断面図なし)
P2 ① 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･酸化鉄斑を含む。

P3
① 10YR4/4 褐色 シルト 7.5YR5/6明褐色焼土塊･木炭粒を多量に含む。
② 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 21×18 8
P2 不明 (39)×(24) 12
P3 楕円形　 36×30 18

SI75　堆積土註記表

SI75　施設観察表

SI75　施設堆積土註記表

第 69 図　SI 75 竪穴住居跡
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胴部外面ハケメ、胴部内面ヘラナデのちヘラミガキが施される。

【時期】　上記の遺物のうち、カマド袖構築土から出土した土師器坏( 1)と床面直上から出土した土師器甕( 2)は、本竪

穴住居跡に伴うと考えられる。本書の時期区分では5bⅱ期( 8世紀前葉)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示して

いる。
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C-040C-040

西台畑遺跡 4・5・7次

C-041

C-041

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

C-039

C-039

西台畑遺跡 4・5・7次

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-039 Ⅴ区 SI75 カマド袖
構築土 土師器 坏 口縁

～体 (14.2) - (4 .1 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
体：摩耗 ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内外面摩耗、外面被熱、

内面黒色処理 64

2 C-040 Ⅴ区 SI75  床面直上 土師器 甕 口縁
～底 (15.5) 7 .3 15 .9

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴上半：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ､
胴下半：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底：木葉痕→ﾍﾗﾅﾃﾞ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 65

3 C-041 Ⅴ区 SI75 カマド堆積土 土師器 甕 口縁
～胴 (15.0) - (11 .6 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴：ﾊｹﾒ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ 65

第 70 図　SI 75 竪穴住居跡出土遺物

3( カマド堆積土 )

2( 床面直上 )

1( カマド袖構築土 )
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SI 76　竪穴住居跡 ( 第 71 ～ 77 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区東半、C- 8グリッドに位置する。北西･北東･南西コーナー付近とカマド燃焼部は、重複遺構

(SI77)と撹乱により失われている。

【重複】　SI77･90と重複関係にあり、SI90より新しく、SI77より古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北578㎝、東西558㎝を測る。平面形状は、隅丸方形を呈する。

【方向】　カマド煙道部基準でN-1°-Eである。

【堆積土】　12層に分層された。1･ 2層は住居堆積土で、暗褐色シルトを主体とし、木炭粒･焼土粒を含む。3層は、

周溝堆積土である。4 ～ 7層はカマド関連層位で、暗灰黄色シルト･黒色粘土質シルトを主体とし、木炭粒･焼土塊を

含む。8 ～ 10層は、カマド袖構築土である。11･12層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　やや外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大24㎝を測る。

【床面】　わずかな起伏がみられる。11･12層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から8基(P1 ～ 8)、掘り方底面から8基(P9 ～ 16)、総数16基検出した。位置関係から、P1 ～ 4は主

柱穴に相当すると考えられ、このうちP3･4には柱痕跡が確認された。その他のピットについては、性格は不明である。

【周溝】　検出した範囲においては、北壁と東壁の一部を除き、壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規模

は、幅18㎝、深さ6 ～ 9㎝を測る。

【カマド】　北壁中央に位置し、壁面に直交して付設される。燃焼部および煙道部と袖の一部は、撹乱により失われてい

る。残存する袖の規模は、西袖が長さ135㎝、幅102㎝、東袖が長さ126㎝、幅87㎝を測る。北壁に対して西袖は

東傾し、東袖は西傾する。

　燃焼部は、撹乱により失われており、規模は不明である。奥壁は、煙道の残存状況から、住居内に収まっていたと

考えられる。

西台畑遺跡4・5・7次P69～174_初.indd   91 2013/03/02   21:39:08



92

　残存する煙道部の規模は、長さ135㎝、幅69㎝、深さ10 ～ 14㎝を測る。底面は平坦で、煙出し部に向けて緩や

かに下がる。堆積土中から、芯材に利用されたと考えられる自然礫が出土している。

　煙出し部の規模は、上端径33㎝、煙道部からの深さ5㎝を測り、ピット状に窪む。底面は皿状で、壁面はやや外傾

して立ち上がる。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面が掘り込まれる。底面は、若干の起伏がみられる。深さは、3 ～ 18㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏7点･高坏2点･鉢3点･甕6点、須恵器平瓶1点、土製品2点、金属製品3点、石製品2点

を掲載した(第74 ～ 77図)。

　土師器坏7点(第74図- 1 ～ 7)は、6は床面直上、2･ 4･ 7は掘り方堆積土、1･ 3･ 5は住居堆積土からの出土であ

る。1は、北武蔵型土師器(清水型関東系土器)の特徴を有する。底部は丸底で、半球形に内湾する体部から、｢S｣ 字

状に緩やかに外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に弱い稜を持つ。調整

は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデのち上半ヘラミガキが施される。2は、扁平に内

湾する体部から、ほぼ直立する口縁部にいたる器形を呈する。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ

のち下半ヘラミガキ、体部内面ヘラミガキが施される。内面は、黒色処理される。3 ～ 7は、丸底もしくは平底状の丸

底と推定され、内湾する体部から、外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に3･ 4が段、

5･ 6が稜を持ち、7は段･稜を持たず、内面は3 ～ 5が稜をもつ。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部ヘラケズリが

共通で、内面は3･ 5･ 6はヘラミガキ、4は口縁部ヨコナデ、体部ヘラミガキ、7は口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデが施

される。このうち、5･6の内面は、黒色処理される。

　土師器高坏2点(第74図- 8･第75図- 1)は、第74図- 8は床面直上、第75図- 1は住居堆積土からの出土である。

第74図- 8は、坏部は緩やかに内湾する体部からやや外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、

弱い稜を持つ。脚部は短脚で、内湾しつつ大きく開き、裾部はラッパ状になる。ヘラケズリにて面取りされた長方形の

透かしを2窓もつ。坏部と脚部の境は、屈曲する。調整は、口縁部･裾部外面はヨコナデ、体部外面はハケメのちヘラ

ケズリ、脚部ヘラケズリ、内面は坏部ヘラミガキ、脚部ヘラナデが施される。坏部内面は、黒色処理される。第75図

-1は、柱状中空の脚部で裾部は屈曲してラッパ状に開くと推定される。坏部内面は、黒色処理される。

　土師器鉢3点(第75図- 2 ～ 4)は、3は床面直上、2･ 4は住居堆積土からの出土である。3は、底部は平底で、半

球形に内湾して立ち上がる体部からわずかに外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、弱い稜を

持つ。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面ハケメのちヘラケズリ、内面ヘラミガキが施される。内面は、黒色処理

される。体部は、被熱による摩耗が顕著にみられる。2は、3よりも体部の開きが大きい器形を呈する。4は、台付鉢

の台部である。台部は直線的に外傾し、体部と台部の境は屈曲する。

　土師器甕6点(第75図- 5･ 6、第76図- 1 ～ 4)は、第75図- 5は床面施設、第76図- 3はカマド構築土、第75図

- 6、第76図- 4は床面直上、第76図- 1･ 2は住居堆積土からの出土である。第75図- 5、第76図- 1 ～ 3は、胴部

の最大径を中位に持つ長胴形の甕である。口縁部と胴部の境は、第75図- 5は外面に段、内面に稜を持ち、第76図

-1･2は段･稜を持たない。第75図-6、第76図-4は、胴部の最大径を中位に持つ球胴の胴部から、第76図-4は外

傾、第75図- 6は外反する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と胴部の境は、第76図- 4は段を持ち、第75図- 6

は段･稜を持たない。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケメのちヘラケズリ、胴部内面ヘラナデを基調とし、

第75図- 6、第76図- 2は胴部内面ハケメ、第76図- 3は胴部外面ヘラミガキ、第76図- 4は、胴部外面にヘラナデが

施される。

　須恵器平瓶(第76図- 5)は、住居堆積土からの出土である。底部は丸底で、肩部は弱い稜を持ち、頸部は外傾する

器形を呈する。調整は、ロクロ調整ののち、体部下半はカキ目のち回転ヘラケズリが施される。
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　土製品2点(第77図- 1･ 2)は、いずれも住居堆積土からの出土である。1は支脚で、上下端が欠損する。2は羽口

で、先端部に溶解物が付着する。

　金属製品3点(第77図- 3 ～ 5)は、3は床面直上、4･ 5は住居堆積土からの出土である。3は刀子、4は金属製の

軸が残存する紡錘車、5は棒状の金属製品である。

　石製品2点(第77図- 6･ 7)は、いずれも住居堆積土からの出土である。6は、石製紡錘車である。裏面には、整形

時の剥離痕が確認できる。剥離痕は研磨痕に切られており、敲打調整後に全面が研磨されたと考えられる。穿孔部は、

研磨痕に切られた様子は確認できず、研磨整形後に穿孔されている。穿孔は、断面の形状から表面側より一方向で行

なわれたと考えられる。表裏面共に、研磨整形時の線条痕が確認される。線条痕の方向には、部位毎にある程度まと

まりがあり、表裏共に平坦部では同方向に、稜上では放射状に、傾斜部分では周縁を巡る痕跡とそれに直行する痕跡

が確認された。裏面の一部は、欠損している。石材は、粘板岩である。7は、砥石である。表裏及び両側面の4面に

砥面が確認できる。砥石の粒度が荒く、線条痕は確認されない。上下両端は欠損しており、欠損面に使用痕跡は認め

られない。一部に刃物痕が確認される。石材はやや軟質な砂岩を使用している。

【時期】上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器坏(第74図- 6)、土師器高坏(第74図- 8)、土師器鉢(第75

図- 3)、土師器甕(第75図- 6、第76図- 4)、カマド構築土から出土した土師器甕(第76図- 3)は、本竪穴住居跡に伴

うと考えられる。本書の時期区分では5a期(7世紀中葉～後葉)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示している。
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第 72 図　SI 76 竪穴住居跡 ( 2 )- 掘り方完掘時施設検出状況
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部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 木炭粒を含む
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロックを含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 木炭粒を含む。

P2
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭塊･焼土粒を多量に含む。
2 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･2.5YR7/1灰白色粘土ブロックを含む。
3 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色粒･木炭塊を含む。

P3

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭塊を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭塊を多量、焼土塊を含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒を含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土

P4

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭塊を多量に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒を含む。(柱痕跡)
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭塊を多量に含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 木炭粒を含む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 10YR5/6黄褐色シルトブロックを含む。

P5 - - - - 断面図なし。
P6 - - - - 断面図なし。
P7 - - - - 断面図なし。
P8 ① 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径20㎜の木炭塊を多量、焼土粒を含む。(断面図なし)

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土粒･木炭粒を微量に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭塊･木炭粒を多量、焼土粒･10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

周溝 3 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭粒多量に含む。

カマド

4 2.5YR3/3 暗オリーブ褐色 シルト 木炭粒を微量に含む。
5 2.5YR4/2 暗灰黄色 シルト 木炭粒･焼土塊を多量に含む。
6 5Y3/2 オリーブ黒色 粘土質シルト 2.5Y2/1黒色焼土塊を多量に含む。
7 5Y2/1 黒色 粘土質シルト 2.5Y4/2暗灰黄色シルト小ブロックを含む。

カマド袖
8 2.5Y4/2 暗灰黄色 シルト 木炭粒･焼土粒･凝灰岩粒を含む。
9 2.5Y4/2 暗灰黄色 シルト 2.5Y5/3黄褐色粘土質シルトブロック･木炭粒･焼土粒を含む。

10 2.5Y3/2 黒褐色 粘土質シルト 木炭塊･木炭粒･焼土粒を含む。

掘り方
11 10YR5/8 黄褐色 シルト 10YR4/2灰黄褐色粘土･10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロックを斑状に含む。
12 10YR5/6 黄褐色 シルト 10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロック･酸化鉄斑を含む。

SI76　施設堆積土註記表(1)

SI76　堆積土註記表

第 73 図　SI 76 竪穴住居跡 ( 3 )
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遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 63×57 45
P2 楕円形 57×45 33
P3 楕円形 66×57 48
P4 楕円形 81×(69) 72
P5 楕円形 39×30 18
P6 円形 30×27 36
P7 楕円形 30×24 25
P8 不明 51×42 18

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P9 不整楕円形 45×36 21

P10 不整楕円形 72×51 4
P11 方形 24×21 11
P12 長方形 30×24 5
P13 不整円形 45×39 5
P14 不整円形 (39)×33 4
P15 隅丸方形 30×30 4
P16 不整楕円形 (33)×(21) 14

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-043 Ⅴ区 SI76 住居堆積土 土師器 坏 完形 9.6 - 3 .5 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
底：ﾍﾗﾅﾃﾞ

内外面被熱摩耗 65

2 C-044 Ⅴ区 SI76 掘り方堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (12.6) - 4 .3 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 65

3 C-045 Ⅴ区 SI76 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (17.2) - (5 .3 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 65

4 C-046 Ⅴ区 SI76 掘り方堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (11.3) - 2 .8 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内･外面摩耗 65

5 C-048 Ⅴ区 SI76 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (15.0) - 5 .4

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ→
ﾍﾗﾐｶﾞｷ､底→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理､外面体部
被熱摩耗 65

6 C-047 Ⅴ区 SI76 床面直上 土師器 坏 口縁
～底 (12.9) - 4 .7 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 65

7 C-049 Ⅴ区 SI76 掘り方堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (19.0) - 3 .6 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 65

8 C-050 Ⅴ区 SI76 床面直上 土師器 高坏 完形 16.5 12 .4 10 .5
口縁：ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ、
体：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ、
脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ、
裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

口縁～坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾅﾃﾞ、
裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

内面坏部黒色処理、
脚部透かし2窓、
透かし部ﾍﾗｹｽﾞﾘにて面取
り、外面被熱摩耗

65

部位 層位 土色 土性 備考
P9 1 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 5YR4/6赤褐色焼土粒･木炭粒を多量に含む。(断面図なし)

P10 1 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 5YR4/6赤褐色焼土粒･木炭粒を多量に含む。(断面図なし)
P11 1 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 5YR4/6赤褐色焼土粒･木炭粒を多量に含む。(断面図なし)
P12 1 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 5YR4/6赤褐色焼土粒･木炭粒を多量に含む。(断面図なし)
P13 1 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 5YR4/6赤褐色焼土粒･木炭粒を多量に含む。(断面図なし)
P14 1 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 5YR4/6赤褐色焼土粒･木炭粒を多量に含む。(断面図なし)
P15 1 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 5YR4/6赤褐色焼土粒･木炭粒を多量に含む。(断面図なし)
P16 1 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 5YR4/6赤褐色焼土粒･木炭粒を多量に含む。(断面図なし)

SI76　施設観察表

第 74 図　SI 76 竪穴住居跡出土遺物 ( 1 )

1( 住居堆積土 ) 2( 掘り方堆積土 )
3( 住居堆積土 )

4( 掘り方堆積土 )

7( 掘り方堆積土 )

5( 住居堆積土 ) 6( 床面直上 )

8( 床面直上 )

SI76　施設堆積土註記表(2)
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C-053

C-053

西台畑遺跡 4・5・7次

C-054

C-054

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

C-055

C-055

西台畑遺跡 4・5・7次

C-056

C-056

西台畑遺跡 4・5・7次

C-051

C-051

西台畑遺跡 4・5・7次

C-052

C-052

西台畑遺跡 4・5・7次

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-052 Ⅴ区 SI76 住居堆積土 土師器 高坏 脚 - - (5 .2 ) 脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ、
裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

坏部内面黒色処理 65

2 C-053 Ⅴ区 SI76 住居堆積土 土師器 鉢 口縁
～体 (20.3) - (7 .8 )

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
体上半：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ→
ﾍﾗｹｽﾞﾘ、
体下半：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 65

3 C-054 Ⅴ区 SI76 床面直上 土師器 鉢 口縁
～底 20.9 9 .1 11 .8

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
体：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ、
底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

ﾍﾗﾐｶﾞｷ
内面黒色処理
外面被熱摩耗顕著
内面摩耗

65

4 C-051 Ⅴ区 SI76 住居堆積土 土師器 台付鉢 鉢底
～台 - (11 .2 ) (7 .5 )

体下半：ﾍﾗﾅﾃﾞ、
台：ﾍﾗｹｽﾞﾘ、
裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

体：ﾍﾗﾐｶﾞｷ、
台：ﾍﾗﾅﾃﾞ、
裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

鉢部内面黒色処理 65

5 C-056 Ⅴ区 SI76 床面施設 土師器 甕 口縁
～胴 17.0 - (25 .4 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、

胴：ﾊｹﾒ→全面ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱 65

6 C-055 Ⅴ区 SI76 床面直上 土師器 甕 口縁
～底 (20.2) 10 .4 31 .3

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾊｹﾒ､胴下半：ﾍﾗﾅﾃﾞ､
底：木葉痕→
周縁粘土貼付→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴上半：ﾊｹﾒ→
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ

内面胴部に籾痕 65

第 75 図　SI 76 竪穴住居跡出土遺物 ( 2 )

4( 住居堆積土 )
1( 住居堆積土 )

2( 住居堆積土 )

3( 床面直上 )

6( 床面直上 )

5( 床面施設 )
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E-004

E-004

西台畑遺跡 4・5・7次

C-060

C-057

C-057

西台畑遺跡 4・5・7次

C-059

C-059

西台畑遺跡 4・5・7次

C-058

C-058

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-057 Ⅴ区 SI76 住居堆積土 土師器 甕 口縁
～胴 (18.3) - (25 .1 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗ

ｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 66

2 C-058 Ⅴ区 SI76 住居堆積土 土師器 甕 頸～胴 - - (32 .6 ) 頸：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾊｹﾒ→胴下
半：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

頸：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ 66

3 C-060 Ⅴ区 SI76 カマド構築土 土師器 甕 胴～底 - 4.8 (13 .7 )
胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ、胴下
半：ﾍﾗｹｽﾞﾘ、底：木葉痕→
ﾍﾗﾅﾃﾞ

胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面底部に籾痕、内面に
工具痕 66

4 C-059 Ⅴ区 SI76 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (15.4) - (8 .6 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱摩耗 66

5 E-004 Ⅴ区 SI76 住居堆積土 須恵器 平瓶 頸～底 - - 15 .8
頸～体上半：ﾛｸﾛ調整、
体下半：ﾛｸﾛ調整→ｶｷ目
→回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ、底：ｶｷ目

頸～底：ﾛｸﾛ調整、
頸：ﾍﾗﾅﾃﾞ、
接合部指頭圧痕

66

第 76 図　SI 76 竪穴住居跡出土遺物 ( 3 )

2( 住居堆積土 )

4( 床面直上 )

5( 住居堆積土 )

1( 住居堆積土 )

3( カマド構築土 )
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N-002

N
-
0
0
1

P-003

溶解物付着範囲　

P-004

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-01

Kd-01

磨

磨

磨

磨

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-9

磨

磨

磨

磨

西台畑遺跡4・5・7次

Kd-9

0 10cm(1:3)

N-003

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚
1 P-003 Ⅴ区 SI76 住居堆積土 土製品 支脚 15.5 7 .7 6 .3 (783 .6 ) ﾅﾃﾞ､上下端被熱 66
2 P-004 Ⅴ区 SI76 住居堆積土 土製品 羽口 11.4 6 .1 6 .1 (244 .6 ) ﾅﾃﾞ､孔径2.5㎝､先端部に溶解物付着 66

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚
6 Kd-001 Ⅴ区 SI76 住居堆積土 石製品 紡錘車 (4.6) (4 .8 ) 1 .8 (41 .10) 粘板岩 孔外径0.8㎝、孔内径0.7㎝、欠損あり 66
7 Kd-009 Ⅴ区 SI76 住居堆積土 石製品 砥石 (7.4) 3 .6 3 .5 (139 .01) 砂岩 砥面4面、欠損あり、刃物痕あり 66

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚

3 N-002 Ⅴ区 SI76 床面直上 金属
製品 刀子 (16.1) (2 .4 ) (0 .4 ) (32 .7 ) 木質残存 66

4 N-001 Ⅴ区 SI76 住居堆積土 金属
製品 紡錘車 (7.2) 6 .3 0 .9 (59 .3 ) 軸残存 66

5 N-003 Ⅴ区 SI76 住居堆積土 金属
製品 棒状 (18.9) (2 .5 ) (1 .1 ) (55 .7 ) 66

第77図　SI76竪穴住居跡出土遺物(4)

1( 住居堆積土 )

2( 住居堆積土 )

6( 住居堆積土 )

7( 住居堆積土 )

4( 住居堆積土 )

5( 住居堆積土 )

3( 床面直上 )

99

SI77　竪穴住居跡(第78 ～ 82図)
【位置･確認】　Ⅴ区東半、C- 8･ 9グリッドに位置する。南東コーナー付近は重複遺構(SI 70)により失われている。南

西コーナーは調査区外にかかる。

【重複】　SI70･86･90と重複関係にあり、SI86･90より新しく、SI70より古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北648㎝、東西662㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　カマド煙道部基準でN-13°-Wである。

【堆積土】　15層に分層された。1･ 2層は住居堆積土で、暗褐色シルト･黄褐色粘土質シルトを主体とする。3層は、
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルトブロックを斑状に含む。木炭粒･焼土粒･マンガン粒を含む。

2 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり
10YR4/2灰黄褐色粘土小ブロック・10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを霜降り状に含む。
マンガン粒・酸化鉄斑を含む。

周溝 3 - - - - - 注記なし。

4 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒を含む。

5 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり なし 灰・木炭粒・焼土粒を含む。

6 7.5YR4/1 褐灰色 シルト なし なし φ1cm大の7.5YR6/6橙色焼土塊を多量に含む。

7 7.5YR4/2 灰褐色 シルト なし なし φ5mmの焼土粒を多量に含む。

8 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルトややありややありφ3～4cmの7.5YR4/4褐色焼土塊を多量に含む。木炭粒を縞状に含む

9 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり木炭粒・焼土粒を含む。

10 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。

11 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒を含む。

12 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 あり あり

13 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 木炭粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。

14 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・酸化鉄斑を含む。

15 10YR5/6 黄褐色 シルト ややあり あり 5YR4/6赤褐色焼土塊・10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロックを 。

SI77(SI08)

掘り方

土色

住居堆積土

カマド

カマド袖

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック・10YR5/6黄褐色シルト粒・酸化鉄斑を含む。 

3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルトブロック・木炭粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック・酸化鉄斑を含む。

3 10YR5/6 黄褐色 シルト質粘土 あり あり 10YR3/3暗褐色シルトブロックを含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり ややあり10YR5/6黄褐色シルトブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒・焼土粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土塊を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

4 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを含む。

5 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり なし 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒を層中央にレンズ状に含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルトブロックを含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり なし 木炭粒を含む。

P5 - - - - - - 断面図なし。

P6 - - - - - - 断面図なし。

P7 - - - - - - 断面図なし。

P8 - - - - - - 断面図なし。

P9 - - - - - - 断面図なし。

P10 - - - - - - 断面図なし。

P11 - - - - - - 断面図なし。

P12 - - - - - - 断面図なし。

P13 - - - - - - 断面図なし。

P14 - - - - - - 断面図なし。

P15 - - - - - - 断面図なし。

P16 - - - - - - 断面図なし。

P17 - - - - - - 断面図なし。

P18 ① 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒・マンガン斑を含む。

P19 - - - - - - 断面図なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒を含む。

2 7.5YR2/1 黒色 シルト なし なし 焼土粒を含む。

3 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR3/3暗褐色シルト小ブロック・酸化鉄斑を含む。
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周溝堆積土である。4 ～ 9層はカマド関連層位で、いずれの層も木炭粒･焼土を含み、6 ～ 8層は焼土塊･焼土粒を

多量に含む。10 ～ 13層は、カマド袖構築土である。14･15層は掘り方堆積土である。

【壁面】　基本は直線的に外傾するが、西壁は内湾する。残存する壁高は、最大18㎝を測る。

【床面】　概ね平坦である。14層上面を床面としている箇所と、基本層Ⅳ層を床面としている箇所が認められる。

【柱穴】　床面から9基(P 1 ～ 9)、掘り方底面から3基(P 10 ～ 12)、総数12基検出した。床面から検出した9基は規

模･形態共に様々である。位置関係から、P 1 ～ 4は主柱穴に相当すると考えられ、このうちP 2･ 3では柱痕跡が確認

された。掘り方底面から検出した3基からは、柱痕跡は確認されなかった。

【周溝】　検出した範囲においては、北西コーナーとカマド直下を除き、壁際に沿ってほぼ全周する。床面検出時に確

認した周溝の規模は、幅12 ～ 18㎝、深さ4 ～ 11㎝を測る。　

【カマド】　北壁西側に位置し、壁面に直交して付設される。袖の規模は、西袖が長さ111㎝、幅86㎝、東袖が長さ

118㎝、幅96㎝を測る。北壁に対して西袖は西傾し、東袖は東傾する。

　燃焼部の規模は、奥行き79㎝、幅43㎝、奥壁高9㎝を測り、奥壁は住居から張り出す。底面は、奥壁に向かって

緩やかに傾斜し、奥壁側が低くなる。奥壁は、緩やかに外傾して立ち上がり、煙道部との境にはテラス状の段を持つ。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルトブロックを斑状に含む。木炭粒･焼土粒･マンガン粒を含む。

2 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり
10YR4/2灰黄褐色粘土小ブロック・10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを霜降り状に含む。
マンガン粒・酸化鉄斑を含む。

周溝 3 - - - - - 注記なし。

4 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒を含む。

5 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり なし 灰・木炭粒・焼土粒を含む。

6 7.5YR4/1 褐灰色 シルト なし なし φ1cm大の7.5YR6/6橙色焼土塊を多量に含む。

7 7.5YR4/2 灰褐色 シルト なし なし φ5mmの焼土粒を多量に含む。

8 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルトややありややありφ3～4cmの7.5YR4/4褐色焼土塊を多量に含む。木炭粒を縞状に含む

9 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり木炭粒・焼土粒を含む。

10 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。

11 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒を含む。

12 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 あり あり

13 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 木炭粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。

14 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・酸化鉄斑を含む。

15 10YR5/6 黄褐色 シルト ややあり あり 5YR4/6赤褐色焼土塊・10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロックを 。

SI77(SI08)

掘り方

土色

住居堆積土

カマド

カマド袖

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック・10YR5/6黄褐色シルト粒・酸化鉄斑を含む。 

3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルトブロック・木炭粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック・酸化鉄斑を含む。

3 10YR5/6 黄褐色 シルト質粘土 あり あり 10YR3/3暗褐色シルトブロックを含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり ややあり10YR5/6黄褐色シルトブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒・焼土粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土塊を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

4 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを含む。

5 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり なし 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒を層中央にレンズ状に含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルトブロックを含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり なし 木炭粒を含む。

P5 - - - - - - 断面図なし。

P6 - - - - - - 断面図なし。

P7 - - - - - - 断面図なし。

P8 - - - - - - 断面図なし。

P9 - - - - - - 断面図なし。

P10 - - - - - - 断面図なし。

P11 - - - - - - 断面図なし。

P12 - - - - - - 断面図なし。

P13 - - - - - - 断面図なし。

P14 - - - - - - 断面図なし。

P15 - - - - - - 断面図なし。

P16 - - - - - - 断面図なし。

P17 - - - - - - 断面図なし。

P18 ① 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒・マンガン斑を含む。

P19 - - - - - - 断面図なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒を含む。

2 7.5YR2/1 黒色 シルト なし なし 焼土粒を含む。

3 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR3/3暗褐色シルト小ブロック・酸化鉄斑を含む。
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　煙道部の規模は、長さ197㎝、幅73㎝、深さ6 ～ 38㎝を測り、中央付近で段を持つ。底面は、段を境に傾斜の度

合いは異なるが、煙出し部に向けて緩やかに上がる。

　煙出し部の規模は、上端径21㎝、煙道部からの深さ5㎝を測り、ピット状に浅く窪む。底面は平坦で、壁面は大きく

外傾して立ち上がる。

【その他の施設】　土坑を1基検出した。SK 1は、カマド西袖の直近に位置し、堆積土に木炭粒･焼土粒を含むことか

らカマドに関連する施設と考えられる。

【掘り方】　全面が掘り込まれ、中央部が島状に高まる。深さは2 ～ 17㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏6点･高坏1点･甑1点、須恵器蓋1点、石製品1点を掲載した(第82図)。

　土師器坏6点は、1はカマド検出面、3 ～ 5は住居堆積土、2･ 6は掘り方からの出土である。1は、鬼高系土師器

(南小泉型関東系土器)の特徴を有する。底部は丸底で、内湾する体部から直線的に内傾する口縁部へといたる器形を

呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、

内面ヘラナデが施される。2は、底部は丸底と推定され、半球形に内湾する体部から稜を境にやや内湾する口縁部に

いたる器形を呈する。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施され、内面は黒色

処理される。3 ～ 6は、底部は丸底、もしくは丸底と推定され、緩やかに内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器

形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面に稜を持つ。4の口唇部は、丸みを持って膨らむ。調整は、3 ～

5は口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施され、4は口縁部外面に部分的にヘラミガキが施

される。6は内外面ヘラミガキが施される。3 ～ 5は内面、6は内外面に黒色処理される。

　土師器高坏は、住居堆積土からの出土である。体部は緩やかに内湾し、口縁部は外傾もしくは外反すると推定され

る。坏部と脚部の境は、緩やかに湾曲する。脚部は裾部に向けて外傾すると推定される。調整は、口縁部外面ヨコナ

デ、坏部および脚部外面ヘラケズリのち坏部にはヘラミガキが施される。坏部内面は、ヘラミガキが施されたのち、黒

色処理される。

　土師器甑は、カマド西袖直近の床面直上からの出土である。底部は単孔式で、孔から口縁部に緩やかに内湾して立

ち上がり、口縁部は外反する器形を呈する。口縁部と胴部の境は、段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部

外面ヘラケズリ、内面ヘラナデのち一部ハケメが施される。孔周辺は、内外面とも横方向のヘラケズリが施される。ま

た、胴部下半の内外面には、工具痕がみられる。
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0 1m(1:30)

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルトブロックを斑状に含む。木炭粒･焼土粒･マンガン粒を含む。

2 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり
10YR4/2灰黄褐色粘土小ブロック・10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを霜降り状に含む。
マンガン粒・酸化鉄斑を含む。

周溝 3 - - - - - 注記なし。

4 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒を含む。

5 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり なし 灰・木炭粒・焼土粒を含む。

6 7.5YR4/1 褐灰色 シルト なし なし φ1cm大の7.5YR6/6橙色焼土塊を多量に含む。

7 7.5YR4/2 灰褐色 シルト なし なし φ5mmの焼土粒を多量に含む。

8 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルトややありややありφ3～4cmの7.5YR4/4褐色焼土塊を多量に含む。木炭粒を縞状に含む

9 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり木炭粒・焼土粒を含む。

10 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。

11 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒を含む。

12 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 あり あり

13 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 木炭粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。

14 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・酸化鉄斑を含む。

15 10YR5/6 黄褐色 シルト ややあり あり 5YR4/6赤褐色焼土塊・10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロックを 。
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掘り方

土色

住居堆積土

カマド

カマド袖

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック・10YR5/6黄褐色シルト粒・酸化鉄斑を含む。 

3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルトブロック・木炭粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック・酸化鉄斑を含む。

3 10YR5/6 黄褐色 シルト質粘土 あり あり 10YR3/3暗褐色シルトブロックを含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり ややあり10YR5/6黄褐色シルトブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒・焼土粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土塊を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

4 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを含む。

5 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり なし 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒を層中央にレンズ状に含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルトブロックを含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり なし 木炭粒を含む。

P5 - - - - - - 断面図なし。

P6 - - - - - - 断面図なし。

P7 - - - - - - 断面図なし。

P8 - - - - - - 断面図なし。

P9 - - - - - - 断面図なし。

P10 - - - - - - 断面図なし。

P11 - - - - - - 断面図なし。

P12 - - - - - - 断面図なし。

P13 - - - - - - 断面図なし。

P14 - - - - - - 断面図なし。

P15 - - - - - - 断面図なし。

P16 - - - - - - 断面図なし。

P17 - - - - - - 断面図なし。

P18 ① 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒・マンガン斑を含む。

P19 - - - - - - 断面図なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒を含む。

2 7.5YR2/1 黒色 シルト なし なし 焼土粒を含む。

3 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR3/3暗褐色シルト小ブロック・酸化鉄斑を含む。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルトブロックを斑状に含む。木炭粒･焼土粒･マンガン粒を含む。

2 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり
10YR4/2灰黄褐色粘土小ブロック・10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを霜降り状に含む。
マンガン粒・酸化鉄斑を含む。

周溝 3 - - - - - 注記なし。

4 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒を含む。

5 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり なし 灰・木炭粒・焼土粒を含む。

6 7.5YR4/1 褐灰色 シルト なし なし φ1cm大の7.5YR6/6橙色焼土塊を多量に含む。

7 7.5YR4/2 灰褐色 シルト なし なし φ5mmの焼土粒を多量に含む。

8 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルトややありややありφ3～4cmの7.5YR4/4褐色焼土塊を多量に含む。木炭粒を縞状に含む

9 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり木炭粒・焼土粒を含む。

10 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。

11 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒を含む。

12 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 あり あり

13 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 木炭粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。

14 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・酸化鉄斑を含む。

15 10YR5/6 黄褐色 シルト ややあり あり 5YR4/6赤褐色焼土塊・10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロックを 。
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掘り方
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住居堆積土
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック・10YR5/6黄褐色シルト粒・酸化鉄斑を含む。 

3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルトブロック・木炭粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック・酸化鉄斑を含む。

3 10YR5/6 黄褐色 シルト質粘土 あり あり 10YR3/3暗褐色シルトブロックを含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり ややあり10YR5/6黄褐色シルトブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒・焼土粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土塊を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

4 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを含む。

5 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり なし 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒を層中央にレンズ状に含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルトブロックを含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり なし 木炭粒を含む。

P5 - - - - - - 断面図なし。

P6 - - - - - - 断面図なし。

P7 - - - - - - 断面図なし。

P8 - - - - - - 断面図なし。

P9 - - - - - - 断面図なし。

P10 - - - - - - 断面図なし。

P11 - - - - - - 断面図なし。

P12 - - - - - - 断面図なし。

P13 - - - - - - 断面図なし。

P14 - - - - - - 断面図なし。

P15 - - - - - - 断面図なし。

P16 - - - - - - 断面図なし。

P17 - - - - - - 断面図なし。

P18 ① 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒・マンガン斑を含む。

P19 - - - - - - 断面図なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒を含む。

2 7.5YR2/1 黒色 シルト なし なし 焼土粒を含む。

3 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR3/3暗褐色シルト小ブロック・酸化鉄斑を含む。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルトブロックを斑状に含む。木炭粒･焼土粒･マンガン粒を含む。

2 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり
10YR4/2灰黄褐色粘土小ブロック・10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを霜降り状に含む。
マンガン粒・酸化鉄斑を含む。

周溝 3 - - - - - 注記なし。

4 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒を含む。

5 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり なし 灰・木炭粒・焼土粒を含む。

6 7.5YR4/1 褐灰色 シルト なし なし φ1cm大の7.5YR6/6橙色焼土塊を多量に含む。

7 7.5YR4/2 灰褐色 シルト なし なし φ5mmの焼土粒を多量に含む。

8 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルトややありややありφ3～4cmの7.5YR4/4褐色焼土塊を多量に含む。木炭粒を縞状に含む

9 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり木炭粒・焼土粒を含む。

10 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。

11 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒を含む。

12 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 あり あり

13 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 木炭粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。

14 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・酸化鉄斑を含む。

15 10YR5/6 黄褐色 シルト ややあり あり 5YR4/6赤褐色焼土塊・10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロックを 。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック・10YR5/6黄褐色シルト粒・酸化鉄斑を含む。 

3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルトブロック・木炭粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック・酸化鉄斑を含む。

3 10YR5/6 黄褐色 シルト質粘土 あり あり 10YR3/3暗褐色シルトブロックを含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり ややあり10YR5/6黄褐色シルトブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒・焼土粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土塊を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

4 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを含む。

5 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり なし 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒を層中央にレンズ状に含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルトブロックを含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり なし 木炭粒を含む。

P5 - - - - - - 断面図なし。

P6 - - - - - - 断面図なし。

P7 - - - - - - 断面図なし。

P8 - - - - - - 断面図なし。

P9 - - - - - - 断面図なし。

P10 - - - - - - 断面図なし。

P11 - - - - - - 断面図なし。

P12 - - - - - - 断面図なし。

P13 - - - - - - 断面図なし。

P14 - - - - - - 断面図なし。

P15 - - - - - - 断面図なし。

P16 - - - - - - 断面図なし。

P17 - - - - - - 断面図なし。

P18 ① 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒・マンガン斑を含む。

P19 - - - - - - 断面図なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒を含む。

2 7.5YR2/1 黒色 シルト なし なし 焼土粒を含む。

3 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR3/3暗褐色シルト小ブロック・酸化鉄斑を含む。
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0 2m(1:60)

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルトブロックを斑状に含む。木炭粒･焼土粒･マンガン粒を含む。

2 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり
10YR4/2灰黄褐色粘土小ブロック・10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを霜降り状に含む。
マンガン粒・酸化鉄斑を含む。

周溝 3 - - - - - 注記なし。

4 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒を含む。

5 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり なし 灰・木炭粒・焼土粒を含む。

6 7.5YR4/1 褐灰色 シルト なし なし φ1cm大の7.5YR6/6橙色焼土塊を多量に含む。

7 7.5YR4/2 灰褐色 シルト なし なし φ5mmの焼土粒を多量に含む。

8 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルトややありややありφ3～4cmの7.5YR4/4褐色焼土塊を多量に含む。木炭粒を縞状に含む

9 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり木炭粒・焼土粒を含む。

10 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。

11 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒を含む。

12 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 あり あり

13 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 木炭粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。

14 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・酸化鉄斑を含む。

15 10YR5/6 黄褐色 シルト ややあり あり 5YR4/6赤褐色焼土塊・10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロックを 。

SI77(SI08)

掘り方

土色

住居堆積土

カマド

カマド袖

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック・10YR5/6黄褐色シルト粒・酸化鉄斑を含む。 

3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルトブロック・木炭粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック・酸化鉄斑を含む。

3 10YR5/6 黄褐色 シルト質粘土 あり あり 10YR3/3暗褐色シルトブロックを含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり ややあり10YR5/6黄褐色シルトブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒・焼土粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土塊を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

4 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを含む。

5 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり なし 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒を層中央にレンズ状に含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルトブロックを含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり なし 木炭粒を含む。

P5 - - - - - - 断面図なし。

P6 - - - - - - 断面図なし。

P7 - - - - - - 断面図なし。

P8 - - - - - - 断面図なし。

P9 - - - - - - 断面図なし。

P10 - - - - - - 断面図なし。

P11 - - - - - - 断面図なし。

P12 - - - - - - 断面図なし。

P13 - - - - - - 断面図なし。

P14 - - - - - - 断面図なし。

P15 - - - - - - 断面図なし。

P16 - - - - - - 断面図なし。

P17 - - - - - - 断面図なし。

P18 ① 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒・マンガン斑を含む。

P19 - - - - - - 断面図なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒を含む。

2 7.5YR2/1 黒色 シルト なし なし 焼土粒を含む。

3 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR3/3暗褐色シルト小ブロック・酸化鉄斑を含む。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルトブロックを斑状に含む。木炭粒･焼土粒･マンガン粒を含む。

2 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり
10YR4/2灰黄褐色粘土小ブロック・10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを霜降り状に含む。
マンガン粒・酸化鉄斑を含む。

周溝 3 - - - - - 注記なし。

4 10YR5/6 黄褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒を含む。

5 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり なし 灰・木炭粒・焼土粒を含む。

6 7.5YR4/1 褐灰色 シルト なし なし φ1cm大の7.5YR6/6橙色焼土塊を多量に含む。

7 7.5YR4/2 灰褐色 シルト なし なし φ5mmの焼土粒を多量に含む。

8 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルトややありややありφ3～4cmの7.5YR4/4褐色焼土塊を多量に含む。木炭粒を縞状に含む

9 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり木炭粒・焼土粒を含む。

10 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。

11 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒を含む。

12 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 あり あり

13 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 木炭粒・10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。

14 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・酸化鉄斑を含む。

15 10YR5/6 黄褐色 シルト ややあり あり 5YR4/6赤褐色焼土塊・10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロックを 。

SI77(SI08)

掘り方

土色

住居堆積土

カマド

カマド袖

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック・10YR5/6黄褐色シルト粒・酸化鉄斑を含む。 

3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルトブロック・木炭粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・焼土粒を含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック・酸化鉄斑を含む。

3 10YR5/6 黄褐色 シルト質粘土 あり あり 10YR3/3暗褐色シルトブロックを含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり ややあり10YR5/6黄褐色シルトブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト粒・木炭粒・焼土粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土塊を含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト あり あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

4 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを含む。

5 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり なし 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 木炭粒・焼土粒を層中央にレンズ状に含む。

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルトややありややあり10YR5/6黄褐色シルトブロックを含む。

4 10YR3/2 黒褐色 粘土 あり なし 木炭粒を含む。

P5 - - - - - - 断面図なし。

P6 - - - - - - 断面図なし。

P7 - - - - - - 断面図なし。

P8 - - - - - - 断面図なし。

P9 - - - - - - 断面図なし。

P10 - - - - - - 断面図なし。

P11 - - - - - - 断面図なし。

P12 - - - - - - 断面図なし。

P13 - - - - - - 断面図なし。

P14 - - - - - - 断面図なし。

P15 - - - - - - 断面図なし。

P16 - - - - - - 断面図なし。

P17 - - - - - - 断面図なし。

P18 ① 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒・焼土粒・マンガン斑を含む。

P19 - - - - - - 断面図なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック・木炭粒を含む。

2 7.5YR2/1 黒色 シルト なし なし 焼土粒を含む。

3 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルトややあり あり 10YR3/3暗褐色シルト小ブロック・酸化鉄斑を含む。
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部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロックを斑状に含む。木炭粒･焼土粒･マンガン粒を含む。
2 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 10YR4/2灰黄褐色粘土小ブロック･10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを含む。マンガン粒･酸化鉄斑を含む。

周溝 3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒を含む。

カマド

4 10YR5/6 黄褐色 シルト 木炭粒･焼土粒を含む。
5 7.5YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 灰･木炭粒･焼土粒を含む。
6 7.5YR4/1 褐灰色 シルト 径10㎜の7.5YR6/6橙色焼土塊を多量に含む。
7 7.5YR4/2 灰褐色 シルト 径5㎜の焼土粒を多量に含む。
8 7.5YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 径30 ～ 40㎜の7.5YR4/4褐色焼土塊を多量に含む。木炭粒を互層状に含む
9 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 木炭粒･焼土粒を含む。

カマド袖

10 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭粒･10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。
11 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。
12 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 酸化鉄を含む。
13 10YR3/2 黒褐色 シルト 木炭粒･10YR5/6黄褐色シルト粒を含む。

掘り方
14 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･酸化鉄斑を含む。
15 10YR5/6 黄褐色 シルト 5YR4/6赤褐色焼土塊･10YR3/2黒褐色粘土質シルトブロック･木炭粒を含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒を含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･10YR5/6黄褐色シルト粒･酸化鉄斑を含む。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロック･木炭粒を含む。

P2

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック･酸化鉄斑を含む。(柱痕跡)
2 10YR5/6 黄褐色 シルト質粘土 10YR3/3暗褐色シルトブロックを含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR5/6黄褐色シルトブロック･木炭粒･焼土粒を含む。
4 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト粒･焼土粒を含む。

P3

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト粒･木炭粒･焼土粒を含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒･焼土塊を含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒･焼土粒を含む。(柱痕跡)
4 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを含む。
5 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒･焼土粒を含む。

P4

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 木炭粒･焼土粒を帯状に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロックを含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロックを含む。
4 10YR3/2 黒褐色 粘土 木炭粒を含む。

P5 ① 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒･焼土粒･マンガン斑を含む。
P6 - - - - 断面図なし。
P7 - - - - 断面図なし。
P8 - - - - 断面図なし。
P9 - - - - 断面図なし。

P10 - - - - 断面図なし。
P11 - - - - 断面図なし。
P12 - - - - 断面図なし。

SK1
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルト小ブロック･木炭粒を含む。
2 7.5YR2/1 黒色 シルト 焼土粒を含む。
3 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 10YR3/3暗褐色シルト小ブロック･酸化鉄斑を含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 (68)×(62) 49
P2 楕円形 78×72 67
P3 円形 122×115 80
P4 不整楕円形 97×76 64
P5 円形 34×31 35
P6 楕円形 33×32 36
P7 隅丸方形 49×47 21

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P8 円形 25×22 39
P9 楕円形 58×(41) 28

P10 不整円形 35×34 17
P11 不整円形 32×30 33
P12 不明 66×44 47
SK1 楕円形 89×80 25

SI77　堆積土註記表

SI77　施設観察表

SI77　施設堆積土註記表

第 81 図　SI 77 竪穴住居跡 ( 4 )-掘り方完掘時施設検出状況
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C-066
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図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-061 Ⅴ区 SI77 カマド検出面 土師器 坏 口縁
～底 (10.1) - 3 .9 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 66

2 C-062 Ⅴ区 SI77 掘り方堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (10.1) - (3 .2 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾅﾃﾞ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 66

3 C-064 Ⅴ区 SI77 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (15.6) - (3 .5 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 66

4 C-065 Ⅴ区 SI77 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (18.0) - (4 .5 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 66

5 C-066 Ⅴ区 SI77 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～底 16.9 - 5 .6 口縁：ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理､
外面被熱摩耗 67

6 C-063 Ⅴ区 SI77 掘り方堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (15.6) - (3 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体：ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内外面黒色処理 67

7 C-067 Ⅴ区 SI77 住居堆積土 土師器 高坏 坏～脚 - - (7 .1 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ 内面黒色処理 67

8 C-068 Ⅴ区 SI77 床面直上 土師器 甑 口縁
～孔 21.3 4 .4 15 .3

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
孔周辺：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴～孔周
辺：ﾍﾗﾅﾃﾞ→胴上半：ﾊｹﾒ
孔周辺：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

単孔､内外面胴部下半に
工具痕あり 67

9 E-005 Ⅴ区 SI77 住居堆積土 須恵器 蓋 天井～
口縁 (9.6) - (1 .2 ) ﾛｸﾛ調整､

天井：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 つまみ欠損 67

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚
10 Kd-015 Ⅴ区 SI77 カマド袖構築土 石製品 砥石 8.1 7 .7 6 .4 424 .51 砂岩 砥面5面、線条痕あり、刃物痕あり 67

第 82 図　SI 77 竪穴住居跡出土遺物

3( 住居堆積土 )2( 堀り方堆積土 )1( カマド検出面 )

4( 住居堆積土 )

5( 住居堆積土 )

6( 掘り方堆積土 )

9( 住居堆積土 )

8( 床面直上 )

7( 住居堆積土 )

10( カマド袖構築土 )
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　須恵器蓋は、住居堆積土からの出土である。カエリを有し、天井部から口縁部へと緩やかに内湾する器形を呈し、

口唇部は斜め下方を向く。カエリの形態は、端部が口縁部から突出する。調整は、ロクロ調整を基調とし、天井部外

面は回転ヘラケズリが施される。

　石製品は、カマド袖構築土から出土した砥石である。不整形な立方体状を呈し、底面を除く5面に砥面が確認され、

一部に顕著な線条痕を伴う。全面を、砥面と欠損箇所で覆われており素材形状は不明である。石材は、やや軟質な砂

岩を使用している。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器甑( 8)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられるが、明確な時

期は導き出せない。しかし、5a期( 7世紀中葉～後葉)の土器を伴うSI 76･ 86･ 90より新しく、同じく重複関係から5a

期と考えられるSI74より古いことから、本竪穴住居跡の時期は5a期と考えられる。

SI 78　竪穴住居跡 ( 第 83 ～ 85 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区西半、B-8グリッドに位置する。中央から南東部と東壁･煙道部の一部は、重複遺構(SI95)と撹乱

により失われている。

【重複】　SI91･94･95と重複関係にあり、SI91･94より新しく、SI95より古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北537㎝、東西495㎝を測る。平面形状は、隅丸方形を呈する。

【方向】　カマド煙道部基準でN-64°-Wである。

【堆積土】　15層に分層された。1層は住居堆積土で、黒褐色シルトを主体とする。2層は、周溝堆積土である。3 ～

11層はカマド関連層位で、暗褐色シルトを主体とし、焼土粒･炭化物粒を含む。12･13層は、カマド袖構築土である。

14･15層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大18㎝を測る。

【床面】　概ね平坦である。14層上面を床面としている箇所と、基本層Ⅳ層上面を床面としている箇所がある。

【柱穴】　床面から9基検出した。規模と位置関係および柱痕跡が確認されたことから、P 1 ～ 3は主柱穴に相当すると

考えられる。そのほかのピットの性格は、不明である。

【周溝】　検出した範囲においては、カマドの北脇から北壁･東壁の壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の

規模は、幅12 ～ 27㎝、深さ9㎝を測る。

【カマド】　西壁の中央に位置し、壁面に対して直交して付設される。煙道部の先端は、撹乱により失われている。袖の

規模は、南袖が長さ54㎝、幅24㎝、北袖が長さ48㎝、幅45㎝を測る。西壁に対し、両袖は直交する。

　燃焼部の規模は、奥行き54㎝、幅51㎝、奥壁高6㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。底面は皿状に浅く窪み、ピッ

ト状の落ち込みが2箇所みられる。奥壁は、緩やかに外傾して立ち上がる。

　煙道部の規模は、長さ138㎝、幅33㎝、深さ15 ～ 45㎝を測る。底面はほぼ平坦で、先端に向かって緩やかに下

がる。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面が掘り込まれ、中央は島状に高まる。深さは9 ～ 21㎝を測る。

【出土遺物】　土師器蓋1点･坏1点･甕2点、礫石器1点を掲載した(第84･85図)。

　土師器蓋(第84図- 1)は、床面施設(P 7)堆積土からの出土である。体部は緩やかに内湾し、口縁部はやや外傾し

て垂下する器形を呈する。口縁部と体部の境は、内外面稜を持つ。調整は、口縁部外面ヨコナデ、天井部ヘラケズリ、

内面ヘラミガキが施される。

　土師器坏(第84図- 2)は、カマド北袖の脇、床面直上からの出土である。底部は平底状の丸底で、口縁部は内湾し

て開く器形を呈する。口縁部と体部の境は、段を持つ。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘ
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C-069

C-069

西台畑遺跡 4・5・7次

C-070

C-070

西台畑遺跡 4・5・7次

C-072

C-072

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

部位 層位 土色 土性 備考
住居堆積土 1 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルトを斑状に含む。

周溝 2 - - - 註記なし。

カマド

3 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒褐色土小ブロック･焼土粒を少量含む。
4 10YR3/3 暗褐色 シルト
5 10YR3/4 暗褐色 シルト 焼土粒をわずかに含む。
6 10YR3/4 暗褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
7 - - - 註記なし。
8 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを少量含む。
9 10YR4/4 褐色 シルト

10 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 焼土粒･炭化物粒を含む。
11 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 焼土粒を多量に含む。

カマド袖
12 5YR3/2 暗赤褐色 シルト 5YR5/6赤褐色焼土粒を含む。
13 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土ブロックを含む。

掘り方
14 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR2/2黒褐色土ブロックを少量含む。10YR4/4褐色土小ブロックを含む。
15 10YR4/4 褐色 シルト

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒褐色土ブロックを少量含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを多量に含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土･黒褐色土ブロックを少量含む。

P2

1 10YR2/2 黒褐色 シルト (柱痕跡)
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR4/3暗褐色土をブロックに含む。炭を微量に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト
4 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR3/2黒褐色土ブロックを含む。

P3
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR4/3にぶい黄褐色土を斑状に含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト (柱痕跡)
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/6黄褐色土ブロックを含む。

P4
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土小ブロック･炭化物粒を微量に含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒褐色土ブロックを帯状に含む。

P5
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/3にぶい黄褐色土を斑状に含む。
2 10YR3/1 黒褐色 シルト 10YR3/2黒褐色土ブロックを含む。

P6

1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト (柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを少量含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土･黒褐色土ブロックを微量に含む。
4 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 褐色土ブロックを多量に含む。

P7

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土･10YR3/2黒褐色土小ブロックを少量含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR4/4褐色土、10YR2/1黒色土小ブロックを少量含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/1褐灰色土を帯状に含む。
4 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 10YR2/1黒色土ブロックを斑状に少量含む。

P8
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 10YR5/6黄褐色土ブロックを少量、10YR4/6赤褐色土を微量に含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR3/3黒褐色ブロック･10YR4/6褐色土ブロックを少量含む。

P9
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/3にぶい黄褐色土を斑状に含む。
2 10YR3/1 黒褐色 シルト

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 81×51 48
P2 不整円形 83×81 48
P3 楕円形 99×84 27
P4 円形 42×39 30
P5 楕円形 51×48 66

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P6 楕円形 78×63 57
P7 不整楕円形 (78)×69 27
P8 楕円形 (72)×60 18
P9 不整形 (60)×(60) 42

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-070 Ⅴ区 SI78 P7堆積土 土師器 蓋 口縁～
天井 6.8 - 2 .6 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

天井：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内外面黒色漆仕上げ､外
面天井部に指頭圧痕 67

2 C-069 Ⅴ区 SI78 床面直上 土師器 坏 略完形 11.3 - 3 .3 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 67

3 C-072 Ⅴ区 SI78 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (19.2) - (7 .8 ) 口縁：ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾅﾃﾞ､  
胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ 67

SI78　堆積土註記表

SI78　施設堆積土註記表

第 84 図　SI 78 竪穴住居跡出土遺物 ( 1 )

SI78　施設観察表

2( 床面直上 )

3( 床面直上 )

1(P7 堆積土 )
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C-071

C-071

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)
Kc-24 

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-071 Ⅴ区 SI78 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 23.0 - 16 .2 口縁：ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴：ﾊｹﾒ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面摩耗 67

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

2 Kc-024 Ⅴ区 SI78 住居
堆積土 礫石器 敲石 11.6 7 .8 4 .7 596 .00 安山岩 楕円礫、敲(2箇所)程度強 67

第 85 図　SI 78 竪穴住居跡出土遺物 ( 2 )

1( 床面直上 ) 2( 住居堆積土 )

108

ラミガキが施され、内面は黒色処理される。

　土師器甕2点(第84図- 3、第85図- 1)は、床面直上からの出土である。いずれも長胴の胴部から、外傾する口縁

部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は中位に持つ。口縁部と胴部の境は、第84図- 3は段･稜を持たず、第85

図- 1は不明瞭な稜を持つ。第84図- 3の調整は、口縁部外面ヨコナデ、胴部外面ハケメのちヘラナデ、内面は口縁部

ヨコナデののち胴部ヘラナデが施される。第85図- 1は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケメ、胴部内面ヘラナデ

が施される。

　礫石器(第85図- 2)は、住居堆積土から出土した、楕円礫を素材とする敲石である。下端部近辺に、2箇所の敲打

痕範囲が確認される。硬質な石材を使用しており、敲打による原形状の変形は小さい。石材は安山岩を使用している。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器坏(第84図- 2)･土師器甕(第84図- 3･第85図- 1)は、本

竪穴住居跡に伴うと考えられる。本書の時期区分では5a期(7世紀中葉～後葉)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を

示している。

SI 79　竪穴住居跡 ( 第 86 ･ 87 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区西半、B- 8･ 9グリッドに位置する。住居北半部を検出した。北西･北東コーナー部分と西壁は、

撹乱により失われ、南半部は調査区外にかかる。

【重複】　SI80･SX2と重複関係にあり、これらより新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北229㎝、東西459㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定され

る。

【方向】　カマド煙道部基準でN-15°-Eである。

【堆積土】　15層に分層された。1 ～ 5層は住居堆積土で、暗褐色シルトを主体とし、焼土粒を少量含む。6 ～ 10層

はカマド関連層位で、暗褐色･黒褐色シルトを主体とし炭化物･焼土粒を含む。11･ 12層は、カマド袖構築土である。

13 ～ 15層は、掘り方堆積土である。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 焼土粒･褐色土ブロックを少量を含む。

2 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロック･黒色土ブロックを少量、酸化鉄を含む。

3 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 極暗赤褐色焼土を帯状に含む。

4 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土･黒色土ブロック、焼土粒を少量を含む。

5 10YR3/3 暗褐色 シルト なし ややあり 焼土ブロックを少量、焼土を一部帯状に含む。

6 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト なし ややあり 焼土ブロックを含む。

7 10YR2/1 黒色 砂質シルト なし ややあり

8 10YR3/4 暗褐色 シルト なし ややあり 黒色土ブロックを含む。焼土粒を少量含む。

9 10YR2/2 黒褐色 シルト なし ややあり 黒色土ブロックを含む。炭化物を含む。

10 10YR4/4 褐色 砂質シルト なし あり

11 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 黒褐色土ブロック･焼土粒を含む

12 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 黒褐色土ブロック･焼土粒･炭化物を含む。

13 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり

14 10YR5/6 明褐色 シルト なし あり

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

P1 1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし なし 褐色土･黒褐色土ブロック、酸化鉄班を含む。

P2 1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロックを含む。焼土粒を少量を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロック･炭化物･焼土少量を含む。

2 10YR4/4 褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土ブロックを含む。

P4 1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 褐色土･黄褐色土ブロックを含む。

P5 1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロックを含む。

① 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 焼土粒･炭化物を多量に含む。

② 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 炭化物を少量含む。

1 10YR3/2 黒褐色 シルト - -

2 2.5YR3/1 暗赤灰色 シルト - - 10YR4/1灰褐色土、2.5YR4/6赤褐色焼土粒を斑状に含む。

3 2.5YR3/1 暗赤灰色 シルト - - 10YR4/1灰褐色土ブロック、2.5YR4/6赤褐色焼土粒を含む。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 焼土粒･褐色土ブロックを少量を含む。

2 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロック･黒色土ブロックを少量、酸化鉄を含む。

3 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 極暗赤褐色焼土を帯状に含む。

4 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土･黒色土ブロック、焼土粒を少量を含む。

5 10YR3/3 暗褐色 シルト なし ややあり 焼土ブロックを少量、焼土を一部帯状に含む。

6 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト なし ややあり 焼土ブロックを含む。

7 10YR2/1 黒色 砂質シルト なし ややあり

8 10YR3/4 暗褐色 シルト なし ややあり 黒色土ブロックを含む。焼土粒を少量含む。

9 10YR2/2 黒褐色 シルト なし ややあり 黒色土ブロックを含む。炭化物を含む。

10 10YR4/4 褐色 砂質シルト なし あり

11 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 黒褐色土ブロック･焼土粒を含む

12 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 黒褐色土ブロック･焼土粒･炭化物を含む。

13 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり

14 10YR5/6 明褐色 シルト なし あり

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

P1 1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし なし 褐色土･黒褐色土ブロック、酸化鉄班を含む。

P2 1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロックを含む。焼土粒を少量を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロック･炭化物･焼土少量を含む。

2 10YR4/4 褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土ブロックを含む。

P4 1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 褐色土･黄褐色土ブロックを含む。

P5 1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロックを含む。

① 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 焼土粒･炭化物を多量に含む。

② 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 炭化物を少量含む。

1 10YR3/2 黒褐色 シルト - -

2 2.5YR3/1 暗赤灰色 シルト - - 10YR4/1灰褐色土、2.5YR4/6赤褐色焼土粒を斑状に含む。

3 2.5YR3/1 暗赤灰色 シルト - - 10YR4/1灰褐色土ブロック、2.5YR4/6赤褐色焼土粒を含む。
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【壁面】　外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大24㎝を測る。

【床面】　平坦である。12･13層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から4基、掘り方から1基検出した。このうち、P3は規模と位置関係から主柱穴に相当すると考えられる。

その他のピットについては、性格は不明である。

【周溝】　検出した範囲においては、カマド周辺を除き、断続的に壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規

模は、幅9 ～ 15㎝、深さ6 ～ 9㎝を測る。

【カマド】　北壁のやや東側に位置し、壁面に直交して付設される。東袖は、大半が失われている。西袖の規模は、長

さ39㎝、幅21㎝を測る。北壁に対して、西袖は西傾する。

　燃焼部の規模は、奥行き84㎝、幅15㎝、奥壁高12㎝を測り、奥壁は壁面から大きく張り出す。底面は、緩やかに

傾斜して奥壁側が高くなり、奥壁は緩やかに外傾して立ち上がる。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 焼土粒･褐色土ブロックを少量を含む。

2 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロック･黒色土ブロックを少量、酸化鉄を含む。

3 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 極暗赤褐色焼土を帯状に含む。

4 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土･黒色土ブロック、焼土粒を少量を含む。

5 10YR3/3 暗褐色 シルト なし ややあり 焼土ブロックを少量、焼土を一部帯状に含む。

6 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト なし ややあり 焼土ブロックを含む。

7 10YR2/1 黒色 砂質シルト なし ややあり

8 10YR3/4 暗褐色 シルト なし ややあり 黒色土ブロックを含む。焼土粒を少量含む。

9 10YR2/2 黒褐色 シルト なし ややあり 黒色土ブロックを含む。炭化物を含む。

10 10YR4/4 褐色 砂質シルト なし あり

11 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 黒褐色土ブロック･焼土粒を含む

12 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 黒褐色土ブロック･焼土粒･炭化物を含む。

13 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり

14 10YR5/6 明褐色 シルト なし あり

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

P1 1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし なし 褐色土･黒褐色土ブロック、酸化鉄班を含む。

P2 1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロックを含む。焼土粒を少量を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロック･炭化物･焼土少量を含む。

2 10YR4/4 褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土ブロックを含む。

P4 1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 褐色土･黄褐色土ブロックを含む。

P5 1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロックを含む。

① 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 焼土粒･炭化物を多量に含む。

② 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 炭化物を少量含む。

1 10YR3/2 黒褐色 シルト - -

2 2.5YR3/1 暗赤灰色 シルト - - 10YR4/1灰褐色土、2.5YR4/6赤褐色焼土粒を斑状に含む。

3 2.5YR3/1 暗赤灰色 シルト - - 10YR4/1灰褐色土ブロック、2.5YR4/6赤褐色焼土粒を含む。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 焼土粒･褐色土ブロックを少量を含む。

2 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロック･黒色土ブロックを少量、酸化鉄を含む。

3 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 極暗赤褐色焼土を帯状に含む。

4 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土･黒色土ブロック、焼土粒を少量を含む。

5 10YR3/3 暗褐色 シルト なし ややあり 焼土ブロックを少量、焼土を一部帯状に含む。

6 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト なし ややあり 焼土ブロックを含む。

7 10YR2/1 黒色 砂質シルト なし ややあり

8 10YR3/4 暗褐色 シルト なし ややあり 黒色土ブロックを含む。焼土粒を少量含む。

9 10YR2/2 黒褐色 シルト なし ややあり 黒色土ブロックを含む。炭化物を含む。

10 10YR4/4 褐色 砂質シルト なし あり

11 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 黒褐色土ブロック･焼土粒を含む

12 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 黒褐色土ブロック･焼土粒･炭化物を含む。

13 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり

14 10YR5/6 明褐色 シルト なし あり

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

P1 1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし なし 褐色土･黒褐色土ブロック、酸化鉄班を含む。

P2 1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロックを含む。焼土粒を少量を含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロック･炭化物･焼土少量を含む。

2 10YR4/4 褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土ブロックを含む。

P4 1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 褐色土･黄褐色土ブロックを含む。

P5 1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロックを含む。

① 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 焼土粒･炭化物を多量に含む。

② 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 炭化物を少量含む。

1 10YR3/2 黒褐色 シルト - -

2 2.5YR3/1 暗赤灰色 シルト - - 10YR4/1灰褐色土、2.5YR4/6赤褐色焼土粒を斑状に含む。

3 2.5YR3/1 暗赤灰色 シルト - - 10YR4/1灰褐色土ブロック、2.5YR4/6赤褐色焼土粒を含む。

土色

土色

P3

カマド

SI79(SI10)

カマド袖

掘り方

SK1

SK2

SI79(SI10)

0 2m(1:60)

0 1m(1:30)

0 2m(1:60)

カマド

カマド カマド

SI79

EPA′
10.30m
EPA EPB′

10.30m
EPB

SPC′
10.00m
SPCSPA′

10.40m
SPA

EPD′
10.40m
EPDEPC′

10.40m
EPC

SPB′
10.20m
SPB

1

P1

側溝

11

P4 P2 P4

1

9 10 7 10 5土器土器

6

1514

11

12

13

15

3

8

4 1

13

2

SK1① SK1②

2

3

1

側溝

周溝 周溝

SK2

EPA′

EPA

EPD′

EPD

EPC′

EPC

SPB′

SPB

EP
B′

EP
B

SPA′

SPA

SPC′

SPC

Pit30

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

側溝

SK1 P2 P3

P4

Pit30

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

側溝

カ
ク
ラ
ン

P1

P3P4

P2SK1

SK2

P5

X=-197115
Y=4838

X=-197115
Y=4845

X=-197115
Y=4844

X=-197112
Y=4845

X=-197112
Y=4844

X=-197112
Y=4838

X=-197112
Y=4838

X=-197115
Y=4838

0 1m(1:30) 0 10cm(1:3)

C-073

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土･黒褐色土ブロック、酸化鉄斑を含む。
P2 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。焼土粒を少量含む。

P3
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロック、炭化物･焼土を少量含む。(断面図なし)
2 10YR4/4 褐色 シルト にぶい黄褐色土ブロックを含む。(断面図なし)

P4 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土･黄褐色土ブロックを含む。
P5 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。(断面図なし)

SK1
① 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒褐色ブロック･焼土粒･炭化物を多量に含む。
② 10YR3/4 暗褐色 シルト 炭化物を少量含む。

SK2
1 10YR3/2 黒褐色 シルト
2 2.5YR3/1 暗赤灰色 シルト 10YR4/1灰褐色土、2.5YR4/6赤褐色焼土粒を斑状に含む。
3 2.5YR3/1 暗赤灰色 シルト 10YR4/1灰褐色土ブロック、2.5YR4/6赤褐色焼土粒を含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 27×24 18
P2 楕円形 48×48 12
P3 楕円形 84×57 13
P4 不明 69×(57) 9

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P5 円形 36×36 29
SK1 円形 85×83 19
SK2 隅丸長方形 89×55 34

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土粒･褐色土ブロックを少量含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロック、黒色土ブロックを少量、酸化鉄を含む。
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 極暗赤褐色焼土を帯状に含む。
4 10YR3/4 暗褐色 シルト にぶい黄褐色土ブロック、黒色土ブロック、焼土粒を少量含む。
5 - - - 註記なし。

カマド

6 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土ブロック少量、一部帯状に焼土を含む。
7 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト 焼土ブロックを含む。
8 10YR2/1 黒色 砂質シルト
9 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒色土ブロックを含む。焼土粒を少量含む。

10 10YR2/2 黒褐色 シルト 黒色土ブロックを含む。炭化物を含む。

カマド袖
11 10YR4/4 褐色 砂質シルト
12 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒褐色土ブロック、焼土粒を含む

掘り方
13 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒褐色土ブロック、焼土粒･炭化物を含む。
14 10YR3/4 暗褐色 シルト
15 10YR5/6 明褐色 シルト

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-073 Ⅴ区 SI79 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (18.3) - (4 .5 ) ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 外面被熱摩耗､

内面黒色処理 67

SI79　堆積土註記表

SI79　施設観察表

SI79　施設堆積土註記表

第 87 図　SI 79 竪穴住居跡 ( 2 )･ 出土遺物

1( 住居堆積土 )
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　煙道部の規模は、長さ141㎝、幅27㎝、深さ18 ～ 24㎝を測る。底面はほぼ平坦で、煙出し部に向かって下がる。

　煙出し部の規模は、上端径15㎝、煙道部からの深さ6㎝を測り、ピット状に窪む。底面は平坦で、壁面は外傾して

立ち上がる。

【その他の施設】　床面から1基、掘り方から1基の土坑を検出した。SK 1の平面形状は円形で、堆積土に焼土粒･炭

化物を多量に含む。SK2の平面形状は隅丸長方形で、焼土粒を含む。いずれの土坑も、性格は不明である。

【掘り方】　壁際および中央を溝状に掘り込む。深さは、8 ～ 21㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏1点を掲載した(第87図)。

　土師器坏は、住居堆積土からの出土である。底部は平底状の丸底と推定され、内湾する体部から外傾する口縁部に

いたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、段･稜を持たない。調整は、内外面ヘラミガキで、内面は黒色処理され

る。

【時期】　伴う土器は無いが、本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)と考えられるSI 80より新しいことから、本竪穴

住居跡の時期は、5a期以降と考えられる。

SI 80　竪穴住居跡 ( 第 88 ～ 95 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区西半、A･B- 8･ 9グリッドに位置する。西壁･東壁の一部とカマド煙道部･住居南半は、重複遺構

(SI79･84)と撹乱により失われている。東壁と南壁の一部は、調査区外へかかる。

【重複】　SI79･84･93、SX4と重複関係にあり、SI93より新しく、SI79･84、SX4より古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北837㎝、東西828㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　カマド煙道部基準でN-25°-Eである。

【堆積土】　19層に分層された。1 ～ 2層は住居堆積土で、暗褐色シルトを主体とし、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

3層は、周溝堆積土である。4 ～ 11層はカマド関連層位で、暗褐色シルトを主体とし、焼土ブロック･焼土粒･炭化物

を含む。12 ～ 16層はカマド袖構築土で、黒褐色シルトを主体とし、焼土粒･炭化物粒を含む。17 ～ 19層は、掘り

方堆積土である。

【壁面】　直線的に外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大42㎝を測る。

【床面】　平坦である。17･19層上面を床面とする箇所と、基本層Ⅳ層上面を床面とする箇所がある。

【柱穴】　床面から15基(P 1 ～ 15)、掘り方底面から3基(P 16 ～ 18)、総数18基検出した。床面から検出した15基

は、規模は様々であるが、平面形状は不整円形もしくは不整楕円形が多くみられる。このうち、P 1 ～ 3は、位置関係

と柱痕跡が確認されたことから、主柱穴に相当すると考えられる。掘り方底面で検出した3基は、規模･形態共に様々

である。これらのピットの堆積土は、暗褐色ないし黒褐色シルトを主体とし、焼土粒･炭化物粒を含むものが多くみら

れる。

【周溝】　検出した範囲においては、北壁のカマド付近を除き、壁際に沿って周る。北東･南西コーナー部は、段を持

つ。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅15 ～ 39㎝、深さ15 ～ 45㎝を測る。

【カマド】　北壁のやや東側に位置し、壁面に対して直交して付設される。煙道部の中央は、撹乱により失われている。

袖の規模は、西袖が長さ60㎝、幅48㎝、東袖は長さ84㎝、幅42㎝を測る。北壁に対し西袖は直交し、東袖はわず

かに西傾する。東袖の先端直下からは、径5㎝程の円礫をまとまって検出した。これら礫群は、カマド袖の構築にかか

わると考えられる。また、西袖の直近からは、カマドの芯材として使用されたと考えられる、強い被熱を受けた軟質砂

岩の切石を2点検出した。

　燃焼部の規模は、奥行き96㎝、幅72㎝、奥壁高15㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。底面は緩やかに起伏し、

奥壁に向かって若干下がる。奥壁は、外傾して立ち上がる。
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　煙道部の規模は、長さ171㎝、幅30㎝、深さ3 ～ 14㎝を測る。底面は、煙出し部へ向かって下がる。

　煙出し部の規模は、上端径18㎝、煙道部からの深さ3㎝を測り、ピット状に窪む。底面は平坦で、壁面はほぼ垂直

に立ち上がる。

【その他の施設】　床面から土坑を2基検出した。SK2は堆積土に焼土粒･炭化物粒を多量に含む。

【掘り方】　全面が掘り込まれ中央が島状に高まる。深さは6 ～ 21㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏3点･高坏2点･鉢1点･甕5点、須恵器蓋1点･坏1点･甕2点、土製品6点、金属製品1点、

礫石器2点、石製品1点を掲載した(第92 ～ 95図)。

　土師器坏3点(第92図- 1 ～ 3)は、1は床面施設(SK 1)堆積土、2は床面施設(P 13)堆積土、3は床面直上からの

出土である。1は、底部は丸底で、半球形に内湾する体部から短く外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と

体部の境は、段･稜を持たない。調整は、外面ヘラケズリのちヘラミガキ、内面ヘラミガキが施され、内面は黒色処理

される。2は、底部は丸底で、半球形に内湾する体部からわずかに内傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と

体部の境は、内外面とも稜を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施され、

内面は黒色処理される。3は、底部は丸底で、内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体

部の境は、外面に幅広の段、内面に稜を持つ。調整は、口縁部外面ヘラミガキ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガ

キが施され、内面は黒色処理される。

　高坏2点(第92図- 4･ 5)は、4は住居堆積土、5は床面施設(P 2)からの出土である。4･ 5とも坏部から脚上端部

の個体である。4の坏部は、内湾する体部から外反する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は外面に段、

内面に稜を持つ。脚部は4･ 5とも柱状で、5は二等辺三角形と推定される透かしが1窓残存する。調整は、口縁部外

面ヨコナデ、坏部･脚部外面ヘラケズリ、坏部内面ヘラミガキが施される。坏部内面は、黒色処理される。

　土師器鉢(第92図- 6)は、床面直上からの出土である。底部は丸底で、半球形に内湾する体部から外傾する口縁部

にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段･内面に稜を持つ。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面

ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施され、内面は黒色処理される。

　土師器甕(第92図- 7･ 8、第93図- 1 ～ 3)は、第92図- 7、第93図- 1は住居堆積土、第93図- 2は床面施設

(P 2)底面、第93図- 3は床面直上、第92図- 8は掘り方堆積土からの出土である。第92図- 7･ 8の胴部は長胴、第

93図- 1は球胴で、口縁部はともに外傾する器形を呈し、口縁部と胴部の境は、段を持つ。調整は、第92図- 7は口

縁部外面ヨコナデ、胴部外面ハケメ、口縁部内面ハケメ、胴部内面ヘラナデ、第93図- 1は口縁部内外面ヨコナデ、

胴部外面ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデが施される。第92図- 8は被熱による摩耗のため不明瞭だが胴部内外面ナデ

が施される。第93図- 2は、球形に内湾する胴部から内傾する口縁部にいたる器形を呈する。調整は口縁部内外面ヨ

コナデ、胴部外面ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデが施される。第93図- 3は球胴で、胴部の最大径は中位に持ち、最

大径部で屈曲する。調整は、外面ハケメのち下半ヘラケズリ、内面ヘラナデのち下半ハケメが施される。

　須恵器蓋(第93図- 4)は、住居堆積土からの出土である。ボタン状のつまみを持つ。天井から体部は内湾する器形

を呈し、口縁部はやや外傾して垂下する。カエリは、強く内傾し、端部は口縁部から突出する。

　須恵器坏(第93図- 5)は、床面施設(P 7)堆積土からの出土である。内湾する体部から、屈曲して緩やかに内傾する

口縁部にいたる碗形の器形を呈する。

　須恵器甕(第93図-6･7)は、6は住居堆積土、7は床面直上からの出土である。6は、口唇部の外面に凸帯を持つ。

7の底部は丸底で、球胴と推定される。調整は、ロクロ調整ののち、外面格子タタキ目のちヘラナデ、内面青海波文が

施される。

　土製品(第93図- 8、第94図- 1 ～ 5)は、第93図- 8、第94図- 1･ 2は床面施設(P 2)堆積土から出土した管状の

土錘、第94図- 3は掘り方堆積土から出土した紡錘形の土錘である。第94図- 4は住居堆積土から出土した土製円盤、
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第 88 図　SI 80 竪穴住居跡 ( 1 )
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第94図-5は床面施設(P7)堆積土出土の壁材と考えられる土製品である。

　金属製品(第94図-6)は、掘り方堆積土から出土した刀子である。

　石製品(第94図- 7)は床面施設(P 13)底面から出土した不整な扁平礫を素材とする砥石である。表裏両面及び一側

縁に砥面が形成される。表面の磨面には、幅の広い溝状の砥痕が複数確認される。表裏両面の磨面下端部は、小口

面に向けて磨面が形成されており、現在の形状のまま使用されていたと考えられる。側面の磨面は、使用により弓形を

呈している。器体上半の一部に被熱が確認される。石材は砂岩を使用している。

　礫石器2点(第95図- 1･ 2)は、1は床面施設(P 13)底面、2は掘り方堆積土からの出土である。1は、不整な円礫
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第 89 図　SI 80 竪穴住居跡 ( 2 )-掘り方完掘時施設検出状況
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を素材とする台石である。表面にのみ磨面が形成されている。磨面の範囲は広範であるが、線条痕は確認できなかっ

た。石材は、硬質な安山岩である。2は、楕円礫を素材とする敲石である。表面の器体上部及び側縁から下端部にか

けて敲打痕が形成される。比較的硬質な石材を使用しており、原形状の変形は小さい。上半部を欠損し、欠損面に使

用痕跡は認められない。石材は凝灰岩を使用している。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器坏(第92図- 3)、鉢(第92図- 6)、須恵器甕(第93図- 6)

と床面施設(P 2)底面から出土した土師器甕(第93図- 2)は本竪穴住居跡に伴うと考えられる。本書の時期区分では

5a期(7世紀中葉～後葉)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示している。
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遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不整楕円形 102×84 81
P2 楕円形 96×90 84
P3 楕円形 87×81 78
P4 不整形 42×36 33
P5 楕円形 96×84 36
P6 不整形 24×24 19
P7 不明 (57)×48 27
P8 楕円形 60×(48) 33
P9 円形 39×39 18

P10 不整円形 97×87 27

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P11 楕円形 60×45 48
P12 不明 42×(39) 60
P13 円形 54×48 18
P14 不整楕円形 60×48 18
P15 不整円形 63×60 30
P16 不整楕円形 114×54 15
P17 不整楕円形 117×90 12
P18 不整円形 (63)×54 27
SK1 不明 90×36 24
SK2 不整楕円形 (63)×(57) 30

第 90 図　SI 80 竪穴住居跡 ( 3 )

SI80　施設観察表
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部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土小ブロックを少量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。黒褐色土小ブロックをわずかに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土小ブロックをわずかに含む。

周溝 3 - - - 註記なし。

カマド

4 10YR4/4 褐色 シルト 炭化物･焼土粒を微量に含む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロック･焼土ブロックを多量に含む。
6 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土･焼土粒小ブロックをわずかに含む。
7 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土小ブロックを含む。
8 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土･焼土粒小ブロックをわずかに含む。
9 10YR3/4 暗褐色 シルト 径5 ～ 10㎜の焼土粒を微量に含む。

10 10YR3/4 暗褐色 シルト 焼土ブロック･焼土粒を多量に含む。一部に黒色土ブロックを含む。
11 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒褐色･焼土粒小ブロックを微量に含む。一部に焼土を帯状に含む。

カマド袖

12 10YR3/1 黒褐色 シルト 10YR2/3黒褐色土ブロックを含む。
13 10YR2/3 黒褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土ブロックを含む。
14 10YR3/2 黒褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒を含む。
15 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土小ブロック、焼土粒を含む。
16 2.5YR4/3 オリーブ褐色 砂

掘り方
17 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR4/4褐色土を帯状に含む。
18 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR2/2黒褐色土ブロックを多量に含む。
19 10YR4/4 褐色 シルト 10YR3/4暗褐色土ブロックを少量含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。(柱痕跡)
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土･黒褐土ブロックを少量含む。
3 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 黄褐色土小ブロックを含む。
4 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト
5 10YR3/3 暗褐色 シルト

P2

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土･黒褐色土小ブロックを少量、焼土粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒褐色土ブロックを少量含む。
3 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 焼土粒を含む。
4 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 暗褐色土ブロックを少量、径5㎜程の骨片を含む。
5 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 黒褐色土を帯状に含む。
6 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 焼土を帯状に含む。
7 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黒色土ブロックを多量に含む

P3

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土･黒褐色土小ブロック･炭化物粒を含む。(柱痕跡)
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土小ブロックを少量含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土小ブロックを多量に含む。
4 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒褐色土ブロック･炭化物粒を少量含む。
5 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 径10 ～ 15㎜の焼土ブロックを含む。
6 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 褐色土小ブロックを含む。

P4
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土小ブロックを少量、炭化物粒をわずかに含む。
2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 褐色土ブロックを帯状に含む。

P5
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土を斑状に含む。
2 10YR2/2 黒褐色 シルト 炭化物粒を微量に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土ブロックを含む。

P6 - - - - 断面図なし。

P7
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土小ブロックをわずかに含む。　　
2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 褐色土ブロックを多量、下部に焼土粒を含む。上部に径100㎜の楕円形の礫を含む。

P8

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを少量、炭化物粒をわずかに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 褐色土ブロックを少量含む。
3 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト
4 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト

P9
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 一部に黄褐色粘土ブロックを含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 褐色土小ブロックを多量、炭化物粒をわずかに含む。

P10
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒をわずかに含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを多量、焼土粒をわずかに含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 シルト にぶい黄褐色土ブロックを多量、黒褐色土ブロック･焼土をわずかに含む。炭化物を帯状に含む。

P11
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物粒･焼土粒をわずかに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 褐色土ブロックを少量含む。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 黒褐色土ブロックを少量含む。

P12
1 10YR3/4 暗褐色 シルト
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを少量含む。

SI80　堆積土註記表

SI80　施設堆積土註記表(1)

第 91 図　SI 80 竪穴住居跡 ( 4 )
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C-083

部位 層位 土色 土性 備考

P13
1 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒褐色土ブロックを少量、炭化物粒･焼土粒を微量に含む。径120㎜の円礫、一辺150㎜の角礫を含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒色土ブロックを少量含む。

P14
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 2.5YR4/4にぶい赤褐色焼土粒･炭化物粒を含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 5YR3/1黒褐色焼土粒を含む。

P15
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物粒をわずかに、褐色土小ブロックを含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土･黒褐色土小ブッロクを含む。

P16
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 2.5YR4/4にぶい赤褐色焼土粒を含む。
2 2.5YR2/1 赤黒色 - 2.5YR4/4にぶい赤褐色焼土を含む。(焼土層)
3 2.5YR3/3 暗オリ－ブ褐色 砂質シルト 2.5YR4/4にぶい赤褐色焼土粒を含む。

P17
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色土ブロックを多量に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/2灰黄褐色土･10YR5/6黄褐色土ブロックを少量含む。

P18
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 2.5YR4/4にぶい赤褐色焼土粒･炭化物を含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒を含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト

SK1

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土･黒褐色土ブロックを多量に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土小ブロックを少量含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒を少量含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 灰黄褐色土ブロックを多量に含む。

SK2
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物粒･焼土粒をわずかに含む。
2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 褐色土ブロックを少量、径5 ～ 15㎜の焼土粒･炭化物粒を多量に含む。焼土を帯状に含む。

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-075 Ⅴ区 SI80 SK1堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (10.1) - (3 .7 )

口縁～体上半：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→
ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体下半～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 67

2 C-086 Ⅴ区 SI80 P13堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (9.2) - 5 .0 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体：ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、内面摩耗 67

3 C-076 Ⅴ区 SI80 床面直上 土師器 坏 口縁
～底 (15.2) - 5 .2 口縁：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 67

4 C-079 Ⅴ区 SI80 住居堆積土 土師器 高坏 坏 (11.2) - (4 .3 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
坏～脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ

透し3窓､坏内面黒色処
理 67

5 C-078 Ⅴ区 SI80 P2堆積土 土師器 高坏 坏底
～脚 - - (3 .7 ) ﾍﾗｹｽﾞﾘ 坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ
坏内面黒色処理､透かし
1窓残存､脚内面工具当
たり

67

6 C-077 Ⅴ区 SI80 床面直上 土師器 鉢 口縁
～底 18.1 - 8 .7 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 67

7 C-080 Ⅴ区 SI80 住居堆積土 土師器 甕 口縁
～胴 (17.0) - (8 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴：ﾊｹﾒ
口縁：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 67

8 C-083 Ⅴ区 SI80 掘り方堆積土 土師器 甕 口縁
～胴 (15.2) - (9 .5 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、

胴：ﾅﾃﾞ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾅﾃﾞ 内外面被熱摩耗 67

第 92 図　SI 80 竪穴住居跡出土遺物 ( 1 )

6( 床面直上 )

4( 住居堆積土 )

2(P13 堆積土 )1(SK1 堆積土 ) 3( 床面直上 )

5(P2 堆積土 )

7( 住居堆積土 ) 8( 掘り方堆積土 )

SI80　施設堆積土註記表(2)
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C-082

C-082

西台畑遺跡 4・5・7次

C-085

C-085

西台畑遺跡 4・5・7次

E-008

E-008

西台畑遺跡 4・5・7次

E-007

E-007

西台畑遺跡 4・5・7次

E-009

E-009

西台畑遺跡 4・5・7次

E-010

E-010

西台畑遺跡 4・5・7次

P-006

0 10cm(1:3)

C-084

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-082 Ⅴ区 SI80 住居堆積土 土師器 甕 口縁
～胴 (14.5) - (13 .1 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 67

2 C-085 Ⅴ区 SI80 P2底面 土師器 甕 口縁
～底 (12.3) 7 .7 12 .4 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ

外面被熱摩耗､
口縁歪み有り 67

3 C-084 Ⅴ区 SI80 床面直上 土師器 甕 胴～底 - (7 .9 ) (16 .7 ) 胴上半：ﾊｹﾒ､胴下半：ﾊｹﾒ
→ﾍﾗｹｽﾞﾘ､底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

胴上半：ﾍﾗﾅﾃﾞ､
胴部下半：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾊｹﾒ 内外面摩耗 68

4 E-008 Ⅴ区 SI80 住居堆積土 須恵器 蓋 つまみ
～口縁 9.0 - 3 .1 ﾛｸﾛ調整､

天井：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 68

5 E-007 Ⅴ区 SI80 P7堆積土 須恵器 坏 口縁
～底 (9.6) - (5 .0 ) ﾛｸﾛ調整､

体下半：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 68

6 E-009 Ⅴ区 SI80 住居堆積土 須恵器 甕 口縁 - - (3 .4 ) ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ調整 68

7 E-010 Ⅴ区 SI80 床面直上 須恵器 甕 胴～底 - - (13 .6 ) ﾛｸﾛ調整→格子ﾀﾀｷ目→
ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整→青海波文 焼成甘い 68

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚
8 P-006 Ⅴ区 SI80 P2堆積土 土製品 土錘 9.8 5 .1 4 .8 254 .8 ﾅﾃﾞ､孔径2.4㎝､管状､完形 68

第93図　SI80竪穴住居跡出土遺物(2)

4( 住居堆積土 )

1( 住居堆積土 )

6( 住居堆積土 )

7( 床面直上 )

5(P7 堆積土 )

2(P2 底面 )

8(P2 堆積土 )

3( 床面直上 )
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0 10cm(1:3)

P-009

P-009

西台畑遺跡 4・5・7次

P-010

N-004

磨

磨

磨

Kc-40

P-011

P-007 P-008

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚
1 P-007 Ⅴ区 SI80 P2堆積土 土製品 土錘 10.8 5 .2 5 .1 302 .4 ﾅﾃﾞ､孔径2.4㎝､管状､完形 68
2 P-008 Ⅴ区 SI80 P2堆積土 土製品 土錘 12.2 5 .4 5 .4 (333 .7 ) ﾅﾃﾞ､孔径2.1㎝､管状､略完形 68
3 P-009 Ⅴ区 SI80 掘り方堆積土 土製品 土錘 6.2 1 .4 1 .4 (4 .3 ) ﾅﾃﾞ､孔径0.3㎝、紡錘形 68

4 P-010 Ⅴ区 SI80 住居堆積土 土製品 土製
円盤 (2.3) (2 .4 ) 0 .5 (2 .7 ) ﾅﾃﾞ､表面に線刻 68

5 P-011 Ⅴ区 SI80 P7堆積土 土製品 壁材 (5.0) (5 .9 ) (0 .9 ) (20 .4 ) 68

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚

6 N-004 Ⅴ区 SI80 掘り方堆積土 金属
製品 刀子 (4.9) (1 .4 ) (0 .25) (3 .7 ) 68

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

7 Kc-040 Ⅴ区 SI80 P13底面 礫石器 砥石 24.5 17 .6 5 .0 2232 .06 砂岩 不整形扁平礫、砥(3面)、線条痕あり、溝状痕あり、被熱あ
り、欠損あり 68

3( 掘り方堆積土 )

5(P7 堆積土 )

4( 住居堆積土 )

6( 掘り方堆積土 )

第 94 図　SI 80 竪穴住居跡出土遺物 ( 3 )

7(P13 底面 )

2(P2 堆積土 )
1(P2 堆積土 )
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西台畑遺跡4・5・7次

Kc-10

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-10

磨

磨

西台畑遺跡4・5・7次

Kc-14

Kc-14

0 10cm(1:3)

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量 
(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚
1 Kc-010 Ⅴ区 SI80 P13底面 礫石器 台石 21.6 20 .9 6 .9 4244 .67 安山岩 円礫、磨(1面) 69

2 Kc-014 Ⅴ区 SI80 掘り方
堆積土 礫石器 敲石 (8.0) 6 .6 4 .3 (291 .21) 凝灰岩 楕円礫、敲(3箇所)程度強 68

第95図　SI80竪穴住居跡出土遺物(4)

2( 掘り方堆積土 )

1(P13 底面 )

120

SI81　竪穴住居跡(第96 ～ 104図)
【位置･確認】　Ⅴ区西半、A･B-8グリッドに位置する。南壁付近は、撹乱により失われている。

　本竪穴住居跡の掘り方底面からは、ピット1基と土坑3基のほか、断続的に周る周溝と、間仕切り溝と考えられる溝

跡を検出した。このことから、本竪穴住居跡は建て替えが行われたと考えられるが、床面を確認したのは1面のみのた

め、以下では新段階･古段階と区別せず、一括して記載する。

【重複】　検出した範囲においては、他遺構との重複関係は無い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北479㎝、東西504㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　カマド煙道部基準でN-48°-Wである。

【堆積土】　36層に分層された。1 ～ 15層は住居堆積土で、暗褐色･黒褐色シルトを主体とし、焼土粒･炭化物粒を

含む層が多くみられる。16･ 36層は、周溝堆積土である。17 ～ 24層はカマド関連層位で、大半の層に焼土粒･炭化

物粒を含む。25 ～ 31層はカマド袖構築土で、黒褐色･にぶい黄褐色シルトを主体とする。32 ～ 35層は、掘り方堆

積土である。

【壁面】　やや外反して立ち上がる。残存する壁高は、最大42㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦だが、北東コーナー付近が若干低くなる。32･33層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から5基、掘り方から1基検出した。床面から検出したP 1 ～ 4は、柱痕跡は確認されなかったが、位置

関係と、底面に円形の落ち込みがみられたことから、主柱穴に相当すると考えられる。P 4からは、検出面および掘り

方から多量の遺物が出土した。P5･6に関しては、性格は不明である。
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【周溝】　検出した範囲においては、カマド直下を除く北壁と東壁、南壁は壁際に沿って周り、西壁は、壁からやや離れ

た位置を周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅18 ～ 32㎝、深さ13㎝を測る。

　また、掘り方で検出した周溝は、北壁東半と東壁は壁際に沿って、北壁西半と南西コーナーは壁からやや離れた位

置で周る。

【カマド】　北壁中央に位置し、壁面に対して直交して付設される。袖の規模は、西袖が長さ89㎝、幅34㎝、東袖が

長さ84㎝、幅34㎝を測る。北壁に対して、西袖は東傾、東袖は直交する。両袖の末端からは、芯材と考えられる自然

礫を検出した。これら自然礫には、掘り方が認められ、下部を掘り方に据えられ直立した状態で検出した。西袖の自然

礫は、燃焼部側の側面が被熱しており、カマド使用時に露出していた可能性が考えられる。

　燃焼部の規模は、奥行き116㎝、幅53㎝、奥壁高7㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。底面は皿状に窪み、中央

はピット状に落ち込む。奥壁は緩やかに外傾して立ち上がる。

　煙道部の規模は、長さ149㎝、幅28㎝、深さ4 ～ 24㎝を測り、煙出し部に向かって緩やかに上がる。

　煙出し部の規模は、上端径22㎝、煙道部からの深さ8㎝を測り、ピット状に浅く窪む。底面は皿状で、壁面は緩や

かに外傾して立ち上がる。

【その他の施設】　床面から2基(SK 1･ 2)、掘り方から4基(SK 3 ～ 6)の土坑と、掘り方から間仕切り溝と考えられる溝

跡を検出した。土坑は、円形もしくは楕円形を呈する。規模は様々で、深さは概ね15㎝前後を測る。SK 6の底面から

は、円礫を検出した。間仕切り溝の規模は、幅10 ～ 31㎝、深さは、5 ～ 11㎝を測る。

【掘り方】　東西方向では、断面が台形状に掘り込まれる。深さは6㎝～ 19㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏10点･高坏3点･鉢2点･甕11点、ミニチュア1点、須恵器平瓶1点･横瓶1点、土製品5点、

礫石器8点を掲載した(第98 ～ 104図)。

　土師器坏10点(第98図- 1 ～ 10)は、5･ 9は床面直上、6は床面施設(P 4)、1 ～ 3･ 7･ 8･ 10は住居堆積土から

の出土である。4は、カマド燃焼部堆積土から高坏( 13)と重なった状態で出土している。1･ 2は、鬼高系土師器(南

小泉型関東系土器)の特徴を有する。底部は、丸底、もしくは丸底と推定される。1は、扁平に内湾する体部から内

傾する口縁部にいたる器形を呈する。2は、緩やかに内湾する扁平な体部から直線的に外傾する口縁部にいたる器形

を呈する。口縁部と体部の境は、1は外面に段、内面に稜、2は内外面に稜を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナ

デ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデのち、2は縦方向のヘラミガキが施される。2の外面は黒色漆仕上げされ

る。3 ～ 6は、底部は丸底と推定され、内湾する体部から内傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境

は、外面に3･ 4･ 6は段、5は沈線状の段を持ち、内面はいずれも稜を持つ。調整は、いずれも口縁部外面ヨコナデ、

体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施され、5は内面、6は内外面黒色処理される。7･ 8は、底部は丸底と推定さ

れ、緩く内湾する扁平な体部から強く外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段、内面

に明瞭な稜を持つ。調整は、口縁部外面が、7はヘラミガキ、8はヨコナデで異なるが、そのほかの部位に関しては、

体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキと同様の調整が施される。いずれも、内面黒色処理される。9は、底部は丸底と

推定され、半球形に内湾する体部から「S」字状の口縁部が内傾する器形を呈する。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体

部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施され、内外面は黒色処理される。外面は、被熱している。10は、底部は平底

状の丸底と推定され、緩やかに内湾する体部から短く外傾する口縁部にいたる器形を呈する。調整は、口縁部外面ヘ

ラミガキ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施され、内外面は、黒色処理される。

　土師器高坏3点(第98図- 11 ～ 13)は、11は床面直上、12はカマド東側の北壁際床面直上から、13はカマド燃

焼部堆積土から坏( 4)と重なった状態で出土した。11･ 12は、脚部のみの出土である。11は柱状中実、12は柱状中

空で、裾部はラッパ状に開くと推定される。調整は、外面ヘラケズリ、内面は坏部ヘラミガキ、脚部ヘラナデが施され、

坏部内面は黒色処理される。13は、坏部は緩やかに内湾する体部から外反して開く口縁部にいたる。口縁部と体部の
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境は明瞭な段を持つ。脚部は柱状中空で、ラッパ状に開く裾部へといたる。坏部と脚部の境は、屈曲する。調整は、

口縁部外面ヨコナデ、坏体部外面から脚部内外面ヘラケズリ、裾部内外面ヨコナデ、坏部内面ヘラミガキが施される。

　土師器鉢2点(第99図- 1･ 2)は、1は掘り方で検出した間仕切り溝堆積土、2は住居堆積土からの出土である。1

は、底部は丸底と推定され、内湾する体部から、緩く外反する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、

段を持つ。2は、内湾して体部から口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、段を持つ。2点とも調整は、

口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、体部内面ヘラナデが施される。

　土師器甕11点(第99図- 3 ～ 6、第100図- 1 ～ 5、第101図- 1･ 2)は、第99図- 4･ 5、第100図- 1 ～ 3は床面

直上、第99図- 3･ 6は住居堆積土、第100図- 4は床面施設(P 2)、第101図- 1は床面施設(P 3)、第100図- 5、第

101図- 2は床面施設(P 4)からの出土である。このうち、第99図- 5は床面施設(P 4)堆積土出土遺物と、第100図

-5、第101図-1･2は床面出土遺物との接合関係がみられた。第99図-3 ～ 6、第100図-1 ～ 4は、長胴を呈する土

師器甕である。第99図- 3･ 4は、胴部の最大径を下位に持ち、第99図- 5･ 6、第100図- 1 ～ 4は中位に持つ。口

縁部と体部の境は、第99図- 3･ 5･ 6、第100図- 1･ 2･ 4は段を持ち、第99図- 4、第100図- 3は段･稜を持たない。

口縁部は、第99図- 3･ 4、第100図- 2は外反、第99図- 5･ 6、第100図- 1･ 3は外傾、第100図- 4は直立する。

第100図- 5、第101図- 1･ 2は、球胴を呈する土師器甕で、胴部最大径を中位に持つ。第101図- 1は、最大径部を

境に胴部下半は急激にすぼまる。口縁部は、外反･外傾し、口縁部と胴部の境は、いずれも段を持つ。これら甕の調

整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデを基調とする。第100図- 2･ 4、第101図- 2

の胴部外面には、部分的なヘラミガキが施される。第101図-1は、摩耗が著しいが胴部外面にナデが観察される。

　土師器ミニチュア(第101図-3)は、鉢形で、外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施される。

　須恵器2点(第101図-4･5)は、いずれも堆積土からの出土である。4は平瓶の肩部、5は横瓶の体部と推定される。

　土製品5点(第101図- 6 ～ 10)は、6は掘り方で検出した間仕切り溝堆積土、7は住居堆積土から出土した土製勾

玉である。8 ～ 10は住居堆積土から出土した土玉である。

　礫石器8点(第102図- 1 ～ 4、第103図- 1 ～ 3、第104図- 1)は、第102図- 1 ～ 4、第103図- 1･ 2、第104図- 1

は住居床面、第103図-3は掘り方底面からの出土である。

　第102図- 1は、楕円礫を素材とする凹痕･敲打痕の残る礫石器である。表裏両面器体上部に凹痕が確認され、敲

打痕は一側縁及び下端部に確認される。上端部は欠損しており、欠損面に使用痕跡は確認されない。比較的軟質な石

材を使用しており、凹痕･敲打痕が形成された部位は、いずれも原形状が変形している。多孔質な石英安山岩質凝灰

岩を使用している。

　第102図- 2は円礫を素材とする磨石である。表側器体中央に線条痕を伴う磨面が確認される。線条痕は概ね左上

部から右下部の方向に形成されている。上端部を欠損しており、欠損面に使用痕跡は認められない。石材は硬質な安

山岩を使用しており、原形状の変形は見られない。

　第102図- 3は楕円礫を素材とし、表側器体中央に線条痕及び溝状痕が確認されるが、磨面は形成されていない。

痕跡は僅かではあるが、長軸に対し左上部から右下部方向へ傾いている。一部に刃物痕が確認される。石材は、凝灰

岩を使用している。

　第102図- 4、第103図- 1 ～ 3、第104図- 1は、台石である。第102図- 4は扁平な楕円礫を素材とし、表裏両面

に敲打痕が確認され、表面上部には凹痕も形成される。裏面には短軸方向の線条痕が確認されるが、磨面は形成され

ていない。上端部は、欠損する。下半部の一部に被熱が確認される。石材は、石英安山岩質凝灰岩を使用している。

第103図- 1は扁平な円礫を素材とし、表裏両面の器体中央に磨面が形成されており、裏面は線条痕を伴う。磨面は、

表面の方が範囲も広く磨痕も顕著である。石材は、安山岩を使用している。第103図- 2は楕円礫を素材とし、表裏両

面の器体中央に磨面が形成され、線条痕及び溝状痕を伴う。表側では長軸方向の線条痕及び溝状痕と、直行して短軸
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第 96 図　SI 81 竪穴住居跡 ( 1 )

123

方向に形成される痕跡が顕著に確認される。石材は、石英安山岩質凝灰岩を使用している。第103図- 3は、楕円礫

を素材とし、器体中央に敲打痕が確認される。石材は、多孔質な石英安山岩質凝灰岩である。第104図- 1は不整な

円礫を素材とし、表面下半には顕著な磨面が発達し、微細な線条痕が伴う。表面上半は、敲打痕が発達し、広範囲に

広がるが凹痕となる箇所はない。裏面には線条痕及び溝状痕が顕著に確認されるが、磨面は形成されていない。裏面

にも敲打痕が確認されるが、表面に比べ範囲は狭い。上半は欠損する。表裏両面に被熱痕跡が認められ、被熱範囲

が欠損面に及ぶことから欠損後に被熱したと考えられる。石材は、凝灰岩を使用している。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器坏(第98図- 5･ 9)、土師器高坏(第98図- 11･ 12)、土師

器甕(第99図- 4･ 5、第100図- 1 ～ 3)、土師器ミニチュア(第101図- 3)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられる。ま

た、床面施設から出土した土師器甕(第100図-5、第101図-1･2)は、床面出土遺物と接合関係がみられたことから、

同様に本竪穴住居跡に伴うと考えられる。本書の時期区分では、4a期( 6世紀末葉)の土器であり、本竪穴住居跡の時

期を示している。
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第 97 図　SI 81 竪穴住居跡 ( 2 )-掘り方完掘時施設検出状況
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遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 104×89 53
P2 楕円形 75×63 47
P3 不整円形 80×80 53
P4 楕円形 95×80 46
P5 楕円形 37×34 5
P6 隅丸長方形 50×26 12

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
SK1 楕円形 89×77 7
SK2 不明 56×(33) 5
SK3 楕円形 72×50 11
SK4 楕円形 44×38 13
SK5 円形 70×68 11
SK6 楕円形 55×44 14

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土･炭化物粒を少量含む。
2 10YR2/3 黒褐色 シルト 焼土･炭化物･Ⅳ層ブロックを少量含む。
3 10YR1.7/1 黒色 シルト 炭化物粒を多量、焼土粒を少量含む。
4 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物粒を微量に含む。褐灰色砂質シルトを一部帯状に含む。
5 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。
6 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックによる埋土。焼土粒を微量に含む。
7 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径50㎜程度の黒褐色ブロック･Ⅳ層ブロックを含む。炭化物･焼土粒を微量に含む。
8 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト
9 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 径30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

10 10YR4/4 褐色 粘土質シルト
11 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径10㎜の焼土粒を多量に含む。
12 10YR4/4 暗褐色 シルト 黒褐色土小ブロックを含む。焼土粒･炭化物粒を少量含む
13 - - - 註記なし。
14 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/6黄褐色土ブロック･焼土粒･炭化物粒を含む。
15 5YR2/1 黒褐色 シルト 2.5YR5/6明赤褐色焼土粒･炭化物粒を含む。

周溝 16 - - - 註記なし。

カマド

17 10YR1.7/1 黒褐色 シルト 径30㎜の焼土ブロックを多量に含む。
18 10YR2/1 黒色 シルト 焼土粒･炭化物粒･褐色土小ブロックを含む。
19 10YR4/4 褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒をわずかに含む。
20 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒褐色土ブロックを多量、焼土粒をわずかに含む。
21 2.5YR4/4 にぶい赤褐色 シルト 被熱により変色。
22 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 焼土粒を多量に含む。黒褐色土を帯状に含む。
23 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 焼土を多量に含む。
24 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 焼土粒･炭化物粒を含む。一部に焼土を含む。

カマド袖

25 10YR6/4 にぶい黄褐色 シルト
26 2.5YR3/3 暗赤褐色 シルト
27 10YR6/4 にぶい黄褐色 シルト
28 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト
29 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/6黄褐色土ブロックを含む。
30 5YR2/1 黒褐色 シルト 2.5YR5/6明赤褐色焼土粒･炭化物を含む。
31 10YR4/5 にぶい黄褐色 シルト

掘り方

32 10YR3/2 暗褐色 シルト 褐色土･黒褐色土小さなブロックを少量含む。
33 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土･黄褐色土ブロックを全体に多量、黒褐色土ブロックを全体に微量に含む。
34 10YR3/1 黒褐色 シルト 灰黄褐色土ブロックを帯状に含む。明褐色土粒を含む。
35 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土･灰黄褐色土を帯状に含む。

周溝 36 - - - 註記なし。

部位 層位 土色 土性 備考

P1

1 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒褐色土ブロックを含む。焼土粒を少量含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。焼土粒を少量含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土･にぶい黄褐色土ブロックを含む。
4 10YR3/4 暗褐色 シルト 酸化鉄斑を含む。

P2

1 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒褐色土･褐色土ブロックを含む。
2 10YR4/4 褐色 シルト 黒褐色土ブロック･炭化物を含む。
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロック･焼土･炭化物を含む。
4 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。

P3

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。炭化物を少量含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物･焼土粒を少量を含む。
3 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 暗褐色土ブロック･炭化物を含む。
4 10YR3/2 黒褐色 シルト 炭化物･焼土粒を少量含む。
5 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 焼土粒を少量、褐色土･黒褐色土ブロックを含む。

P4

1 10YR4/4 褐色 シルト 黒褐色土ブロックを含む。炭化物を少量を含む。
2 10YR2/3 黒褐色 シルト 10YR5/6黄褐色土を 斑状に含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト
4 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色土ブロックを多量に含む。
5 10YR2/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色土ブロックを多量に含む。

P5 - - - - 断面図なし。
P6 - - - - 断面図なし。
SK1 ① - - - 註記なし。
SK2 - - - - 断面図なし。

SK3

1 10YR2/1 黒色 粘土質シルト にぶい黄褐色土･褐色土･灰白色土ブロックを少量、径5 ～ 20㎜の焼土粒･炭化物粒を多量に含む。
2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 褐色土ブロックを少量含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 径5㎜の焼土粒を多量に含む。
4 10YR4/4 褐色 粘土質シルト

SK4
1 10YR4/4 褐色 シルト 焼土を帯状に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土、黒褐色土ブロックを多量、焼土粒を少量含む。

SK5
1 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 暗褐色土を少量含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 黒褐色土をわずかに含む。

SK6
1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 黒褐色土ブロックを少量含む。
2 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 暗褐色土ブロック、焼土粒を多量に含む。
3 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 径50 ～ 70㎜の礫を含む。

SI81　堆積土註記表

SI81　施設堆積土註記表

SI81　施設観察表
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0 10cm(1:3)

C-102

C-095

C-091

C-092

C-093

C-101

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-090 Ⅴ区 SI81 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (14.7) - (3 .9 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 69

2 C-091 Ⅴ区 SI81 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (15.9) - (3 .4 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体～底：ﾍﾗﾅ
ﾃﾞ→放射状ﾍﾗﾐｶﾞｷ 外面黒色漆仕上げ 69

3 C-098 Ⅴ区 SI81 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (14.2) - (4 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体～底：ﾍﾗﾅ

ﾃﾞ→放射状ﾍﾗﾐｶﾞｷ 69

4 C-089 Ⅴ区 SI81 カマド堆積土 土師器 坏 口縁
～底 13.1 - 5 .3 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗﾐｶﾞｷ 69

5 C-092 Ⅴ区 SI81 床面直上 土師器 坏 口縁
～体 (13.9) - (3 .7 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 69

6 C-094 Ⅴ区 SI81 P4堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (14.1) - (3 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内外面黒色処理 69

7 C-096 Ⅴ区 SI81 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (16.0) - (4 .3 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 69

8 C-097 Ⅴ区 SI81 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (13.8) - (3 .6 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 外面体部摩耗､内面黒色

処理 69

9 C-095 Ⅴ区 SI81 床面直上 土師器 坏 口縁
～体 (13.6) - (7 .5 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内外面黒色処理､外面被

熱摩耗 69

10 C-093 Ⅴ区 SI81 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (15.2) - (3 .1 ) 口縁：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内外面黒色処理 69

11 C-102 Ⅴ区 SI81 床面直上 土師器 高坏 脚 - - (5 .9 ) 脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ 坏部内面黒色処理､歪み
あり 69

12 C-101 Ⅴ区 SI81 床面直上 土師器 高坏 坏底
～脚 - - (7 .8 ) 脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､裾：ﾖｺﾅﾃﾞ 坏：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､脚：ﾍﾗﾅﾃﾞ 坏部内面黒色処理 69

13 C-100 Ⅴ区 SI81 カマド堆積土 土師器 高坏 略完形 14.7 10 .1 10 .2
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

口縁：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
脚：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→裾：ﾖｺﾅﾃﾞ

69

第 98 図　SI 81 竪穴住居跡出土遺物 ( 1 )

3( 住居堆積土 )
1( 住居堆積土 )

7( 住居堆積土 )

6(P4 堆積土 )5( 床面直上 )4( カマド堆積土 )

2( 住居堆積土 )

8( 住居堆積土 )

10( 住居堆積土 )

9( 床面直上 )

12( 床面直上 )11( 床面直上 ) 13( カマド堆積土 )
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0 10cm(1:3)

C-099

C-107

C-103

C-104

C-113

C-106

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-099 Ⅴ区 SI81 間仕切り溝
堆積土 土師器 鉢 口縁

～体 (21.8) - (7 .4 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 69

2 C-113 Ⅴ区 SI81 住居堆積土 土師器 鉢 口縁
～体 (11.4) - (6 .3 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 69

3 C-107 Ⅴ区 SI81 住居堆積土 土師器 甕 口縁
～胴 (15.4) - (11 .3 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 69

4 C-106 Ⅴ区 SI81 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 15.7 - (15 .5 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 69

5 C-103 Ⅴ区 SI81 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 16.2 - (26 .7 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面摩耗 69

6 C-104 Ⅴ区 SI81 住居堆積土 土師器 甕 口縁
～胴 (16.4) - (21 .2 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 内面摩耗 70

第 99 図　SI 81 竪穴住居跡出土遺物 ( 2 )

6( 住居堆積土 )

5( 床面直上 )

4( 床面直上 )

3( 住居堆積土 )

2( 住居堆積土 )
1( 間仕切り溝堆積土 )
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C-112

C-109

C-105

C-114

0 10cm(1:3)

C-108

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-105 Ⅴ区 SI81 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (13.6) - (11 .7 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面摩耗 70

2 C-114 Ⅴ区 SI81 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (18.0) - (18 .2 )

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴上半：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾅﾃﾞ､
胴下半：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面胴部被熱 70

3 C-108 Ⅴ区 SI81 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (19.2) - (5 .5 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、

胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 70

4 C-112 Ⅴ区 SI81 P2堆積土 土師器 甕 口縁
～底 13.9 7 .1 16 .2

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴上半：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
胴下半：ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾕﾋﾞｵｻｴ、
底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 70

5 C-109 Ⅴ区 SI81 P4堆積土 土師器 甕 口縁
～胴 (21.4) - (26 .9 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 70

第 100 図　SI 81 竪穴住居跡出土遺物 ( 3 )

5(P4 堆積土 )

2( 床面直上 )

4(P2 堆積土 )

1( 床面直上 )

3( 床面直上 )
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C-111

C-110

E-012

E-011

P-013

P-016

P-012

P-014

P-015

0 10cm(1:3)

C-376

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-110 Ⅴ区 SI81 P3堆積土 土師器 甕 口縁
～底 (19.8) - (26 .6 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾅﾃﾞ､

底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱摩耗 70

2 C-111 Ⅴ区 SI81 P4堆積土 土師器 甕 口縁
～胴 (18.8) - (16 .2 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗﾐｶﾞｷ 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ 外面摩耗 70

3 C-376 Ⅴ区 SI81 床面直上 土師器 ﾐﾆﾁｭｱ - - (2 .5 ) - ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色化 71
4 E-012 Ⅴ区 SI81 住居堆積土 須恵器 平瓶？ 肩 - - (4 .3 ) ﾛｸﾛ調整→ｶｷ目 ﾛｸﾛ調整 外面自然釉付着 71
5 E-011 Ⅴ区 SI81 住居堆積土 須恵器 横瓶? 体 - - (19 .4 ) ﾛｸﾛ調整→ｶｷ目 ﾛｸﾛ調整 外面自然釉付着 71

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚

6 P-012 Ⅴ区 SI81 間仕切り溝
堆積土 土製品 勾玉 5.3 1 .3 1 .3 14 .9 ﾅﾃﾞ､孔径0.3㎝ 71

7 P-013 Ⅴ区 SI81 住居堆積土 土製品 勾玉 (2.3) (2 .3 ) 1 .2 (3 .9 ) ﾅﾃﾞ､孔径0.5㎝ 71
8 P-014 Ⅴ区 SI81 住居堆積土 土製品 土玉 1.1 1 .1 1 .0 1 .4 ﾅﾃﾞ､孔径0.15㎝ 71
9 P-015 Ⅴ区 SI81 住居堆積土 土製品 土玉 1.1 1 .1 1 .0 1 .3 ﾅﾃﾞ､孔径0.1㎝ (非貫通) 71

10 P-016 Ⅴ区 SI81 住居堆積土 土製品 土玉 1.2 1 .0 0 .9 1 .2 ﾅﾃﾞ､孔径0.15㎝ 紐かけによる摩耗痕あり 71

第 101 図　SI 81 竪穴住居跡出土遺物 ( 4 )

1(P3 堆積土 )

2(P4 堆積土 )

5( 住居堆積土 )

4( 住居堆積土 )

8( 住居堆積土 )

7( 住居堆積土 )

6( 間仕切り溝堆積土 )

9( 住居堆積土 )

10( 住居堆積土 )

3( 床面直上 )
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磨

敲

敲

敲

敲

凹

敲

敲

敲

0 10cm(1:3)

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

1 Kc-003 Ⅴ区 SI81 床面直上 礫石器 凹+敲 (9 .2) 8 .1 4 .5 (250 .67) 石英安山岩質
凝灰岩

楕円礫、凹(2箇所)深さ深、敲(2箇所)程度強、
欠損あり 71

2 Kc-018 Ⅴ区 SI81 床面直上 礫石器 磨石 (8.8) 9 .5 5 .9 (716 .58) 安山岩 円礫、磨(1面)、線条痕あり、欠損あり 71

3 Kc-027 Ⅴ区 SI81 床面直上 礫石器 線条痕を
有する礫 16.9 7 .1 5 .0 698 .27 凝灰岩 楕円礫、線条痕あり、溝状痕あり、刃物痕あり 71

4 Kc-005 Ⅴ区 SI81 床面直上 礫石器 台石 (24.8) 13 .7 5 .0 (1527 .30) 石英安山岩質
凝灰岩

楕円礫、敲(3箇所)程度強、線条痕あり、被熱あり、
欠損あり 71

第102図　SI81竪穴住居跡出土遺物(5)

3( 床面直上 )

2( 床面直上 )

1( 床面直上 )

4( 床面直上 )
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磨

磨

磨

磨

敲

磨

磨

0 10cm(1:3)

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 石材 備考

写真 
図版全長 幅 厚

1 Kc-036 Ⅴ区 SI81 床面直上 礫石器 台石 23.2 20 .3 5 .0 3566 .61 安山岩 扁平円礫、磨(2面)、線条痕あり、欠損あり 71

2 Kc-038 Ⅴ区 SI81 床面直上 礫石器 台石 22.8 12 .5 5 .5 1340 .90 石英安山岩質
凝灰岩 楕円礫、磨(2面)、溝状痕あり、線条痕あり 72

3 Kc-009 Ⅴ区 SI81 掘り方底面 礫石器 台石 21.5 11 .7 5 .9 1377 .56 石英安山岩質
凝灰岩 楕円礫、敲(1箇所)程度弱 72

第 103 図　SI 81 竪穴住居跡出土遺物 ( 6 )

3( 掘り方底面 )

2( 床面直上 )

1( 床面直上 )

131

西台畑遺跡4・5・7次P69～174_初.indd   131 2013/03/02   21:39:53



敲
敲

敲
敲

敲

敲
敲

敲

敲

磨

0
1
0
c
m

(
1
:
3
)

図
版

 
番

号
登

録
 

番
号

調
査

区
出

土
地

層
位

種
別

器
種

法
量

(㎝
)

重
量

(g
)

石
材

備
考

写
真

 
図

版
全

長
幅

厚

1
Kc

-0
44

Ⅴ
区

SI
81

床
面

直
上

礫
石

器
台

石
(1

8
.9

)
27

.4
7

.4
(2

24
0

.0
3

)
凝

灰
岩

円
形

扁
平

礫
、磨

(1
面

)、
敲

(4
箇

所
)程

度
強

、線
条

痕
あ

り
、

被
熱

あ
り

、刃
物

痕
あ

り
、欠

損
あ

り
72

第104図　SI81竪穴住居跡出土遺物(7)

1(
床
面
直
上
)
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133

SI 82　竪穴住居跡 ( 第 105 ～ 108 図 )
【位置･確認】Ⅴ区西端、A- 8グリッドに位置する。北西から南東コーナーにかけては撹乱により失われている。西側は

調査区外にかかる。煙道部は、煙出し部を除いて失われている。

【重複】　SI92と重複関係にあり、これより新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は東西453㎝、南北606㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定される。

【方向】　カマド煙道部基準でN-10°-Eである。

【堆積土】　11層に分層された。1･ 2層は住居堆積土で、暗褐色砂質シルトないしにぶい黄褐色シルトを主体とし、焼

土･炭化物を少量含む。3層は、周溝堆積土である。4 ～ 7層はカマド関連層位で、黒褐色･暗褐色シルトを主体とし、

焼土を多量に含む。8 ～ 10層はカマド構築土で、明黄褐色･黒褐色シルトを主体とする。11層は、掘り方堆積土であ

る。

【壁面】　直線的に外傾する。残存する壁高は、最大27㎝を測る。

【床面】　平坦である。11層上面を床面とする箇所と、基本層Ⅳ層上面を床面とする箇所が認められる。

【柱穴】　床面から9基(Ｐ1 ～ 9)、掘り方底面から1基(Ｐ10)検出した。Ｐ1は、位置関係から主柱穴に相当する可

能性がある。

【周溝】　検出した範囲では、カマド周辺から東壁にかけてと南壁際の一部で壁際に沿って周る。床面検出時に確認し

た周溝の規模は、幅15 ～ 30㎝、深さ6 ～ 9㎝を測る。

【カマド】　北壁東側に位置し、壁面に対し直交して付設される。袖の規模は、西袖が長さ66㎝、幅30㎝、東袖が長

さ81㎝、幅30㎝を測る。北壁に対し西袖は直交し、東袖は西傾する。

　燃焼部の規模は、奥行き72㎝、幅48㎝、奥壁高12㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。底面は平坦で、奥壁は直

線的に立ち上がる。奥壁際からは長さ15㎝程度の被熱した棒状礫を2点検出しており、出土位置と礫の状態から支脚

として機能していた可能性がある。

　煙出し部の規模は、上端径30㎝、深さ24㎝を測り、ピット状に窪む。底面は傾斜し、壁面は外傾して立ち上がる。

【その他の施設】　土坑1基を検出した。北東コーナーに位置する。平面形状は不整形で、底面からは扁平礫を検出し

た。

【掘り方】　検出した範囲全体が掘り込まれる。深さは9 ～ 11㎝を測る。

【出土遺物】　土師器甕6点、須恵器坏4点を掲載した(第107･ 108図)。このうち土師器甕(第107図- 1･第108図

-1)と須恵器坏(第108図-4)は、カマド東袖直近の床面直上から一括で出土している。

　土師器甕(第107図- 1 ～ 4、第108図- 1･ 2)は、いずれも床面直上からの出土である。第107図- 3･ 4は、同一

個体の可能性がある。第107図- 1は、内湾する胴部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と胴部の境

は、段･稜を持たない。第107図- 2 ～ 4、第108図- 1は、長胴の胴部から、第107図- 2は外反、第107図- 3、第

108図- 1は外傾する口縁部にいたる器形を呈する。このうち、第108図- 1の口縁部内面は、端部が折り返される。

第108図- 2は、長胴の胴部である。胴部の最大径は、第107図- 2･ 4、第108図- 2は中位もしくは下位に持ち、第

107図- 3、第108図- 1は上位に持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケメを基調とし、第107図- 4の

胴部下半はヘラナデが施される。胴部内面は、第107図- 2はヘラナデ、第107図- 3･ 4、第108図- 2はハケメ、第

108図-1はハケメのちヘラナデが施される。

　須恵器坏4点(第108図- 3 ～ 6)は、3は住居堆積土、4･ 5は床面直上、6はカマド燃焼部堆積土からの出土であ

る。いずれも、底部は平底で、体部から口縁部へ直線的に外傾する器形を呈する。法量は、口径12. 2 ～ 16. 6㎝、

底径8. 0 ～ 10. 4㎝、高さ3. 4 ～ 4. 5㎝に収まる。調整は、ロクロ調整ののち、5は体部下端に手持ちヘラケズリが施
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト なし あり φ1cmのⅣ層ブロック･焼土･炭化物粒を少量含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト - -

周溝 3 - - - - - 注記なし。

4 10YR3/2 黒褐色 シルト 僅か なし φ1cm内の焼土ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。

5 5YR3/6 暗赤褐色 - - - 焼土。

6 10YR3/3 暗褐色 シルト - -

7 - - - - - 注記なし。

8 10YR6/6 明黄褐色 シルト - - 10YR3/2黒褐色土ブロックを含む。

9 5YR3/2 暗赤褐色 シルト - -

10 10YR3/2 黒褐色 シルト - - 炭化物を含む。

掘り方 11 - - - - - 注記なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロックを含む。

2 10YR4/6 褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土ブロックを少量、暗褐色土ブロック含む。

3 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 炭化物･焼土粒・褐色土ブロックを含む。

4 10YR4/4 褐色 シルト なし あり 焼土粒を少量含む。

5 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト なし あり 焼土ブロックを含む。

6 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり

1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 酸化鉄斑を少量、黒色土ブロック・黒褐色土ブロック･白色土ブロックを含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土･黒褐色土ブロックを含む。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト なし あり φ1cmのⅣ層ブロック･焼土･炭化物粒を少量含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト - -

周溝 3 - - - - - 注記なし。

4 10YR3/2 黒褐色 シルト 僅か なし φ1cm内の焼土ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。

5 5YR3/6 暗赤褐色 - - - 焼土。

6 10YR3/3 暗褐色 シルト - -

7 - - - - - 注記なし。

8 10YR6/6 明黄褐色 シルト - - 10YR3/2黒褐色土ブロックを含む。

9 5YR3/2 暗赤褐色 シルト - -

10 10YR3/2 黒褐色 シルト - - 炭化物を含む。

掘り方 11 - - - - - 注記なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロックを含む。

2 10YR4/6 褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土ブロックを少量、暗褐色土ブロック含む。

3 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 炭化物･焼土粒・褐色土ブロックを含む。

4 10YR4/4 褐色 シルト なし あり 焼土粒を少量含む。

5 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト なし あり 焼土ブロックを含む。

6 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり

1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 酸化鉄斑を少量、黒色土ブロック・黒褐色土ブロック･白色土ブロックを含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土･黒褐色土ブロックを含む。

住居堆積土
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第 105 図　SI 82 竪穴住居跡 ( 1 )
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される。3 ～ 5の底部切り離し技法は、回転ヘラ切りである。6は、底部切り離し技法は不明だが、回転ヘラケズリが

施される。5の口縁部内外面には、タール状物質の付着がみられた。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器甕(第107図- 1 ～ 4、第108図- 2･ 3)、須恵器坏(第108

図- 4･ 5)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられる。本書の時期区分では、5bⅱ期( 8世紀前葉)の土器であり、本竪穴

住居跡の時期を示している。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト なし あり φ1cmのⅣ層ブロック･焼土･炭化物粒を少量含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト - -

周溝 3 - - - - - 注記なし。

4 10YR3/2 黒褐色 シルト 僅か なし φ1cm内の焼土ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。

5 5YR3/6 暗赤褐色 - - - 焼土。

6 10YR3/3 暗褐色 シルト - -

7 - - - - - 注記なし。

8 10YR6/6 明黄褐色 シルト - - 10YR3/2黒褐色土ブロックを含む。

9 5YR3/2 暗赤褐色 シルト - -

10 10YR3/2 黒褐色 シルト - - 炭化物を含む。

掘り方 11 - - - - - 注記なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロックを含む。

2 10YR4/6 褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土ブロックを少量、暗褐色土ブロック含む。

3 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 炭化物･焼土粒・褐色土ブロックを含む。

4 10YR4/4 褐色 シルト なし あり 焼土粒を少量含む。

5 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト なし あり 焼土ブロックを含む。

6 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり

1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 酸化鉄斑を少量、黒色土ブロック・黒褐色土ブロック･白色土ブロックを含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土･黒褐色土ブロックを含む。
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石

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト なし あり φ1cmのⅣ層ブロック･焼土･炭化物粒を少量含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト - -

周溝 3 - - - - - 注記なし。

4 10YR3/2 黒褐色 シルト 僅か なし φ1cm内の焼土ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。

5 5YR3/6 暗赤褐色 - - - 焼土。

6 10YR3/3 暗褐色 シルト - -

7 - - - - - 注記なし。

8 10YR6/6 明黄褐色 シルト - - 10YR3/2黒褐色土ブロックを含む。

9 5YR3/2 暗赤褐色 シルト - -

10 10YR3/2 黒褐色 シルト - - 炭化物を含む。

掘り方 11 - - - - - 注記なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロックを含む。

2 10YR4/6 褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土ブロックを少量、暗褐色土ブロック含む。

3 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 炭化物･焼土粒・褐色土ブロックを含む。

4 10YR4/4 褐色 シルト なし あり 焼土粒を少量含む。

5 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト なし あり 焼土ブロックを含む。

6 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり

1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 酸化鉄斑を少量、黒色土ブロック・黒褐色土ブロック･白色土ブロックを含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり にぶい黄褐色土･黒褐色土ブロックを含む。

住居堆積土
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部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト 径10㎜のⅣ層ブロック･焼土･炭化物粒を少量含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト

周溝 3 - - - 註記なし。

カマド

4 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10㎜内の焼土ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。
5 5YR3/6 暗赤褐色 - 焼土層。
6 10YR3/3 暗褐色 シルト
7 - - - 註記なし。

カマド袖
8 10YR6/6 明黄褐色 シルト 10YR3/2黒褐色土ブロックを含む。
9 5YR3/2 暗赤褐色 シルト

10 10YR3/2 黒褐色 シルト 炭化物を含む。
掘り方 11 - - - 註記なし。

第 106 図　SI 82 竪穴住居跡 ( 2 )-掘り方完掘時施設検出状況

SI82　堆積土註記表

135

西台畑遺跡4・5・7次P69～174_初.indd   135 2013/03/02   21:39:57



C-115

C-115

西台畑遺跡 4・5・7次

C-119-1

C-119-1

西台畑遺跡 4・5・7次

C-117・118

C-117・118

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

C-119-2

C-119-2

西台畑遺跡 4・5・7次

部位 層位 土色 土性 備考

P1

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。
2 10YR4/6 褐色 シルト にぶい黄褐色土ブロックを少量、暗褐色土ブロックを含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物･焼土粒･褐色土ブロックを含む。
4 10YR4/4 褐色 シルト 焼土粒を少量含む。
5 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト 焼土ブロックを含む。
6 10YR3/4 暗褐色 シルト

P2
1 10YR3/4 暗褐色 シルト 酸化鉄斑を少量、黒色土ブロック･黒褐色土ブロック･白色土ブロックを含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト にぶい黄褐色土ブロック･黒褐色土ブロックを含む。

P3 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒褐色土ブロック･焼土粒を含む。(断面図なし)
P4 1 10YR4/4 褐色 シルト 黒褐色土ブロック･焼土粒を含む。(断面図なし)
P5 1 10YR4/4 褐色 シルト 黒褐色土ブロックを含む。(断面図なし)
P6 1 10YR4/6 褐色 シルト 10YR3/1黒褐色ブロックを多量に含む。(断面図なし)
P7 1 10YR2/3 黒褐色 シルト 褐色土ブロック･暗褐色土ブロック･焼土を含む。(断面図なし)

P8
1 10YR3/4 暗褐色 シルト 焼土粒を少量、黒色土ブロック･褐色土ブロックを含む。(断面図なし)
2 10YR4/4 褐色 シルト 極暗赤褐色土ブロックを極微量、黒色土ブロック･暗褐色土ブロックを含む。(断面図なし)
3 10YR4/4 褐色 シルト 黒褐色土ブロックを含む。(断面図なし)

P9 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土を少量、黒褐色土ブロック･褐色土ブロックを含む。(断面図なし)
P10 1 - - - 断面図なし。

SK1
1 10YR2/2 黒褐色 シルト
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 5YR5/6明赤褐色焼土粒を含む。
3 5YR3/1 黒褐色 シルト 5YR5/6明赤褐色焼土ブロックを含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 円形 (51)×48 30
P2 不整円形 (42)×(39) 25
P3 不整円形 30×27 19
P4 不整円形 (30)×(27) 27
P5 円形 (30)×(30) 24
P6 円形 39×33 11

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P7 円形 30×27 43
P8 不整円形 69×66 16
P9 不明 48×45 20

P10 円形 30×27 30
SK1 不整形 90×(54) 18

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-117
C-118 Ⅴ区 SI82 床面直上 土師器 甕 口縁

～底 (12.5) 6 .8 (12 .0 )
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ→
胴下端：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底：木葉痕→周縁：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ

外面被熱、煤付着、
C-117･118同一個体 72

2 C-115 Ⅴ区 SI82 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (16.2) - (8 .3 ) 口縁：ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ、

胴：ﾊｹﾒ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 72

3 C-119
-1 Ⅴ区 SI82 床面直上 土師器 甕 口縁

～胴 (15.4) - (7 .1 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾊｹﾒ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾊｹﾒ

外面胴･内面口縁に煤付
着、C-119-2と同一固体 72

4 C-119
-2 Ⅴ区 SI82 床面直上 土師器 甕 胴～底 - (7 .4 ) (12 .6 )

胴：ﾊｹﾒ、
胴下半：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ、
底：不明

胴：ﾊｹﾒ、
底：ﾅﾃﾞ

外面胴煤付着、底部剥
落、 -119-1と同一固体 72

SI82　施設堆積土註記表

SI82　施設観察表

第 107 図　SI 82 竪穴住居跡出土遺物 ( 1 )

1( 床面直上 )

2( 床面直上 )

3( 床面直上 )

4( 床面直上 )

136

西台畑遺跡4・5・7次P69～174_初.indd   136 2013/03/02   21:39:58



C-116

西台畑遺跡 4・5・7次

西台畑遺跡 4・5・7次

E-014

E-014

西台畑遺跡 4・5・7次

E-015

E-015

西台畑遺跡 4・5・7次

E-016

E-016

西台畑遺跡 4・5・7次

タール状物質
付着物範囲

タール状物質
付着物範囲

E-013

E-013

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

C-120

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-116 Ⅴ区 SI82 床面直上 土師器 甕 口縁
～底 (26.8) 8 .0 33 .0

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾊｹﾒ、
底：木葉痕→ﾍﾗﾅﾃﾞ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴上半：ﾍﾗﾅﾃﾞ、
中位：ﾅﾃﾞ→ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ ･ｵｻｴ、
下半：ﾊｹﾒ→ﾅﾃﾞ→ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ
底：ﾊｹﾒ

73

2 C-120 Ⅴ区 SI82 床面直上 土師器 甕 胴～底 - (10 .4 ) (7 .3 ) 胴：ﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾅﾃﾞ、
底：木葉痕

胴：ﾊｹﾒ、
底：ﾍﾗﾅﾃﾞ

外面被熱摩耗、内面ﾊｹﾒ
調整は工具2種使用 72

3 E-014 Ⅴ区 SI82 住居堆積土 須恵器 坏 口縁
～底 (12.2) (8 .0 ) 3 .5 ﾛｸﾛ調整、

底：回転ﾍﾗ切り→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整 73

4 E-015 Ⅴ区 SI82 床面直上 須恵器 坏 口縁
～底 16,6 10 .0 4 .5 ﾛｸﾛ調整、

底：回転ﾍﾗ切り→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整 73

5 E-016 Ⅴ区 SI82 床面直上 須恵器 坏 口縁
～底 (15.4) 10 .4 3 .4

ﾛｸﾛ調整、
体部下端手持ちﾍﾗｹｽﾞﾘ、
底：回転ﾍﾗ切り→ﾍﾗﾅﾃﾞ

ﾛｸﾛ調整 口縁内外面にﾀｰﾙ状物質
付着 73

6 E-013 Ⅴ区 SI82 カマド燃焼部
堆積土 須恵器 坏 口縁

～底 (14.8) (9 .6 ) 3 .8 ﾛｸﾛ調整、
底：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整 73

第 108 図　SI 82 竪穴住居跡出土遺物 ( 2 )

1( 床面直上 )

4( 床面直上 )

5( 床面直上 )

3( 住居堆積土 )

6( カマド燃焼部堆積土 )

2( 床面直上 )
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

掘り方 1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 強い わずか 褐色土･黒褐色土ブロックを多量に含む。

P1 1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 強い あり 褐色土･焼土粒･炭化物粒をわずかに含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト かなりあり わずか 褐色土をわずかに含む。

2 10YR3/3 暗褐色 シルト あり あり 褐色土ブロックを多量に含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり φ10～20mmの褐色土ブロックを含む。焼土粒･炭化物粒を多量に含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロックを少量含む。
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第 109 図　SI 83 竪穴住居跡 ( 1 )
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SI 83　竪穴住居跡 ( 第 109 ･ 110 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区西半、A- 8グリッドに位置する。住居床面は撹乱により削平され、掘り方のみを検出した。北側･

東側･南側は、重複遺構(SI84･93、SK71 ～ 73)により失われている。

【重複】　SI84･93、SK71 ～ 73と重複関係にあり、いずれよりも古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北366㎝、東西531㎝を測る。掘り方の平面形状は、長方形を呈する。

【方向】　西壁基準でN-2°-Wである。

【堆積土】　単層である。1層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　残存する掘り方壁面は非常に緩やかに立ち上がる。

【床面】　削平により、残存していない。

【柱穴】　掘り方から3基検出した。P2からは、柱痕跡が確認された。

【周溝】　検出していない。

【カマド】　検出していない。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　北･南･西側が｢コ｣字状に掘り込まれる。深さは、9㎝を測る。

【出土遺物】　掘り方堆積土およびP 1･ 2から、土師器の破片が少量出土しているが、図化できるような遺物はなかっ

た。

【時期】　伴う土器はないが、本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)と考えられるSI 84より古いことから、本竪穴

住居跡の時期は、5a期以前と考えられる。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

掘り方 1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 強い わずか 褐色土･黒褐色土ブロックを多量に含む。

P1 1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 強い あり 褐色土･焼土粒･炭化物粒をわずかに含む。

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト かなりあり わずか 褐色土をわずかに含む。

2 10YR3/3 暗褐色 シルト あり あり 褐色土ブロックを多量に含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり φ10～20mmの褐色土ブロックを含む。焼土粒･炭化物粒を多量に含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロックを少量含む。
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部位 層位 土色 土性 備考
掘り方 1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 褐色土･黒褐色土ブロックを多量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 褐色土･焼土粒･炭化物粒をわずかに含む。

P2
1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 褐色土をわずかに含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを多量に含む。

P3
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径10 ～ 20㎜の褐色土ブロックを含む。焼土粒･炭化物粒を多量に含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを少量含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 隅丸方形 45×45 45
P2 隅丸方形 90×(72) 24
P3 不明 (48)×33 12

SI83　堆積土註記表

SI83　施設堆積土註記表

SI83　施設観察表

第 110 図　SI 83 竪穴住居跡 ( 2 )
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SI 84　竪穴住居跡 ( 第 111 ～ 113 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区西半、A- 8グリッドに位置する。カマド煙道部の一部と北東コーナー、住居南西部を検出した。北

西部から南東部にかけては、撹乱により失われている。

【重複】　SI80･83･93と重複関係にあり、これらより新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北546㎝、東西450㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　カマド煙道部基準でN-17°-Eである。

【堆積土】　9層に分層された。1 ～ 3層は住居堆積土で、暗褐色･黒色･にぶい黄褐色シルトを主体とし、Ⅳ層ブロッ

ク･炭化物･焼土粒を含む。4層は、周溝堆積土である。5･ 6層はカマド関連層位で、6層は焼土ブロックを多量に含

む。7 ～ 9層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大18㎝を測る。

【床面】　若干起伏する。7 ～ 9層上面を床面とする。

【柱穴】　床面から6基検出した。規模と位置関係から、P1 ～ 3は主柱穴に相当すると考えられる。P4 ～ 6の性格は、

不明である。

【周溝】　検出した範囲においては、西壁では壁からやや離れた位置を周り、南壁では壁際に沿って周る。床面検出時

に確認した周溝の規模は、幅12 ～ 21㎝、深さ5 ～ 7㎝を測る。

【カマド】　煙道部の一部と煙出し部を検出した。燃焼部と煙道部の大半は、撹乱により失われているが北壁に付設され

ていたと推定される。。

　残存する煙道部の規模は、幅21㎝、深さ24㎝を測る。

　煙出し部の規模は、上端幅24㎝、煙道部からの深さ9㎝を測り、ピット状に窪む。底面は先端に向かって下がり、

壁面は外傾して立ち上がる。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/4 暗褐色 シルト わずか あり φ1cmのⅣ層ブロックを少量、炭化物･焼土粒を微量含む。

2 10YR2/1 黒色 シルト あり あり 炭化物を多量、焼土粒を少量含む。

3 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト ややあり あり Ⅳ層ブロックを多量に含む。

周溝 4 10YR4/4 褐色 シルト ややあり あり φ3cmのⅣ層ブロックを多量含む。

5 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト なし あり

6 10YR2/1 黒色 シルト なし あり にぶい黄褐色土ブロック･焼土ブロックを多量に含む。

7 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト なし あり Ⅳ層ブロック･焼土･炭化物粒を多量含む。下半部に灰白色シルトを互層状に含む。

8 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 僅か あり Ⅴ層ブロック･焼土ブロックを多量含む。

9 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト わずか あり φ3cmのⅤ層ブロック･黒褐色ブロックを多量含む。

P1 1 10YR3/4 暗褐色 シルト あり なし φ5cmのⅤ層ブロックを多量含む。

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト わずか ややあり φ5cmの焼土ブロックを多量、炭化物粒を微量含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト わずか ややあり φ5cmの焼土ブロックを少量含む。

P3 1 10YR4/4 褐色 シルト あり なし φ5cmのⅤ層ブロック･焼土･φ1㎝程度の炭化物粒を少量含む。

P4 1 10YR3/3 暗褐色 粘性シルト あり あり φ5cmのⅤ層ブロック･焼土･炭化物粒を微量含む。

P5 ① - - - - 注記なし。

P6 - - - - - - 断面図なし。
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第 111 図　SI 84 竪穴住居跡 ( 1 )
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【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面が掘り込まれる。深さは33 ～ 36㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏2点･鉢1点･甕1点、須恵器坏1点、土製品1点を掲載した(第112･113図)。

　土師器坏2点(第112図- 1･ 2)は、1は床面直上、2は住居堆積土からの出土である。1は、底部は丸底で、内湾

する体部から、外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、段･稜を持たない。調整は、外面ヘラ

ケズリ、内面ヘラミガキが施され、内面は黒色処理される。2は、半球形に内湾する体部から、ほぼ直立する口縁部

にいたる器形を呈する。口唇部は、弱く外傾し、口縁部と体部の境は、段･稜を持たない。調整は、口縁部外面ヨコ

ナデのちヘラミガキ、体部外面ヘラミガキ、内面ヘラミガキが施される。

　土師器鉢(第112図- 3)は、掘り方堆積土からの出土である。長胴の体部から、外傾する口縁部にいたる器形を呈

する。胴部の最大径は中位に持つ。口縁部と体部の境は、外面に段を持つ。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面

ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施され、内面は黒色処理される。

　土師器甕(第113図-1)は、床面直上からの出土である。長胴の胴部から、緩く外反する口縁部にいたる器形を呈す

る。胴部の最大径は、中位ないし下位に持つ。口縁部と胴部の境は、段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴

部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデが施される。

　須恵器坏(第113図-2)は、住居堆積土からの出土である。底径が大きく、低部と体部の境は屈曲する。

　土製品(第113図-3)は、住居堆積土から出土した紡錘形の土錘である。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器坏(第112図- 1)･甕(第113図- 1)は、本竪穴住居跡に伴

うと考えられる。本書の時期区分では、5a期(7世紀中葉～後葉)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示している。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/4 暗褐色 シルト わずか あり φ1cmのⅣ層ブロックを少量、炭化物･焼土粒を微量含む。

2 10YR2/1 黒色 シルト あり あり 炭化物を多量、焼土粒を少量含む。

3 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト ややあり あり Ⅳ層ブロックを多量に含む。

周溝 4 10YR4/4 褐色 シルト ややあり あり φ3cmのⅣ層ブロックを多量含む。

5 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト なし あり

6 10YR2/1 黒色 シルト なし あり にぶい黄褐色土ブロック･焼土ブロックを多量に含む。

7 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト なし あり Ⅳ層ブロック･焼土･炭化物粒を多量含む。下半部に灰白色シルトを互層状に含む。

8 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 僅か あり Ⅴ層ブロック･焼土ブロックを多量含む。

9 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト わずか あり φ3cmのⅤ層ブロック･黒褐色ブロックを多量含む。

P1 1 10YR3/4 暗褐色 シルト あり なし φ5cmのⅤ層ブロックを多量含む。

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト わずか ややあり φ5cmの焼土ブロックを多量、炭化物粒を微量含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト わずか ややあり φ5cmの焼土ブロックを少量含む。

P3 1 10YR4/4 褐色 シルト あり なし φ5cmのⅤ層ブロック･焼土･φ1㎝程度の炭化物粒を少量含む。

P4 1 10YR3/3 暗褐色 粘性シルト あり あり φ5cmのⅤ層ブロック･焼土･炭化物粒を微量含む。

P5 ① - - - - 注記なし。

P6 - - - - - - 断面図なし。
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C-123

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/4 暗褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物･焼土粒を微量に含む。
2 10YR2/1 黒色 シルト 炭化物を多量、焼土粒を少量含む。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロックを多量に含む。

周溝 4 10YR4/4 褐色 シルト 径30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

カマド
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト
6 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土ブロック･焼土ブロックを多量に含む。

掘り方
7 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シルト Ⅳ層ブロック･焼土･炭化物粒を多量に含む。下部に灰白色シルトを互層状に含む。
8 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅴ層ブロック･焼土ブロックを多量に含む。
9 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 径30㎜のⅤ層ブロック･黒褐色ブロックを多量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 径50㎜のⅤ層ブロックを多量に含む。

P2
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径50㎜の焼土ブロックを多量、炭化物粒を微量に含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 径50㎜の焼土ブロックを少量含む。

P3 1 10YR4/4 褐色 シルト 径50㎜のⅤ層ブロック･焼土･径10㎜の炭化物粒を少量含む。
P4 1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 径50㎜のⅤ層ブロック･焼土･炭化物粒を微量に含む。
P5 ① - - - 註記なし。
P6 - - - - 断面図なし。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 円形 45×42 12
P2 楕円形 51×42 12
P3 楕円形 45×36 12
P4 不明 (84)×(72) 24
P5 楕円形 36×24 21
P6 不整円形 33×30 48

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-122 Ⅴ区 SI84 床面直上 土師器 坏 口縁
～体 14.2 - (3 .6 ) ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 73

2 C-121 Ⅴ区 SI84 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (10.4) - (4 .7 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体：ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 外面摩耗 73

3 C-123 Ⅴ区 SI84 掘り方堆積土 土師器 鉢 口縁
～体 (20.6) - (7 .6 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、歪みあり 73

SI84　堆積土註記表

SI84　施設堆積土註記表

SI84　施設観察表

第 112 図　SI 84 竪穴住居跡 ( 2 )･ 出土遺物 ( 1 )

3( 掘り方堆積土 )
1( 床面直上 ) 2( 住居堆積土 )

141

西台畑遺跡4・5・7次P69～174_初.indd   141 2013/03/02   21:40:03



C-124

E-017

P-0180 10cm(1:3)

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚
3 P-018 Ⅴ区 SI84 住居堆積土 土製品 土錘 (4.0) 1 .5 1 .3 (8 .1 ) ﾅﾃﾞ､孔径0.4㎝ 73

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-124 Ⅴ区 SI84 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (15.8) - (13 .2 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 内外面摩耗 73

2 E-017 Ⅴ区 SI84 住居堆積土 須恵器 坏 口縁
～体 (18.4) - (3 .3 ) ﾛｸﾛ調整､

体下半：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾛｸﾛ調整 73

第113図　SI84竪穴住居跡出土遺物(2)

3( 住居堆積土 )

2( 住居堆積土 )

1( 床面直上 )
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SI85　竪穴住居跡(第114･115図)
【位置･確認】　Ⅴ区中央、B･C- 8･ 9グリッドに位置する。カマドと北壁周辺のみを検出した。北壁の一部は撹乱により

失われている。南側は、調査区外にかかる。

【重複】　SI86、SX2･3と重複関係にあり、これらより新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北137㎝、東西558㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定され

る。

【方向】　カマド煙道部基準でN-18°-Eである。

【堆積土】　10層に分層された。1 ～ 3層は住居堆積土で、暗褐色･黒褐色シルトを主体とし、焼土粒･炭化物粒をわ

ずかに含む。4層は、周溝堆積土である。5 ～ 8層は、カマド関連層位で、暗褐色･黒褐色シルトを主体とする。9層

は、カマド袖構築土である。10層は、カマド掘り方堆積土である。

【壁面】　外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大15㎝を測る。

【床面】　平坦である。基本層Ⅳ層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から3基検出した。位置関係からP2は主柱穴に相当すると考えられる。P1･3の性格は不明である。

【周溝】　検出した範囲においては、北西コーナー部分を壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅

15 ～ 27㎝、深さ22㎝を測る。

【カマド】　北壁のやや西側に位置し、壁面に直交して付設される。西袖は大半が失われている。東袖の規模は、長さ

69㎝、幅27㎝を測る。北壁に対して、東袖は西傾する。西袖の直近からは、カマドの芯材として使用されたと考えら

れる自然礫を検出した。

　燃焼部の規模は、奥行き84㎝、幅63㎝、奥壁高6㎝を測り、奥壁は壁面から張り出す。底面は、奥壁側に向かっ

て緩やかに傾斜して奥壁側が高くなり、壁面は外傾して立ち上がる。

　煙道部の規模は、長さ177㎝、幅27㎝、深さ9 ～ 15㎝を測る。底面は起伏があり、北半部は煙出し部に向かって

緩やかに傾斜して下がる。

　煙出し部の規模は、上端幅18㎝、煙道部からの深さ12㎝を測り、ピット状に窪む。底面は皿状で、壁面は外傾して

立ち上がる。
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石 被熱範囲

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 褐色土ブロックを少量含む。炭化物粒をわずかに含む。

2 10YR3/3 暗褐色 シルト あり あり 褐色土ブロックをまばらに含む。焼土粒をわずかに含む。

3 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト かなりあり あり 炭化物が帯状に。焼土粒を全体に含む。

周溝 4 - - - - - 断面図なし。

5 - - - - - 注記なし。

6 10YR3/3 暗褐色 シルト わずか あり 黒褐色の小ブロックを含む。褐色土ブロックを帯状に含む。

7 10YR2/2 黒褐色 シルト わずか あり 黒色･褐色土小ブロックを含む。焼土粒をわずかに含む。

8 10YR3/4 暗褐色 シルト あり あり 黒褐色土ブロック(3～5cm)を含む。褐色土小ブロックをわずかに含む。

カマド袖 9 10YR3/3 暗褐色 シルト あり あり

掘り方 10 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト なし あり 褐色土大ブロックを多量に含む。

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

P1 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 少し なし 褐色焼土大ブロック(φ2～3cm)･炭化物粒を多量に含む。

P2 1 10YR3/4 暗褐色 シルト わずか なし 炭化物･焼土粒をわずかに含む。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト あり あり 焼土粒･炭化物粒を含む。φ5～10cmの礫含む。

2 10YR4/4 褐色 シルト あり 少し 暗褐色土を帯状に含む。

3 10YR3/4 暗褐色 シルト 強い わずか 褐色土小ブロックを含む。炭化物粒を少量含む。

4 10YR3/3 暗褐色 シルト 強い 少し 炭化物粒をわずかに含む。褐色土大ブロックを含む。

住居堆積土

土色

SI85(SI16)

SI85(SI16)

P3

カマド

土色

0 2m(1:60)

0 1m(1:30)

第 114 図　SI 85 竪穴住居跡
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【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　カマド掘り方を検出した。底面は起伏する。

【出土遺物】　土師器坏1点･甕2点、金属製品1点を掲載した(第115図)。

　土師器坏は、住居堆積土からの出土である。底部は丸底で、やや扁平に内湾する体部から、内湾して開く口縁部に

いたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、内外面とも段･稜を持たない。調整は口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘ

ラケズリ、内面ヘラミガキが施され、内面は黒色処理される。

　土師器甕2点は、2はカマド堆積土、3はカマド東袖脇の床面直上からの出土である。2は、長胴の胴部から外傾す

る口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径を上位に持つ。口縁部と胴部の境は、段･稜を持たない。3の胴部は

長胴で、胴部の最大径を中位に持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデが施

される。

　金属製品は、煙道部堆積土から出土した刀金具である。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器甕( 3)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられるが、胴部資料

であり明確な時期は不明である。本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)と考えられるSI 86より新しいことから、本

竪穴住居跡は、5a期以降と考えられる。
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C-125

C-126

C-127

0 10cm(1:3)N-005

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを少量、炭化物粒をわずかに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを多量、炭化物･焼土粒をわずかに含む。
3 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 炭化物を帯状に、焼土粒を全体に含む。

周溝 4 - - - 断面図なし。

カマド

5 - - - 註記なし。
6 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを帯状に、黒褐色土小ブロックを含む。
7 10YR2/2 黒褐色 シルト 焼土粒をわずかに、黒色･褐色土小ブロックを含む。
8 10YR3/4 暗褐色 シルト 径30 ～ 50㎜の黒褐色土ブロック･褐色土小ブロックをわずかに含む。

カマド袖 9 10YR3/3 暗褐色 シルト
カマド掘り方 10 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 褐色土大ブロックを多量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径20 ～ 30㎜の褐色焼土大ブロック･炭化物粒を多量に含む。
P2 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土を少量、炭化物･焼土粒をわずかに含む。

P3

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒を含む。径50 ～ 100㎜の礫を含む。
2 10YR4/4 褐色 シルト 暗褐色土を帯状に含む。
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 炭化物粒を少量、褐色土小ブロックを含む。
4 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物粒をわずかに、褐色土大ブロックを含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 (42)×36 21
P2 不明 (57)×51 12
P3 不明 (54)×48 24

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ ) 重量
(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚

4 N-005 Ⅴ区 SI85 煙道部
堆積土

金属
製品 刀金具 4.0 1 .8 1 .6 14 .6 73

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-125 Ⅴ区 SI85 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (16.5) - (4 .6 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理
内外面摩耗 73

2 C-126 Ⅴ区 SI85 カマド
堆積土 土師器 甕 口縁

～底 (19.6) (7 .1 ) 20 .2 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 73

3 C-127 Ⅴ区 SI85 床面直上 土師器 甕 胴～底 - 8.1 (25 .8 ) 胴～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱摩耗･煤付着　
内面一部摩耗 73

SI85　堆積土註記表

SI85　施設堆積土註記表

SI85　施設観察表

第 115 図　SI 85 竪穴住居跡出土遺物

2( カマド堆積土 )

3( 床面直上 )

1( 住居堆積土 )

4( 煙道部堆積土 )
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SI 86　竪穴住居跡 ( 第 116 ～ 119 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区中央、B･C- 8･ 9グリッドに位置する。北西･北東･南東コーナーと東壁･カマド煙道部の一部は、

重複遺構(SI77･87)と撹乱により失われている。南西部は、調査区外にかかる。

　本竪穴住居跡の掘り方底面から、床面で検出した周溝の内側を周る周溝を検出した。このことから、本竪穴住居跡

は建て替えが行われたと考えられる。

【重複】　SI77･85･87･90と重複関係にあり、SI90より新しく、SI77･85･87より古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北477㎝、東西521㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　カマド煙道部基準でN-29°-Wである。

【堆積土】　29層に分層された。1･ 2層は住居堆積土で、暗褐色シルトを主体とし、炭化物粒･焼土粒を微量に含む。

3層は、周溝堆積土である。4 ～ 19層はカマド関連層位で、黒褐色･褐色シルトを主体とする層が多く、多くは炭化物

･焼土粒を含む。8層は、壁面の崩落土である。燃焼部および煙道部底面の直上に堆積した10･11･15層は、焼土層

である。20 ～ 29層はカマド袖構築土で、暗褐色･褐色シルトを主体とし、焼土粒･炭化物粒を含む。

【壁面】　外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大27㎝を測る。

【床面】　中央がわずかに高くなる。掘り方堆積土上面を床面としている。

【柱穴】　床面から9基検出した。P 1 ～ 4は、規模と位置関係および、P 1･ 3では柱痕跡が検出されたことから、主柱

穴に相当すると考えられる。P5 ～ 9のうちP7･8では柱痕跡を検出したが、性格は不明である。

【周溝】　床面検出時と掘り方底面で検出した。床面検出時に確認した周溝は、カマド直下を除き、断続的に壁際に沿

って周る。規模は、幅27㎝、深さ6 ～ 12㎝を測る。掘り方底面で確認した周溝は、北東コーナーと東側･南側を ｢L｣

字状に周る。規模は、幅24㎝、深さ4 ～ 6㎝を測る。

【カマド】　北壁西側に位置し、壁面に直交して付設される。煙道部の一部は、撹乱により失われている。残存する袖

の規模は、西袖が長さ72㎝、幅57㎝、東袖が長さ45㎝、幅45㎝を測る。北壁に対し両袖とも直交する。西袖から

は、芯材に使用されたと考えられる土師器坏･甕･甑が出土している。

　燃焼部の規模は、奥行き102㎝、幅39㎝、奥壁高15㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。底面は起伏し、南側はピ

ット状に窪む。奥壁はやや外傾して立ち上がる。燃焼部の前面には、平面形状は不整円形で、深さ9㎝の土坑状の落

ち込みを伴う。また、燃焼部の中央やや北側からは、支脚に転用された土師器甕が、ほぼ原位置を保った状態で出土

している。

　煙道部の規模は、長さ123㎝、幅18㎝、深さ20 ～ 24㎝を測る。底面は、平坦である。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　底面は、ほぼ平坦である。

【出土遺物】　土師器坏3点･甕2点･甑1点を掲載した(第119図)。

　土師器坏3点は、1は床面直上からの出土で、2はカマド西袖構築土から土師器甕( 5)に立てかけた状態で出土し

た。3は、カマド燃焼部から支脚に転用された土師器甕と共伴して出土した。1は、底部は平底状の丸底で、内湾する

体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段を持つ。内面は黒色処理される。2

は、底部は丸底で、内湾する体部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面は沈線によ

って段を形成し、内面は緩やかな稜を持つ。調整は、口縁部～体部外面はハケメを施したのち、口縁部ヨコナデ、体

部ヘラケズリのちヘラミガキ、内面ヘラミガキが施される。内面は、黒色処理される。底面には、｢×｣字状の刻書が施

される。3は、底部は平底状の丸底で、内湾する体部から外反する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境

は、内外面に稜を持つ。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施される。内面は黒色処
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第 116 図　SI 86 竪穴住居跡 ( 1 )

146

理される。

　土師器甕2点は、4は、カマド燃焼部から倒立した状態で出土しており、支脚に転用されたと考えられる。5は、カマ

ド西袖構築土からやや傾いた状態で、土師器坏( 2)と隣接して出土した。4は、胴部は長胴で、底部との境は括れを

持ち底部が突出した器形を呈し、胴部最大径を中位に持つ。口縁部は、緩やかに外反して立ち上がり、口縁端部は強

く外傾する。口縁部と胴部の境は、明瞭な段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ヘラナデが施され

る。外面全面は、強い被熱を受ける。成形はいわゆる粗製と呼ばれる範疇に入り、胎土は、石英および小礫を多く含

む。色調は被熱を受ける外面が橙色、内面は明赤褐色を呈す。5は、内湾する胴部から内傾する口縁部にいたる器形

を呈する。胴部と底部の境は括れを持ち、底部は突出する。口縁部と胴部の境は、段を持つ。調整は、口縁部内外面

ヨコナデ、胴部外面ハケメのちヘラケズリのち下半ヘラナデ、胴部内面はヘラナデが施される。

　土師器甑は、カマド西袖からの出土である。底部は単孔式で、胴部は直線的に外傾して立ち上がり、緩やかに外反

する口縁部にいたる器形を呈する。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデが施さ

れる。

【時期】　上記の遺物は、すべて床面直上、カマド袖、カマド燃焼部から出土しており、本竪穴住居跡に伴うと考えられ

る。本書の時期区分では、5a期(7世紀中葉～後葉)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示している。
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第117図　SI86竪穴住居跡(2)-掘り方完掘時施設検出状況
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部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒をわずかに含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR3/1黒褐色粘土を少量含む。(柱痕跡)
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 上部に10YR2/2黒褐色土ブロック･下部に10YR4/4褐色土ブロック含む。

P2
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物･焼土粒･10YR5/6黄褐色土ブロックをわずかに含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR3/3暗褐色シルト･10YR5/4にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
3 10YR3/3 暗褐色 粘性シルト 焼土粒をわずかに含む。

P3
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物を少量含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR2/1黒褐色粘土ブロックを少量、10YR4/4褐色土小ブロックを少量含む。(柱痕跡)
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR3/2黒褐色土ブロックを少量、10YR4/4褐色土小ブロックを含む。

P4
1 10YR3/2 黒褐色 シルト
2 10YR3/1 黒褐色 シルト 炭化物･焼土粒を微量に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土ブロックを多量に含む。

P5

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/2灰黄褐色土を帯状に、10YR4/4褐色土を少量含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR3/3暗褐色シルトを少量含む。
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土小ブロックを多量、炭化物粒をわずかに含む。
4 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土･10YR3/2黒褐色土を少量、5YR4/8赤褐色焼土粒･炭化物粒をわずかに含む。
5 10YR3/4 暗褐色 シルト 炭化物粒をわずかに含む。

P6

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物･焼土粒･10YR5/6黄褐色土ブロックをわずかに含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR3/3暗褐色シルト･10YR5/4にぶい黄褐色土ブロックを少量含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘性シルト 10YR2/1黒色土ブロックを斑状に多量に含む。
4 10YR3/3 暗褐色 粘性シルト 焼土粒をわずかに含む。

P7
1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 上部に炭化物を多量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 上部に10YR4/2灰黄褐色シルトを少量、10YR4/6褐色土をわずかに含む。

P8

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土小ブロックを少量、炭化物粒をわずかに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR3/2黒褐色粘土ブロックを少量含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土粒をわずかに含む。(柱痕跡)
4 10YR3/4 暗褐色 シルト

P9

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR6/6明黄褐色土小ブロック･炭化物粒をわずかに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 径10 ～ 30㎜の炭化物を斑状に含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土ブロックを多量に含む。
4 10YR3/4 暗褐色 シルト

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 一部に褐色土ブロックを多量、炭化物粒･焼土粒を微量に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物粒を微量に、褐色土ブロックをわずかに含む。

周溝 3 - - - 註記なし。

カマド

4 10YR3/1 黒褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒子を含む。
5 10YR3/2 黒褐色 シルト 5YR4/4にぶい赤褐色焼土粒･炭化物粒を含む。
6 10YR4/4 褐色 シルト 5YR3/1黒褐色焼土粒を含む。
7 10YR4/4 褐色 シルト 5YR3/1黒褐色焼土粒を多量に含む。
8 2.5YR3/3 暗赤褐色 シルト 10YR4/2灰黄褐色土ブロックを含む。(壁面崩落土)
9 7.5YR3/1 黒褐色 シルト 焼土･炭化物を含む。

10 5YR4/3 　にぶい赤褐色 - 焼土層。
11 2.5YR2/1 赤褐色 - 5YR4/4にぶい赤褐色焼土を含む。焼土層。
12 5YR3/2 暗赤褐色 シルト 2.5YR5/6明赤褐色焼土ブロックを含む。
13 5YR3/1 黒褐色 - 5YR4/4にぶい赤褐色焼土ブロックを含む。
14 10YR2/1 黒色 - 5YR4/4にぶい赤褐色焼土粒を含む。
15 5YR3/2 暗赤褐色 - 焼土層。
16 10YR2/1 黒色 シルト 5YR4/4にぶい赤褐色焼土粒を含む。
17 2.5YR3/3 暗オリ－ブ褐色 シルト 焼土粒･5YR3/2焼土を含む。
18 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 10YR3/2黒褐色土ブロックを多量に含む。
19 10YR3/2 黒褐色 シルト 5YR4/4にぶい赤褐色焼土粒を含む。

カマド袖

20 10YR3/4 暗褐色 シルト
21 10YR3/4 暗褐色 シルト 7.5YR3/3暗褐色焼土ブロックを含む。
22 10YR3/3 暗褐色 シルト 7.5YR2/3極暗褐色焼土粒を少量含む。
23 10YR4/4 褐色 シルト
24 10YR4/4 褐色 シルト
25 10YR3/4 暗褐色 シルト
26 10YR3/4 暗褐色 シルト 7.5YR4/6褐色焼土粒･炭化物粒をわずかに含む。
27 2.5YR3/3 暗オリ－ブ褐色 シルト
28 10YR3/3 暗褐色 シルト 5YR5/8明褐色焼土粒をわずかに含む。

29 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土･10YR3/2黒褐色土ブロックを多量、5YR4/8赤褐色･7.5YR3/4暗褐色焼土粒･炭化物粒を
含む。

掘り方 - - - - 断面図なし。
周溝

(掘り方検出) - - - - 断面図なし。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不整円形 45×35 57
P2 円形 72×69 27
P3 不整円形 72×60 48
P4 不明 129×(42) 30
P5 楕円形 108×(69) 42
P6 楕円形 81×51 30
P7 楕円形 33×27 15
P8 円形 42×39 30
P9 不整円形 84×(72) 33

SI86　施設堆積土註記表

SI86　堆積土註記表

第 118 図　SI 86 竪穴住居跡 ( 3 )

SI86　施設観察表
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C-133

C-129
C-130

C-131

C-134

C-135

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-129 Ⅴ区 SI86 床面直上 土師器 坏 完形 11.9 - 3 .7 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：不明 ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面摩耗 74

2 C-131 Ⅴ区 SI86 カマド西袖
構築土 土師器 坏 口縁

～底 (18.9) - (6 .3 )
口縁：ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ→沈線､
体～底：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ→
ﾍﾗﾐｶﾞｷ

ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、底部「×」
刻書 74

3 C-130 Ⅴ区 SI86 カマド燃焼部
底面 土師器 坏 口縁

～底 (14.2) - 5 .0 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、内面体部

に籾痕 74

4 C-133 Ⅴ区 SI86 カマド燃焼部
底面 土師器 甕 完形 11.4 6 .6 23 .9

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ ･ﾅﾃﾞ､
底：ﾍﾗﾅﾃﾞ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ

外面被熱摩耗剥落顕著、
外面口縁～胴上半煤付
着、外面上半輪積痕部分
にﾍﾗﾅﾃﾞあり

74

5 C-134 Ⅴ区 SI86 カマド西袖
構築土 土師器 甕 完形 11.5 6 .7 11 .8

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
胴下半：ﾍﾗﾅﾃﾞ､
底：木葉痕

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 74

6 C-135 Ⅴ区 SI86 カマド西袖
構築土 土師器 甑 口縁

～孔 18.8 (8 .8 ) 16 .0
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾊｹﾒ→
ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
底部周辺：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 74

第 119 図　SI 86 竪穴住居跡出土遺物

6( カマド西袖構築土 )

2( カマド西袖構築土 )

5( カマド西袖構築土 )

3( カマド燃焼部底面 )

4( カマド燃焼部底面 )

1( 床面直上 )
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150

SI 87　竪穴住居跡 ( 第 120 ～ 124 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区中央、B･C- 8グリッドに位置する。北西･北東コーナーおよび西壁南東、カマド燃焼部･煙道部の

一部は、撹乱により失われている。

【重複】　SI86･89･90と重複関係にあり、これらより新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北396㎝、東西378㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　カマド煙道部基準でN-21°-Eである。

【堆積土】　21層に分層された。1 ～ 3層は住居堆積土で、暗褐色シルトを主体とする。4層は、周溝堆積土である。

5 ～ 17層は、カマド関連層位で、黒褐色･暗褐色シルトを主体とし、焼土粒･炭化物を含む。このうち、5層は壁面崩

落土、9層は煙道部天井崩落土である。18･19層は、カマド袖構築土である。20･21層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　やや外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大27㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦である。20層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から6基検出した。P 1は、位置関係および、柱痕跡が確認されたことから、主柱穴に相当すると考えら

れる。P2 ～ 6は、堆積土中に焼土粒･炭化物粒を含むものが多いが、性格は不明である。

【周溝】　検出した範囲においては、西壁は壁際に沿って周り、南壁西半部は壁からやや離れた位置を周る。床面検出

時に確認した周溝の規模は、幅24㎝、深さ24 ～ 27㎝を測る。

【カマド】　北壁中央やや東寄りに位置し、壁面に直交して付設される。燃焼部および東袖の大半と煙出し部は、撹乱に

より失われている。残存する袖の規模は、西袖が長さ84㎝、幅39㎝、東袖が長さ27㎝、幅24㎝を測る。両袖とも、

壁面に対して直交する。

　燃焼部は、南半部は撹乱により失われており残存する規模は、幅41㎝、奥壁高17㎝を測る。奥壁は、緩やかに外

傾して立ち上がり、壁面から張り出す。煙道部との境にはテラス状の段を持つ。

　煙道部の規模は、長さ108㎝、幅24㎝、深さ12 ～ 15㎝を測る。底面は平坦である。

【その他の施設】　土坑を1基検出した。平面形状は不整形で、堆積土は炭化物を多量、焼土粒をわずかに含む。

SK1堆積土出土遺物と床面直上出土遺物に接合関係がみられた。

【掘り方】　全面が掘り込まれる。底面は平坦である。深さは、15 ～ 24㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏2点･甕3点･甑1点、須恵器坏5点、土製品1点、金属製品1点、礫石器2点を掲載した(第

122 ～ 124図)。

　土師器坏2点(第122図- 1･ 2)は、いずれも床面直上からの出土である。1は、底部は平底状の丸底で、内湾する

体部から直線的に外傾する口縁部にいたる器形を呈する。2は、底部は丸底で、内湾する体部から弱く外反する口縁

部にいたる器形を呈する。1･ 2とも口縁部と体部の境は、外面に不明瞭な段を持ち、内面は段･稜を持たない。調整

は、1は内外面ヘラミガキ、2は口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリのちヘラミガキ、内面ヘラミガキが施される。

2の底部外面には、｢×｣字状を含む複数の刻書が施される。

　土師器甕3点(第122図- 3 ～ 5)は、3･ 4は床面直上、5は床面施設(SK 1)堆積土からの出土である。このうち3

は、住居北東部から一括で出土している。3 ～ 5の胴部はいずれも長胴で、胴部の最大径は、3･ 4は上位、5は中位

に持つ。口縁部は、強く外傾し、口縁部と胴部の境は段･稜を持たない。3の調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部

外面ハケメのち下半ヘラナデ、胴部内面ハケメのち下半ユビナデが施される。ハケメ工具は2種使用されている。4･ 5

の調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ナデないしハケメ、胴部内面ヘラナデが施される。

　土師器甑(第123図- 1)は、床面直上からの出土である。底部は単孔式で、胴部は孔から緩やかに内湾して立ち上

がり、口縁部は外傾する器形を呈する。口縁部と胴部の境は、段･稜を持たない。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、
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第 120 図　SI 87 竪穴住居跡 ( 1 )

151

胴部外面ヘラケズリのちヘラミガキ、胴部内面ヘラナデで、孔周辺はヘラケズリが施される。

　須恵器坏5点(第123図- 2 ～ 6)は、2･ 3･ 6は床面直上、4･ 5は住居堆積土からの出土である。このうち、2は、

床面施設(SK1)出土遺物と接合関係がみられた。2･3は同一の器形で、法量に違いがみられる。底部切り離し技法は、

共に回転ヘラ切りである。4は、底径がやや小さく、体部の開きが大きい器形を呈し、器厚が薄い。5は、器形は2･3

と似るが、底部切り離し技法は静止糸切りである。6は高台付坏で、高台は外傾し、外面はカエリ状となる。

　土製品(第123図-7)は、床面直上から出土した土玉である。

　金属製品(第123図-8)は、住居堆積土から出土した鎌である。

　礫石器2点(第124図- 1･ 2)は、いずれも床面直上からの出土である。1は、扁平な円礫を素材とする台石である。

器体中央の広範囲に敲打痕が確認できる。下半部に線条痕が確認できるが、磨面は確認できない。石材は、多孔質

な石英安山岩質凝灰岩を使用している。上半部分は欠損している。2は、扁平な楕円礫を素材とする台石である。表

裏両面及び周縁部に敲打痕が確認され、一部に剥離を伴う。敲打痕は一箇所で大きく発達せず、小規模で散在してい
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石

0 1m(1:30)

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR3/2黒褐色ブロックを少量、径15㎜の焼土粒をわずかに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/6褐色土ブロック･焼土粒･焼土を少量含む。
3 10YR3/4 暗褐色 シルト

周溝 4 - - - 註記なし。

カマド

5 10R2/1 赤褐色 シルト (壁面崩落土)
6 10YR2/3 黒褐色 シルト 焼土を帯状に、径10㎜の焼土粒を微量に含む。
7 10YR3/2 黒褐色 シルト 10R2/1赤褐色ブロック･焼土粒子を含む。
8 10YR3/1 黒褐色 シルト 10R2/1赤褐色土ブロックを多量に含む。
9 10R2/1 赤褐色 シルト (煙道天井崩落土)

10 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR2/1黒色土を帯状に、焼土粒を微量に含む。
11 10YR2/3 黒褐色 シルト 10YR2/1黒色土を帯状に、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。
12 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 5YR3/3暗赤褐色焼土ブロックを含む。
13 10YR3/1 黒褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色ブロックを含む。
14 10YR2/2 黒褐色 シルト
15 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR2/2黒褐色ブロックを多量に含む。
16 10YR2/2 黒褐色 シルト 焼土･炭化物を帯状に含む。
17 10YR3/3 暗褐色 シルト 下部に10YR2/2黒褐色土を帯状に含む。焼土ブロックを少量含む。

カマド袖
18 10YR2/2 黒褐色 シルト 10YR2/1黒色土･焼土を含む。
19 10YR3/4 暗褐色 シルト 上部に10YR4/4褐色土･10YR2/2黒褐色ブロックを少量含む。

掘り方
20 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR5/6黄褐色土ブロックを多量、10YR2/2黒褐色土ブロックを少量、径100㎜の礫を含む。
21 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR2/2黒褐色土を斑状にわずかに含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1

1 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土･10YR2/2黒褐色粘土ブロックを含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR7/6明黄褐色土ブロックを多量に含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト
4 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土を含む。

P2
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 褐色土ブロック･炭化物粒･焼土粒をわずかに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘性シルト 10YR4/4褐色土ブロックを多量に含む。

P3
1 2.5YR2/1 赤黒色 シルト 2.5YR4/6赤褐色焼土ブロックを含む。
2 2.5Y3/2 黒褐色 シルト 2.5YR4/6赤褐色焼土ブロックを含む。
3 2.5Y3/2 黒褐色 シルト

P4
1 10YR3/4 暗褐色 シルト
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR4/4褐色土･10YR2/2黒褐色土ブロックを含む。

P5
1 2.5Y3/1 赤黒色 シルト 2.5YR4/6赤褐色焼土ブロックを含む。
2 10YR3/1 黒褐色 シルト 2.5Y6/3にぶい橙色焼土ブロック･焼土粒子を含む。
3 2.5YR3/2 黒褐色 シルト

P6
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR4/6褐色土･10YR2/1黒色土を帯状に含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土粒･炭化物粒を斑状に多量に含む

SK1

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土粒をわずかに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土･炭化物を帯状に、焼土粒をわずかに含む。
3 10YR2/1 黒色 シルト 炭化物を多量に含む。
4 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土を帯状に含む。
5 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土ブロック･径120㎜の楕円形の礫を含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 円形 48×45 27
P2 円形 78×63 21
P3 円形 (36)×33 12
P4 円形 36×(30) 51

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P5 楕円形 (42)×42 12
P6 不整円形 72×69 21
SK1 不整形 120×(63) 24

SI87　堆積土註記表

第 121 図　SI 87 竪穴住居跡 ( 2 )

SI87　施設堆積土註記表

SI87　施設観察表

152

る。やや大型であることから台石としたが、周縁部には敲打痕が確認され、敲石として使用した可能性がある。石材は、

安山岩を使用している。

【時期】　上記の遺物のうち床面直上から出土した土師器坏(第122図- 1･ 2)･甕(第122図- 3･ 4)･甑(第123図- 1)、

須恵器坏(第123図- 2･ 3･ 6)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられる。本書の時期区分では、5bⅰ期( 7世紀末葉～ 8

世紀初頭)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示している。
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C-136

C-139

C-140

C-142

C-141

0 10cm(1:3)

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-136 Ⅴ区 SI87 床面直上 土師器 坏 口縁
～底 (14.0) - (3 .7 ) 口縁：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体：不明 ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面摩耗 74

2 C-139 Ⅴ区 SI87 床面直上 土師器 坏 略完形 (16.1) - 4 .5 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面底部

刻書 74

3 C-140 Ⅴ区 SI87 床面直上 土師器 甕 口縁
～底 20.0 8 .0 32 .8 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、

胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾊｹﾒ→ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

ﾊｹﾒ調整は工具2種使
用？ 74

4 C-142 Ⅴ区 SI87 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (17.4) - (9 .3 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴：ﾅﾃﾞ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面摩耗顕著、歪みあり 74

5 C-141 Ⅴ区 SI87 SK1堆積土 土師器 甕 口縁
～胴 (22.4) - (14 .1 ) 口縁：ﾊｹﾒ→ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴→ﾊｹﾒ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面胴部煤付着 74

第 122 図　SI 87 竪穴住居跡出土遺物 ( 1 )

1( 床面直上 )

4( 床面直上 )

2( 床面直上 )

5(SK1 堆積土 )

3( 床面直上 )
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C-145
E-020

E-021

E-022

E-023

E-024

P-019

0 10cm(1:3)

N-006

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚
7 P-019 Ⅴ区 SI87 床面直上 土製品 土玉 0.6 0 .7 0 .7 0 .2 ﾍﾗﾐｶﾞｷ､孔径0.1㎝､完形 75

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚

8 N-006 Ⅴ区 SI87 住居堆積土 金属
製品 鎌 (6.8) (2 .5 ) (0 .8 ) (20 .1 ) 75

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-145 Ⅴ区 SI87 床面直上 土師器 甑 口縁
～孔 (26.0) (9 .8 ) 25 .1

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
孔周辺：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ､
孔周辺：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

75

2 E-021 Ⅴ区 SI87 床面直上 須恵器 坏 口縁
～底 14.7 8 .7 4 .1 ﾛｸﾛ調整､

底：回転ﾍﾗ切り→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ：右 75

3 E-022 Ⅴ区 SI87 床面直上 須恵器 坏 口縁
～底 (17.0) (10 .3 ) 4 .3

ﾛｸﾛ調整､
体下端：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底：回転ﾍﾗ切り

ﾛｸﾛ調整 75

4 E-023 Ⅴ区 SI87 住居堆積土 須恵器 坏 口縁
～底 (15.1) (8 .5 ) 3 .9 ﾛｸﾛ調整､

底：回転ﾍﾗ切り→ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ：右 75

5 E-020 Ⅴ区 SI87 住居堆積土 須恵器 坏 略完形 15.1 9 .5 4 .1
ﾛｸﾛ調整､
体下端：回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底：静止糸切り→周縁回
転ﾍﾗｹｽﾞﾘ

ﾛｸﾛ調整 内外面火襷痕 75

6 E-024 Ⅴ区 SI87 床面直上 須恵器 坏 口縁～
高台 (14.9) (12 .0 ) 3 .3 ﾛｸﾛ調整､高台貼付 ﾛｸﾛ調整 75

第 123 図　SI 87 竪穴住居跡出土遺物 ( 2 )

5( 住居堆積土 )

4( 住居堆積土 )

3( 床面直上 )

2( 床面直上 )

1( 床面直上 )

6( 床面直上 )

7( 床面直上 ) 8( 住居堆積土 )
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Kc-39

敲

敲

Kc-43

0 10cm(1:3)

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

1 Kc-039 Ⅴ区 SI87 床面直上 礫石器 台石 (16.8) 20 .2 6 .5 (1619 .80) 石英安山岩質
凝灰岩

円礫、敲(1箇所)程度強、線条痕あり、刃物痕あり、
欠損あり 75

2 Kc-043 Ⅴ区 SI87 床面直上 礫石器 台石 18.4 13 .7 4 .8 1583 .51 安山岩 楕円扁平礫、敲(15箇所)程度弱 75

第124図　SI87竪穴住居跡出土遺物(3)

2( 床面直上 )

1( 床面直上 )
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156

SI 88　竪穴住居跡 ( 第 125 ～ 127 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区中央、B- 8グリッドに位置する。カマド燃焼部および北西コーナー付近は、撹乱により失われてい

る。

【重複】　SI89、SX2･3、SM2と重複関係にあり、これらより新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北386㎝、東西474㎝を測る。平面形状は、隅丸方形を呈する。

【方向】　カマド煙道部基準でN-7°-Eである。

【堆積土】　7層に分層された。1･ 2層は住居堆積土で、褐色･にぶい黄褐色シルトを主体とし、Ⅳ層ブロックを含む。

3層は周溝堆積土である。4･ 5層は、カマド関連層位で、褐色シルトを主体とし、焼土を含む。6･ 7層は、掘り方堆

積土である。

【壁面】　直線的に外傾する。残存する壁高は、最大23㎝を測る。

【床面】　東西方向に12㎝ほどの高低差がみられる。6･7層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から4基検出した。このうち、P 3では柱痕跡を確認した。P 1･ 2については、柱痕跡は確認していない

が、規模や位置関係から、P1 ～ 3は主柱穴に相当するものと考えられる。

【周溝】　検出した範囲においては、壁際に沿って全周する。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅17 ～ 30㎝、深

さ17㎝を測る。北東コーナー部分は、テラス状に一段高くなる。

【カマド】　燃焼部および煙道部の一部が、撹乱により失われている。残存する煙道部からの推定では、北壁中央やや

東寄りに位置し、壁面に直交して付設されたと考えられる。

　煙道部の規模は、残存する部分で長さ180㎝、幅38㎝、深さ28㎝を測る。底面は平坦で、煙出し部に向かって下

がる。

　煙出し部の規模は、上端径40㎝、煙道部からの深さ30㎝を測り、ピット状に落ち込む。

【その他の施設】　土坑を1基検出した。SK 1は、推定されるカマド燃焼部のやや南に位置する。堆積土3層は、焼土

･炭化物粒を含む。

【掘り方】　ほぼ全面が掘り込まれる。底面は概ね平坦で、部分的に浅く窪む。深さは、4 ～ 20㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏1点･甕3点･甑1点、須恵器盤1点･甕1点を掲載した(第126･127図)。

土師器坏(第126図- 1)は、住居堆積土からの出土である。1は、底部は平底状の丸底で、扁平に内湾する体部から

外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外面に段を持つ。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部

外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施される。体部内面は、黒色処理される。

　土師器甕(第126図- 2･ 3、第127図- 1)は、第126図- 2･ 3はカマド東袖脇、第127図- 1は北東コーナー部分か

ら、正位もしくは横位で潰れた状態で、床面直上から出土している。第126図- 2は、底部は突出し、内湾する胴部か

ら緩やかに外傾する口縁部にいたる器形を呈し、胴部の最大径を中位に持つ。口縁部と体部の境は段を持つ。調整は、

口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデが施され、外面は被熱を受ける。第126図- 3は、長

胴の胴部から外反する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大径は、中位に持つ。口縁部と胴部の境は不明瞭な段

を持つ。第127図- 1は、上げ底状の底部に強く内湾して球胴となる器形を呈する。調整は、第126図- 3･第127図

-1とも胴部外面ハケメ、胴部内面ヘラナデを基調とし、第127図-1はハケメのちヘラナデ、ヘラケズリが部分的に施さ

れる。

　土師器甑(第127図- 2)は、カマド東袖脇床面直上からの出土である。底部は平底で、内湾する胴部から直線的に

外傾する口縁部にいたる器形を呈し、胴部の最大径を下位に持つ。底部は、焼成後に穿孔される。口縁部と体部の境

は段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリ、胴部内面ヘラナデが施され、外面は被熱を受け
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る。内面には、棒状工具による工具痕がみられる。

　須恵器盤(第127図- 3)は、堆積土からの出土である。体部は緩やかに内湾し、やや内湾しながら立ち上がる口縁

部にいたる器形を呈する。

　須恵器甕(第127図-4)は、口縁部は外反し、頸部内面にヘラナデが施される。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器甕(第126図- 2･ 3、第127図- 1)･甑(第127図- 2)は、

本竪穴住居跡に伴うと考えられる。本書の時期区分では、4b期( 7世紀初頭～前葉) ～ 5a期( 7世紀中葉～後葉)に位

置づけられることから、本竪穴住居跡もこの時期幅を持つと考えられる。

西台畑遺跡4・5・7次P69～174_初.indd   157 2013/03/02   21:40:14



C-148

C-148

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

C-146

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR4/4 褐色 シルト 径30㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックをわずかに、炭化物･焼土粒を少量含む。

周溝 3 10YR4/4 褐色 シルト

カマド
4 10YR4/4 褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロック･焼土粒を少量含む。
5 10YR3/2 黒褐色 シルト 径30㎜の焼土ブロック･Ⅳ層ブロックを少量含む。

掘り方
6 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。
7 10YR4/4 褐色 シルト 暗褐色土小ブロックを少量含む。

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-146 Ⅴ区 SI88 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～底 16.4 - 3 .5 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 75

2 C-148 Ⅴ区 SI88 床面直上 土師器 甕 口縁
～底 (14.9) 7 .9 18 .7 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､

底：木葉痕→ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱摩耗 75

3 C-150 Ⅴ区 SI88 床面直上 土師器 甕 頸～底 - (7 .2 ) (28 .6 )
頸：ﾖｺﾅﾃﾞ､胴：ﾊｹﾒ､胴下
端：ﾍﾗﾅﾃﾞ､底：周縁粘土
貼付→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

頸：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱 75

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径30㎜のⅤ層ブロックを多量に含む。

P2
1 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロック･炭化物を少量含む。
2 10YR4/6 褐色 砂質シルト 炭化物を少量含む。
3 10YR4/4 褐色 砂質シルト

P3
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 径30㎜のⅤ層ブロックを含む。(柱痕跡)
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径50㎜のⅤ層ブロックを多量に含む。

P4 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒色土ブロック･焼土粒を多量に含む。

SK1
① 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物粒を微量に含む。
② 10YR3/3 暗褐色 シルト 径30㎜のⅤ層ブロックを多量に含む。
③ 10YR4/4 褐色 シルト 径10㎜の焼土ブロックを多量に、炭化物粒を少量含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 52×47 7
P2 不整円形 67×58 25
P3 楕円形 59×50 12

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P4 楕円形 31×24 12
SK1 不整楕円形 98×(89) 37

SI88　堆積土註記表

SI88　施設堆積土註記表

SI88　施設観察表

第 126 図　SI 88 竪穴住居跡出土遺物 ( 1 )

2( 床面直上 )

1( 住居堆積土 )

3( 床面直上 )
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0 10cm(1:3)

C-151

E-027

E-026

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-151 Ⅴ区 SI88 床面直上 土師器 甕 胴～底 - (8 .7 ) (22 .1 ) 胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗｹｽﾞ
ﾘ、底：木葉痕→ﾍﾗﾅﾃﾞ 胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 76

2 C-149 Ⅴ区 SI88 床面直上 土師器 甑 略完形 14.0 6 .5 18 .5 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ ･ﾅﾃﾞ

底部穿孔(焼成後)、外面
被熱摩耗･剥落、
内面摩耗･工具痕あり

76

3 E-026 Ⅴ区 SI88 住居堆積土 須恵器 盤 口縁
～体 (31.3) - (6 .2 ) ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ調整 内外面自然釉付着 76

4 E-027 Ⅴ区 SI88 住居堆積土 須恵器 甕 口縁 (18.9) - (6 .0 ) ﾛｸﾛ調整 ﾛｸﾛ調整､頸：ﾍﾗﾅﾃﾞ ﾛｸﾛ：左 76

第 127 図　SI 88 竪穴住居跡出土遺物 ( 2 )

2( 床面直上 )

4( 住居堆積土 )

3( 住居堆積土 )

1( 床面直上 )
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第 128 図　SI 89 竪穴住居跡 ( 1 )

160

SI 89　竪穴住居跡 ( 第 128 ～ 130 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区中央、B･C- 8ｸﾞﾘｯﾄﾞに位置する。西壁･東壁と南壁の西半は、重複遺構(SI 87･ 88)と撹乱により

失われている。

【重複】　SI87･88、SX1と重複関係にあり、SI87･88より古く、SX1より新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北438㎝、東西431㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　カマド煙道部基準でN-9°-Eである。

【堆積土】　21層に分層された。1･ 2層は住居堆積土で、暗褐色シルトを主体とする。3 ～ 14層はカマド関連層位で、

暗褐色･黒褐色シルトを主体とする層が多く、焼土粒･焼土ブロックを含む。14層は、被熱による変色と硬化がみられ

る。15 ～ 21層はカマド袖構築土で、15･16層は被熱による変色と硬化がみられる。

【壁面】　緩やかに外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大15㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦である。基本層Ⅳ層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から1基、カマド袖先端部の直下で2基検出した。P2･3はカマド袖構築材の掘り方と考えられる。

【周溝】　検出していない。

【カマド】　北壁中央に位置し、壁面に対して直交して付設される。袖の規模は、西袖が長さ60㎝、幅45㎝、東袖が

長さ72㎝、幅48㎝を測る。北壁に対し両袖とも直交する。袖の内面には、被熱による変色と硬化が認められる。また、

両袖の先端部直下から、芯材の掘り方と考えられるピットを2基検出した。

　燃焼部の規模は、奥行き114㎝、幅99㎝、奥壁高14㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。底面は皿状に窪み、中央

はピット状に落ち込む。奥壁は、外傾して立ち上がる。

　煙道部の規模は、長さ126㎝、幅33㎝、深さ11 ～ 12㎝を測る。底面は、段を持って煙出し部に向かって下がる。
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第 129 図　SI 89 竪穴住居跡 ( 2 )-掘り方完掘時施設検出状況
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　煙出し部の規模は、上端径30㎝、煙道部からの深さ6㎝を測り、ピット状に窪む。底面は、北側に下がり、壁面は

垂直に立ち上がる。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　掘り方を持たない。

【出土遺物】　堆積土中より出土した石製品1点を除き、図化できるような遺物はなかった(第130図)。

　石製品は、不整な長方形を呈する不明石製品である。縁辺に、急角度な剥離を施し形状を整えている。裏面は、加

工と考えられる研磨により平滑になっている。比較的軟質な石材を使用しており、刃物痕が多数観察される。石材は、

石英安山岩質凝灰岩を使用している。

【時期】　伴う土器は無いが、本書の時期区分4b期( 7世紀初頭～前葉) ～ 5a期( 7世紀中葉～後葉)と考えられる

SI88より古いことから、本竪穴住居跡の時期は、4b ～ 5a期と同時期かそれ以前と考えられる。
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0 10cm(1:3)

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土･10YR2/3黒褐色ブロックをわずかに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土ブロックを含む。

カマド

3 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR2/2黒褐色ブロックを多量に含む。
4 10YR2/1 黒色 シルト
5 10YR3/3 暗褐色 シルト
6 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 5YR5/8明赤褐色焼土粒を多量に含む。
7 10YR3/4 暗褐色 シルト
8 10YR2/3 黒褐色 シルト 5YR5/8明赤褐色焼土粒を多量に含む。
9 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 炭化物を帯状に、7.5YR5/8明褐色焼土粒を多量に含む。

10 10YR3/2 黒褐色 シルト 2.5YR3/3明赤褐色･2.5YR3/1明赤灰色焼土ブロックを含む。
11 10YR2/2 黒褐色 シルト 7.5YR3/4明赤褐色焼土ブロックを少量含む。
12 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 10YR2/1黒色土ブロックを多量に含む。
13 - - - 註記なし。
14 2.5YR3/1 暗赤灰色 シルト 被熱により2.5YR4/6赤褐色に変色硬化。

カマド袖

15 2.5YR4/4 にぶい赤褐色 シルト 被熱により硬化。
16 5YR3/2 暗赤褐色 シルト 2.5YR4/6赤褐色焼土粒･炭化物粒を含む。
17 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR4/2灰黄褐色土ブロックを含む。
18 10YR4/2 灰黄褐色 シルト
19 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR4/2灰黄褐色土ブロックを多量に含む。
20 10YR3/2 黒褐色 シルト
21 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト

部位 層位 土色 土性 備考
P1 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR6/4にぶい黄褐色土ブロックを少量、下部に炭化物･焼土を帯状に含む。
P2 - - - - 断面図なし。
P3 - - - - 断面図なし。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不明 87×(24) 6
P2 楕円形 33×27 8
P3 楕円形 (21)×15 15

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚

1 Kd-006 Ⅴ区 SI89 住居堆積土 石製品 不明
石製品 3.5 4.6 1.7 20.39 石英安山岩質

凝灰岩
素材形状不明、複数縁辺に二次加工あり、研磨(2面)、
線条痕あり、刃物痕あり 76

SI89　堆積土註記表

SI89　施設堆積土註記表

SI89　施設観察表

第 130 図　SI 89 竪穴住居跡出土遺物

1( 住居堆積土 )
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SI 90　竪穴住居跡 ( 第 131 ･ 132 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区中央、C-8グリッドに位置する。北壁コーナー付近と南西部を除き、重複遺構(SI76･77･86･87)

と撹乱により失われている。南壁は、重複遺構により失われており、南壁際を周ると考えられる周溝のみ検出した。

【重複】　SI76･77･86･87と重複関係にあり、これらより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北474㎝、東西420㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定され

る。

【方向】　北壁基準でN-55°-Eである。

【堆積土】　4層に分層された。1 ～ 3層は住居堆積土で、黒褐色シルトを主体とする。4層は、周溝堆積土である。

【壁面】　やや内湾して立ち上がる。残存する壁高は、最大24㎝を測る。

【床面】　北壁付近が6㎝ほど高くなる。基本層Ⅳ層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から4基検出した。規模と位置関係からP1は、主柱穴に相当するものと考えられる。

【周溝】　検出した範囲においては、幅12 ～ 15㎝、深さ6㎝を測る。
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遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 楕円形 (66)×(66) 30
P2 楕円形 (48)×(30) 21

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P3 不整円形 60×54 36
P4 不明 (78)×(54) 18

第 131 図　SI 90 竪穴住居跡

SI90　施設観察表
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【カマド】　検出されなかった。元より付設されなかったのか、重複遺構により失われたのか不明である。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　掘り方を持たない。

【出土遺物】　土師器壺1点･甕2点、土製品1点、金属製品1点を掲載した(第132図)。

　土師器壺は、床面直上から出土した小型の壺である。底部は平底で、わずかに上げ底状になる。球形に内湾する体

部から外傾する口縁部にいたる器形を呈する。調整は、口縁部内外面ヘラミガキ、体部外面ヘラケズリのちヘラミガキ、

体部内面ヘラナデが施され、内面は、黒色処理される。1の内面には、赤色顔料の付着がみられた。

　土師器甕2点は、床面直上からの出土である。2･3の胴部は長胴で、胴部の最大径は、2は中位、3は上位に持つ。

3の口縁部は外反する。口縁部と胴部の境は、共に段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリ、

胴部内面ヘラナデが施される。

　土製品は土製勾玉で、住居堆積土からの出土である。

　金属製品は楔で、住居堆積土からの出土である。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器壺( 1)･土師器甕( 2･ 3)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられ

る。本書の時期区分では、5a期(7世紀中葉～後葉)の土器であり、本竪穴住居跡の時期を示している。
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C-155

C-143
C-156

P-020

0 10cm(1:3)
N-007

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロックを多量に含む。
2 10YR3/1 黒褐色 シルト
3 10YR3/1 黒褐色 シルト 10YR3/2黒褐色シルトブロックを多量、下部に10YR5/6黄褐色シルトを含む。

周溝 4 - - - 註記なし。

部位 層位 土色 土性 備考

P1

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR2/2暗褐色土ブロックを多量、10YR4/4褐色土小ブロックを少量、7.5YR5/8明褐色焼土粒をわずかに含
む。

2 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR2/2暗褐色土･10YR4/4褐色土をわずかに含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR4/4褐色土小ブロックをわずかに、10YR2/1黒色粘土を少量含む。
4 10YR3/1 黒褐色 シルト
5 10YR3/2 黒褐色 粘性シルト 10YR4/4褐色土ブロックを少量含む。

P2
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR3/1黒褐色土ブロックを少量、10YR4/4褐色土ブロックを多量に含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR3/2黒褐色粘土シルトブロックを少量含む。

P3

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR4/3にぶい黄褐色ブロックを少量、炭化物粒をわずかに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR4/4褐色土ブロックを少量、炭化物粒をわずかに含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/4褐色土ブロックを多量に含む。
4 10YR3/2 黒褐色 粘性シルト 10YR4/4褐色土ブロックを少量含む。

P4
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR3/1黒褐色土ブロックを多量、10YR4/4褐色土ブロックを少量含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-155 Ⅴ区 SI90 床面直上 土師器 壺 完形 6.1 2 .9 5 .3
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ
→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ

内面黒色処理、体部内面
に朱残存 76

2 C-143 Ⅴ区 SI90 床面直上 土師器 甕 頸～胴 - - (17 .3 ) 頸：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ

頸：ﾖｺﾅﾃﾞ、
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 76

3 C-156 Ⅴ区 SI90 床面直上 土師器 甕 口縁
～胴 (14.6) - (9 .7 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

胴：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 内外面被熱摩耗 76

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 特徴･備考 写真 

図版全長 幅 厚
4 P-020 Ⅴ区 SI90 住居堆積土 土製品 勾玉 (2.6) 1 .0 0 .7 (2 .9 ) ﾅﾃﾞ､孔径1.5㎝ 76

5 N-007 Ⅴ区 SI90 住居堆積土 金属
製品 楔 (3.1) 1 .3 0 .9 (10 .4 ) 76

SI90　堆積土註記表

SI90　施設堆積土註記表

第 132 図　SI 90 竪穴住居跡出土遺物

3( 床面直上 )

4( 住居堆積土 )

5( 住居堆積土 )

2( 床面直上 )

1( 床面直上 )

164

SI 91　竪穴住居跡 ( 第 133 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区西半、B- 8グリッドに位置する。大半を重複遺構(SI 78･ 94)と撹乱により失われており、住居南東

部のみを検出した。

【重複】　SI78･94と重複関係にあり、これらより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北231㎝、東西257㎝を測る。平面形状は、不明である。

【方向】　東壁基準でN-28°-Wである。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

住居堆積土 1 10YR4/4 褐色 シルト なし あり 10YR3/3暗褐色土ブロックを少量含む。

1 10YR3/2 黒褐色 シルト - - 炭化物粒を微量に含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト - - 10YR5/4にぶい黄褐色土ブロックを含む。

P2 1 - - - - - 注記なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト - -

2 10YR2/2 黒褐色 シルト - - 10YR3/3暗褐色土ブロックを含む。

1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト - - 10YR3/1黒褐色土ブロックを含む。

2 10YR3/1 黒褐色 シルト - - 10YR5/3にぶい黄褐色土ブロックを含む。

1 10YR3/1 黒褐色 シルト - - 10YR5/3にぶい黄褐色土ブロックを含む。

2 10YR5/2 にぶい黄褐色 シルト - - 10YR3/1黒褐色土ブロックを含む。

1 10YR3/2 黒褐色 シルト - - 10YR5/4にぶい黄褐色土ブロックを含む。

2 10YR3/2 黒褐色 シルト - - 10YR5/4にぶい黄褐色土を斑状に含む。

3 10YR2/3 黒褐色 シルト - - 10YR5/4にぶい黄褐色土を斑状に含む。

4 10YR2/2 黒褐色 シルト - - 10YR5/4にぶい黄褐色土を斑状に、炭化物粒子をわずかに含む。

5 10YR2/2 黒褐色 シルト - - 10YR5/4にぶい黄褐色土を斑状に含む。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

住居堆積土 1 10YR4/4 褐色 シルト なし あり 10YR3/3暗褐色土ブロックを少量含む。

1 10YR3/2 黒褐色 シルト - - 炭化物粒を微量に含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト - - 10YR5/4にぶい黄褐色土ブロックを含む。

P2 1 - - - - - 注記なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト - -

2 10YR2/2 黒褐色 シルト - - 10YR3/3暗褐色土ブロックを含む。

1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト - - 10YR3/1黒褐色土ブロックを含む。

2 10YR3/1 黒褐色 シルト - - 10YR5/3にぶい黄褐色土ブロックを含む。

1 10YR3/1 黒褐色 シルト - - 10YR5/3にぶい黄褐色土ブロックを含む。

2 10YR5/2 にぶい黄褐色 シルト - - 10YR3/1黒褐色土ブロックを含む。

1 10YR3/2 黒褐色 シルト - - 10YR5/4にぶい黄褐色土ブロックを含む。

2 10YR3/2 黒褐色 シルト - - 10YR5/4にぶい黄褐色土を斑状に含む。

3 10YR2/3 黒褐色 シルト - - 10YR5/4にぶい黄褐色土を斑状に含む。

4 10YR2/2 黒褐色 シルト - - 10YR5/4にぶい黄褐色土を斑状に、炭化物粒子をわずかに含む。

5 10YR2/2 黒褐色 シルト - - 10YR5/4にぶい黄褐色土を斑状に含む。

P1

SI91(SI22)

SK3

土色

P3

SK1

SK2

0 2m(1:60)

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 炭化物粒を微量に含む。(柱痕跡)
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土ブロックを含む。

P2 1 - - - 註記なし。

P3
1 10YR3/3 暗褐色 シルト
2 10YR2/2 黒褐色 シルト 10YR3/3暗褐色土ブロックを含む。

SK1
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 10YR3/1黒褐色土ブロックを含む。
2 10YR3/1 黒褐色 シルト 10YR5/3にぶい黄褐色土ブロックを含む。

SK2
1 10YR3/1 黒褐色 シルト 10YR5/3にぶい黄褐色土ブロックを含む。
2 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 10YR3/1黒褐色土ブロックを含む。

SK3

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土ブロックを含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土を斑状に含む。
3 10YR2/3 黒褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土を斑状に含む。
4 10YR2/2 黒褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土を斑状に、炭化物粒をわずかに含む。
5 10YR2/2 黒褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土を斑状に、炭化物を少量含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 円形 27×21 30
P2 不明 48×(27) 21
P3 楕円形 42×30 15

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
SK1 不整楕円形 90×(60) 75
SK2 不整形 108×(72) 27
SK3 長方形 102×54 24

部位 層位 土色 土性 備考
住居堆積土 1 10YR4/4 褐色 シルト 10YR3/3暗褐色土ブロックを少量含む。

SI91　堆積土註記表

SI91　施設堆積土註記表

SI91　施設観察表
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【堆積土】　褐色シルトの単層で、暗褐色土ブロックを少量含む。

【壁面】　外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大6㎝を測る。

【床面】　平坦である。基本層Ⅳ層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から3基検出した。P1では柱痕跡が確認されたが、これら柱穴の性格は不明である。

【周溝】　検出していない。

【カマド】　検出していない。

【その他の施設】　床面から土坑3基を検出した。平面形状は、SK 1が不整楕円形、SK 2が不整形、SK 3が長方形で

ある。堆積土は黒褐色土を主体とし、にぶい黄褐色土ブロックを含む。

【掘り方】　掘り方を持たない。

【出土遺物】　堆積土から、土師器の破片が少量出土しているが、図化できるような遺物はなかった。

【時期】　伴う土器はないが、本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)と考えられるSI 78より古いことから、本竪穴

住居跡の時期は、5a期以前と考えられる。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

住居堆積土 1 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト - - φ1㎝のⅣ層ブロック･焼土･炭化物粒を少量含む。

周溝 2 - - - - - 注記なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 少し あり 灰白色粘土ブロックを微量、炭化物粒を少量含む。

2 10YR2/3 黒褐色 粘性シルト 強い 少し 褐色土ブロックをわずかに含む。

3 10YR2/3 黒褐色 粘性シルト 強い 少し 焼土粒をわずかに含む。

P２ 1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 炭化物粒をわずかに含む。

P3 1 10YR3/3 暗褐色 粘性シルト 強い わずか 褐色土小ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。

P4 - - - - - 断面図なし。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

住居堆積土 1 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト - - φ1㎝のⅣ層ブロック･焼土･炭化物粒を少量含む。

周溝 2 - - - - - 注記なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 少し あり 灰白色粘土ブロックを微量、炭化物粒を少量含む。

2 10YR2/3 黒褐色 粘性シルト 強い 少し 褐色土ブロックをわずかに含む。

3 10YR2/3 黒褐色 粘性シルト 強い 少し 焼土粒をわずかに含む。

P２ 1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 炭化物粒をわずかに含む。

P3 1 10YR3/3 暗褐色 粘性シルト 強い わずか 褐色土小ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。

P4 - - - - - 断面図なし。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

住居堆積土 1 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト - - φ1㎝のⅣ層ブロック･焼土･炭化物粒を少量含む。

周溝 2 - - - - - 注記なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 少し あり 灰白色粘土ブロックを微量、炭化物粒を少量含む。

2 10YR2/3 黒褐色 粘性シルト 強い 少し 褐色土ブロックをわずかに含む。

3 10YR2/3 黒褐色 粘性シルト 強い 少し 焼土粒をわずかに含む。

P２ 1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 炭化物粒をわずかに含む。

P3 1 10YR3/3 暗褐色 粘性シルト 強い わずか 褐色土小ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。

P4 - - - - - 断面図なし。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

住居堆積土 1 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト - - φ1㎝のⅣ層ブロック･焼土･炭化物粒を少量含む。

周溝 2 - - - - - 注記なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 少し あり 灰白色粘土ブロックを微量、炭化物粒を少量含む。

2 10YR2/3 黒褐色 粘性シルト 強い 少し 褐色土ブロックをわずかに含む。

3 10YR2/3 黒褐色 粘性シルト 強い 少し 焼土粒をわずかに含む。

P２ 1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 炭化物粒をわずかに含む。

P3 1 10YR3/3 暗褐色 粘性シルト 強い わずか 褐色土小ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。

P4 - - - - - 断面図なし。
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SI 92　竪穴住居跡 ( 第 134 ･ 135 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区西端、A- 8グリッドに位置する。北側･南側は、重複遺構(SI 82)と撹乱により失われている。西側

は調査区外にかかる。

【重複】　SI82と重複し、これより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は南北174㎝、東西261㎝を測る。平面形状は、不明である。

【方向】　東壁基準でN-4°-Eである。

【堆積土】　2層に分層された。1層は住居堆積土で、暗褐色砂質シルトである。2層は、周溝堆積土である。

【壁面】　直線的に外傾する。残存する壁高は、最大9㎝を測る。

【床面】　概ね平坦である。基本層Ⅳ層上面を床面としている。

【柱穴】　4基検出した。いずれも、性格は不明である。

【周溝】　検出した範囲では、壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規模は幅12 ～ 21㎝、深さ6㎝を測る。

【カマド】　検出していない。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　掘り方を持たない。

【出土遺物】　土師器坏2点･壺1点･甕1点を掲載した(第135図)。

　土師器坏2点は、いずれも住居堆積土からの出土である。1は、内湾する体部から、わずかに外傾する口縁部にい

たる器形を呈する。口縁部と体部の境は外面に段、内面に稜を持つ。調整は、口縁部外面ヘラミガキ、体部外面ヘラ

ケズリ、内面ヘラミガキが施される。2は、内湾する体部から屈曲して外傾する口縁部にいたる器形を呈する。調整は、

口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ヘラナデが施される。

　土師器壺は、住居堆積土からの出土である。頸部と体部の境は屈曲し、頸部は外傾して立ち上がる。調整は、外面

ヘラミガキ、内面ヘラナデのち一部ヘラミガキが施される。

　土師器甕は、床面直上からの出土である。胴部と底部の境は括れを持ち、底部は突出する。調整は、胴部外面ハケ

メのちヘラナデ、内面ヘラナデが施される。底部の突出部分は、ヘラケズリが施される。

【時期】　上記の遺物のうち、床面直上から出土した土師器甕( 4)は本竪穴住居跡に伴うと考えられるが、明確な時期

は導き出せない。しかし、本書の時期区分5bⅱ期( 8世紀前葉)の土器を伴うSI 82より古いことから、本竪穴住居跡

の時期は5bⅱ期以前と考えられる。
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部位 層位 土色 土性 備考
住居堆積土 1 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト

周溝 2 - - - 註記なし。

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 灰白色粘土ブロックを微量、炭化物粒を少量含む。
2 10YR2/3 黒褐色 粘性シルト 褐色土ブロックをわずかに含む。
3 10YR2/3 黒褐色 粘性シルト 焼土粒をわずかに含む。

P2 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物粒をわずかに含む。
P3 1 10YR3/3 暗褐色 粘性シルト 褐色土小ブロックを多量、炭化物粒を少量含む。
P4 - - - - 断面図なし。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 隅丸方形 48×45 39
P2 楕円形 57×51 24
P3 不整円形 36×30 24
P4 不明 33×9 10

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-160 Ⅴ区 SI92 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (17.0) - (3 .4 ) 口縁：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 76

2 C-161 Ⅴ区 SI92 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～体 (16.6) - (3 .4 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾅﾃﾞ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ、
体：ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面摩耗 76

3 C-162 Ⅴ区 SI92 住居堆積土 土師器 壺 頸～肩 - - (4 .6 ) ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ 76

4 C-163 Ⅴ区 SI92 床面直上 土師器 甕 胴～底 - 6.7 (6 .2 )
胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗﾅﾃﾞ､
胴下端：ﾍﾗｹｽﾞﾘ､
底木葉痕→ﾍﾗﾅﾃﾞ

ﾍﾗﾅﾃﾞ 外面被熱摩耗 76

SI92　堆積土註記表

SI92　施設堆積土註記表

SI92　施設観察表

第 135 図　SI 92 竪穴住居跡出土遺物

1( 住居堆積土 )

2( 住居堆積土 ) 3( 住居堆積土 )

4( 床面直上 )
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SI 93　竪穴住居跡 ( 第 136 ･ 137 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区西半、A- 8･ 9グリッドに位置する。西壁･カマドの一部と北壁･東壁は、 重複遺構(SK 7、

SI80･84)により失われている。南側は、調査区外にかかる。

【重複】　SI80･83･84、SK7と重複関係にあり、SI83より新しく、SI80･84、SK7より古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北640㎝、東西408㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定され

る。

【方向】　カマド基準でN-58°-Wである。

【堆積土】　3層に分層された。1層は住居堆積土で、暗褐色粘土質シルトを主体とし、黒褐色土を多量に含む。2･ 3

層はカマド関連層位で、黒褐色粘土質シルトを主体とし、焼土粒を含む。

【壁面】　外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大15㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦である。基本層Ⅳ層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から2基検出した。位置関係と柱痕跡を確認したことから、P1は主柱穴に相当すると考えられる。

【周溝】　検出した範囲においては、南西コーナー付近を壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅

27㎝、深さ5㎝を測る。

【カマド】　西壁中央に位置し、壁面に直交して付設される。燃焼部の一部と煙道部は、重複遺構により失われている。
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第 136 図　SI 93 竪穴住居跡 ( 1 )
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残存する袖の規模は、南袖が長さ60㎝、幅45㎝、北袖が長さ75㎝、幅36㎝を測る。西壁に対して両袖ともほぼ直

交する。

　燃焼部の規模は、奥行き66㎝、幅48㎝、奥壁高6㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。底面は奥壁に向かって下が

り、奥壁は外傾して立ち上がる。

【その他の施設】　床面から土坑1基を検出した。SK1は、北袖の直近に位置し、炭化物粒･焼土粒をわずかに含む。

【掘り方】　掘り方を持たない。

【出土遺物】　土師器坏1点･甕1点、石製品1点を掲載した(第137図)。

　土師器坏は、住居堆積土からの出土である。底部は丸底で、扁平に内湾する体部から、外傾する口縁部にいたる器

形を呈する。口縁部と体部の境は外面に段、内面に稜を持つ。調整は、口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、

内面ヘラミガキが施され、内面は黒色処理される。

　土師器甕は、カマド北袖構築土からの出土である。胴部は長胴で、胴部の最大径を下位に持つ。底部の周縁には、

粘土の貼付がみられる。調整は、胴部外面ハケメのち一部ヘラミガキ、下端ヘラケズリ、内面ヘラナデが施される。

　石製品は長方形状を呈する砥石で、住居堆積土からの出土である。表面及び両側面に砥面が形成されており、線条

痕を伴う。線条痕の多くは砥行為に伴うと考えられるが、左側縁の痕跡の一部は不規則に蛇行し、傷も深く付けられて

いることから、研ぎに伴う痕跡とは異なる可能性がある。表面では器体上半の素材面にも砥面が形成されている。石材

は粘板岩を使用している。

【時期】　上記の遺物のうち、カマド袖構築土から出土した土師器甕( 2)は、本竪穴住居跡に伴うと考えられるが、胴部

資料であり明確な時期は不明である。遺構の重複関係では、本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)と考えられる

SI80･84より古いことから、本竪穴住居跡は、5a期以前と考えられる。
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部位 層位 土色 土性 備考
住居堆積土 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土･黒褐色土ブロックを多量に含む。

カマド
2 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 暗褐色のブロック、径5 ～ 10㎜の焼土粒を全体に多量に含む。
3 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 焼土の層が西側に広がる。径5 ～ 8㎜の焼土粒、黒色土ブロックを多量に含む。

周溝 - - - - 断面図･土層註記無し

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR4/4 褐色 シルト 10YR3/2黒褐色土ブロックを多量に含む。
2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 10YR3/2黒褐色土ブロックを少量に含む。
3 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 下部に10YR3/2黒褐色土を多量に含む。(柱痕跡)

P2

1 10YR3/1 黒褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土を 斑状に含む。(柱痕跡)
2 10YR3/1 黒褐色 シルト
3 10YR3/1 黒褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土ブロック･5YR3/1焼土ブロック･炭化物を含む
4 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土ブロックを含む。
5 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/4にぶい黄褐色土ブロックを含む。

SK1 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを少量、炭化物粒･焼土粒をわずかに含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不整楕円形 69×39 57
P2 楕円形 45×36 30
SK1 不整円形 90×84 21

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-164 Ⅴ区 SI93 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (15.6) - (4 .2 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、外面摩耗 76

2 C-166 Ⅴ区 SI93 カマド袖
構築土 土師器 甕 胴～底 - 7.9 (12 .3 )

胴：ﾊｹﾒ→胴下半：ﾍﾗｹｽﾞﾘ
→ﾍﾗﾐｶﾞｷ
底：木葉痕→周縁粘土貼
付け→ﾍﾗｹｽﾞﾘ

胴～底：ﾍﾗﾅﾃﾞ 76

図版 
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種

法量(㎝ )
重量(g) 石材 備考 写真 

図版全長 幅 厚
3 Kd-008 Ⅴ区 SI93 住居堆積土 石製品 砥石 14.1 4 .3 3 .2 146 .72 粘板岩 砥面3面、線条痕あり 76

SI93　堆積土註記表

SI93　施設堆積土註記表

SI93　施設観察表

1( 住居堆積土 )

2( カマド袖構築土 )
3( 住居堆積土 )

第 137 図　SI 93 竪穴住居跡 ( 2 )･ 出土遺物
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR4/3にぶい黄褐色ブロックを多量に含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 10YR6/4褐色土ブロックを多量に含む。

周溝 3 - - - - - 注記なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR2/2黒褐色土ブロックを少量含む。

2 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR4/6褐色土ブロックを多量、10YR4/2灰黄褐色土ブロックを少量含む。

P2 1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト なし あり 5YR5/8明赤褐色土粒をまばらに含む。

1 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 10YR4/4褐色土をわずかに含む。(柱痕跡)

2 10YR3/2 黒褐色 シルト あり あり 10YR4/4褐色土ブロックを少量、炭化物粒･酸化鉄をわずかに含む。

3 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 下部に10YR4/4褐色土ブロックを多量に含む。

P4 1 - - - - - 断面図なし。

SI94(SI25)

P1

P3

土色
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0 2m(1:60)

第 138 図　SI 94 竪穴住居跡 ( 1 )
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SI 94　竪穴住居跡 ( 第 138 ･ 139 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区西半、B- 8グリッドに位置する。住居西半部と東壁の一部を検出した。中央から東半部は、重複遺

構(SI78、SD64･65)と撹乱により失われている。

【重複】　SI78、SD64･65と重複関係にあり、これらより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北498㎝、東西516㎝を測る。平面形状は、方形を呈する。

【方向】　西壁基準でN-5°-Eである。

【堆積土】　3層に分層された。1･2層は住居堆積土で、暗褐色シルトを主体とする。3層は、周溝堆積土である。

【壁面】　直線的に外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大9㎝を測る。

【床面】　平坦である。基本層Ⅳ層上面を床面としている。

【柱穴】　床面で4基検出した。このうちP3は、位置関係と柱痕跡が確認されたことから、主柱穴に相当すると考えられ

る。

【周溝】　検出した範囲においては、断続的に壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅9 ～ 24㎝、

深さ9㎝を測る。

【カマド】　検出されなかった。元より付設されなかったのか、撹乱により失われたのか不明である。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　掘り方を持たない。

【出土遺物】　堆積土から、土師器の破片が少量出土しているが、図化できるような遺物はなかった。

【時期】　伴う土器はないが、本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)と考えられるSI 78より古いことから、本竪穴

住居跡の時期は、5a期以前と考えられる。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR4/3にぶい黄褐色ブロックを多量に含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 10YR6/4褐色土ブロックを多量に含む。

周溝 3 - - - - - 注記なし。

1 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR2/2黒褐色土ブロックを少量含む。

2 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 10YR4/6褐色土ブロックを多量、10YR4/2灰黄褐色土ブロックを少量含む。

P2 1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト なし あり 5YR5/8明赤褐色土粒をまばらに含む。

1 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 10YR4/4褐色土をわずかに含む。(柱痕跡)

2 10YR3/2 黒褐色 シルト あり あり 10YR4/4褐色土ブロックを少量、炭化物粒･酸化鉄をわずかに含む。

3 10YR3/2 黒褐色 シルト なし あり 下部に10YR4/4褐色土ブロックを多量に含む。

P4 1 - - - - - 断面図なし。

SI94(SI25)

P1

P3

土色

住居堆積土

0 2m(1:60)

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/3にぶい黄褐色土ブロックを多量に含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR6/4褐色土ブロックを多量に含む。

周溝 3 - - - 註記なし。

部位 層位 土色 土性 備考

P1
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR2/2黒褐色土ブロックを少量含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/6褐色土ブロックを多量、10YR4/2灰黄褐色土ブロックを少量含む。

P2 1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 5YR5/8明赤褐色土粒を微量に含む。

P3
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR4/4褐色土をわずかに含む。(柱痕跡)
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR4/4褐色土ブロックを少量、炭化物粒･酸化鉄をわずかに含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 下部に10YR4/4褐色土ブロックを多量に含む。

P4 1 - - - 断面図なし。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 不明 (45)×(33) 18
P2 不明 (18)×(18) 21
P3 不整楕円形 (72)×(48) 45
P4 不整円形 30×27 -

SI94　堆積土註記表

SI94　施設堆積土註記表

SI94　施設観察表

第 139 図　SI 94 竪穴住居跡 ( 2 )
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SI 95　竪穴住居跡 ( 第 140 ～ 142 図 )
【位置･確認】　Ⅴ区西半、B-8グリッドﾞに位置する。南東コーナーと南壁の一部は、撹乱により失われている。本竪穴

住居跡では、住居南側で建て替えの痕跡を確認した。新段階では、南壁を最大60㎝ほど縮小して建て替えが行われて

おり、古段階で検出したのは南壁と西壁･東壁の一部および周溝である。ここでは新段階をSI 95A、古段階をSI 95B

として記述する。

【重複】　検出した範囲においては、SI78･91･94と重複関係にあり、これらより新しい。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、SI 95Aは南北336㎝、東西348㎝、SI 95Bは南北395㎝ ･東西372㎝を測

る。平面形状は、SI95Aは方形で、SI95Bは長方形と推定される。

【方向】　カマド煙道部基準でN-19°-Eである。

【堆積土】　9層に分層された。1 ～ 3層は住居堆積土で、暗褐色･黒褐色シルトを主体とし、炭化物･焼土粒を含む。

4･ 5層は、周溝堆積土である。6層はカマド関連層位で、暗褐色シルトを主体とし、焼土粒･炭化物を含む。燃焼部

前面の床面上には、炭化物範囲が拡がる。7･ 8層はカマド構築土で、暗褐色シルトを主体とする。9層は、掘り方堆

積土である。

【壁面】　外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大18㎝を測る。

【床面】　ほぼ平坦で、南半部が若干高くなる。9層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から1基検出した。規模と位置関係から、P1は主柱穴に相当すると考えられる。

【周溝】　検出した範囲においては、SI 95Aはカマド直下と南壁中央を除き壁際に沿って周る。SI 95Bは、南壁と西壁

は壁際に沿って周り、東側は壁からやや離れた位置を周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、SI 95Aが幅12 ～
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カマド

カマド

カマド

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 炭化物･焼土粒を含む。煙道部に黒色土ブロックを含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 褐色土のブロック･炭化物･酸化鉄斑を含む。

3 10YR2/3 黒褐色 シルト なし ややあり炭化物を帯状に、酸化鉄斑を含む。

4 10YR3/3 暗褐色 シルト - - 褐色土ブロックを微量、炭化物を極微量に含む。

5 10YR3/4 暗褐色 シルト - - 褐色土を微量に含む。

カマド 6 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト なし あり 煙道部は黒褐色土ブロックを帯状に、燃焼部は焼土粒･炭化物粒を含む。

7 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 焼土を互層状に含む。

8 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり

掘り方 9 10YR3/4 暗褐色 シルト あり あり 上部に10YR3/2黒褐色土を帯状に、10YR4/4褐色土ブロックを多量に含む。

① 10YR3/4 暗褐色 シルト あり あり 褐色土ブロックを含む。

② 10YR4/4 褐色 シルト あり 少し 暗褐色土ブロックを少量含む。

③ 10YR3/3 暗褐色 シルト あり あり 褐色土ブロックを含む。

④ 10YR3/4 暗褐色 シルト あり あり 褐色土ブロックを含む。
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27㎝、深さ15㎝、SI95Bが幅9 ～ 15㎝、深さ9㎝を測る。

【カマド】　北壁中央に位置し、壁面に対して直交して付設される。袖の規模は、西袖が長さ66㎝、幅39㎝、東袖が

長さ54㎝、幅27㎝を測る。北壁に対して、西袖は東傾、東袖は西傾する。燃焼部の中央やや西側からは、支脚と考

えられる自然礫が直立した状態で検出された。

　燃焼部の規模は、奥行き60㎝、幅51㎝、奥壁高9㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。底面はほぼ平坦で、奥壁は

外傾して立ち上がる。

　煙道部の規模は、長さ204㎝、幅33㎝、深さ6 ～ 18㎝を測る。底面は、緩やかな起伏があり、奥壁側にテラス状

の段を持つ。

　煙出し部の規模は、上端径33㎝、煙道部からの深さ9㎝を測り、ピット状に窪む。底面は皿状で、壁面は直線的に

外傾して立ち上がる。底面からは、自然礫を検出した。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　深さ2 ～ 15㎝を測る。

【出土遺物】　土師器坏4点･甕1点を掲載した(第142図)。

　土師器坏4点は、1･ 3はカマド堆積土、2･ 4は住居堆積土からの出土である。3は燃焼部から浮いた状態で、支脚

によりかかって出土した。1は、底部は丸底と推定され、半球形に内湾して体部から口縁部にいたる器形を呈する。調

整は外面ヘラケズリのちヘラミガキ、内面ヘラミガキが施される。内面は、黒色処理される。2 ～ 4は、底部は丸底も

しくは丸底と推定され、扁平に内湾する体部から、外傾する口縁部にいたる器形を呈する。口縁部と体部の境は、外

面に2は不明瞭な段、3･ 4は段を持ち、内面はいずれも稜を持つ。調整は、2は内外面ヘラミガキ、3は口縁部外面

ヨコナデ、体部外面および内面ヘラミガキ、4は口縁部ヨコナデ、体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキが施される。

3･4の内面は、黒色処理される。
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カマド

カマド

カマド

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 炭化物･焼土粒を含む。煙道部に黒色土ブロックを含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 褐色土のブロック･炭化物･酸化鉄斑を含む。

3 10YR2/3 黒褐色 シルト なし ややあり炭化物を帯状に、酸化鉄斑を含む。

4 10YR3/3 暗褐色 シルト - - 褐色土ブロックを微量、炭化物を極微量に含む。

5 10YR3/4 暗褐色 シルト - - 褐色土を微量に含む。

カマド 6 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト なし あり 煙道部は黒褐色土ブロックを帯状に、燃焼部は焼土粒･炭化物粒を含む。

7 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 焼土を互層状に含む。

8 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり

掘り方 9 10YR3/4 暗褐色 シルト あり あり 上部に10YR3/2黒褐色土を帯状に、10YR4/4褐色土ブロックを多量に含む。

① 10YR3/4 暗褐色 シルト あり あり 褐色土ブロックを含む。

② 10YR4/4 褐色 シルト あり 少し 暗褐色土ブロックを少量含む。

③ 10YR3/3 暗褐色 シルト あり あり 褐色土ブロックを含む。

④ 10YR3/4 暗褐色 シルト あり あり 褐色土ブロックを含む。
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 炭化物･焼土粒を含む。煙道部に黒色土ブロックを含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 褐色土のブロック･炭化物･酸化鉄斑を含む。

3 10YR2/3 黒褐色 シルト なし ややあり炭化物を帯状に、酸化鉄斑を含む。

4 10YR3/3 暗褐色 シルト - - 褐色土ブロックを微量、炭化物を極微量に含む。

5 10YR3/4 暗褐色 シルト - - 褐色土を微量に含む。

カマド 6 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト なし あり 煙道部は黒褐色土ブロックを帯状に、燃焼部は焼土粒･炭化物粒を含む。

7 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 焼土を互層状に含む。

8 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり

掘り方 9 10YR3/4 暗褐色 シルト あり あり 上部に10YR3/2黒褐色土を帯状に、10YR4/4褐色土ブロックを多量に含む。

① 10YR3/4 暗褐色 シルト あり あり 褐色土ブロックを含む。

② 10YR4/4 褐色 シルト あり 少し 暗褐色土ブロックを少量含む。

③ 10YR3/3 暗褐色 シルト あり あり 褐色土ブロックを含む。

④ 10YR3/4 暗褐色 シルト あり あり 褐色土ブロックを含む。
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カマド

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 炭化物･焼土粒を含む。煙道部に黒色土ブロックを含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり 褐色土のブロック･炭化物･酸化鉄斑を含む。

3 10YR2/3 黒褐色 シルト なし ややあり炭化物を帯状に、酸化鉄斑を含む。

4 10YR3/3 暗褐色 シルト - - 褐色土ブロックを微量、炭化物を極微量に含む。

5 10YR3/4 暗褐色 シルト - - 褐色土を微量に含む。

カマド 6 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト なし あり 煙道部は黒褐色土ブロックを帯状に、燃焼部は焼土粒･炭化物粒を含む。

7 10YR3/3 暗褐色 シルト なし あり 焼土を互層状に含む。

8 10YR3/4 暗褐色 シルト なし あり

掘り方 9 10YR3/4 暗褐色 シルト あり あり 上部に10YR3/2黒褐色土を帯状に、10YR4/4褐色土ブロックを多量に含む。

① 10YR3/4 暗褐色 シルト あり あり 褐色土ブロックを含む。

② 10YR4/4 褐色 シルト あり 少し 暗褐色土ブロックを少量含む。

③ 10YR3/3 暗褐色 シルト あり あり 褐色土ブロックを含む。

④ 10YR3/4 暗褐色 シルト あり あり 褐色土ブロックを含む。
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　土師器甕は、煙出し部からの出土である。長胴の胴部から外反する口縁部にいたる器形を呈する。胴部の最大形を

下位に持つ。口縁部と胴部の境は、段を持つ。調整は、口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケメのち下半ヘラケズリ、

内面ヘラナデが施される。

【時期】　伴う土器はないが、本書の時期区分5a期( 7世紀中葉～後葉)と考えられるSI 78より新しいことから、本竪穴

住居跡の時期は、5a期以降と考えられる。
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C-169

C-169

西台畑遺跡 4・5・7次

C-170

C-170

西台畑遺跡 4・5・7次

C-171

C-171

西台畑遺跡 4・5・7次

C-173

C-173

西台畑遺跡 4・5・7次

0 10cm(1:3)

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/4 暗褐色 シルト 炭化物･焼土粒を含む。煙道部に黒色土ブロックを含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土のブロック･炭化物･酸化鉄斑を含む。
3 10YR2/3 黒褐色 シルト 炭化物を帯状に、酸化鉄斑を含む。

周溝
4 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを微量、炭化物を極微量に含む。
5 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土を微量に含む。

カマド 6 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 煙道部は黒褐色土ブロックを帯状に、燃焼部は焼土粒･炭化物粒を含む。

カマド袖
7 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土を互層状に含む。
8 10YR3/4 暗褐色 シルト

掘り方 9 10YR3/4 暗褐色 シルト 上部に10YR3/2黒褐色土を帯状に、10YR4/4褐色土ブロックを多量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1

① 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。
② 10YR4/4 褐色 シルト 暗褐色土ブロックを少量含む。
③ 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。
④ 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。

遺構名 平面形 規模(㎝ ) 深さ(㎝ ) 備考
P1 円形 63×57 15

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(㎝ )
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-168 Ⅴ区 SI95 カマド
堆積土 土師器 坏 口縁

～底 (10.6) - (4 .2 ) ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 76

2 C-171 Ⅴ区 SI95 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (17.7) - 4 .9 口縁：ﾍﾗﾐｶﾞｷ､体～底：ﾍﾗ

ｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色漆仕上げ、内面
摩耗 76

3 C-170 Ⅴ区 SI95 カマド
堆積土 土師器 坏 口縁

～底 (14.1) - (4 .8 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体～底：ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理 76

4 C-169 Ⅴ区 SI95 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (15.5) - (4 .1 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ､

体：ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、内面摩耗 76

5 C-173 Ⅴ区 SI95 煙道部煙出し 土師器 甕 口縁～
胴 16.2 - (20 .0 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ

胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ 76

SI95　堆積土註記表

SI95　施設堆積土註記表

SI95　施設観察表

第 142 図　SI 95 竪穴住居跡出土遺物

1( カマド堆積土 )

3( カマド堆積土 )

4( 住居堆積土 )

2( 住居堆積土 )

5( 煙道部煙出し )
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SI 101　竪穴住居跡 ( 第 143 図 )
【位置･確認】　17街区中央、X- 7･ 8グリッドに位置する。北西コーナーおよび北壁･カマドの一部と南半部は、重複

遺構(SK95、Pit5)と撹乱により失われている。

【重複】　SK95、Pit5と重複関係にあり、これらより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北135㎝、東西324㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定され

る。

【方向】　カマド基準でN-44°-Wである。

【堆積土】　大別12層、細別15層に分層された。1 ～ 4層は住居堆積土で、灰黄褐色シルトを主体とし、焼土･炭化

物粒を含む。5層は、周溝堆積土である。6･ 7層はカマド関連層位で、6層は天井崩落土、7b層は炭化物･灰･焼土
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遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(10㎜程度)を多量に含む。下部に焼土が薄く堆積(1～2ｃｍ程度)。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5㎜程度)を多量含む。

3 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5㎜程度)を少量、炭化物粒を微量含む。

4 10YR4/4 褐色 シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(10～20㎜程度)を多量、焼土粒･炭化物粒を微量含む。

周溝 5 10YR3/2 黒褐色 シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5㎜程度)を多量に含む。

6 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 強 弱 Ⅳ層ブロック(5㎜程度)を多量、炭化物粒、焼土粒を微量含む。(天井崩落土)

7a N2/0 黒色 シルト 強 弱 炭化物･灰を多量･焼土粒を多量に含む。

7b 10YR3/2 黒褐色 シルト 強 強 炭化物･灰･焼土を互層状に含む。(カマド掻き出し土)

8 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 強 強 北袖壁に灰褐色シルト斑を多量に含む。灰を含む。

9 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5～10㎜程度)を少量含む。

10a 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5～10㎜程度)を多量に含む。

10a 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 強 強 Ⅳ層ブロック･黒褐色･灰白色シルトブロック(10～30㎜程度)を多量に含む。

11 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5～10㎜程度)を少量含む。

12a 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 強 強 褐灰色シルトブロック(5～10㎜程度)を少量、炭化物粒を微量含む。

12b 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5～10㎜程度)を少量、褐灰色シルトを互層状に含む。

遺構名 部位 層位 土性 粘性 しまり 備考

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5㎜程度)を多量に含む。(柱痕跡)

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 強 弱 Ⅳ層小ブロックを多量に含む。

3 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 強 弱 Ⅳ層ブロックを多量に含む。

1 10YR3/4 暗褐色 シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5㎜程度)を多量に、炭化物粒･焼土粒を微量含む。(柱痕跡)

2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5～10㎜程度)を多量に、炭化物粒を微量含む。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 強 強 Ⅳ層ブロック(5～20㎜程度)を多量に含む。

4 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 強 強 黒褐色シルトブロック(10～20㎜程度)を少量含む。

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト Ⅳ層ブロック(5㎜程度)を多量に、焼土粒を微量含む。

2 10YR4/4 褐色 シルト Ⅳ層ブロックを含む。灰褐色シルトを微量含む。

3 10YR2/2 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロック(5～10㎜程度)を少量含む。
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被熱範囲

石

石

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径10㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。下部に径10 ～ 20mmの焼土が薄く堆積。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを少量、炭化物粒を微量に含む。
4 10YR4/4 褐色 シルト 径10 ～ 20㎜のⅣ層ブロックを多量、焼土粒･炭化物粒を微量に含む。

周溝 5 10YR3/2 黒褐色 シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量に含む。

カマド
6 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 径5㎜のⅣ層ブロックを多量、炭化物粒、焼土粒を微量に含む。(天井崩落土)

7a N2/0 黒色 シルト 炭化物･灰を多量･焼土粒を多量に含む。
7b 10YR3/2 黒褐色 シルト 炭化物･灰･焼土を互層状に含む。(カマド掻き出し土)

部位 層位 土色 土性 備考

住居堆積土
1 10YR3/4 暗褐色 シルト 炭化物･焼土粒を含む。煙道部に黒色土ブロックを含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土のブロック･炭化物･酸化鉄斑を含む。
3 10YR2/3 黒褐色 シルト 炭化物を帯状に、酸化鉄斑を含む。

周溝
4 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを微量、炭化物を極微量に含む。
5 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土を微量に含む。

カマド 6 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 煙道部は黒褐色土ブロックを帯状に、燃焼部は焼土粒･炭化物粒を含む。

カマド袖
7 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土を互層状に含む。
8 10YR3/4 暗褐色 シルト

掘り方 9 10YR3/4 暗褐色 シルト 上部に10YR3/2黒褐色土を帯状に、10YR4/4褐色土ブロックを多量に含む。

部位 層位 土色 土性 備考

P1

① 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。
② 10YR4/4 褐色 シルト 暗褐色土ブロックを少量含む。
③ 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。
④ 10YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土ブロックを含む。

図版
番号

登録 
番号 調査区 出土地 層位 種別 器種 部位

法量(cm)
外面調整 内面調整 備考 写真 

図版口径 底径 器高

1 C-168 Ⅴ区 SI95 カマド
堆積土 土師器 坏 口縁

～底 (10.6) - (4 .2 ) ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理

2 C-171 Ⅴ区 SI95 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (17.7) - 4 .9 口縁:ﾍﾗﾐｶﾞｷ､

体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色漆仕上げ、内面
摩耗

3 C-170 Ⅴ区 SI95 カマド
堆積土 土師器 坏 口縁

～底 (14.1) - (4 .8 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ､
体～底:ﾍﾗｹｽﾞﾘ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理

4 C-169 Ⅴ区 SI95 住居堆積土 土師器 坏 口縁
～底 (15.5) - (4 .1 ) 口縁:ﾖｺﾅﾃﾞ､

体:ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾍﾗﾐｶﾞｷ 内面黒色処理、内面摩耗

5 C-173 Ⅴ区 SI95 煙道部煙出し 土師器 甕 口縁
～胴 16.2 - (20 .0 ) 口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ

胴：ﾊｹﾒ→ﾍﾗｹｽﾞﾘ
口縁：ﾖｺﾅﾃﾞ
胴：ﾍﾗﾅﾃﾞ

第143図　SI101竪穴住居跡

SI101　堆積土註記表(1)

第142図　SI95竪穴住居跡出土遺物

5(煙道部煙出し)

175

を互層状に含む。8･9層はカマド袖構築土である。10 ～ 12層は、掘り方堆積土である。

【壁面】　外傾して立ち上がる。残存する壁高は、最大9㎝を測る。

【床面】　やや起伏する。10･11層上面を床面としている。

【柱穴】　床面から3基検出した。P 1･ 2は、規模と位置関係、柱痕跡が確認されたことから、主柱穴に相当すると考え

られる。

【周溝】　検出した範囲においては、カマド直下を除き壁際に沿って周る。床面検出時に確認した周溝の規模は、幅12

～ 21㎝、深さ4 ～ 13㎝を測る。

【カマド】　北壁中央に位置し、壁面に対して直交して付設される。東袖の一部は、撹乱により失われている。また、煙

道部は検出していない。西袖の規模は、長さ60㎝、幅24㎝、東袖の規模は、長さ48㎝、幅30㎝を測る。北壁に対

して、両袖とも直交する。両袖の先端から、カマド袖の芯材として使用されたと考えられる自然礫を検出した。

　燃焼部の規模は、奥行き60㎝、幅33㎝、奥壁高8㎝を測り、奥壁は住居内に収まる。底面は平坦で、奥壁寄りに

ピット状の落ち込みを持ち、奥壁に向かって緩やかに上がる。奥壁は、外傾して立ち上がる。

【その他の施設】　検出していない。

【掘り方】　全面が掘り込まれる。深さは6 ～ 21㎝を測る。

【出土遺物】　堆積土中より土師器の破片が少量出土しているが、図化できるような遺物はなかった。

【時期】　伴う土器や時期の判る遺構との重複が無く、本竪穴住居跡の時期は不明である。

SI101　竪穴住居跡(第143図)
【位置･確認】　17街区中央、X- 7･ 8グリッドに位置する。北西コーナーおよび北壁･カマドの一部と南半部は、重複

遺構(SK95、P5)と撹乱により失われている。

【重複】　SK95、P5と重複関係にあり、これらより古い。

【規模･形態】　検出した範囲の規模は、南北135㎝、東西324㎝を測る。平面形状は、方形ないし長方形と推定され

る。

【方向】　カマド基準でN-44°-Wである。

【堆積土】　大別12層、細別15層に分層された。1 ～ 4層は住居堆積土で、灰黄褐色シルトを主体とし、焼土･炭化

物粒を含む。5層は、周溝堆積土である。6･ 7層はカマド関連層位で、6層は天井崩落土、7b層は炭化物･灰･焼土
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